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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





注：紙版の巻末収録「解説　南　雅彦」は電子版には収録されておりません。
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１──

「目覚めはどう？」

　もやもやとした霧きりめいたものがまだ視界に残っていた。だからレントンは、ぼんやりと見えてきた女の人の顔が最初ダイアンのものだとはわからなかった。

　目覚めはどう、だって？　もちろん最悪に決まっている。そうだと知ってて、わざと訊きくのだ。子供に大したことないんだと思わせるために。レントンは大おお欠伸あくびをした。彼が起き上がったカプセルの周りには、ダイアンと同じく白衣を着た大人たちが細々と動きまわっている。

「どうだった？　何か、見られた？」

「ううん」レントンは正直に答えた。「いつもと同じ。もやもやとしてて、全然はっきりしない。ずっと前から、ずうっと同じ」

　近くをドミニク先生が通りかかったので、レントンの声は小さくなった。青年の鋭するどい眼まな差ざしがすれ違ちがいざま、まるでナイフで切りつけるみたいにちらりとレントンの顔を横切った。その背中が遠くなって、彼には聞こえないとはっきりわかった上で、

「最近、多いよ。一日に三回も四回もさ。だから夜になっても眠ねむれないんだ」

　とレントンは愚ぐ痴ちをこぼした。ダイアンは小首を傾かしげて、

「そんなにふて腐くされないの。男前が台無しになるから」くしゃくしゃになったレントンの前まえ髪がみを整えてくれる。「今度、また釣つりに出かけよう？　泳ぐにはまだ早いけど、今度の日曜日は天気もいいっていうから」

「本当に？」

　レントンは目を輝かがやかせた。が、同時に、きっと以前ほどは楽しくないだろうな、とも思った。前は、バーナードやレスターがいた。ませていた女の子のローズも、釣りや、駆かけっこや、かくれんぼをしていっしょに遊んでいた。みんなでダイアンの車に乗って、車内で歌を歌ったり、カード遊びをしたり。いきの道中でカード遊びに負けると、レスターはいつも「帰りにもうひと勝負だ。逃にげるなよ」と言って聞かないのだが、実際、研究所に帰るときとなると、遊び疲つかれていの一番に車内でぐっすり眠りこけてしまうのも、これもいつものことだった。

「釣りもいいんだけど、ぼくは、いつになったら街に出られるの？」

「さあ──、そうね、テストに合格したらね、きっと」

　ダイアンは微笑ほほえんで言った。大人は子供相手に警けい戒かい心を解いてしまう。でも五歳のレントンにだってわかることだ。それが噓うそだっていうことくらい。みんな、誰だれも合格なんてしやしなかった。子供たちは子供たちで情報を交こう換かんする。はっきりしたヴィジョンを見ることのできた者はひとりもなかった。噓つきのレスターだけは確かなものを見たと言い張った。それが大人たちを巻き込む大おお騒さわぎになってからは、レスターはすっかり大人しくなってしまったけれど。

　そしてテストに合格できないまま、ここからいなくなってしまった。レントンより年上の男の子、女の子たちはみんなだ。研究所に残っているのは、レントンと、そしていま別のカプセルから身を起こしかけていた同じ歳としの女の子──エウレカだけ。

　声をかけようにも、周りには大人たちが大勢いた。これもいつものことだ。大人たちはことさらにエウレカに構いたがるのだ。ここにいた、どんな少年少女よりも。

「おやあ？」ダイアンがレントンの肩かたを突つついたので、レントンはあわてて視線を逸そらした。「お姫ひめさまはもう少し時間がかかるわよ。自分のモニターで勉強してなさい、騎士ナイトくん」

「おう」

　恥はじを搔かかされた復ふく讐しゆうに、レントンはバーナードの真ま似ねをして横おう柄へいに答えた。「こらっ」とダイアンが追いかけるのを、カプセルから身軽に飛び降りて、小走りに逃のがれる。

　研究室のドアを開けて、長い廊ろう下かをずっといった端はじっこにレントンの勉強部屋があった。

　部屋といっても、さして高くもない仕切りに囲まれた、モニター端たん末まつひとつあるきりの小さな区画に過ぎない。レントンはモニターの前に身を滑すべり込ませると、電源を入れ、デスクの下にこっそり隠かくしておいたお菓か子しの袋ふくろを取り出した。ビスケットを口に放ほうって、今日のぶん用意された宿題を片づけにかかる。

　いくらかはすらすら解けたが、いくらかは見当もつかない問題だった。そういう場合、データベースを呼び出して調べることができる。しばらくは大人しくキーボードを叩たたいていたレントンだったが、一〇分もしないうちに飽あき飽きしてきた。何しろ、今日二回目のテストの直後だ。つまり、カプセルに入って、おかしなヘルメットを被かぶらされたあと、目を閉じて、うとうとしかけたその寝ね入いりばなに叩き起こされる、なんて馬ば鹿かげたことを二回もやらされたってことだ。

　ひどく頭が重い。身体からだもだるいし、何より眠くって仕方がない。

　ハリーがいたらな、とぼんやり思った。ハリーはコンピュータを使った遊びの天才だった。簡単なプログラムをつくって、みんなのコンピュータをつないで点数を争うゲームをさせてくれた。敵はイマージュだ。誰も『ＫＬＦ対イマージュ』のごっこ遊びでイマージュの役をやりたがらないから、憎にくむ敵の役割をコンピュータに押しつけようってわけだ。

　ほとんどの子らがこれに熱中したが、こうやって自分たちなりの楽しみを見つけた子供たちを、なぜだか大人はひとつたりとて放っておけず、そしてなぜだか許せないものらしい。

　そのときも同じだった。ませたローズが、これまたいつものごとく告げ口して──同じぶんゲームで楽しんだ同志にかかわらず──誰か大人を呼びつけてしまう。

「また、こんな遊びをして」筋肉で、白衣がいつかはちきれるんじゃないかと皆みなが噂うわさし合うボリスは、目を三角にして怒ど鳴なった。「いつから、ここはいっぱしの兵士気取りの集まりになったんだろう。外で、大人たちがいかに多くの敵を殺せるかの相談ばかりしているからといって、おまえたちまで愚おろかな行こう為いに熱中することはないんだ。いいか、何度も言ってきたが、イマージュは我々の敵なんかじゃない。それを嬉き々きとして殺しているような連中の仲間入りをしたいというのなら、わたしは止めない。さあ、いますぐ出ていけばいい」

　皆はしゅんとうつむいてしまった。ローズもそのひとりだった。今回ばかりはいつもとわけが違ちがうように思えた。何しろ、ここからいなくなった少年少女たちがどこへいったものか、誰もわからなかったからだ。イマージュの餌えさにされるらしいぜ、というレスターの言葉が、そのとき脳のう裏りをよぎった。と、

「よさないか」そのとき遠方から声を投げかけてきたのは、ドミニク先生だった。「いまは、余計な先入観を持たせたくない。イマージュを──こちらを殺そうとする連中を敵と判断するか、友人になれると思うのかは、彼ら自身が選せん択たくすることさ」

　ボリスは押し黙だまった。ドミニクは彼より一〇歳は年下で、身体つきだっていかにも華きや奢しやだったのに、その冷たい表情はあるいはボリスの怒いかり以上にレントンを震ふるえ上がらせた。が、ボリスがそのとき反論のひとつもしなかったのは、何もドミニク先生に迫はく力りよく負けしたからではなかったろう。ドミニク先生はいつもひとりだった。誰かと仲良く笑っているところなど見たことがない。いつもしかめっ面つらでコンピュータを操作し、モニターとにらめっこしていた。レントンたちが何より待ちわびている食事のときでさえ、誰にも気づかれない傷の痛みをずっと堪こらえているような表情で、黙もく々もくと済ませていた。

「イマージュが敵じゃないだって？　友人になれるかもだって？」レスターが、あとでそう言って舌を出した。「何言ってんだ。前に研究員の誰かが言っているのを聞いたことがあるぜ。この星には、昔、もっともっと大勢の人間がいたんだって。そのほとんどが、イマージュにやられちまったんだって」

「じゃあ、何で先生たちはそんな噓をつくのさ」

「さあね。きっと、先生たちもイマージュなのさ。おれたちを洗脳して、銃じゆうの代わりに白旗を掲かかげてくれる人類をここで育てようってわけ」

　子供たちひとりひとりにあてがわれている端末は、当然のことながら外部にはつながっていない。あるとき、大人の目を盗ぬすんで、ネットにつながったコンピュータをこっそり閲えつ覧らんするのがはやったことがあり、そういうときの英雄ヒーローは大たい概がいはしっこいトマスだったのだが、彼はその情報をプリントアウトしては、皆に見せびらかしてまわった。

　イマージュと人類の戦争、その光景を写真や動画で配信しているサイトのもので、ＫＬＦ隊の雄お々おしい活かつ躍やく、華はな々ばなしい戦果を伝える記事がほとんどだった。少年たちは夢中になりつつも、これでレスターの噓うそも暴あばかれた、と別の意味で拍はく手しゆした。

「ほら見ろよ。人間がほとんど殺されたなんてやっぱり噓じゃないか」

　が、意外なところからレスターを援えん護ごする声があった。

「人民政府のやり口はいつもこうなんだ」年長者のバーナードが、いかにも大人びた顔をして言ったのだ。「きっとイマージュにキーボードを打てる指があれば、まったく違ちがう新聞を発行したろうな。ＫＬＦ隊の無残な残ざん骸がいを写真に並べて」

　バーナードの生おい立ちを知っている子らは、何となく、ボリスに怒られたときみたいにしゅんとしてしまった。

　レントンはしかし、ＫＬＦ──人とよく似た四し肢しを備えた巨きよ人じん兵器──の写真をカッコいいと思ったし、また、そのときサイトに書かれていた日づけでいまという年月が「西せい暦れき二〇四五年」というのをはじめて知った。

　別のサイトからの情報によると、イマージュが地球にあらわれたのは二〇〇九年の四月。人間らしい顔も身体も持たないその侵しん略りやく者たちは、突とつ如じよとしてあらわれたかと思うと、突如として人類に牙きばを剝むいたという。

　人民政府はその突然の災さい厄やくにもひるむことなく、無む辜この人民を守るべく必死に戦った。それから三六年もの月日が流れたことになる。そんなにも長いこと喧けん嘩かしているんなら、きっともう永遠に終わりなんて来ないんじゃないか、とレントンには思えた。

　大人たちの情報を盗み見する遊びは、またしてもローズの告げ口によって終しゆう焉えんを迎むかえたが、それまでの三週間、少年たちには様々な情報がもたらされた。コンピュータにはいろんな情報が詰つまっているんだとレントンは知って、それならば、ひょっとして探してみれば、自分のお父さん、お母さんの情報もどこかにかあるんじゃないかと思った。

　思ったが、それを口には出さなかった。お父さんやお母さんのことを話すのは男としてとても恥はずかしいことだったから。大人たちは誰だれもその話題に触ふれようとしなかったから──。




「あ、いいな」

　突然そんな声がして驚おどろいた。仕切りの間からエウレカが入ってきている。

「終わったの？」

「うん、いまさっき」

　彼女がレントンを押しやるみたいに椅い子すの端はじっこに腰こしかけたので、ちょっと身体をずらしてあげた。

「今日、ニルヴァーシュは？」

「ニルヴァーシュもテストするんだって。別のところ」

　そこまで話してから、「いいな」というのがお菓か子しのことだと気づいたので、

「食べる？」

　と差し出した。「うん！」と目を輝かがやかせて、エウレカは袋ふくろのなかに手を入れようとしたが、急にしょんぼりしたみたいにその手を引いた。

「どうしたの、食べなよ。まだいっぱいあるんだよ」

「やっぱりいい。決められたものしか食べちゃいけないって言われてるから。あとで怒られちゃう」

「黙ってれば平気だって。食べなよ。……何だ、エウレカは意い気く地じなしなんだな」

「エウレカ、意気地なしじゃないよ」ぷっと頰ほおをふくらませてエウレカは抗こう議ぎした。「レントンだって、本当はここに持って来たらいけないんだ。先生に言っちゃおうかなあ」

「わっ。ま、待ってよ。ごめん、噓だから」

　エウレカはくすくす笑って許してくれた。こういうとき、なぜだかレントンは、胸の辺りを羽う毛もうでやわらかく撫なでられたような、おかしなくすぐったさを覚えるのだ。

「でもさ、何でエウレカにだけ、そんな厳しいんだろう。テストのときだって最後までひとり残されてるしさ。エウレカだけ特別なのかな？」

「わかんない」

　エウレカが食べられないのに自分がお菓子を口にしているのがいけないことに思えて、レントンは袋をしまった。

「エウレカだけが特別で、他ほかがそうじゃないから、みんないなくなるのかな。だったら、テストに合格できないぼくも、どこか連れていかれちゃうのかな」

「レントン、ここからいなくなっちゃうの？」

　エウレカの目が不安そうに揺ゆらいだ。あわててレントンは胸を張った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ぼく、優ゆう秀しゆうみたいだから……」

「優秀な生徒は、勉強中に無む駄だ口ぐちを叩たたかないものさ」

　ドミニク先生がいきなり声をかけてきたので、レントンは椅子から跳とび上がった。

「ご、ごめんなさい、先生」

「ごめんなさい」

　エウレカもいっしょになって謝った。

「もうすぐお昼だ。食事を済ませたら、またテストをする。それまでに宿題を片づけておけ」

　ドミニク先生はそれだけを言った。立ち去っていくと、顔を見合わせたエウレカに、

「レントン、意気地なしだね」

　くすっと笑われた。

　その日は結局、一日に四回ものテストが行われた。ごてごてとコードの伸のびたおかしなヘルメットを被かぶらされて、身ひとつ入れる以外、何の隙すき間まも装そう飾しよくもないカプセルのなかに横たわって目を閉じる。

　するとヘルメットからドミニク先生の声が聞こえてくる。

「きみたちはいま暗くら闇やみを見つめているはずだ。瞼まぶたが閉とざされているのだからね。だが、目は顔にだけついているのではない。心のなかにも目はあるんだ。さあ、その目を開いてごらん。難しいことなど何もない。心の目を開くということは、つまり自由に想像するということなのさ」

　テストのはじまりはいつも緊きん張ちようする。リラックスすることこそ何より大事だ、と先生はいつも言っていたけれど、そう意識すればするほど身体からだがこわばり、動どう悸きが速くなる。

「さあ、これできみたちは、きみたちの思うがままになる世界を手に入れた。準備はできたかな。これから先生の言うとおりに世界をつくっていってごらん。いま、きみたちは山道を歩いている。夜が空をじわじわと覆おおっている。早く帰らないといけないな。いつもの見慣れた道を走って──。おや、でも道が二つにわかれているね。いつもだったらそんなことはないのに。さあ、どうしよう。いつもの道を選んでまっすぐ帰っていくのか、それとも……」

　いつも最後までその声を聞いていようと思うのだが、言われたとおりにしているうち、三分と経たたずに意識がふっと落ちそうになる。ドミニクの声はまったく別の意味を持った音声になり代わって、暗闇にはもやもやとした形のない映像が浮うかび上がる。

　そしてその瞬しゆん間かんには、また叩き起こされるのだった。

　どうしたらこのテストに合格するのか、実のところレントンに詳くわしいことはわからなかった。

「途と中ちゆうで眠ねむっちゃうからいけないの？」

　と、一度ダイアンに訊きいたこともあるのだが、彼女は首を左右に振ふった。

「眠るのはいいことよ。大事なのは、夢のなかで、きちんとドミニク先生が言われたとおりの世界が見えているかどうか。そしてねレントン、そこである人に会えるかどうかなの」

「ある人？」

　と、そこで「ダイアン」とドミニク先生の声が聞こえたので、あわててダイアンはレントンのもとから離はなれてしまった。あれはきっと、「ヒントを与あたえすぎだ」という意味なのだろう。だけどそれはあまりに不公平だった。誰だれもコツのひとつだって教えてくれないのだし、合格したいとどれだけ願っていても、頑がん張ばりようがない。

　その日も結局成功しなかった。テストが終われば、自分用の部屋に戻もどってベッドで眠ることもできたが、ここのところは夜になってもカプセルでの就しゆう寝しんが義務づけられることが多い。これも無論テストだ。そして朝になってダイアンが、

「目覚めはどう？」

　とカプセルの上から覗のぞき込みながら訊き、レントンは、

「最悪」

　と答える。

　レントン・サーストンは、ひょっとしたら合格しないからこそ自分はずっとここにいられるような気がしたし、もしかしたら早いところ合格しなければ自分も他の子供たちみたいに追い出されるんじゃないかと、幼心に恐きよう怖ふをも覚えていた。







２──

　レントン・サーストンはこのワルサワ研究所で生まれた。他の子供たち──いまはもういなくなってしまった子供たち──も、大半は同じ境きよう遇ぐうで、残りは、別の研究所や孤こ児じ院いんから連れてこられたらしかった。

　レントンの倍近い歳としだったバーナードなど、人類とイマージュとの戦争に巻き込まれ、両親からはぐれていたところを保護されたらしい。が、その後、どんなテレビニュースやサイトを見ても、バーナードのいた街が滅ほろぼされたことも、当然人民解放軍の砲ほう撃げきが、空を埋うめつくしたイマージュのみならず彼らの住んでいた家屋にも次々と降り注いで大勢の人が死んだことも、まったく報道されていなかったという。彼が「人民政府のやり口」と非難していたのも、そうした理由があったからだろう。

　そんなわけだから、バーナードはここへ来た最初の頃ころ、質問責めにあっていた。

「イマージュってどんな顔？」

「牙きばを生やしてた？　口からビームを出すって本当？」

「ＫＬＦってどうやって空を飛ぶの？」

　一年前のことで、レントン自身覚えていないことのほうが多かったが、バーナードはそんな質問には決して答えなかった記き憶おくがある。それに、レントンには他ほかに訊きたかったことがあったのだが、前述したのと同じ理由で口には出せずじまいだった。

「──パパとママのことを知ってる？」

　ここにいる子供たちに両親の記憶はない。レントンも無論そうだ。父も母もここワルサワの研究員だったらしいことは教えられていた。研究中の事故で亡なくなったことも。しかし詳しいことまでは伝えられていない。

　エウレカはどうだったのだろう、と思うときがある。エウレカはここへ連れて来られたのではなかった。最初からいたはずだ。つまり生まれたときからいっしょにいたはずなのに、彼女といっしょに話したり、いっしょにご飯を食べたり、というのはごく最近になってからなのだ。

　その理由は、大半の部分で大人たちにあった。そして残りの部分はエウレカ自身にあった。

　何しろ彼女はいつも大人たちに囲まれていたし、たまに見かけたときにも、彼女が自分たちとまるで違ちがうということが子供心にわかったからだ。エウレカはぱっちりとした目を瞠みはったまま、にこりともせずにいた。大人たちに何か言われても、機械的に応こたえる声が聞こえるばかりで、正直、何かぞっとするものすら感じないわけにはいかなかった。

「あれは、ロボットだぜ」レスターが言ったことがある。「軍がつくった、戦せん闘とう用ロボットだ。エウレカはそのテスト機なのさ」

　レントンたちにはみんな狭せまいながら個室があてがわれていて、それは同じ区画に並べられてあったが、エウレカだけは別べつ棟むねにいた。だから顔を合わせるのはテストのときくらいで、その理由をいくら尋たずねても、誰も、ダイアンでさえも答えてはくれなかった。そんな特別扱あつかいが少年たちの疑ぎ惑わくに油を注いだのは間ま違ちがいない。小こ柄がらな割に血の気の多いジョルジュなどは、一度エウレカに口くち喧げん嘩かを吹ふっかけた。しかしエウレカはまったく気にも留めず歩いていくばかり。罵ば詈り雑ぞう言ごんのボキャブラリーが尽つきたジョルジュは、しまいには「研究所員の誰が産んだかわからない、不ふ認にん知ちお嬢じようさま」などとわめいてしまって、所員たちから大目玉を喰くらった。

　そんなエウレカだったから、レントンにとってそれまでは幼おさな馴な染じみという認識さえなかった。だから、半年前の出来事は、ある意味ではエウレカとのはじめての出会いといっても差し支つかえなかったろう。




　あれは真夜中のことだった。レントンはこっそり部屋から抜ぬけ出して、エウレカが普ふ段だん暮らしている別棟へと向かった。夜中とはいっても、研究所は不夜城だ。二四時間体制で働いている所員たちの目をかいくぐって中庭を抜け、いまだ一歩も足を踏ふみ入れたことのない区画へと身を躍おどらせる。

　レントンにとってはちょっとした冒ぼう険けんだった。テストの回数が増えたこともあって、なかなか寝ねつけずにいたし、何より他の子たちがいなくなってしまった寂さびしさを紛まぎらわすためもあった。

　そこはきっとお城のような場所に違いない。特別扱いのエウレカがひとり住んでいるくらいだから、食べたことがないほどおいしいお菓か子しもあるかもしれない。

　ともあれ、想像していたようなガードロボットや、床ゆかや天てん井じように張り巡めぐらされたトラップはなかった。拍ひよう子し抜ぬけするほどすいすい進んでいくと、廊ろう下かの左手側にガラス張りになってなかの様子がうかがえる部屋があった。はっとなって足を止める。カーテンで仕切られた向こうにベッドがある。そのカーテンが少し開いていて、そこからエウレカの姿が見えたのだ。

　レントンは息を吞のんだ。お城などとんでもなかった。そこは、ベッドがひとつあるきりの空間だった。レントンと歳の変わらない女の子が、壁かべ紙がみもくすんで灰色をした、病室のような場所でひとり眠ねむっているきりなのだ。

　そのエウレカが寝ね返がえりを打った。レントンから見て顔が正面を向いたので、どきりとなって身を伏ふせようとした。できなかった。距きよ離りにしてみれば五、六メートルほど。いつも研究所ですれ違うときとそれほど変わらない距離だったのに、真夜中、最低限の灯あかりがついたきりの施し設せつ内で、男の子の自分と女の子のエウレカ、たった二人でこの場にいる、というのがなぜだか息苦しいほどの感情を呼び起こしていた。

　恐怖ではなかった。やましいことをしているという罪悪感でもなかった。

「もきゅう！」

　レントンは跳とびはねた。身体からだより先に心臓のほうが高くジャンプした気がした。突とつ然ぜん、おかしな声がしたかと思うと、レントンはお腹なかの辺りに強い衝しよう撃げきを受けて仰あお向むけにひっくり返っていたのだ。

　おかしな生き物が薄うす明あかりに照らされて見えた。そいつが馬乗りになってきている。「ひっ」と息が洩もれた。イマージュだった。写真でしか、それも高速で移動する瞬しゆん間かんを捉とらえた、恐おそろしく不鮮せん明めいな画像でしか見たことはなかったが、それは少なくともレントンがデータベースで知る地球上のどんな生き物でもなかった。

　もっきゅ、もっきゅとブーツで雪を踏み鳴らしたときみたいな鳴き声を興奮気味にあげて、両の手でぴたぴたとレントンの胸を、頰ほおを打った。その手からいつビームが発射されるかわからず、レントンは絶ぜつ叫きようを放った。

「ニルヴァーシュ、何しているの？」

　そんな声が投げかけられた瞬間のことだった。開け放たれたドアの向こうに、レントンは、はじめてエウレカを見た。

　イマージュは──レントンが見たところ、『頭でっかちなペンギン型イマージュ』は、レントンの胸の上で、やはりペンギンのヒレに似た手を、まるで敬礼するみたいに折り曲げる。「んも、きゅう」と聞こえた。

「侵しん入にゆう者、この子が？　ニルヴァーシュがやっつけてくれたの？」

「ち、違うよ」反射的に声が出た。「ぼくは、そ、そんなんじゃない。ただ、そのう……ただ、そう、遊びに、来ただけなんだ」

「遊びに？」

　ぱっちりとしたスミレ色の目は、まるでレントンの顔に穴でも開けようとしているかのように一瞬も揺ゆらぐことなく向けられつづける。レントンは高速で何度も頷うなずいた。

「そう、だから……だ、だから、このイマージュ、どけて」

　エウレカが言うには、それはニルヴァーシュだった。彼女に命じられて、不満そうにレントンから飛び降りたそれは、じっと疑い深そうにレントンの顔を眺ながめまわした。身体より頭のほうが不釣つり合あいにでっかくて、まるで大人のヘルメットに頭をすっぽり覆おおわれた赤ん坊ぼうみたいだ。顔には人間と同じく、口と二つの目がある。落ち窪くぼんだ目は左右の間かん隔かくが離はなれており、間近にすると、

（あ。変な顔）

「もっきゅう」

　すると、ふたたびニルヴァーシュは猛もう威いをふるって襲おそいかかってきた。平べったくて長い手を振ふりまわしてくる。嵐あらしのような猛打を前に、レントンは身を丸めて「ごめんなさい」を連呼した。

「ニルヴァーシュ、やめなさい。どうしたの、ニルヴァーシュったら」

　結局、部屋から出てきたエウレカによって後ろから抱だき止められるまで、レントンはいつビームに焼き尽くされるかという恐きよう怖ふに脅おびえつづける羽目になった。

「おかしいな。いつもはもっと大人しいのに。彼に、何かした？」

「ぼ、ぼくの心を、読んだんだ」

「ニルヴァーシュには、わたしの言葉しかわからないはずだよ」

「噓うそじゃないよ。だって……いた、ごめんなさい、いたたた」

　いま思うに、何てカッコ悪い出会い方なんだろう。研究所の所員たちは、時々子供たちに羞しゆう恥ち心しんがないみたいに扱あつかうこともあるけど──テストの準備をするとき、人前でいきなり「裸はだかになって」と言ったり──、一〇歳だろうが、五歳だろうが、男の子としてのプライドくらいは生まれたときから持ち合わせているつもりだ。

「仲直りしなさい、ニルヴァーシュ」

　エウレカに言われ、ニルヴァーシュとレントンは握あく手しゆさせられた。ニルヴァーシュの体長は三、四〇センチくらい。身体全体丸みを帯びていて、ヒレみたいな両手はまっすぐ立っても引きずってしまうくらいに長い。その一方で足は極きよく端たんに短かった。それこそペンギンみたいに体内に埋うまっているんじゃないかというほど。そして頭部は流線型をしたヘルメットに似ていて、身体に比べるとやっぱり大きすぎた。歩くときも、その重さに難なん儀ぎしてるみたいにえっちらおっちらとふらついている。

「この子、ＫＬＦの幼よう生せいなの」

　その後、ベッドの上にニルヴァーシュを抱き上げてエウレカは言った。

「噓だあ」

「噓じゃないよ。どうして」

「幼生、って、つまり、オリジナルだろ。大昔に発見された。そんなの、とっくにＫＬＦになっちゃってるはずだよ」

「そういうの、わかんない」

　膝ひざの上に抱き上げられて背中を撫なでられているうち、眠ねむ気けを催もよおしたらしいニルヴァーシュは口を大きく開けて欠伸あくびをしていた。確かにイマージュではないらしいが、これがイマージュに唯ゆい一いつ対たい抗こうできる機動兵器のオリジナルだ、などとも到とう底てい思えない。

　まだまだ恐怖心はあったが、そこは好こう奇き心のほうが上まわった。しばらくはエウレカを質問責めにした。どうしていつもひとりきりでいるのか、どうしてみんなと遊びに出かけないのか、どうしてこうやって特別扱いされているのか。そのすべてにエウレカは「わかんない」と答えた。しまいにはむっと眉まゆを寄せ、口をへの字に曲げた。

「真ま面じ目めに答えてよ。ぼく、知りたいんだ。ここのこと。他ほかの子たちがどこへいったのか、ぼくもどこか別のところに連れていかれるのか、それにあのテストって何だろうって。きみなら知ってると思ったんだけど」

「何だろうって？」

　エウレカはきょとんとして訊きいた。生まれたときからされていることだから、別段疑問に思ったことなどないらしい。それに、

「別のところにいけるなら、わたし、いってみたい」意外なことを言った。「ここから出たことなんてないから。でも、無理なんだ。わたし、みんなみたいにお陽ひさまの下を歩けないから」

「お陽さまの下？　どうして」

「怪け我がをしちゃうから」

「そんなの、へっちゃらだよ。膝を擦すり剝むいたってすぐに治るし。トマスなんかは川で溺おぼれかけたけど。怪我をするのが怖こわいから、みんなと外に出ないの？」

「違ちがう。みんなとは、違うの」

「違うって、だから──」

「何してるんだ？」

　そのとき、幽ゆう霊れいのように姿をあらわしたのがドミニクだった。レントンはその日、もう一度心臓が高飛びする経験をした。

　ドミニクはレントンのどんな言い訳にも耳を貸さず、「もう休むんだ。明日もあるから」とだけエウレカに言い残すと、レントンを引きずるようにして部屋をあとにした。

　連れていかれた先は、ドミニク先生専用の研究室だった。ドアの前を何度か通ったことはあっても、なかへ入ったのはそのときがはじめてだ。レントンはべそを搔かいた。いつも冷たくて、誰だれに対しても厳しいドミニク先生。きっとこれからひどい折せつ檻かんをされるのだと、そう思った。

「ごめんなさい、はもういい」

　ドミニクはコーヒーカップを手にしたが、「子供に、夜中のカフェインは駄だ目めだな」と、ブツブツ言ったあと、結局は手ぶらでレントンに訊いた。

「なぜ、あんなところに忍しのび込もうなんて思ったんだ？　ちょっとした肝きも試だめしか。違う？　それなら、なぜ。こっそり悪戯いたずらでもしかけて、大人たちを驚おどろかせようと思ったのか？」

　レントンはしゃくり上げながら、エウレカに語ったことをくり返した。ここのことを知りたかった、ぼくたちがどうなるか知りたかった、エウレカなら知っていると思った──。

「エウレカも、知りはしない」短い嘆たん息そくを交えて、ドミニク先生は言った。「知らないということこそが重要だからだ。さっき、彼女とおしゃべりをしていたね？　何を話していたんだ」

　たとえ恐きよう怖ふのなかにあっても、しかしレントンは好奇心を抑おさえられなかった。ドミニク先生の質問に正直に答えている最さ中なか、涙なみだ目めで辺りをきょろきょろ見み渡わたす。デスクの上にある写真立てに目がいった。そこにドミニク先生の『家族』が写っていた。家族だとひと目でわかった。何しろ微笑ほほえむ先生の隣となりには同じ歳としくらいの女の人がいて、そしてその女の人は赤ちゃんを胸に抱だいていたからだ。

　レントンの視線に気づいたドミニクは、何気ない仕草でそれを伏ふせてしまった。そして、

「ひとつだけ教えてあげよう。エウレカがきみたちと遊べないのは、彼女が太陽の下を歩けないからだ。陽の光は、彼女を傷つける」

「傷つける？」

「お陽さまをいっぱい浴びると、みんな、気持ちいいものだろう？　だけど、エウレカにとってはそうじゃない。エウレカにとって陽の光は、炎ほのおと同じだ。肌はだを焼き、溶とかしてしまうんだ」

　それは、いつも大人から聞かされるたぐいの噓うそっぱち──夜中まで起きていると幽霊が出るぞ、とか、言うことを聞かないと科学の魔ま法ほうでＫＬＦにしちゃうぞ、とか──ではなかった。何より、ドミニク先生はいつも冷たく、厳しかったけど、噓だけは決して言わなかった。

「どうして、エウレカだけがそうなの？」

「さあ、なぜだろう。じゃあ、なぜレントンは、レントンとしてこの世に生まれたんだろう。なぜ他の誰でもなかったんだろう。それと同じことかもしれない」

　先生が、いっぱいあったレントンの疑問のうちなぜそれだけを教えてくれたのかはわからない。ただ、思ったほどには叱しかられずに済んだ。

　そのときからだ。研究所ですれ違ちがったとき、テストをするとき、レントンが話しかけてもエウレカは無視しなくなった。いっしょにご飯も食べるようになった。レントンの言うことに怒おこったり、驚いたり、笑ったりするようになった。

　いろいろなことも聞いた。昼間に外を出歩けないエウレカは、時々、大人たちの許しが出たときにだけ、所内の庭や裏山の入口付近などを夜中に散歩することがあるという。ただ歩くだけのそれが、ほとんど唯ゆい一いつの楽しみらしかった。

「えっ、じゃあ、魚釣つりしたことないの？　川を泳いだことも？」

　それどころかエウレカは、鳥が空を飛んでいくのを見たこともなく、雪が降り積もった翌朝、陽の光にきらきらする雪原を駆かけたことも、くさっぱらに横になってお昼ひる寝ねしたこともないのだという。

　レントンには信じられなかった。この冷たくて無機質な研究所だけが、エウレカのいる世界のすべてだなどとは。やっぱりエウレカは何か特別で、大人たちが理由をつくってはエウレカを逃にがさないようにしているのだとも思った。

　だが、それから間もおかずして、エウレカやドミニク先生の言葉が真実そのものだったと証明する事件が起こった。ダイアンといっしょに魚釣りをして帰ってきたとき、エウレカがストレッチャーで運ばれていくのを目もく撃げきしたのだ。

　つい先ほど、大人たちの目を盗ぬすんで外へ出たところ、陽ひの光に当てられて倒たおれてしまったらしかった。

「どうしてそんなこと」ダイアンが悲しげに言った。「もう充じゆう分ぶん、理解していると思っていたのに」

　レントンは魚の入ったバケツを放ほうり出す勢いで駆けた。彼は、エウレカに魚を、食しよく卓たくに並ぶような魚ではなく、水のなかで生きた魚たちをいっぱい見せてあげると約束していたのだった。

　エウレカのいる別べつ棟むねに向かおうとしたレントンを制止する職員もいたが、ドミニク先生が「いい」と許可をくれた。その先生と並んで、いつかのように廊ろう下か側からエウレカの部屋を見み舞まった。ベッドに横たわった彼女は苦しげな息を吐はいている。眉まゆを寄せていまにも泣いてしまいそうな表情なのに、声は出さず、ただただ胸を荒あら々あらしく上下させている。

　そしてレントンは息を吞のんだ。エウレカの額や頰ほおの辺りには水ぶくれができており、手足にも炎えん症しようのあとがあった。そして、その内側からなぜか緑色をしたきらめきが、風に吹ふかれた蠟ろう燭そくの炎のように、ぼお、ぼおっと点てん滅めつしながら放たれているのが見えたのだ。

「あれは」レントンは我知らず、声に出していた。「あれは何？　エウレカの血なの？」

「クリスタルだ」ドミニクが、いつもの冷たい声こわ音ねで言った。「エウレカの皮ひ膚ふの下にはあのクリスタルが隠かくされている。だからといって、彼女が、きみたちが噂うわさしていたようなロボットだという意味じゃない。そう……、ある意味で、特別なのには違いないがね。気味が悪いか？」

　ううん、とレントンは首を振ふった。そのときはただエウレカの苦しそうな表情が耐たえられず、早く笑顔になってくれないかと願うばかりだった。

　それからあとになって、レントンが見舞ったとき、エウレカは絆ばん創そう膏こうをいたるところに貼はりつけた顔で出で迎むかえた。そんな痛々しい姿で、エウレカはあの晩レントンが見たいと願っていた笑え顔がおを浮うかべたのだ。

「慣れておこうと思ったの。夕方の、お陽さまが強いときじゃなかったら、きっと大だい丈じよう夫ぶだと思って。だんだん慣れておけば、いつか、レントンといっしょにお外で遊べるでしょ？」

「うん。……だけど、無む茶ちやをしないで」

　ベッドの傍かたわらでは、ニルヴァーシュも心配そうにエウレカの顔を覗のぞき込んでいた。

「そんな無茶をしなくても、きっといつか、いっぱい遊べるよ。無茶をしすぎたら、逆にその日が遅おそくなっちゃうかも」

「もっきゅう」

　ニルヴァーシュがまるで頷うなずくみたいな仕草をしたので、レントンはその頭をそっと触さわった。いっぱいに張りつめたゼリーみたいな感かん触しよくはあたたかかった。

「エウレカの病気は治るの？」

　見舞いにいったあと、ドミニク先生に訊きいた。彼はいつものような気難しそうな表情で首を横に振った。

「病気というより、体質の問題だ。エウレカは治らないし、それがそもそも異常というわけじゃない。……つまり、あれで健康なんだ。レントン・サーストンがそうであるように」

　そんな、とつぶやいたきり、レントンは何も言えなくなった。

　イマージュと人類の戦争が、三七年目を迎むかえようという、初夏の時期だった。







３──

　たいていの勉強時間はレントンひとりでしていたが、月に二、三度、ドミニク先生は広い講堂で授業を開いた。そしてある時期を境に、エウレカもいっしょに参加するようになった。

「情報は知識だ。だが、それを鵜う吞のみにしては狭せまい価値観に染められることになる。ぼくも含ふくめて、大人の言うことすべてを信じるなということじゃない。自分の目で見て、自分の頭で考えることを心がけろということさ」

　授業がはじまる前、先生は必ずそんなことを言った。レントンにはまだよく理解できなかったが、毎回言うくらいだからきっと大切なことなのだろうと心に留とどめてはいた。

　物語を読んだり、記録映像を見たり、内容は様々だったが、エウレカとともに受けた二回目の授業はイマージュを扱あつかったものだった。いまのいままで大人たちに訊いても答えてくれないか、あきらかなごまかししかされてこなかったテーマだ。

　イマージュと人類の戦争がはじまったのが西せい暦れき二〇〇九年四月。イマージュは、南太平洋に突とつ如じよとして出現したという謎なぞの巨きよ大だい生命体である、とドミニク先生は語った。

「どうして、戦争になったの？」

「さて。どちらが先に引き金を引いたものか」ドミニク先生は淡たん々たんとした調子で、広い空間に並んで腰こしかけた二人きりの生徒相手に言った。「確かなのは、イマージュという存在に関しては、あれから三七年経たついまになっても、ほとんどわかっていないということだ。科学の最さい先せん端たん──つまり、科学がいちばん進んだここワルサワ研究所でもね。わからない、というのは怖こわい、ということさ。相手が何をしでかすかわからない、何を考えているかわからない。だから、傷つけられる前にやってしまおう、というわけだ」

「バーナードも、そういえば、最初、喧けん嘩かばっかりしてた」レントンは思い返した。「でも、そのうちみんなと仲良くなったよ。三〇年以上も経ったのなら、仲直りすればいいのに……そうすれば、戦争もなくなるんでしょう？」

「そうだよ、そう」

　エウレカも頷き、抱だき上げられたニルヴァーシュも、わかっているのかいないのか、両手を挙げて精いっぱい同意を示した。

「そうしたいと願う人もいる。だが、そうではない人もいる。親を、子供を、友達を殺された人たちも大勢いる。そういう人は戦いをやめたがらないかもしれない。そういう人こそ、戦いなんてもうたくさんだと言うかもしれない。いろいろあるんだ。みんながみんな、きみたちみたいに純じゆん粋すいになれはしないのさ」

　授業はさらにつづいた。いつもより倍近く時間はかかったが、これほど正面から戦争のことを大人が教えてくれたのははじめてだったから、退たい屈くつしなかった。

「戦争がはじまったとはいえ、しかし最初の頃ころ、イマージュに人類の武器はほとんど通用しなかった。というよりも、兵器が動かなくなったんだ。イマージュはトラパーという粒りゆう子しを大気中にばらまいていたからだ。それは機械の動きを止めてしまう。戦せん闘とう機も戦車も機能を停止し、ミサイルも敵の本体に届く前にぴたりと止まり、レーザーはトラパーによってねじ曲げられてしまう」

「先生。りゅうしって、何？」

「つぶのことさ。トラパーは、目には見えないくらい、小さな小さなつぶなんだ。そしてトラパーは機械だけでなく、人間でさえ壊こわしてしまう。あまりにトラパーが集中しすぎた場所にいると、人間は幻まぼろしを見たり、言葉がしゃべれなくなったり、身体からだも動かなくなったりするんだ」

　ドミニク先生は、それから人類はむしろそのトラパーを利用した兵器を開発するようになった、と教えてくれた。

「トラパーで動かなくなるなら、そのトラパーをエネルギーのようなものに変えて動くシステムをつくればいい、ということになった。コンパク・システムと名づけられたそのエンジンが開発され、搭とう載さいするにふさわしい兵器として選ばれたのがＫＬＦだ」

　レントンはエウレカに抱かれたニルヴァーシュを見やった。早くも飽あきたのか、窓まど枠わくに鳥が止まっては、そちらのほうへしきりにいきたがっている。

「イマージュと人間の戦争がはじまった頃に発見されたその新種の生き物は、トラパーにまったく影えい響きようを受けなかった。そのために人類はＫＬＦを戦闘機械に変えたのだ。いまはニルヴァーシュも小さいが、成体になると身の丈たけ一〇メートル以上にはなる。その成体ＫＬＦをアーキタイプとし、装そう甲こうをつけて、動きを自在に操あやつるために電気信号を流す駆く動どうシステムを手術で埋うめ込む。いわば矯きよう正せい装置のようなものだな」

「じゃあ、ニルヴァーシュも、いつかでっかい兵器になっちゃうの？」

「成体になればな。なかには、成体になりきれず、幼よう生せいのまま一〇年以上生きたケースもあるそうだ」

　レントンは、モニターにあるＫＬＦの画像を拡大して、ニルヴァーシュに見せた。真冬に着ぶくれした人間みたいに、重たい装甲を身につけたそのシルエットは、いつかネットワークで見た宇宙服にも似ていた。

「ほらチビ、いまよりもっと不細工になるぞ」

　すると小さな目をきゅっと吊つり上げて殴なぐりかかるのを、「冗じよう談だんだよ、冗談」と笑いながら、ちっとも痛くないその攻こう撃げきを受け流した。すると、

「すっごい」

　エウレカが目を丸くした。

「え？」

「レントン、ニルヴァーシュと会話してる！」

「あ、いや、そんな大したもんじゃないけど」

「ニルヴァーシュに自分の意思を伝えられるだけでも、大したものだよ」

　ドミニクが珍めずらしく誉ほめてくれたので、レントンはそちらのほうに驚おどろかされた。それからエウレカが手を上げて、

「先生、手術って、ニルヴァーシュは痛くないの？」

「どうだろうな。少なくとも、痛がったり、苦しがったりはしないみたいだ。成体になって極きよく端たんに巨大化してしまったＫＬＦは、どのみち、自分の意思ではもうほとんど動けなくなるんだ。人間以上に不完全な生命体が、どうやって、どのようにして、この星にあらわれたのか、イマージュと同じくらいに謎だな」

　以前に訊きいたところによると、ニルヴァーシュは生まれたときからエウレカといっしょだったらしい。研究対象であった幼生ＫＬＦとエウレカが、赤子のときからまるで意思の疎そ通つうができるようだったのが珍しく、ずっとここに置かれてあるそうだ。

「人類は、やがてオリジナルのＫＬＦから得られたデータを参考に、無機物のＫＬＦ兵器をコピーして生み出すようになった。現在、軍で使用されている人型機動兵器ＫＬＦは、その大半がレプリカであり、ニルヴァーシュのような生物ではない。幼生ＫＬＦはニルヴァーシュ以降発見されていないんだ。もしかしたら最後のオリジナルになる可能性もある」

「ニルヴァーシュ、じゃあ、仲間がいないんだね。かわいそう。わたしがずっとお友達になってあげる」

　エウレカは後ろからニルヴァーシュをきゅっと抱きしめた。

　イマージュのことに関してもそうだったが、ドミニク先生は、いままで誰だれに訊いても答えてくれなかったことを、少しずつ話してくれるようになっていた。レントンの両親についてもだ。といっても、

「立派な人たちだったよ」

　決して、レントンの知りたがっていたすべてを伝えてくれるわけではなかったし、

「世界を救う研究をしていたんだ。もう一歩、彼らが到とう達たつしたかった領域にまでもう一歩にまで迫せまっていたところで、不幸にも亡なくなられてしまった。しかし、決してそれは無む駄だじゃない。その遺志を、大勢の人がいまこうして継ついでいこうとしている限り」

　先生の言うこと全部が理解できたわけではないのだが、レントンは、ドミニク先生ほど厳格な人が「立派な人」と言う両親を誇ほこらしい気持ちになった。

　授業が終わると、レントンは外に遊びに出かける。一時期、エウレカが寂さびしがるといけないから外出は控ひかえていたのだが、

「レントンがいっぱいお外で遊んできて、それをいっぱいわたしに話してくれるのが好き」

　と言われてからは、一日おきくらいには遊びにいくようになった。

　夏も終わりかけて、秋の気配が裏山に忍しのび込んできた頃ころ合あい、

「今日はどこへいくの？」

「裏山に、虫捕とりに。いっぱいエウレカにも見せてあげるよ」

　その会話を耳にして、講堂を去りかけていたドミニクがふと足を止めた。

「レントン。捕つかまえた虫たちを、今日、エウレカに見せてはいけないよ」

　意表を衝つかれてぽかんとなるレントンに、

「明日にならいいけどね。今日帰ってきたら、虫を捕まえたときの様子を、事細かにエウレカに教えてあげてごらん。虫たちがどういう風に歩くのか、どういう風に飛ぶのか。レントンはどんな作戦を立てて、どうやって捕まえたのか。エウレカはそれを聞いて、絵にしてみるといい。エウレカが見たことのない虫たちを、レントンがどれくらい正確に伝えられるのか。ちょっとしたゲームだよ。朝になってから答え合わせをするんだ」

　二人ともその気になって頷うなずいた。

　遊び相手はいなくなってしまったけど、代わりに、所員のダイアンが時間の空いているときにつき合ってくれた。




　翌日、朝から大人たちがいつも以上に騒さわがしかった。レントンにはよくわからなかったが、「軍が査察に来る」という言葉があちこちで飛び交かっていた。

「予告も何もなかったじゃないか」

「政府を通したわけじゃないらしい。軍少しよう佐さどのの独断だとさ」

「少佐、って誰です？」

「ゲーリイ・ブライトン」

「ああ。かのデューイ・ソレンスタムの同期で──」

「英えい雄ゆうどのに差をつけられちまったからな。自分も政府のためにやってます、ってところをアピールしたいんだろうさ」

　レントンはそのとき、ひとりで宿題を片づけていたのだが、聞き慣れない声が遠くから聞こえてきたので、椅い子すの上に立って、仕切りから頭を出してこっそり覗のぞき見した。

　胸を反らして廊ろう下かを歩いてくる、髭ひげをたくわえたその男は写真でしか目にしたことのない軍服を身につけていた。部下と思われるやはり軍服の男たちを従えて、大いばりで歩いている。その傍かたわらを年配の所員があわててついていっていた。

「少佐。前もって連れん絡らくをいただければ、こちらからお迎むかえにあがりましたのに」

「連絡したのでは、査察の意味があるまい」髭を撫なでて、男はじろっと所員を見やった。「我々は、事前通告なしに立ち入り検査を実じつ施しする権限を持っている。それとも、事前に連絡を入れてもらう代わりに金品を差し出す用意があるとでも言うか？」

　この人が例のゲーリイ何とかという人らしい、とレントンは思った。

「い、いえ。そのようなことは決して」

「特に、ここワルサワにはもっと頻ひん繁ぱんに査察に出向いてもいいくらいだよ。何もない辺境の田舎いなかでさえなければな。何せ、ドーハの悲劇の首しゆ謀ぼう者しやたちを生んだところだ」

　ドーハの悲劇、という言葉に、なぜか周囲の空気がぴんと張りつめた気がした。ゲーリイはまるでそれを楽しむみたいに周囲を見み渡わたす。所員の喉のど仏ぼとけが上下した。

「……少佐、我々は、カルト集団でも、テロリスト集団でもありません。すなわち、ヴォダラクではありません。現に、あの事件が起こった直後、ここにいる全員がいったんは拘こう束そくされ、政府や軍によって徹てつ底てい的に調査されたのです。その上で、このワルサワに残って研究をつづけることを許された。何も、もはや何も疑いは残されていないはずです」

「そうだろうさ。どのみち、おまえたち以外の誰も、トラパーやコンパク・システムを理解せんのだからな。兵器研究の目的で、多少大目に見られたというだけのこと。だからこそ、おまえたちに求められるのは研究成果がすべてだ。それがなければ、いつ、誰であろうとも投とう獄ごくできるということは忘れるな」

　あのねちっこい目はレスターのそれに似ている、とレントンは思った。自分より年少で、身体からだの小さい奴やつをいじめるのに格好の理由を見つけたときのあの目に。ゲーリイがこちらを見ようとしたので、レントンはあわてて頭を引っ込めようとした。

「レントン」

　そのとき、少佐の向こうから声をかけてきたのはエウレカだった。満面の笑えみで駆かけてくる。手もとに何枚もの画用紙があった。昨日ドミニクに言われたとおりに描えがいた絵らしい。

「答え合わせ！」

　所員が気づいて止めようとしたが、振ふり向いたゲーリイがいち早く彼女に気づいた。

「ほう、これが」

　背の高い、肥えた男にじろりと射いすくめられ、エウレカは思わず立ち止まった。やや落ち着かない顔をしたが、すぐに、いつもドミニク先生に言われているとおりに挨あい拶さつしようとした。その顎あごをいきなり摑つかまれた。ばさばさと画用紙がエウレカの手から落ちた。それを踏ふみつけながら上半身を屈かがめたゲーリイは、

「これが七号検体とやらか」

　あたかも、店先で果物の具合を確かめるように、エウレカの顎を固定したまま顔をためつすがめつ眺ながめる。痛そうにエウレカの顔が歪ゆがんだ。ゲーリイはなお検分をやめなかった。スミレ色の目からぽろりと涙なみだがこぼれるのを見たゲーリイは、

「何と。人間そのものじゃないか。くそ忌いま々いましいイマージュどもは、人間というものをあるいは我々以上に理解しているかもしれんな」

　軍功を誇ほこるかのような顔でとくとくと言った。瞬しゆん間かん、

「エウレカを放せ！」

　気がつけば、レントンは飛び出して、ゲーリイに体当たりしようとしていた。しかしすぐに配下の兵士によって肩かたと背中を床ゆかに押さえつけられた。レントンの頭のなかにごうごうと赤い血潮が渦うず巻まいて、痛みは少しも感じなかった。「放せ、放せ」ともがくレントンを見下ろしながら、

「何だ？」ゲーリイは眉まゆを寄せた。「男の『人型』がいるなどとは聞いていないぞ。貴様ら、また何かを政府に隠かくして、よからぬことを企たくらんでいるのじゃあるまいな」

「待ってください」

　そこへ進み出たのはダイアンだった。色白の頰ほおを、隠しきれない怒いかりに紅潮させながらも、

「所員の子供です。お放しください、わたしどものかつての仲間が何をしようとも、この子たちには何の関係も、何の罪もありません」

「世間さますべてが、わたしのように寛かん大だいではないよ」

　言いながらも、ゲーリイはエウレカから手を放し、部下たちにもレントンを解放するよう命じた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　レントンは大急ぎで画用紙を搔かき集めて、エウレカの肩に触ふれた。

「うん」

　半べそを搔きながらも、エウレカは大丈夫だと言い張った。そのとき奇き妙みように思えたのは、所員たちが──ゲーリイの振る舞まいにも、ダイアン以外はほとんど動どう揺ようする素振りを見せなかった彼らが──、このときになって急に落ち着きを失ったことだ。

　ともかく、そのときはそれでしまいになったが、ゲーリイは月に二、三度もここへ足を運ぶようになった。

　しかし大人たちに言わせれば、「ゲーリイの関心がワルサワそのものじゃなくなったのは確か」らしい。

　彼は、何かと言うとダイアンを指名して、研究所の案内役をさせたし、時には、露ろ骨こつなまでに二人きりになろうともした。レントンはもうじき六歳になろうとしていた。ゲーリイが、何やら男として、それこそ『よからぬ企み』を持っていることはわかった。ダイアンを恋こい人びとにしようとするつもりだと、気が気でなかったが、およそ二か月後、ゲーリイの誘さそいをダイアンがぴしゃりとはねつけたことが所内で話題となった。

「こんな田舎いなかで過ごしていても、出世の見込みひとつあるまい。どうだ、首都の軍研究所に推すい薦せん状を出してやろう。ワルサワ出身者が首都にいけるなんて、夢のまた夢のような話だぞ。もちろん、暮らしに不充じゆう分ぶんな思いはさせないつもりだ。何もかも、欲しいものすべて手に入るようになる」

　というのを、

「首にひもがつけられる状じよう況きようが同じなら、わたしはここに留とどまって研究することを選びます」

　きっぱりとそう言い放ったのだという。皆みな、喝かつ采さいをもって研究所の女じよ傑けつを迎むかえた。

　間もなく冬が来た。その間ももちろん、一日も休まずテストはつづけられていた。

　とある底冷えのしそうな朝、カプセルから起き上がると、所員たちがいつもみたいに細々と動いている。

「目覚めはどう、レントン？」

　いつものようにダイアンが訊きく。レントンは、これもいつものように、

「最悪」

　と言った。

　またどうせ、こんな一日を過ごしているうちに冬が過ぎて、春が来る。ほどなくして夏がやってくるだろう。研究所には、もう同じ年とし頃ごろの子たちは誰だれも来なくなってしまったけれど、エウレカがいるならこんな代わり映ばえもしない毎日だって、そんなに悪くないかもしれない──。

　そう思っていたレントンだから、その日の夕方、

「レントン、裏山にいこう。きみたちに見せたいものがあるんだ。ああ、エウレカもいっしょだよ」

　ドミニク先生にそう言われたときは、ひどく驚おどろいた。
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「ニルヴァーシュ、おいで！」

　ともすればニルヴァーシュは遅おくれがちになった。集中力が散さん漫まんなものだから、あちこち駆かけずりまわっては木の根っこにつまずいたり、ウサギを見かけては躍やつ起きになって追いかけようとしたりと、まったく落ち着かない。

　山には雪が降り積もっている。雪景色に白いニルヴァーシュの姿が隠れそうになったので、立ち止まったレントンはエウレカといっしょになってニルヴァーシュを呼んだ。ドミニクも足を止め、カンテラを手にしたままレントンたちを待っている。

　ニルヴァーシュが気づいて、ようやくウサギを追いかけるのをやめた。前のめりの体勢で坂を駆け下りてくる。歩くのは苦手でも走るのは意外と機き敏びんだ。加速をつけてジャンプした。背中を反らし、グライダーのごとく滑かつ空くうする。レントンの直前でふわりと再浮ふ上じようしてそのまま胸むなもとに飛び込んできたものだから、レントンは「うわっ」と後ろのめりに倒たおされてしまった。白い幼よう生せいＫＬＦが、その上で勝ち誇ったポーズを取る。エウレカが笑った。

「ニルヴァーシュ、強いんだね！」

「このチビすけ、よくもやったな」

　レントンは起き上がりざま、身を反転させてニルヴァーシュを雪へと沈しずめにかかった。幼生ＫＬＦも負けじとさらに反転。あっという間に雪まみれになりながらの取っ組み合いになる。エウレカは笑え顔がおでそのどちらにも声せい援えんを送った。

「いつまでも遊んでないでそろそろいくぞ。レントン、エウレカ」

　ドミニクが促うながした。レントンはあわてて雪を払はらって、「怒おこられたじゃないか」とニルヴァーシュに文句を言いつつ、エウレカとともに追いかけた。手持ちの服全部を着込んできたものだから、あたたかいのはいいにしても走るのには多少難なん儀ぎする。

　道の途と中ちゆう途中に立っている航空誘ゆう導どう灯とうが、雪のなかちらちら明めい滅めつしていた。向かい側の山にある軍事基地のためのものだ。左手側には、ワルサワ研究所と隣りん接せつする団地の灯あかりが連なっている。レントンも普ふ段だんよく遊びに来る山だったが、なぜドミニク先生が急に自分たちを誘い出したのか、それも、夜中にこの山へ登ろうなんて言い出したのかはわからない。理由を訊いても答えてくれなかった。ただ、

「ついてこられるか？」

「うん、先生、大だい丈じよう夫ぶ」

　いつもと違ちがって、先生にはどこかしら優やさしげな雰ふん囲い気きがあった。カンテラを掲かかげて時にこちらを気き遣づかう視線もそうだし、先ほどレントンたちを促した表情だってさほど怒っている風ではなかった。それが何とはなしに嬉うれしかった。ドミニクの背中を追ってざくざくと雪を搔かきわけ、時にはエウレカを振ふり返って、こちらも「大丈夫」というように歩いてくるのを確かく認にんした上で、また歩みを運ぶ。

　辺りの、冷たく、しんと張り詰つめた空気が、そのとき低く唸うなるような物音に吹ふき散らされた。見上げると、夜よ闇やみを割って進んでいる物体がある。軍の空中戦せん艦かんだ。近くに基地があるので戦艦が航行しているのは何度かレントンも見たことがあるが、

「先生、あの軍艦、壊こわれてる」

　船体後部から火の手が上がっていた。一いつ瞬しゆん、落ちてくるんじゃないかとレントンは思わずエウレカをかばうように身構えたが、船は何とか高度を維い持じしてレントンたちの見上げる先へと消えていく。

「壊れてるんじゃない、やられたんだ。イマージュに」

「イマージュに？」

　レントンはごくりと唾つばを飲んだ。戦争が起こっているとは聞かされていても、こうして、その現実を──物が壊れて、人が傷ついているという現実を──実感したのはほとんどはじめてのことだった。

「いつ、戦争は終わるの？」

「いつだろうな」

「冬が終わったら？　次の夏が来たら？……ぼくらが、大人になったら？」

　ドミニクは唇くちびるを引き結んで、眉み間けんに皺しわを寄せた。それが『いつもの』ドミニク先生に戻もどってしまったように見えたから、レントンは余計なことを言ってしまったと後こう悔かいした。が、先生は白い息を吐はきつつ、ぽんとレントンの被かぶった毛糸の帽ぼう子しをひとつ叩たたいて、

「急ごう。早くしないと夜が明けてしまう」

　それからは三人ともほぼ無言で歩いた。三〇分近くかけて、なだらかに雪が積もった丘おかの上にまで到とう達たつする。

　さすがに疲つかれて、レントンとエウレカは大木に背を預けた。ドミニク先生は何か探しものをしているみたいに辺りをいったり来たりしていたが、「ここか」と小さくつぶやくと、その場にしゃがみ込んで、手で雪を搔きわけはじめた。

「先生、何してるの？」

「あった。見てごらん」

　ドミニク先生は足もとにカンテラを置いて、二人を灯りのもとに招いた。レントンたちが覗のぞき込んでみると、搔きわけられた雪の間に、花らしきものが見えた。雪に埋うもれていたので、カンテラの灯りにてらてらと濡ぬれ輝かがやいている。まだ咲さいてはおらず、ふわふわの綿毛の上に子房の部分がちょこんと顔を出していた。

「うわあ、雪のなかにお花があるんだ」エウレカが、手をつないだニルヴァーシュを引き寄せる。「ほら、おいでニルヴァーシュ。すっごくかわいいよ」

「先生、これ、何て花なの？」

「雪ゆき月つきの花はなっていうんだ」先生も花に見入りながら言った。「毎年、冬が終わる直前に、こうして雪のなかに埋もれて花を咲かすんだ」

　へえ、とレントンは感心して花を見つめた。いろいろとデータベースで勉強してきたつもりでも、こんな花は見たことも聞いたこともない。

「先生がぼくらに見せたかったものって、このお花？」

　と、先生はいつにもない、まるでレスターが悪戯いたずらを思いついたときみたいな顔になった。

「エウレカと手をつないでごらん」

「え？……うん」

「そうしたら、二人とも、ニルヴァーシュとも手をつないで、この花を囲んでみてくれ」

　言われるがままにして、レントンたちは花の周りに立った。「何だかお遊ゆう戯ぎみたい」とエウレカがくすくす笑い、同じくニルヴァーシュも嬉しそうな鳴き声を発した。ドミニク先生はレントンたちの輪から一歩外に立って、

「この花には言い伝えがあるんだ。一〇〇年に一度、星の粉が降る日に、虹にじ色いろの光を放つ花を咲かせる、というね」

「虹色の花？　凄すごいや、そんなの見たことない。でも先生、星の粉って、何？」

「さあ……、それが何なのかはワルサワ研究所でもわかっていないんだ」

「レントン、虹色って、どんな色？」

　エウレカが別のことに興味を示した。

「虹色っていうのはね、エウレカ……」レントンはいかにも大人ぶって説明しようとしたが、すぐに口ごもってしまう。「ええっと、虹のことから説明しなきゃ駄だ目めなのかな。空にかかる、何だか消えそうなくらい薄うすくって、でもきれいな、七色の、橋みたいなもの。今度、データベースで見せてあげるよ」

　するとドミニクは、

「じゃあ、それを明日の宿題にしよう」

「え？」

「レントンが教えて、エウレカはまたそれを絵に描かいてごらん。データベースはそのあとだ」

「あ、でも、先生。この花が咲いたら、夜にでも虹が見えるんでしょう？　だったら、今日咲かないかな」

「どうかな。ああ、それと、言い伝えにはつづきがあるんだ。その虹色の光のなかで願いごとをすると、それは必ず叶かなうんだそうだよ」

「本当に？」

　レントンとエウレカ、二人の声が揃そろった。「ああ」とドミニクは頷うなずいて、

「エウレカは、何かお願いしたいことってあるかい？」

「ある！」手て袋ぶくろに包まれた手を上げて、エウレカは言った。「あのねエウレカ、いっつもね、たくさんレントンにお話を聞かせてもらうの。お空を鳥が飛んでたよ、とかね、蝶ちよう々ちようがさなぎから孵かえるところを見たよとかね、川でお魚を釣つったんだよとか、いっぱいいっぱい。だからね、エウレカ、それを見てみたいの。レントンが見てるものを、太陽の下で、レントンといっしょに見てみたいの。それでね……」

　はっとレントンは言葉にならない声を発した。急に、雪月花がその身を揺ゆらめかしたのだ。それこそデータベースで見た早まわしの映像みたいに、花が急速に成長している。

「先生、見て、お花が！」

　ドミニク、エウレカともに足もとに視線を誘さそわれた。綿毛から突つき出た子房から、薄いピンク色をした花弁が艶なまめいた光を放ってあらわれる。ゆっくりと、しかし確実に、あたかも無理矢理閉じ込めようとする力から、精いっぱい背せ伸のびをして解放されたいともがくみたいに、徐じよ々じよに徐々に花弁が子房から押し出されてくる。見ているレントンたちの手足に、知らず知らず力がこもった。

「生きてるんだ」エウレカがつぶやいた。「お花が、生きてるんだ」

　そしてついに、ふわりと花弁が開いた。かすかに濡れたそれぞれの花びらが、カンテラの灯りを受けて、きらきらときめ細かに輝いている。

「うわあ、きれい」

　エウレカが感激の声をあげたが、それで終わりではなかった。カンテラだけでなく、本当に花そのものが、その子房の部分から、青白い光を放ちはじめたのである。もきゅう、とニルヴァーシュが鳴いた。

「すっげえ」

　とレントンも感かん嘆たんして身を乗り出したその瞬しゆん間かん、目の前が、ぱっ！　と白く輝いた。レントンたちが叫さけびをあげる。突とつ然ぜん爆ばく発はつでも起こしたかのような強きよう烈れつな光が、瞼まぶたの裏に残像を焼きつけた。

　その光は直線を引いて空へと伸のびていき、やがてはちりちりとした細かい粒りゆう子しとなって、冷たい夜気に霧む消しようした。しばし呆ぼう然ぜんとした間ののち、エウレカが足もとを覗き込んだ。花はその場にうなだれていた。生きようともがいていたあの瞬間が噓うそのように、花びらはしおれ、溶とけた雪のなかに埋うもれている。エウレカが悲しげに眉まゆを寄せた。

「……枯かれちゃった」

「やっぱり駄目だったか」

　ドミニクはため息をついて、「来年のために」と言うと、枯れた花の上に雪を戻もどした。

「レントン、お願いごとした？」

「そんな暇ひまなかったよ」レントンは辺りをきょろきょろしながら、「他ほかにないかな、あの花。エウレカ、ニルヴァーシュ、手わけして探そうよ」

「そうしたら、虹、見える？」

　エウレカが頰ほっぺたを赤くして言った。

「見えるさ。ねえ、先生」

「いや、この辺りにはもうないはずだ」

　ドミニクの断定に、レントンもエウレカもがっかりしてしまった。と、先生はコートのポケットに手を入れて、二人に手を差し出すように言った。その上に、ポケットから取り出したものをそっと載のせる。銀色をした、ロケットペンダントがひとつずつ。

「これ、なあに？」

「お守りだよ。ぼくが以前に見つけた、雪月花の種が入っている」

「へえ！」

　レントンが開けようとすると、「まだ駄だ目めだ」とドミニクが止めた。

「まだ開けてはいけない。これもテストだよ。何か叶えたいことがあったら、あるいは何か困ったことがあるなら、このペンダントに願いつづけてごらん。その願いをいっぱいに溜ため込んだとき、ポケットから叶えたい夢があふれ出そうになったときに、きっと自分から光り輝かがやくはずだから。そしてそのときにこそ、願いつづけてきた夢が叶うはずだ」

「する。エウレカ、いっぱいお願いする」興奮気味にエウレカは跳とびはねた。「レントンもいっしょにお願いしよ？」

　掌てのひらのペンダントを見ていたレントンは、ふと顔を上げて、真しん剣けんな表情でそれをドミニクへと差し出した。

「……先生にあげる」

「え？」

「だって、このペンダント、二つしかないもん。雪月花って、貴重なんでしょ？　ぼくたちしか持っていないの、先生がかわいそうだ」

　そのときレントンが思い返したのは、先生の研究室にあった写真立てのことだった。いつも厳しくて、いつもひとりでいる先生だけど、先生には家族がある。自分たちとは違ちがって。だから、叶えたい願いもその人数ぶんあるはずだった。

「レントンは優しいな」先生は、差し出されたレントンの掌をそっと閉じさせた。「これは、きみたち二人のものだよ。先生にも夢があったけど、このお守りのおかげでもう叶かなえているんだ」

　そう言うと、

「その代わりに、二人にお願いがあるんだ」

　ドミニクは空を見上げた。先ほど大気に消えた光の粒子にも似た、星の輝かがやきが空一面にちりばめられている。

「この丘おかを、雪月花の咲さくこの丘を、ずっと見守ってあげてほしい。そしていつか、二人の手で虹にじ色いろに輝く花を咲かせて、二人が本当に叶えたい願いを、ここで叶えてほしいんだ」

　レントンとエウレカはきょとんとなって見つめ合った。ドミニクが二人のほうに振ふり返る。まるで先生がここからいなくなるみたいだ、とレントンは感じたが、言葉にはできず、「いいね？」と穏おだやかに促うながされるがままに、エウレカともども頷うなずいた。

　帰り道、

「このペンダント、いつか二人でいっしょに開けようね」エウレカがレントンに言った。「ひとりでこっそり開けちゃ、駄目だからね」

「うん。約束だよ」

　レントンは、エウレカとニルヴァーシュと手をつないで帰り道をいきながら、先生のお願いごとって何だったんだろうとずっと考えていた。




　その晩、レントンは夢を見た。

　雪のお城みたいな場所で、無数の花が見み渡わたす限りに生えている。あの、雪月花だ。

　それらがいっせいにまばゆい光を放ちはじめたので、いよいよ虹が見られる、とレントンは、隣となりにいた「彼女」の手を握にぎった。同じ力のぶんだけ握り返してきた。

　すべての花がぐんぐん勢いよく成長し、色とりどりの花弁を開いた。レントンはぎゅっと目を閉じて、必死に願いごとをしようとした──。

　と、そこでレントンは目を覚ました。夢だったのか、というがっかりした思いもあれば、たとえ夢のなかでももう一歩で虹を「彼女」に見せられたのに、という別の悔くやしさもあった。

　しかしすぐにレントンは別のことに注意を奪うばわれた。カプセルの周囲にどよめきが起こっていた。どよめきは波となって辺りをくまなく上下しており、レントンはてっきり、自分が寝ね坊ぼうしたおかげでテストが台無しになってしまったのではないかと恐おそれた。

　が、こちらを見つめるドミニク先生が、そのとき微笑ほほえんだ。

　レントンがはじめて見る、それは、先生の穏やかで、やわらかな笑え顔がおだった。

（何もかも上う手まくいくんだ）

　なぜか、レントンはそう直感した。これからは、何もかも上手くいくんだ。テストは成功して、エウレカは外を歩けるようになって、イマージュとの戦争も終わって、好きなときに街に出かけられるようになって、バーナードやレスター、その他の友人たちとも会えるんだ。

　あのときか、あるいは夢のなかでか、ともかくも雪月花への願いごとは実は届いていたんだ、とレントンはそう信じた。







２──

　爆ばく破は事故の原因など、所内の誰だれひとりとして把は握あくしている者はなかった。研究所の一部施し設せつのみならず、隣りん接せつした団地の一角をも吹ふき飛ばしたその爆破は、死者一四名、負傷者五〇名以上の大事故となった。大人たちが総出で救助や消火活動に当たっていたのをレントンは覚えている。あの晩は、「怖こわい」と震ふるえるエウレカとずっと手をつないでいた。

　待っていればじきに夜は明けたが、それはただ単にはじまりに過ぎなかった。人民解放軍が、政府の代理としてワルサワへの強制捜そう査さを敢かん行こうしたのだ。レントンにも、それがただの捜査ではないということくらいはわかった。ただ犯人を捜さがして捕つかまえに来るだけだったら、大人たちはこんなに脅おびえはしないし、こんなに怒おこったりはしないはずなのだ。

「奴やつにはめられたんだ」

　大人の言う『奴』とは、ゲーリイ・ブライトンのことらしかった。大人のひとりが摑つかんできた情報によると、ゲーリイは事故の起こるひと月前、つまりダイアンに手厳しく振られたあの直後に、政府へ査察報告書を出している。それによると、

『ワルサワ技研が、またいつぞやのようにイマージュを神とあがめるカルト集団と化しつつある』

　そんな事実無根の事こと柄がらがずらずら並べ立ててあったという。『あの恐るべき天変地異をもたらしたドーハの悲劇の再来を喰くい止めるべく、技研への徹てつ底てい的な手入れを要よう請せいする』とゲーリイは再三申し立てたそうだ。

「同期のデューイ大たい佐さは、対イマージュ戦争で確実に戦果を挙げているからな」

「差をつけられて、焦あせっているんだ。ちくしょう、おれたちを出世の生いけ贄にえにするつもりだ！」

　ドン、と大きく机を叩たたいたので、二人で絵を描えがいていたレントンとエウレカの肩かたがびくっと跳はね上がった。

「まさか。ゲーリイの手の者が爆ばく弾だんを仕し掛かけたっていうのか」

「それ以外考えられません。Ｄ５区画に爆発物なんてなかったはずでしょう？」

「とにかく、身の潔白を証明する以外ない」青ざめた顔で、年配の所員が言った。「我々に後ろめたいことなど何ひとつないのだから」

「『彼ら』を見て、果たしてそう判断してくれるかどうか」

「ひとまず、検体を遠ざけておこう。彼らは何よりヴォダラクの前例を怖がっている。何をしでかすかわからない──」

　そのとき、ダイアンが同じく蒼そう白はくな顔でレントンたちのほうへ歩み寄って、二人をそこから連れ出した。

　外には、カメラを抱かかえた報ほう道どう陣じんなども多数来ている様子だった。軍の空船が港に入る様子や、軍車両が住宅街を走っている様子やらがテレビに映し出されている。

　政府官かん吏りがゲート前に立つ職員に令状を読み上げている映像を尻しり目めに、ダイアンは二人をエウレカが寝ね泊とまりしている部屋へと連れていった。

「ぼくたち、どうなるの。捕まっちゃうの？」

「何も心配することなんてないのよ」ダイアンは無表情で言った。「ここで大人しくしておいて。二人で、仲良くしているのよ」

　エウレカの部屋はガムテープで窓を塞ふさいであったから、昼日中でも薄うす暗ぐらかった。レントンとエウレカは膝ひざを抱えてベッドの脇わきで小さくなる。廊ろう下かをせわしなく駆かけまわる音や、軍の車ががなり立てるエンジン音が遠く聞こえていた。

「怖い？」

　訊きくと、エウレカは小さく首を左右に振ふったが、その手は震えていた。「大だい丈じよう夫ぶだよ」とレントンはことさらに明るく声を張った。

「ここの人たちは悪いことなんてしてない。だってドミニク先生が言っていたもん。パパとママは世界を救う研究をしていて、このワルサワ研究所でも同じことをつづけているんだ、って」

「うん」

　声まで震えていた。その不安は幼よう生せいＫＬＦにも伝わるのか、ニルヴァーシュはいつもの元気をなくして、二人のあいだで重たそうに頭を垂れている。大丈夫、ともう一度レントンはくり返した。ポケットからペンダントを取り出して、

「何かあっても、きっと、これが守ってくれるから」

「うん」

　エウレカも笑え顔がおになって、取り出そうとした。

「いっぱい、いっぱい、お願いすれば、きっと……」

　瞬しゆん間かん、大きな音とともにドアが開かれた。レントンたちは声も発せず、その場に縮こまる。

　荒あら々あらしく入ってきたのは、全身を一分の隙すきもなく防護服で覆おおった兵士たちだった。研究所の所員がそうしているのを何度か見たことがある。顔の部分もシールドされており、表情が見えない。絵本のなかから、魔ま女じよの使し役えきする悪い兵隊がやってきたように思えた。

「待ってくれ、そんな乱暴な……」

　ドアの向こう側で、職員の声が聞こえたが、それを兵士が突つき飛ばした。

「検体を隠かくしておいて、よくも言う」

「すでに手を加えられている可能性もある。気をつけろ」

　ヘルメットの奥からこもった声がした。ダイアンの言ったことは噓だ、とレントンは直感した。只ただ事ごとではない。すると兵士のひとりがこちらに気づいて、指差した。

「サブジェクト発見」

「確保だ！」

　三人の兵士が駆け寄ってくる。その暴力的な気配に、レントンは思わずエウレカの肩を抱だいて立ち上がっていた。だがベッドと壁かべに挟はさまれて身動きが取れない。兵士たちがその手をエウレカのほうへと伸のばしてきたので、レントンはベッドの上へと彼女を逃にがした。と、兵士が後ろからレントンの肩を摑んで、強ごう引いんにどかそうとする。力の強さにレントンが呻うめいたそのとき、

「きゅうう！」

　と金切り声をあげてニルヴァーシュが兵士に跳とびかかった。驚おどろいて身をかわした兵士の腕うでにしがみつく。

「邪じや魔まだっ、こいつ」

　苛いら立だった声をあげ、兵士は銃じゆうを振り上げた。その硬かたいグリップ部がニルヴァーシュの頭部を一いち撃げきする。頭部がへこんだように見えたニルヴァーシュが、「きゅう」と小さく声をあげてへたり込んだ。

「ニルヴァーシュ！」

　レントンがそちらに気を取られた隙に、今度はベッドのほうからエウレカの悲鳴が聞こえた。背後から抱え上げられている。エウレカの足がばたばたと宙を搔かいていた。

　ごうっとレントンの頭に血の色をした突とつ風ぷうが吹ふいた。ゲーリイのときと同じだった。我をも忘れて、エウレカの名前を叫さけびながら兵士のほうへと突進した。

　腰こしの辺りにしがみつこうとしたその動きを、しかしあっさりとかわされる。前へつんのめりそうになったレントンだが、かろうじてこらえ、もう一度やろうとした。しかし背後からもうひとりの兵士に肩を捕つかまえられると、そのまま乱暴に振り払はらわれた。背中と頭とが激しく壁にぶつかる。

「レントン、レントン！」

　エウレカの泣き声が響ひびくなか、息が止まりそうなほどの衝しよう撃げきにレントンは咳せき込んだ。と、

「確かく認にんのためだ、サブジェクトを太陽光に晒さらせ」

「了りよう解かい」

　短い応答ののち、兵士のひとりがマシンガンを天てん井じようの窓に向けて構えた。あまりに当たり前のようにそうしたので、レントンは一いつ瞬しゆん戸と惑まどったほどだったが、次の瞬間には銃じゆう口こうが火を噴ふいていた。

　世界そのものに殴なぐりかかるような唸うなりが耳を圧したかと思うと、窓はガムテープごとあっさり吹き飛んで、そこからさっと射さした光が、へたり込んでしまったレントンの顔を照らしあげた。

　その傍かたわらで、エウレカを抱かかえた兵士がその光のもとへと足を進めた。彼らが何をするつもりなのかレントンは悟さとった。「やめて」と言ったつもりだった。しかし声が出なかった。「お願いだ、エウレカを光に当てないで」と叫びたかった。しかし口がまともに動かない。ガチガチと歯が嚙かみ合うばかり。

　じゅっという音がした。「助けて」とエウレカの口から哀あい願がんが洩もれたが、すぐにそれは耳を覆いたくなるような悲鳴へと取って代わった。

　エウレカの真っ白い皮ひ膚ふにあっという間に炎えん症しようが走った。肉の焼ける音がした。鼻をつく臭においもした。緑色の、ドミニクがクリスタルと呼んだ硬こう質しつの光がじりじりと露あらわになっていく。

「痛い、痛いよ。助けて、レントン、助けて！」

　エウレカが泣き叫んだ。もがこうにも、兵士にしっかりと抱えられていて動けない。時間にしてわずか五秒、しかしレントンにとって、それは一〇倍にも二〇倍にも長く感じられた。

「確認した。ただちに帰き還かんするぞ」

　無表情に、そして無感情に兵士たちは言った。恐おそろしいことも、日常への変化も、まるで何ひとつ起こっていないかのようだった。

　レントンは、ほうけたようにその場に座り込んで動かなかった。銃の音が、尾おを引いて鼓こ膜まくのなかでくり返し反はん響きようしている。目め尻じりからは涙なみだがあふれて止まらなかった。

　エウレカは、もはや痛みで暴れることもできないのだろう、ぐったりとしながら、それでも兵士の肩かた越ごしに、

「レントン……助けて」

　弱々しく手を伸ばしてくる。

　レントンはしかし、身動きできなかった。エウレカの手が遠ざかっていく。歯の鳴る音だけが空むなしく聞こえていた。やがてドアの向こうへと、兵士たちの、エウレカの姿が消えていった。

　どんなに頭で命令しようにも、どれほどエウレカを取り戻もどしたいと願っていても、指の一本もまともに動かなかった。ぐっしょりと濡ぬれた腰には力が入らず、立ち上がることだってできない。エウレカが消えてどれくらい経たってからだろう、レントンは、目の前にあるベッドと床ゆかの隙すき間まに、一枚の画用紙があるのに気づいた。

　クレヨンで描えがかれた絵だった。太陽のある空に、七色にきちんと色わけされた橋がかかっている。その下に、両手を広げて笑っている子供の絵があった。片方に『エウレカ』と文字で描かれてあり、もう片方には『レントン』とあった。

　レントンは大声をあげて泣いた。足もとに広がる水みず溜たまりにも構わず、身を伏ふせて、この泣き声が誰だれか大人の耳に入って、エウレカを取り戻してくれたらいいのにと願いつつ、泣いた。

　レントン・サーストンはこのとき、自分では、自分だけでは、大切なものを守るための術すべも、そして勇気すらも持ち合わせていないのだと、思い知らされた。







３──

　軍の強制捜そう査さによって、所員たちすべてが研究所から連れていかれた。泣き伏せていたレントンも、改めて所内をくまなく捜さがしまわっていた軍人の手で強引に連れ出された。もう二度とここには戻ってこられないのだと、子供心にもレントンはそう思った。

　両親がおらず、血けつ縁えん者も、保護者とて誰ひとりいないレントンにはいき場がなかった。二、三日ののちには、大人たちで行き先が勝手に決められていた。人民解放軍の幼年学校である。それが決定するまでのあいだ、ドミニク先生にも、ダイアンにも会えず、いったい彼らがどこへ連れていかれたのか誰に訊きいてもわからなかった。

　当然、エウレカに関してさえも。




「ここには、似たような境きよう遇ぐうの子供たちもたくさんいるよ」

　幼年学校の校長先生が、真新しい制服に身を包んだレントンの肩かたに触ふれて言った。

「いっぱい勉強して、たくさん訓練して、国を守る立派な軍人になりなさい。きみはひとりじゃないんだよ」

　どうしてこんな国を守りたいものか、どうして立派な軍人になどなりたいものか。

　レントン・サーストンはクラスにいるすべての子供たちの顔が、あのときエウレカを連れ去った防護服のシールドと同じで、まるで何もない空くう洞どうのように見えた。

　それでもレントンは授業を受けるしかなかった。訓練をつづけるしかなかった。後ろ盾だてが何ひとつないレントンは、ここでしか生きていくことができなかった。

　授業は、ドミニク先生のそれとはまったく異なっていた。まず、レントンたちは鮮せん烈れつな記録映像を見せられた。それはイマージュが世界を吞のみ込んでいく光景だった。

　水平線の彼方かなたから、津つ波なみが迫せまっていた。Ｆ15戦せん闘とう機が編隊を組んで飛んでいく。ミサイルが数十発も飛んでいったが、津波には通じず、まるで生物さながらに伸しん縮しゆくするその波によって逆に捕とらえられた。チカチカと閃せん光こうが起こって、戦闘機が爆ばく破はされていくのが見える。

（あれが、イマージュ）

　やがて高層ビル群の向こうから、粘ねん液えき状の波が迫ってきた。周囲を飛び交かっているのは何だろう？　あれもイマージュ？　人間によく似た目をした、逆に言えば目にしか共通点のないような、あの、空を舞まうおぞましい化け物どもが？

　波が押し寄せてくるに従って、地面が紙切れのようにべりべりとめくれ上がった。斜ななめに傾かしいだビルや、そのビルに押しつぶされた建物などが波に貼はりついて、やがては歩みを止めない波の内部へと吞まれていく。

　航空爆ばく撃げきもはじまっていたが、成果が挙がっているようにはまったく見えなかった。空を舞う化け物によって軍の爆撃機や戦車が次々と爆破されていくなか、大都市そのものがイマージュによって完全に吞み込まれていた。

「これが、三七年前にはじまった、イマージュの侵しん略りやくだ」

　生徒たちと同じく、顔のない教師が言う。

「現在も、イマージュの侵略によって多くの人民が飢うえ、生命の危機に瀕ひんしている。我々人民解放軍は、人類のため、我が身を盾たてとして、我が身を槍やりとして、これを殲せん滅めつせねばならない。きみたちはここでうんと学び、うんと鍛きたえなさい。きみたちが大人になるにつれ、それでもまだこの軍学校に残る道を選んでいたなら、自然と自由もなくなるだろう。権限もない。教官たちの許しなしに血を流すことも、小便を垂れることもできなくなるだろう。そうして何もかもが奪うばい取られる代わりに、しかしきみたちにはこの上もない栄えい誉よが与あたえられるだろう。命をかけて人民を、国を、この星を守る兵士としての、物語の主役としての栄誉を」

　大人は、今日のニューストピックスを読み上げているような声でつけ加えた。

「訓練間ま際ぎわに、自分たちのやることの意義を失って、命さえも奪い取られない限りはだがね、もちろん」

　幼年学校において下級生のレントンたちには、まだＫＬＦそのものを動かすことはできなかった。その代わり、操縦の基き礎そを学ぶためのシミュレータを、一週間で一〇時間以上やらされた。

　その順番待ちで、椅い子すに腰こしかけ、クラスメイトの「戦せん況きよう」を大型モニターで見ていたとき、レントンは後ろから小こ突づかれた。振ふり向かずにいたら、もう一度肩けん甲こう骨こつの辺りを殴なぐられた。

「よお」

　と囁ささやく声があった。

「よお、サーストン。よお、レントン。確かそんな名前だったよな。おかしな洗礼名がなけりゃの話だけど」

　レントンは無視をして、モニターを眺ながめつづける。ＫＬＦってのは、あんなにスピードが出るものなんだ。地上では、足でじたばた走るのではなく、踵かかとの部分にある車輪で高速移動する。空中ではどうする？　確か、画像で見たときはボードを足もとに敷しいて、空でサーフィンするような格好をしていた──。

「おれの言葉がわからないのかよ。なあ、おまえワルサワ出身だろ。カルト集団ってのは、おれたちとは違ちがう言葉をしゃべるのか？」

「ワルサワ出身だって？」

　背後の少年を中心にして、波は紋もんが広がるかのように動どう揺ようが伝わっていった。いまはまだレントンにその意味はわからなかった。だから、

「こいつ」

　別の少年が後ろからレントンを蹴け倒たおしたときも、何が起こったのかよくわからなかった。凶きよう暴ぼうな息い吹ぶきを発して馬乗りになってこようとするのを、レントンは必死で抵てい抗こうした。

「よさないか。何をしている！」

　教師たちが止めに入ったとき、レントンは顔面を一発、胸の辺りを二発ほど殴られていた。逆にこちらからは相手の鼻っ面つらを殴りつけていた。血が拳こぶしににじんでいた。相手の少年は鼻から赤い血を滴したたらせ、教師に羽は交がい締じめにされながらも、レントンを燃えるような目でにらみつけていた。

「おれの母さんは、ドーハの悲劇で死んだんだ」涙なみだと血の雫しずくを散らせて、彼はわめいた。「おまえらのせいだ。わかってんのかよ、全部、おまえらのせいなんだ！」

　入学して間もないそのときの事件をきっかけに、レントンはクラスのなかで孤こ立りつした。誰だれも声をかけようとはしなかった。レントンが歩くと、周りでひそひそ話がはじまった。シミュレーションルームのときと同じような憎にくしみを、何べんも向けられる羽目になった。

　レントンがその理由を理解したのは、入学してからひと月目。まさしくドーハの悲劇を授業で扱あつかったときだ。

　それはいまから三年前のこと。きっかけとなった舞ぶ台たいは、他ほかならぬワルサワ研究所。すなわちレントンが生まれ育った場所だった。




　ワルサワ研究所では、イマージュとの実戦で得られたデータをもとに、その正体を追つい究きゆうするとともに、対イマージュ用兵器の研究開発が同時に行われていた。

　教師が、つとめてレントンのほうを見まいとしているかのように、虚こ空くうの一点を見つめて言う。

「イマージュの勢力圏けん内ないでは、トラパーに満ちているため、あらゆる兵器が機能を停止した。それはもちろん人民解放軍にとって脅きよう威いだったが、研究者たちにとっては、いままで地球上には存在しなかったそのトラパーは、意欲を駆かり立てられる研究対象でもあった。彼らはトラパーから、いままでの技術体系とはまったく異なる新たな科学的アプローチを得て、そのトラパーをむしろ利用したシステムを生み出したのだ」

　教師はともかくも、生徒たちのほうはレントンを意識しまいとする努力をはなから放ほう棄きしていた。ちらちらと視線がいつも以上に向けられている。

「コンパク・システムがそうだ。そのシステムを搭とう載さいできる唯ゆい一いつの兵器ＫＬＦもそうだ。イマージュを研究する過程のなかで、ワルサワはそのイマージュを斃たおすための兵器を次々と開発した。ようやく人類はここにおいて、正体不明の侵略者にそなえるための矛ほこと盾とを手に入れた」

　モニターには人型機動兵器の勇姿と、ＫＬＦ隊におけるはじめての戦果を誇ほこる新聞記事が映し出される。そこまでは、ドミニク先生が以前教えてくれた内容と共通する。レントンが衝しよう撃げきを受けたのはこのあとだった。

「だが、そうして新しく手に入れた科学技術に、いつしか研究員たちの一部は酔よいしれていた。というよりも、新しい叡えい智ちを授さずけてくれるイマージュに対して、人じん智ちを超こえた存在としての畏い怖ふ心をも抱いだくようになっていた。彼らはやがて人民を裏切って、自分たちの、自分たちのためだけの実験と研究をくり返すようになった。いわゆるカルト化という奴やつだ。悪あしき教義に染まって、自らを『ヴォダラク』と名乗った彼らは、人間としての道徳心もモラルも失ってしまっていた。やがて、ワープ航法を実現させるという虚きよ偽ぎの報告を行って、政府から多額の資金と大がかりな施し設せつを得た。彼らはそれを、自らの教義を実じつ践せんするためにのみ使用したのだ」

　レントンにとって、言葉を選ばない教師の説明は難しく、ついていくのに必死だったが、それでも何とか大まかな意味は読み取れた。信じる、信じないは別にしても。

「ワルサワの一部研究者たちが、ワルサワとは別に用意されたその実験施設で行ったのは、ワープ航法理論を応用してブラックホールを呼び出し、世界を終末に導くためのテロ行こう為いだったと言われている」

　それは、彼らなりの神がかり的な儀ぎ式しきだったのだろう。そこで具体的にどのような現象が起こったのか、すべてを知る者は数少ないという。ただ確かなのは、ワープ航法実験施設は吹ふき飛び、そして、

「世界を未み曾ぞ有うの大災害が襲おそったということだけだ」

　それまでイマージュの勢力圏内にしか確かく認にんされていなかったトラパーが、津つ波なみとなって世界各地に吹き荒あれた。大陸をいくつかに切り離はなすほどの地割れが頻ひん発ぱつし、海水の二割が蒸発した。そして、いままで南極大陸を中心に限定化されていたはずのイマージュの活動範はん囲いが、それを機に飛ひ躍やく的に広がったのである。あたかも全世界に拡大したトラパー領域を追いかけるかのように。それがドーハの悲劇だった。

「大災害と、そこから連続して起こったイマージュの猛もう攻こうに、文明圏けんの実に六割以上が滅ほろびの憂うき目を見た。人民政府は可か及きゆう的てき速すみやかに救助隊を出し、イマージュを喰くい止めるために大規模な軍事活動を行った。政府も軍ももちろん大だい打だ撃げきを被こうむり、疲ひ弊へいこそしたが、かろうじて人類はこの星の限られた部分でのみ生きながらえることができた。イマージュとの立場が一気に逆転したわけだ」

　無言の視線は増えつづける一方。それぞれが矢となって、全身に突つき刺ささっている気がした。

「ワルサワ研究所は軍の手に押さえられた。政府は破防法を適用して、研究所を解体しようとしたが、しかしその時点でイマージュへ通用する兵器システムを理解する者たちが、ワルサワの研究員以外になかった。ＫＬＦも、コンパク・システムも、彼らの協力なしでは生み出せなかったのだ」

　だからカルト集団となっていた人々を除いて、研究員たちはその場に残された。もちろん軍が好きなときに査察できるよう、いちじるしく自由は制限されて。

　あのとき──エウレカを連れ去られたときのことが、レントンにもおぼろげに理解できた。ゲーリイは、大人たちの噂うわさを信じるなら「出世するため」に、そしておそらくは個人的恨うらみを晴らす目的もあって、ワルサワがふたたびカルト化しているという噓うその情報を政府に流したのだ。

（だけど）

　当然、疑問も謎なぞもいまだ山積みとなって残る。「世界を救うため」と言ったドミニク先生は噓をついたのか？　自分の両親は何をしようとしていたのか？　そして、軍がエウレカをあのような形で連れていったのはなぜだ。自分はこうして学校に入れられてはいるが、エウレカが同じく別の場所でそうさせられているという確証はない。

　何より、レントンはドミニクやダイアンを信じていた。あの人たちが世界を破は滅めつさせるような恐おそろしいことを企たくらむはずがない。ということは、自分の両親だって、きっと、先生の言うように世界を救う研究をしていたはずなのだ。

　だが、どうやらその確信はここでは通用しないらしい、とわかった。ワルサワこそが異い端たんであると、少なくともここにいる皆みながそう思っていた。

　休きゆう憩けい時間など、売店で売られている雑誌を眺ながめてみたとき、学校のみならず、世界中がそう思っていることがわかった。たまに特集されるドーハの悲劇では、やはりワルサワの元研究員たちはイマージュをあがめ、人類を裏切った悪あく辣らつな人間として描えがかれていた。

　しかし、イマージュ戦役ウオーズがいっこうに終わる気配を見せないいま、政府や軍への不信感を募つのらせた人民の一部には、ドーハの悲劇以降メディアによって広まったヴォダラクの教義を『救済神話』などと位置づけて、自らをヴォダラクと名乗って反政府ゲリラに身を投じる者たちもあった。イマージュに脅おびえるだけの無む為いな日々を費ついやすよりも、いっそ捨て鉢ばち的に何かを奪うばい取ろうとする心境ではあったろうが、このことがワルサワのイメージをより悪化させている要因なのは間ま違ちがいない。彼らにとっては世界滅めつ亡ぼうを加速させたドーハの悲劇とて、超ちよう自然的な現象として崇すう拝はいの対象ですらあった。だからこそカルト集団などと呼ばれて、恐れられ、忌いみ嫌きらわれていた。

「よう、カルトの子」

　あるとき、授業を終えて宿舎に戻もどる道の途と中ちゆうに、キリー・キャンベルが待ち構えていた。シミュレーションルームで小こ突づいてきた少年だ。何人か、にやけ面づらをしたクラスメイトを従えて、レントンのいこうとする道を塞ふさいでいた。

　その頃ころには訓練も進んでいて、シミュレーションでの順位が大体固定化していた。レントンは常にベスト５に入っており、キリーは必ずそのひとつ下位に甘んじていた。

（だから、ここで叩たたこうってわけ）

　レントンはキリーたちに気づかずに考えごとをしている振ふりをして、胸からキリーにぶつかっていった。

「手て前めえ」

　よろめいたキリーが、直後に胸むなぐらを摑つかみ上げてくる。レントンは間近にある、キリーののっぺりとした顔をにらみつけた。

「ごめん、気づかなかったよ。でも、ぼくが通るとわかっていたなら、道を空けといてくれたらよかった。そうじゃない、つまりぼくに気づいていてあえて道を空けなかったんなら、ぶつかったのはぼくだけの責任じゃない」

「責任？　へえ、責任かよ。世界をこんな風にしたヴォダラクの責任は、誰だれが取ってくれるんだ。おまえか？　それとも人民の裏切り者の、おまえのパパか、それともママか？」

　レントンは痛いほどに唇くちびるを嚙かんだ。いつかのように、また頭に血の色をした嵐あらしが吹ふき荒あれるのがわかったが、駄だ目めだ、と自分に言い聞かせた。ここで喧けん嘩かをしたら、ひょっとしたら学校から追い出されるかもしれない。心の底からいたいと願う場所でこそなかったが、しかし、レントンに他ほかにいく道などないのも事実だったし、と同時に、彼は、軍人になるという目的をいまやはっきり抱いだいていた。

　だからそのままキリーを押しやって歩いていこうとしたのだが、そのときひょいと胸もとにキリーの手が伸のびた。きらきらとした細いものがレントンの眼前をよぎった。それは、ペンダントのチェーンだった。

「返せ」

　怒いかりのあまり、レントンの声は内側にこもった。キリーがせせら笑いを浮うかべた。

「返せだと。おまえの持ち物なんか、何ひとつあるもんか。おまえが自分だけのものにできるものなんか、何ひとつあるもんか。おまえはその髪かみの毛も、爪つめも、命だって、おまえひとりのものじゃない。それが責任って奴やつさ」

　キリーはペンダントを高く掲かかげて、他の皆と笑った。

「こりゃ何だろうな、おい。ロケットのなかには、イマージュのご尊顔が描かれてあるんじゃないだろうな。それとも、手前の薄うす汚ぎたないパパとママの──」

　最後まで言わせず、レントンはキリーの横っ面つらを殴なぐりつけていた。わっと周りが沸わいて、いっせいに伸びてきた手の群れがレントンを捕つかまえようとした。レントンは死にもの狂ぐるいで歯向かった。口を塞ごうとした手に嚙みついて、肩かたを押さえ込もうとした腕うでを払はらいのけると、後ろに立とうとした奴の股こ間かんを蹴けり上げた。

　レントンは殴られ、蹴られはしたが、ペンダントだけは手もとにしっかり取り戻した。教師が止めに入るまでのあいだ、少なくともひとりに一発はパンチをお返しした。

（こいつらは、敵だ）

　レントンは思った。医務室で手当てをされたあと、ひりひりと痛む顔を、胸を手で押さえながら、

（みんながぼくを、ワルサワを敵だっていうんなら、そのみんなが、ぼくの敵だ）

　宿舎に戻って、消灯してからも、レントンにとっての「敵」はその闇やみのなかにひそんでいた。

　ルームメイトのひとりが、息を殺してそっと立ち上がるのがわかった。レントンの横たわるベッドにまで近づいてくる。目の冴さえていたレントンは、寝ねた振りをしながら、「敵」の襲しゆう来らいを待った。喉のどに、そっと手があてがわれた。「母親を殺された」とわめいていた少年だった。

「起きているんだろ？」

　そっと彼は囁ささやいた。喉にあてがわれた手に力が入る。レントンが払いのけようとした寸前に、

「ここで殺してやってもいいけど、それだと、おれが罪をかぶるだけだ。おまえはそうじゃないってのに、フェアじゃないよな。でも覚えておけよ。おれはいつでも殺せるんだぜ。こうやって、いつでもな。脅えてりゃいいさ。いつそうなるんだろうって、いつ彼は本気になるんだろうって、毎日灯あかりが消えるたびに、ベッドのなかで震ふるえてりゃいいんだ」

　来たときと同様、彼は気配を殺しながら自分の寝ね床どこに戻っていった。

　しばらく経たってのち、その少年の寝息が定期的になったのを確かく認にんすると、レントンは身体からだを横にして、誰にも気づかれないようにひっそりと泣いた。泣きながら、ペンダントを取り出した。思わずそのロケットに手が伸びた。こんなにも願っているいまなら、奇き跡せきで応こたえてくれる気がした。

　が、すんでのところでレントンは思いとどまった。

（いまはまだ駄目だ。約束したんだから。絶対に、エウレカと、ワルサワのあの丘おかで、エウレカといっしょに見るんだ）

　レントンが軍人になると決意したのも、そのためだった。たとえ軍に入らず、違ちがう道を選んだとしても、どうせ監かん視しつきの人生を送らされる羽目になるだろう。自由ははなからないも同然だ。エウレカを捜さがすこともできはしない。

　それなら、こちらから、エウレカを連れ去った軍部に堂々と乗り込んでやるのだ。戦果を挙げて、必ず出世して、軍のなかからエウレカを見つけ出して、いっしょにワルサワの丘へと帰るのだ。

　だから、泣くのはこれで最後だとレントンは決めた。そう決めると、涙なみだはあとからあとからあふれて、止められなくなった。




　やがて一年が過ぎ、二年が去った。キリーとはことあるごとに衝しよう突とつした。背せ丈たけの面ではずいぶんと差をつけられてしまい、「カルト野や郎ろう」の他にレントンを罵ののしる際のボキャブラリーをみすみす増やさせてしまった──「チビ野郎」──が、しかし成績では常にレントンが上まわっていた。

　三年目となると、同世代の少年たちの数が減ってきた。レントンを「殺す」と言っていたルームメイトも、テストや訓練漬づけの日々に耐たえきれず、去っていった。

　四年目。一〇歳となると、いよいよ本物のＫＬＦ（Ｋｒａｆｔ・Ｌｉｇｈｔ・Ｆｉｇｈｔｅｒ）に、実際に搭とう乗じようしての訓練がはじまる。

　生徒ひとりひとりにコンパク・ドライブという、兵器を稼か動どうさせるためのキーが手て渡わたされた。掌てのひらサイズのラバーグリップ部をコックピット中央部に装着すると、なかから三角柱のプリズムが飛び出てくる。プリズム内部では、緑色をした光こう沢たくが、液体とも気体ともつかぬ形で上下していた。

「それが、凝ぎよう縮しゆくされた濃のう度どの高いトラパーだ」

　ヘッドフォンに、教官役の男性の声が聞こえてくる。

「イマージュに接近すると、その内部のトラパーと、勢力圏けん内ないに満ちている外部のトラパーとが共鳴し合う。それで機械の機能停止を免まぬかれるんだ。ＫＬＦのアーキタイプのみがそのシステムを可能とする。つまりは、ＫＬＦライダーこそが唯ゆい一いつ、イマージュの懐ふところに飛び込める人類の剣つるぎなわけだ」

　ＫＬＦの背丈はおよそ一二メートル。重装そう甲こう、重火器をほどこされた人型兵器。コックピットは、その巨きよ人じんが背負う形のユニット内にあった。

　峡きよう谷こく内に設けられた広々とした演習場に、直径二メートルほどの標的が並べられる。重マシンガンを抱だいたＫＬＦ各機が、すべてを破は壊かいするまでのタイムを競きそい合った。

「ＫＬＦは、ちびっ子のおまえらをも漏もれなく巨人にしてくれる。だからといって思い上がるなよ。イマージュってのは、大たい概がいがそのＫＬＦよりでかいものだ。ちょっと強そうだからって、向こうから逃にげてはくれんからな」

　ＨヘツドアＵツプデイＤスプレイに浮うき上がったターゲットに狙ねらいを定めて、トリガーを引く。粉々に吹ふき飛ぶ様は、しかし決してレントンの鬱うつ屈くつした胸を晴れやかになどしてくれなかった。

　それから半年が過ぎた頃ころになると、今度は飛行訓練がはじまった。ＫＬＦそのものに長時間滞たい空くうできる能力はない。以前レントンがワルサワで見たとおりに、足もとにリフボードと呼ばれる板切れを敷しいて、まさしくサーフィンと同じ要領で飛行するのである。軍では、その行こう為いをリフティングと呼んでいた。

「トラパーはイマージュの勢力圏内で対流に似た現象を起こしている。いわば粒りゆう子しの波だ。おまえらの足もとにあるリフボードは、底部にリフレクションフィルムを貼はっている。それがトラパーと反発作用を起こすことで、揚よう力りよくを生む。要するにだな、敵の懐に飛び込んだら、波乗り遊びをやってみせろ、とおまえらの愛いとしいこの教官どのは言うわけだ」

　レントンにとっては皮肉なこともあった。

「以前は、飛行訓練はシミュレーションでしかできなかった。何しろトラパーを人じん為い的に発生させることなんてできないからな。しかしドーハの悲劇以降、イマージュの近くでなくともトラパーの吹く地域が多数あらわれたのでな、いまじゃ好きなときに好きなだけ波に乗れるってわけだ。事態は、おまえらに有利なほう、有利なほうに働いているみたいじゃないか？　さあ、もう不満も恐おそれもないだろう。ＫＬＦ各機、指定位置に並べ！」

　最初は低空での波乗り訓練だった。まさしくトラパーとは目には見えない波そのものであり、レントンたちはコンピュータの観測する波に機体を進ませて、ボードと機体のバランスを保ち、また刻々と変化する波の状じよう況きように応じてボードの角度をも調整しつつ飛行せねばならなかった。

　神経をすり減らすこの訓練では、怪け我が人が続出した。高度わずか五〇メートルであっても、落下の仕方ひとつ間ま違ちがえれば、骨の二、三本は覚かく悟ごせねばならない。ＫＬＦはさほどパイロット──軍では、ライダーと呼ばれる──に優やさしい兵器ではなかった。

　レントンたちが一三歳のとき、初の高高度飛行訓練が行われることとなった。巨きよ大だい軍ぐん艦かんにＫＬＦごと乗り込んで、高度一五キロ付近からの降下リフティングを要求される。尻しり込ごみしても、その尻から教官に蹴け落おとされるというもっぱらの噂うわさだった。

　前日の夜、ほとんどの少年たちが無口だった。失敗はすなわち死につながる訓練だ。何年間も軍学校で過ごして、一人前の顔をするようになった彼らでも、さすがに少年らしい恐れや不安を抱いだいて、眠ねむれない、長い夜を過ごした。

　レントンにとっては、いつものただ孤こ独どくなだけの夜だった。

　ワルサワに強制捜そう査さの手が入ってから、もう六年以上。それでもレントンは、エウレカやドミニク、ダイアンを忘れたことはなかった。というよりもその記き憶おくを抱いているからこそ、どんな厳しい訓練にも、時にキリーたちが浴びせる罵ば詈り雑ぞう言ごんにも耐えることができた。

（必ず軍人になるんだ）

　ペンダントのロケットを眺ながめるたびに、決意を新たにした。こんな世界に、命をかけてまで守る価値があるとは思えない。しかしレントンには約束があった。雪月花の丘おかを見守るという、ドミニク先生と交かわした約束。いつかその花を咲さかせて、エウレカに虹を見せてあげるのだという約束。

（死んでたまるか）

　必ず、どこかでか、エウレカもこのペンダントを握にぎりしめながら眠りについているはず──レントンはそう信じながら、自身も眠りに落ちた。

　翌日の高高度飛行訓練。決められたポイントポイントでターンを決めつつ、いかに早くゴールするかというその訓練での成績は、キリーが一番、レントンが三番だった。

「サーカスでの綱つな渡わたりと同じさ」とキリーはうそぶいた。「落ちるのが怖こわいと思った奴やつから落ちていくんだ」

　レントンが一四歳になるまでの間に六度の高高度飛行訓練が行われ、その間、四人の生徒が死んだ。レントンに友人などいるはずもなかったから、他ほかの生徒たちのように悲しみはしなかった。それでも、心の一部が鋭えい利りな刃やいばで切りつけられたような、そんな痛みがあった。彼らを思いやってのことではない。彼らには家族がいるだろうから、その死を告げられた人たちは、さぞ悲しむだろうと思い、そして自分にはそうした人が身近にいない、というレントン自身の痛みだった。

「いまごろ、戦せん況きようはどうなっているんだろう」

　食堂で、部屋のなかで、授業を終えたあとの教室で、たまに思い出したようにそんな会話もあった。

　軍学校の生徒とはいえ、常人以上にそんな情報を知らされるわけではない。イマージュとの戦争は現在どのような状況なのか。勝っているのか、負けているのか。自分たちの家族や友人はいまどんな暮らしを送っているのか。

　あるとき、レントンやキリーと上位を争っていた生徒のひとりが、教師に呼び出されたかと思うと、翌日からぱったりと姿を見せなくなった。詳しよう細さいを伝えられることはなかったが、憶おく測そくのなかに、故郷の街がイマージュに攻せめ滅ほろぼされたのではないかというものがあった。

　彼とキリーとは仲がよかったから、キリーはむしろ苛いら立だって、叫さけんでいた。

「故郷がやられたからこそ、復ふく讐しゆうすべきだろ。あいつは何をしにここへ来てたんだ。お友達でも見つけに来てたのか？」

　レントンが一四歳になって最初の高高度飛行訓練で、レントンははじめてキリーの上位に立った。

　直後に、まさかそれを待っていたわけではないだろうが、レントンにとっては思いもかけない知らせが来た。

　実戦部隊からのスカウトである。



















１──

　スカウトに来た男はケンゴウと名乗った。恰かつ幅ぷくのいい四〇代ほどの男で、いかにも軍人らしいピンと伸のびた髭ひげが印象的だった。

　人ひと影かげの絶えた、放課後の教室。レントンは机の上にある誓せい約やく書を挟はさんで、ケンゴウの真向かいに座っていた。

「我が第三〇三独立愚ぐ連れん隊たいに、サーストンくんを配属させていただきたいのです。もちろん、サーストンくんの過去も調査済みです。確かに上層部の反対もありました。しかし人類を救う困難な作戦を遂すい行こうするには、ひとりでも多くの優ゆう秀しゆうな人材が必要なのです」

　レントンの隣となりに座っていた校長先生がおもむろに机を叩たたいた。

「何を考えているのです。この子は過去を振ふり払はらい、やっと前に進みはじめたところなのですよ。だというのに、わずか一四歳で実戦へ赴おもむけなどと──」

「サインしました」

　レントンは言い、誓約書をケンゴウのほうへと押しやった。啞あ然ぜんとなる校長の隣で、

「本当に、特進で少しよう尉いにしてもらえるんですね？」

「作戦が成功すれば、必ず」

　ケンゴウは満足げに顎あごを引く。

　彼が去ったあと、校長は時間をかけてレントンの決意を翻ひるがえそうとしたが、徒労に終わった。レントンがこのあとの時間で覚えていたのは、黒板に投げかけられていた夕暮れどきの光が、ゆっくりとその占せん有ゆう域を狭せばめていく光景だけだった。

　なぜ自分が、そして自分だけが選ばれたのかなどわからない。が、理由は何でもよかった。一日でも早く実戦に出ることができれば、一日でも早くエウレカを捜さがすことができるのだから。もちろん、戦争なんかしたいわけじゃない。少尉になれば赴ふ任にん先の希望が出せる。エウレカと再会できたなら、すぐにでもワルサワの駐ちゆう留りゆう軍へ転属させてもらうのだ。戦争とか関係なく、そこで雪月花の丘おかを守っていくのだ。エウレカといっしょに。

　翌日には、レントンは宿舎の荷物をまとめた。といっても、荷物などほとんどなかった。キリーの言うとおり、この八年間で個人的に所有できたものなどないに等しかった。ただ、

「これを持っていけ」

　挨あい拶さつにいったとき、ＫＬＦ教官のひとりがコンパク・ドライブを差し出してきた。訓練でずっとレントンが使用していたものだ。

「コンパク・ドライブは所有者に馴な染じむ。トラパーは人に語りかけ、人の気持ちもまたトラパーに影えい響きようを与あたえるとも言われているから、いきなりまっさらなドライブを使うよりはいいだろう。これで、一匹ぴきでも多くのイマージュを斃たおしてこい」

　個人的に会話をしたこともない教官だけが餞せん別べつを贈ってくれたことに、レントンは奇き妙みようなおかしみを感じた。

「第三〇三独立愚連隊だって」

　学校を出る準備を進めるあいだ、周囲のひそひそ声は否いや応おうもなくレントンの耳に入った。

「ホランド隊長のところじゃないか」

「デューイ少将、子飼いの実戦部隊。エリート集団だぜ。マジかよ、何でレントンが」

　そして面と向かってレントンに声を届かせたのは、最後もやはりキリー・キャンベルだけだった。

　学校の門前で、彼はいつになく、ただひとりきりでレントンを待っていた。

「カルトの子、イマージュの秘蔵っ子、チビ野や郎ろう」キリーは冷静さをよそおおうとして、まるでそれを失敗した典型的な例を見せつけると言わんばかりの態度だった。「調子に乗るなよ。この前の高高度訓練だって、たった一度、おれがミスをしたから、おまえがトップに立てただけの話だろ。おまえはちっとも上達してやしない。こういうのはな、いの一番に死んでもいい奴やつから選ばれていくのさ。ただそれだけの──」

「この八年間」

　レントンが口を挟んだ。「何？」とキリーは言い、待ち構えた。それがどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんであれ、憎にくまれ口であれ、おそらくキリーは投げかけられる以上の悪あく罵ばを、レントンを傷つけるどんな方法をも、すでに準備周しゆう到とう、ととのえていたはずだ。

「八年間、ぼくと口を利きいた生徒は、ほとんどきみだけだったね」

　キリーはきょとんとなっていた。

　その顔を尻しり目めに、レントンは彼とすれ違ちがった。キリーが何か、とてつもない反はん撃げきの糸口を探さぐるみたいに身を揉もんでいるのが気配で感じ取れたが、結局は何もないままに、レントンは八年を過ごした軍学校をあとにした。




　第三〇三独立愚ぐ連れん隊たいの噂うわさは、レントンも耳にしたことがあった。ＫＬＦライダー隊発足当時から、常に最前線で戦果を挙げつづけている隊で、どの師団、中隊にも属さず、『英えい雄ゆう』デューイ・ソレンスタム少将子飼いの傭よう兵へい部隊だという。

　また、他ほかの部隊では考えられないほど最さい新しん鋭えいの装備を用いていることでも知られていた。というよりも、独立愚連隊が戦地で使用したあとになってから、軍がそれを制式採用したケースが多かったため、兵器実験部隊だという説もあった。それはデューイにワルサワとのつながりが噂されていることも関係しているのだろう。ドーハの悲劇の際、いち早く被ひ災さい地へと赴いて大勢の人命救助をなし遂とげたことでも名を馳はせたデューイではあるものの、その一方で、ワルサワ研究所の解体に最後まで反対の意を示していたのも彼だ。デューイは命を救ってやった研究員たちと強いパイプを持って、コンパク・システムを搭とう載さいしたＫＬＦ隊を最初に設立し、以降、新型装備を開発させるたびに、愚連隊に戦場で実験させているのだという。それがことごとく成果を挙げるものだから、軍内部における彼の発言力はますます高まり、デューイは人民政府の閣かく僚りようにさえ対等に口を利けるのだという噂すらあった。

　そしてデューイの名は、決してレントンにも無関係ではなかった。軍学校で聞いた話だが、あのゲーリイ・ブライトンは、他ならぬデューイを敵視するあまりに、ワルサワへの強制捜そう査さを推おし進めたらしいのだ。士官学校でデューイと同期ゆえの、英雄への歪ゆがんだ嫉しつ妬と心。デューイがワルサワと通じて本当によからぬことでも企たくらんでくれていれば、ゲーリイにとっては僥ぎよう倖こうだったろうが、しかしその根こん拠きよとなるものはほとんど見つからなかったらしい。

　ともあれ、その第三〇三独立愚連隊である。最さい新しん鋭えい強きよう襲しゆう戦せん闘とう母ぼ艦かんＳＬ─１２００ＭｋⅡ、通つう称しよう『月光号』にＫＬＦ三機を擁ようする部隊だが、その空船が現在停てい泊はくしている軍港へレントンは直接赴おもむくこととなった。一四歳の少年を正式に兵士として採用することも異例なら、そうした赴任手つづきもまた異例である。

　軍用車両の迎むかえが来ていたので、それに乗って港へ向かった。

　まだトラパーの影響の少ない、つまり人類が安心して居住できる地域など、ドーハの悲劇以前の四割程度しかないという。街に入りきらない難民たちのキャンプが、ぐるりと都市を囲んでいた。やせ細った子供たちが泣いている光景が、窓の外を何度かよぎる。「責任」というキリーの言葉が脳のう裏りをかすめたが、レントンはつとめて考えないことにした。ぎゅっと固く目を閉じる。

　やがて軍港に着いたレントンは、車から降りたつや否いなや目を丸くした。港の西側に数十メートル落ち窪くぼんだ平野がひろがっていたが、そこでＫＬＦ同士の模も擬ぎ戦が行われていた。それ自体に驚おどろかされたのではなく、レントンの目を引いたのは、その機種がターミナスであったからだ。

　レントンが訓練で使用していた現主力ＫＬＦトップドッグのごてごてした外観とはちがって、スマートなシルエットをしている。リフボードを用いた近接格かく闘とう戦に特化した機体であり、操縦するのに相当な技術が必要だというので、第三〇三独立愚連隊以外に使用している部隊は少ないはずだ。

　と、別の車両がやってきて、軍服を着たひとりの女性がレントンのほうへと歩み寄ってきた。レントンはあわてて敬礼し、

「レントン・サーストン二に曹そうです。本日づけで、第三〇三……」

「ああ、挨あい拶さつはあとあと」その女性は、砕くだけた調子でレントンの言葉を遮さえぎった。「あっちのハンガーにトップドッグがあるわ。あれがあなたの機体。すぐ、調整に入ってちょうだい」

「え？」

「あなたの学校では、上官に命令されたとき、『え？』と答えるよう教えているの？　復唱なさい、サーストン二曹！」

　なまじ美人なだけに、びしりと叱しかりつける様には迫はく力りよくがある。レントンはあわてて直立姿勢を取って、

「サーストン二曹。こ、これよりＫＬＦトップドッグの調整に入ります」

　別の兵士に案内されるがまま、軍港のハンガーへと向かう。確かにＫＬＦトップドッグが鎮ちん座ざしていた。すでに重マシンガンを両手に携たずさえており、いまかいまかとライダーを待ち受けている風でもある。

（これがぼくの機体だって？）

　唐とう突とつすぎて何が何やらわからない。さらに馬ば鹿かげたことに、レントンに命じられた「調整」というのは、外で行われている模擬戦にこのまま参加することだという。

「時間がないのよ、サーストン」

　コックピットに入り、コンパク・ドライブをセットすると、すぐさま通信ウインドウが開いた。先ほどレントンを叱った女性士官の顔が映っている。

「我々は、明日にでも新たな作戦行動に入らなければならないの。そのくらいのことは当然覚かく悟ごの上でしょうけど。今日一日で、その機体をあなたの手足に馴な染じむよう、充じゆう分ぶんに調整してちょうだい。さあ」

（たった一日で？）

　と思ったが、今度は口には出さなかった。「了りよう解かい」と応じて、機体をハンガーの外へと進ませる。平野のほうへ辿たどり着くまで数分程度かかった。すると、いままで争っていたターミナス二機が、レントンの機を中心に円運動をはじめた。

「新人か？」

　モニターにライダーの顔が浮うかぶ。褐かつ色しよくの肌はだのなか、にやっと見せた歯の白さが印象的だった。

「いいぜ、撃うってきな。一発でも当たれば、独立愚連隊、新エースの誕生だ」

　両の踵かかとにある車輪を高速回転させながら、二機のターミナスはレントンの目の前を、左右を、そして背後を、それぞれ異なる機体の色を曳ひきながら移動している。レントンは覚悟を決めた。模擬戦で技量を試ためす意味合いもあるのだろう。こちらにだって、腕うでに覚えがないわけではない。

　ＨＵＤにロックオンマークが映るとともにトリガーを引く。が、

「うわっ」

　重マシンガンが唸うなりをあげた瞬しゆん間かん、悲鳴を洩もらしたのはレントンのほうだった。模擬戦で使用されるペイント弾だんでも、電気信号を飛ばして命中か否かを判定する空くう砲ほうでもない。これは実弾だ！

　通信機が笑い声を奏かなでた。

「最近の軍学校は、よっぽど天国みたいなところなんだな。トップの成績で来たからって期待していたのによ」

「マシュー、遊んでないではじめるわよ」

　さっきとは違ちがう女性の声。もう一機のほうのＫＬＦライダーだろう、と思ったが、レントンにはウインドウを見る余よ裕ゆうもない。

「了解、ヒルダ」

　と男のライダー──マシューが言ったかと思うと、荒あら々あらしい模擬戦がはじまった。いや、それは戦いではなかった。一直線に突つっ込んできたかと思うと、胸と胸とがぶつかり合って、レントンは激しく転てん倒とうした。ようよう起き上がったが、今度は側面から突っかかってきた。さらに背後から。軍学校でも、そしてレントンを憎にくんでいた生徒相手であっても、これほど荒々しい模擬戦など経験したことがない。

　身体からだに喰くい込んだベルトが骨を圧あつ迫ぱくした。脳のう味み噌そがシェイクされた。五度目に起き上がろうとしたとき、レントンは機体に片かた膝ひざをつかせたままだった。

「どうした、もう終しまいか」

　マシュー機がスラロームをするみたいに地面を滑すべって近づいてくる。レントンは一発を撃った。「下手くそ」と身軽によけたマシュー機。鼻歌交じりにさらに接近しようとしたところ、

「おっ」

　レントンは接地させた片方のスピンホイールを回転させ、横滑りにマシュー機の側面へ移動した。もうまったく動けない、と見せたのは芝しば居いだった。ためらいは朦もう朧ろうとした意識ごとかすんで消えた。トリガーを引く。しかしマシュー機はすでに搔かき消えていた。ジェットノズルを噴ふかせて、レントンの背後へと降り立っていたのだ。怒いかりの気配がレントンの背筋をぞぞっと撫なで上げる。

「この野や郎ろう、味な真ま似ねしやがって」

「そこまでだ、マシュー」

　さらに別の声がした途と端たん、マシュー機の動きがぴたりと止まった。見ると、前面に新しいターミナスがあらわれていた。小さく角を生やした頭部に、悪あく魔まのそれを連想させる赤い双そう眸ぼう。機体全体のカラーリングは、黒ずんだ銀色をしている。

「隊長」

　というマシューの声が耳に入った。隊長とはもちろん、第三〇三独立愚ぐ連れん隊たい隊長ホランド・ノヴァクのことだろう。

「踊おどったり、跳はねたりはなかなか上手にできるみたいだな。が、おれたちが欲ほつしているのはともに肩かたを並べて戦える人材だ。サーストン二に曹そう、おまえがそれほどの逸いつ材ざいかどうか試してやる。これがおれたちなりの新人歓かん迎げいパーティーだ」

　言葉どおり、レントンは手ひどく歓迎された。狙ねらいを定めて射しや撃げきしようにも、レントンの視界に敵機を捕とらえることはついにできなかった。レーダー内の反応もめまぐるしく光点の位置を変えるばかりで、故障してしまったのではないかと思えるほど。五分足らずの模も擬ぎ戦で、レントンは五〇回以上もロックオンされ、拳こぶしを見み舞まわれ、蹴けりを背後からもらってつんのめった。

　気がつけば、開いたキャノピーの向こうに夕暮れが広がっていた。レントンは荒あらい息をつきながら、染しみるような色をしたその空を仰あおいでいる。

「終わったわよ、レントン・サーストン」例の女性士官が、黄金色の陽ひに輪りん郭かくをふわりと溶とかして笑いかけていた。「来なさい。あなたを月光号の部屋に案内するわ」

　すでにターミナス三機は月光号に収納されたあとだった。機体同様、レントンの生身の肉体もあちこちが痛んでいた。身体を引きずるようにして女性へついていき、翼つばさを広げた鳥に似た形状の船へと入る。船内の個室へとようやくのことで辿り着いた。

「シャワーを浴びたら、食堂に来なさい。そこでメンバーと引き合わせるから」

　女性に背中を叩たたかれ、レントンは跳とび上がりそうになった。笑いながら去っていくその後ろ姿を涙なみだ目めでにらみつけたが、すぐ、言われたままにシャワーを浴びた。首や胸、腰こしの辺りがひりひりと痛んだ。どうしてこんなところが、と思えるところにも打ち身のあとがあった。

　着き替がえにてっきり軍服が用意されているかと思ったが、どこにもない。仕方なしに軍学校から着てきた私服をふたたび身につけねばならなかった。

（これが、実戦部隊か）

　船内にしては広い通路をいきながら、レントンはぴしゃりと自分の頰ほおを叩く。あまりに手て荒あらい、想像だにしない歓迎だったが、しかしさすがに実戦をいくたびもくぐり抜ぬけてきた部隊だけあって、ＫＬＦの操縦技術は、学校の教官とも比ひ較かくにならないほどの凄すさまじさだった。そこそこ腕うで前まえを磨みがいてきたつもりだったレントンの鼻っ柱をぺきりとへし折るには充じゆう分ぶん以上だったが、それだけにやりがいも感じられた。

　この部隊に担になわされるほどのミッションを自分も生きてやり遂とげることができたなら、確実に特進できるほどの功績につながるだろう。食堂の前で深く息を吸うと、レントンは自動で開いたドアの向こうへと歩を進めた。

「レントン・サーストンであります。本日より、この第三〇三独立愚連隊に配属と──」

　またもその挨あい拶さつは中ちゆう途とで搔き消えた。レントンが見たのは、およそ軍船にふさわしくない光景だった。

　誰だれも軍服など身につけず、思い思いの格好でソファや床ゆかの上で寝ね転ころがっている。雑誌を広げて読む者もあれば、ひっきりなしにお菓か子しを食べている者もあり、また、レントンとそう歳としの変わらないだろう女の子が、念入りに爪つめの手入れまでしていた。なかに、レントンをスカウトしてきたケンゴウというあの男がいた。テーブルの上で、墨すみを垂らした筆を持って一心不乱に絵を描えがいている。

「おっ、またこんなはっきりしねえ絵を描いちゃって」後ろから、あのマシューというＫＬＦライダーが覗のぞき込んだ。「これは、木か、船か、はたまたイマージュの親玉か？」

「見るな、馬ば鹿か」

「誰かに見せるために描いてるんじゃねえのかよ」

「取るな、やめろ。自分の精神集中のためだって、何度言ったらわかるんだ」

　レントンはぽかんと立ち尽つくしていた。ここはどこだ。幼年学校の休きゆう憩けい室か。いまはお昼休みで、次の授業がはじまるのはまだまだ先なのだろうか。何より、あのケンゴウという人物、自分をスカウトしてきたときとはまったく雰ふん囲い気きが違ちがう。あのときはいかにも軍人の理想像のように見えていたが、いまの彼はまるで──。

「口、開いてるわよ」

　レントンははっと横を見やった。そしてまたその目が丸くなった。例の女性士官だが、こちらも軍服を脱ぬいでいる。脱いだついでに他ほかのものまで脱ぎ捨てた、といわんばかりに露ろ出しゆつの高い服を着ていて、レントンはあわててその目を逸そらした。

「わたしは月光号艦かん長ちよう、タルホ・ユウキ。よろしくね」

「艦長？」

「さあ、みんな」レントンの驚おどろきをよそに、タルホと名乗った女性はぽんぽんと手を叩いた。「新人さんよ。挨拶を聞いてあげて」

　その場にいる皆みながレントンを見て、そして、ぴたりと雑談を止めた。レントンはあわててもう一度敬礼し、ようやくのことできちんとした挨拶を述べることができた。

　反応はなかった。皆が興味をなくして、またそれぞれにおしゃべりをはじめた──のではなかった。その場にいる一〇名以上の人間が、むしろ視線を逸らすことなく、喰くい入るようにレントンを見つめていた。ケンゴウも、マシューも、少女も、ヒルダも、青年も、壮そう年ねんの域にいると思われる男たちも。

　先ほどまでの無関心ぶりが噓うそのように、それぞれの目に熱っぽい感情がぎらぎら輝かがやいているように見えて、レントンは思わずよろめきかかった。

「よく来た、サーストン二曹」

　もわっとした熱気とともに声をかけられて、レントンは急いで振ふり返った。そこに、上半身裸はだかの男がいた。パンツ一枚きりで、身体からだから湯気を発しているところを見ると、こちらもシャワーを浴びた直後だったのだろう。

「ホランド、また」

　女性艦長がとがめ、

「うっせえ、タルホ。船のなかくらい好きにさせろ。港では喉のどが詰つまったみたいになってて、危あやうく軍服に殺されるところだった」

　男は軽口を叩いた。レントンの喉が鳴った。ホランド？　この男が、本当に？

　見た感じ、三〇代半ばだろう。へらへらとした表情と口調は、まるで映画に出てくるチンピラか何かを思わせる。が、ふとその表情を改め、真顔でレントンを見下ろしてきた両の目には、身体がこわばるくらいの迫はく力りよくがあった。

「まあ、学校からいきなりここじゃ、驚くことも多々あると思うがよ。歓かん迎げいする、レントン」

　ファーストネームで呼んで、ホランドは手を差し伸のべてきた。レントンは敬礼しかけていた手をあわてて下げて、その手を握にぎる。レントンの顔が、瞬しゆん間かん、苦痛に歪ゆがんだ。力が強い。骨身がきしみそうなほどに。

「ホランド」

　タルホと呼ばれた女性がまたたしなめるように言って、直後にホランドが手を放さなければ、レントンは思わず悲鳴をあげてしまうところだった。

「……今日のところは飯を食ったら、ゆっくり休め。すぐに実戦だ。あの機体を棺かんおけにしちまわないように、明日からしっかり調整しとけよ」

　言うと、ホランドは裸の背中をレントンの眼前で翻ひるがえした。







２──

　打ちつづく報告に、クゼミはいささかうんざりしたような顔をした。

『賢けん人じん』とも称しようされるクラスの人民政府閣かく僚りようとしては怒いかりを禁じ得ない態度だが、それも無理はあるまい、とコーダは思った。

　イマージュの侵しん攻こう速度増大と、街の壊かい滅めつ、鎮ちん圧あつに向かった機動大隊の負った損害。この状じよう況きよう下において、耳に心ここ地ちいい報告があろうはずはないとわかっていても、これでは気が滅め入いるばかりだ。公安局長、警視総そう監かんを歴任してきたコーダでさえ、こうも情報ばかりを受け止めている身となると、どれほどの被ひ害がいであっても単に数字上の問題でしかなくなってしまう。

　ブラヤ書記長はただひとり、精力的な顔をしてそれぞれの善後策を、ホログラフウインドウに映し出された高官たちと話し合っている。

（ここ数日、寝ねてないのではないかしら）

　コーダは目線を上げ、ブラヤの顔色をうかがう。コーダ自身、ここ三年は休日などない。年ねん齢れいを意識しまいとしても、五〇代に差しかかった身にはやはりこたえる。

　やがてホログラフウインドウすべてが消え、その空間には、三人の『賢人』だけが取り残された。

　床ゆかにある国連旗を中心として、三角形に配置された椅い子すにそれぞれ腰こしかけている。

「難民の数は増える一方だ」ブラヤが眉み間けんを揉もんだ。「暴徒化した彼らを、ヴォダラクの一味として軍に鎮圧させるのも、すでに限界が近づいている」

「実際、ヴォダラクのゲリラグループと手を組んだ難民たちも多いと聞く」

　クゼミが嘆たん息そくした。腰が曲がっており、椅子に腰かけているときにも杖つえを手放さない。

「それで何をするかと思えば、同じ難民キャンプに与あたえられる救きゆう援えん物資の奪うばい合いだ。イマージュの侵攻が頻ひん発ぱつ化したいま、軍事力を必要以上に割さくこともできん。これでは、我らは同じ人民に絞しめ殺されかねんな」

「だからこその、『神の鉄てつ槌つい計画』」

　ブラヤはじろりとコーダのほうをねめつけて、重々しく言った。この計画に躊ちゆう躇ちよしているコーダの心境を読んで、機先を制するためのものだ。

「もはや立ち止まっている猶ゆう予よは無い。一刻も早くイマージュの中心核かくを焼き払はらわねば、この地球はあの醜みにくい物体に覆おおいつくされ、人の住めぬ星になってしまうであろう。クゼミ老の言われたとおり、人民の我が慢まんももはや限界。いよいよ計画を最終段階に移行するときが迫せまったようだ」

「しかし」何度もくり返されたことだと思いながらも、コーダは反論をやめるわけにはいかなかった。「最終決戦兵器、神の鉄槌は、太陽エネルギーを集約させ、ビーム兵器としてイマージュの中心核を焼き払うもの。その攻こう撃げきによって発生する『死の灰』によって、地上の生命は死に絶えてしまう──という科学的予測もすでに出ております。時期を選ぶに、慎しん重ちようすぎるということはありません」

「それゆえに」クゼミが重たそうな瞼まぶたをしばたたかせながら言った。「我らは、神の鉄槌と同時に、移民宇宙船メガロードを建造しているのではないか」

「収容人数は、多くとも二万人程度でしかありませぬ」

「二万か。結構ではないか。数千、たとえ数百でもよい。生き残った者たちが、死の灰から立ちなおった地球に戻もどったとき、ふたたび人類文明をよみがえらせるのだ」

「本当によみがえるでしょうか？　地球は、本当に死の灰から復活するのでしょうか？」

「まるでドーハの悲劇を首しゆ謀ぼうしたヴォダラクのような言い草だな」クゼミは、ほっほっ、と女のように甲かん高だかく笑った。「それこそ宗教のような、机上の空論をここで交かわしていても仕方あるまい。イマージュにはどのような交こう渉しようも政治的工作も通じない。待っていてはくれんのだ。いつまでも時期を先延ばしにしていては、その数千、数百の生き残りさえ危あやうくなる」

　しかし、とくり返すコーダだが、心中は冷ややかだった。すでに移民船に乗せる人民の選せん抜ばつがはじまっていることを知らぬ立場でもない。もちろんそのリストは政府高官や、その家族が中心になっている。イマージュに襲おそわれ、逃にげ惑まどって、日々配給されるわずかばかりの食しよく糧りようをめぐって殺し合いさえしている、つまり、いまこのときにこそ政府に助けを求めている人民たちのほとんどは、計画そのものさえ知らされないまま、太陽光に焼き尽つくされる運命にあるのだ。

　二人の口論を、ブラヤが打ち切らせた。

「ともかく、計画を進めるにあたって懸け念ねんすべきは、ヴォダラクの一味だ。ちょうどデューイ少将から、最後の『最重要機密』を処分すべしという陳ちん述じゆつ書も届いた。あれを、ふたたび奴やつらの教義に利用されるわけにはいかんのでな。専門の部隊を派は遣けんする準備をととのえているようだ」

「軍事部隊に？」クゼミが意外そうに言った。「まさか、最重要機密の研究施し設せつトレゾアが、ヴォダラク化したとでもいうのか」

「可能性はある。こちらが処分せよと何度命じても、そのたび、まだ得られるものがあるはずだと手放したがらなかったのでな。イマージュに憑つかれたのでなければいいが、そうでなくとも、いざとなれば強きよう硬こう手段で処分する。折よく──と言うのも妙みようだが──その施設へヴォダラクがテロをしかけるという情報もあった。施設には、これへの防衛のため部隊を向かわせると通達してある。何しろデューイ少将は科学者からの信しん頼らいがあつい。トレゾアもこれを受け入れるだろう」

「そのデューイ・ソレンスタム少将ですが」コーダはやはり冷ややかに、神の鉄槌計画を遂すい行こうする中心人物の名を口にした。「部隊の派遣とやらを決定した直後でしょう、いま現在はいずこかへと雲くも隠がくれしているようです。計画遂行はいささか遅おくれるやも知れません」

「またか」ブラヤが吐はき捨てた。「士気にかかわる。『英えい雄ゆう』だからと、これまで特例を認めすぎたな」

「ドーハの悲劇以降、ワルサワの技術者たちを監かん視しし、改めてまとめた上で兵器開発を滞とどこおりなくさせた功績は認めねばならないでしょう。それこそトレゾアでそうさせているようにね。神の鉄槌も、メガロードも、彼が先頭に立ってイマージュの侵攻をわずかばかりでも遅らせねば完成しなかった。英雄は英雄。どのような道楽趣しゆ味みがあろうともね」

　コーダはわざと楽天的に言った。彼女にしてみれば、機密の処分とやらもいま急いでやらねばならないこととも思えなかった。世界的な破は滅めつを前に、誰だれもが空まわりしている気がしてならない。

「よい。彼とて、計画遂行が目前にあるのはわかっていよう。すぐに復帰するはずだ。そして最終機密処分が終わり次し第だい、正式に神の鉄槌計画は発動する」

　ブラヤは断定して、ひとまず会議を終わらせた。コーダは個人的に声をかけるべきかどうか迷ったが、結局、足早にその場をあとにした。

　が、三日としないうちに、コーダはこの場に至急呼び戻されることとなる。

　デューイ・ソレンスタムが何者かに暗殺されたからだ。




　レントン・サーストンが初うい陣じんを迎むかえたのは、コーダがその知らせを受け取る五日前のことである。

　カタパルト上のＫＬＦトップドッグに搭とう乗じようしたレントンは、ハンドルを握にぎる手をしきりに開閉させていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。やれる──やれるはず」

　がくんとコックピットが揺ゆれたかと思うと、カタパルトが発はつ艦かん位置へと移動した。いよいよ実戦を迎える。この間、月光号が目的地に辿たどり着くまでのわずか二回、高高度訓練を行ったきりで、他ほかのＫＬＦライダーとは連れん携けい確かく認にんもしていない。この機体が自分に充じゆう分ぶん馴な染じんでいるかどうかという不安もあった。

「作戦は単純だ」隊長のホランドはＫＬＦに搭乗する寸前、歯を剝むいて笑った。「防衛線が突とつ破ぱされたのが三時間前。もうぐだぐだとやっている余よ裕ゆうはねえってことだ。目につく相手を殺せ、以上だ」

　カタパルトの進路上に火を噴ふく街並みがあった。イマージュの侵しん攻こうを受けている。月光号とのあいだにある空域には無数の影かげが飛びまわっていた。航空力学をも無視し、自由奔ほん放ぽうに舞まっているかのようなそれらの影が、イマージュの『抗こう体たい』である。

　レントンは、授業で聞いたことを思い出した。

「怪かい獣じゆう、化け物、モンスター……呼び名は好きなもので構わない。ともかく、イマージュは本体からこれらの抗体を射出する。それらで本体を防衛し、人類の拠きよ点てんを侵しん略りやくする。我々が母ぼ艦かんからＫＬＦを射出するがごとし、だ。見た目が凄すさまじいからって、新兵にはびびって交戦する前から小便を垂れる奴もいる。いまのうちに慣れておけよ。こんなものは序の口だ」

　そう言って配られた写真の数々は、子供のときに読んだ童話やファンタジーの挿さし絵えを彩いろどりそうな、奇き怪かいな化け物揃ぞろいだった。それがいま見下ろす先にいる。人を襲っている。そしてもちろん、近づけば自分にも牙きばを剝いてくる。

「大丈夫。大丈夫。……大丈夫だ」

　レントンは胸に手を当てて自分に言い聞かせた。胸にはペンダントの硬かたい感かん触しよくがある。

「ＣＶＧＡＴＥの同期、確認完かん了りよう。進路オールクリア。トップドッグ発進可能です」

　月光号ブリッジからの通信が入った。レントンは最後にひと息つくと、顎あごを引いて、前のめりになった。

「こちらレントン・サーストン二に曹そう。トップドッグ発進します」

　カタパルトレール脇わきにある発進信号のランプが赤から青へ。ドン、と背中から巨きよ人じんの手で叩たたき出される感覚とともに、トップドッグはレールを飛び越こえ、戦せん闘とう空域へと舞い上がった。ボードを足もとに装着し、折から吹ふき荒あれたトラパーの波へと着水する。目には見えない水しぶきがコックピットを覆おおった気がした。

　すでに隊長機以下、三機のＫＬＦはフォーメーションを組んで波に乗っている。先頭はもちろん隊長のホランド機。通つう称しようデビルフィッシュと呼ばれるその銀色の機体は、ターミナスシリーズの原型となったＫＬＦで、オリジナルに劣おとらぬ力を発揮する反面、相当の操縦技術を要するという。

　レントンはフォーメーションの最さい後こう尾びにつく形となった。自分の鼻からピーピーと不格好な音を立てて息が洩もれているのがわかったが、自分では止めようがない。

「戦争だ。戦争だ、戦争だ！」

　レーダーに接近警報が出た。眼下から、巨きよ大だいな球形の抗体が迫せまってくる。球には、その面積のほとんどを占しめる目玉があった。「おいでなすった」とマシュー。

「無む駄だ弾だまは撃うつなよ。全機散開して各個撃げき破は」ホランドが命じた。「新入り、遅れるな。足を引っぱるようなら置いていくからな」

「りょ、了りよう解かい」

　応じるが早いか、月光号ＫＬＦ隊は次々と波から外れてダイブした。コンピュータの観測した別の波へと飛び移って射撃を開始する。レントンも僚りよう機きから遅おくれること数秒、ようやくトリガーを引いて、戦闘の──彼自身の戦争の、火ひ蓋ぶたを切った。




　街上空を無数の抗体が覆っていた。ビルの壁へき面めんに不気味な影を投げかけつつ、おぞましい空の行進をつづけている。オフィスビルの窓をゆっくりとよぎる、巨大なエイにも似た抗体。そのビルのなかには、逃にげ遅れた人々がデスクの陰に身を寄せ合っていた。

　呼吸さえ止めて、ただひたすらに災難が通り過ぎていくのを待ちわびる。やがて窓から抗体の姿が消えた。ほっとあちこちで安あん堵どの息をついて顔を見合わせる人々。が、通り過ぎる寸前、エイは目玉のついた側面から、黒いシャボン玉のようなものを産み落としていた。そのシャボン玉はオフィスビル近くに滞たい空くうしたまま、何者かに息を吹き込まれたがごとくにぷくっと膨ふくれ上がって、人々が気づかぬ間にビルの一部を包み上げた。

　一いつ瞬しゆんの間があった。ヒュン、と小気味いい音が走って、シャボン玉があっという間に収縮する。内部のビルもろともだ。空域に一点の染しみもなくそれが消失すると、あとには壁面を半ばよりえぐられたビルが残された。当然、なかにいた人々の姿は影も形もなくなっていた。

　無言の侵略をつづける抗体の群れに、無論、軍もただ手をこまねいていたわけではない。イマージュの勢力圏けん外がいから、編隊を組んだ軍ぐん艦かんが対艦レーザーを照射しつづけていた。それは空域のあちこちに火球を生み出して、そのひとつごとに抗体を一〇も二〇も巻き込んでいたが、抗体はその数が尽つきるのを知らず、また仲間がやられていくことへの恐きよう怖ふを感じる様子もなく、無表情に艦かん隊たいへの距きよ離りを縮めていく。

　子供が粘ねん土どを適当にこね上げた挙句に、偶ぐう然ぜんにできた形を「トカゲ」とでも呼びそうな抗体が、その口を上下に搔かき開いた。いや、開きすぎた。身体からだが裂さけると、その内部からいく千もの羽虫の群れが湧わき上がった。レーザーやミサイルで狙ねらいがつけられないほど小さなそれら抗体の群れが、軍艦のブリッジへ迫っていく。

　新たな火球が、数十もの命を包んで湧き上がり、そして消えた。

　本格的に戦闘がはじまって一時間が経たっても、抗体の勢いは衰おとろえることを知らなかった。空は依い然ぜん、おぞましい化け物の群れで埋うめつくされている。

　ビルとビルのあいだに隠かくれて、それを蒼そう白はくな顔で見上げている母子連れがいた。ようやくのことで空に一瞬の空くう隙げきが生まれたと見えた瞬しゆん間かん、母親は五歳ほどの子供の手を引いて、一目散に駆かけ出した。

　が、一〇歩といかないうちに、つなぎ合わせた手がすっぽり抜ぬけて、子供はその場に転んでしまった。火がついたように泣く子の名を呼んで、母親が半はん狂きよう乱らんの体ていで助け起こそうとする。

　名前を呼ぶ声が途と切ぎれた。二人の身動きも止まった。街路を、母子連れごと影が覆っていた。恐おそる恐る顔を上げた二人の目の前に、抗体がいた。巨大な目玉そのものの抗体が、血管を走らせた瞳ひとみで二人を見ていた。

　中心部に穴が開く。そこから八方向に裂け目が走ったかと思うと、眼球部分が外へとめくれ上がった。牙きばを生やした口が内部中央にあらわれる。「ひいいっ」と息を洩らして、母親は子供の上へと覆いかぶさった。そして抗こう体たいはそれなら好都合と言わんばかりに、開いた口で二人もろとも吞のみ込もうとした。

　瞬間、肉を切り裂く音がした。振ふり仰あおいだ子供の目に、抗体の口からおかしな物体が突つき出ているのが見えた。

　ＫＬＦの近接格かく闘とう用武器、ブーメラン型をしたナイフの先せん端たんである。どばどばと抗体の口から滝たきのように血が流れ落ちた。ナイフは徐じよ々じよに徐々に抗体を切り下げていき、やがて爆ばく発はつ音を立てて、目玉そのものを上下に引き裂いた。

　多量の血を浴びて呆ぼう然ぜんと見上げる親子を、今度はＫＬＦトップドッグの影かげが覆っていた。

「逃げてください、早く」コックピット内から、レントンは外部スピーカーを通じて呼びかけた。「東に五キロのところに軍港があります。まだ離り陸りくしていない船もありました。そこへいけば……」

　コックピット内に接近警報が鳴り響ひびく。あっとレントンが見上げたときには、ビルの谷間を翳かげらせるほどに巨大な抗体が口を開きつつ迫っているところだった。退たい避ひ運動も間に合わない。

　牙の一本一本がはっきり見えた。口こう腔こう内の暗くら闇やみが、レントンの頭上から覆いかぶさってくる。暗闇は果てしもなかった。ＫＬＦもろとも吸い込まれかねないほどに。

「うわああっ」

　身を引いたレントンは、操縦機器から思わず手を放してしまっていた。

　銀色の光こう輝きがビルの壁面を真一文字に舐なめたのはそのときだ。ボードを跳はね上げて斜ななめに滑かつ空くうしてきたＫＬＦデビルフィッシュが、横合いからその抗体へと体当たりをかける。よろめいた抗体を、間かん髪はつを入れずに太い光の筋が射抜いた。背面ユニットに装着されたビームキャノンからの一いち撃げき。

　背後にあった建物ごとビームは貫つらぬいて、それらの残ざん骸がいとともに抗体が吹ふき飛ぶ。ビームを吞んで膨らんだ巨きよ体たいを回転させつつ、しまいには血肉をまき散らして弾はじけていった。

　まったく停てい滞たいのない鮮あざやかすぎるその手並みに、凄すごい、とレントンが機体を立てなおすのも忘れて見み惚とれていると、

「新入り、何やってる」通信ウインドウが開いて、ホランドの仏ぶつ頂ちよう面づらを映し出した。「おれたちの任務は、ひとりや二人の命を守るためのものじゃねえはずだ」

「そ、そんな。だって、街を守るために出撃したはずでしょう？」

「だからだよ。より大勢の人間を守るためには、効率よく抗体を狩かっていかなきゃならねえ。目に見える命に構うな。どうせおまえの目ん玉に入ってくる人間の数なんざ、たかが知れてる。それにな、人助けにかまけて、背中がお留守になってたんじゃ話にならねえんだ。おれたちが、人類すべての命を握にぎった作戦の只ただなかにあることを忘れるな」

「隊長」

「生き残りたいなら、腹をくくれ」

　ブーストを点火し、ホランドの機体が跳ちよう躍やくした。ふたたびボードを足もとに敷しいて波へ飛び乗る。あっという間に急上じよう昇しようしたかと思うと、その軌き跡せきをなぞるように爆発が次々と生まれ出いでていった。

　レントンも、呆あつ気けに取られている暇ひまはなかった。操縦機器へと手足を配する。

「生き残らなきゃ」ひとり言をつぶやいた。「生き残らなきゃ、駄だ目めなんだ」

　ホランドに言われたことすべてが納なつ得とくできたわけではない。しかし、自分が死んだのでは何にもならないことはわかっていた。胸ポケットに入れてあるペンダントの感かん触しよくを確かめながら、レントンもトップドッグを上昇させた。

「……やらないと、何もはじまらない。エウレカとも、先生とも約束が守れない」

　メインスクリーンに、あの親子連れが駆けていく後ろ姿が見えた。しっかりと握り合わせたその手と手から視線を引き剝はがして、レントンはふたたび戦せん闘とう空域へと舞まい上がる。




　戦闘はそれから半時間ほどで終結した。ホランドたちＫＬＦ隊が抗体を引きつけていたおかげで、艦隊からの射撃がイマージュ本体を打ち破ったのだ。

　初うい陣じんを終えたレントンは、月光号へ帰き還かんした途と端たん、どっと疲つかれが出て、部屋に帰るまで何度もぶっ倒たおれそうになった。シャワーも着き替がえも、その後にあったミーティングさえも忘れて、ベッドにひっくり返ってしまう。

　よろよろと左手を持ち上げ、指折り数えてみた。ひとつ、二つ、三つ……。それからは覚えていない。抗体をどれだけやっつけたかなど。

　そのまま泥どろのように眠ねむりこけたレントンは、もちろんそのときミーティングルームで交かわされていた月光号メンバーの会話など知るよしもなかった。

「おれたちがフォローに入らなきゃ、あいつは少なくとも五回は死んでたぜ」

　マシューが言い、同じくＫＬＦライダーのヒルダが頷うなずいた。

「見ていてハラハラしたわ。ひょっとして、最初から『七色の奇き跡せき』でも起こしてくれるんじゃないか、ってちょっとは期待していたんだけどね」

「ホランド」

　部屋の隅すみで膝ひざを抱かかえていた男が呼んだ。愚ぐ連れん隊たい副長で、名をハップという。大おお柄がらな男で、一見、人好きのしそうな雰ふん囲い気きがあるが、じろりと隊長をねめつけた細い目には怖こわいくらいの暴力性をにじませている。

「ホランド、本当にあいつなのか？　失敗は何ひとつ許されないんだぞ。本当に、ただの新米ライダーにしか見えないあのガキが、おれたちの待っていた『ピーター』なのか？」

　奇き妙みようなことに、そのときハップを含ふくむ数人のメンバーが、腕うでに注射針をあてがい、低い呻うめき声を発しながら、なかの液体を体内に注入していた。

「神話は、『ピーター』ひとりのものじゃない」ホランドは言った。「あいつはまだ、『ウエンディ』に会っていない。『ティンカーベル』の居い眠ねむりだって、まだ覚めちゃいないんだ。焦あせるなよ、おまえら。これからだ。すべて、これからなんだよ」

　ホランドは一冊のファイルブックを手にしていた。その表紙には、

『神話再生計画　ワルサワ研究所における、アゲハ構想の実じつ践せんと未来』

　とあった。
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　月光号は休む間もなく、次のミッション予定地へと飛んでいた。翼つばさにリフレクションフィルムを貼はったこの新型空船は、トラパーの波を受けての航行も可能であり、波の状態さえよければ通常の船などまったく追いつけないほどの速度を出すことができた。

「トレゾア研究所？」

　トップドッグの整備途と中ちゆうに、レントンはホランドから目的地を明かされた。名前はレントンも聞いたことがあった。大陸西方の沿岸部。何でも、コンパク・システムの実験をやりやすくするため、わざわざトラパー濃のう度どの高い場所に設立された軍事研究施し設せつらしい。

「そうだ。そこをヴォダラクが狙ねらっているという情報があった」

「じゃあ、次の戦いは、人間が相手なんですか」

　手を休めて陰いん鬱うつな顔になった少年を、隣となりにいたハップが「はっ」と笑い飛ばした。

「人間じゃないさ、ヴォダラクだ」

　レントンは一いつ瞬しゆん呼吸を乱したが、抗こう弁べんしようとはしなかった。しかしホランドは追い討ちをかけるかのように、

「おまえ、ワルサワ出身だったな」

「そうです」作業に戻もどる振ふりをして、レントンは顔を背そむける。「それは承知の上でスカウトされた、って聞きました」

「そりゃそうだ。出身地がどこだろうと、ＫＬＦで戦うのに関係ないからな。ただ、ひょっとしたらトレゾアで懐なつかしい顔に会えるかもな」

「どういう意味です？」

「デューイ少将に保護された元ワルサワの研究員たちが、何人かトレゾアにいるんだよ」言いながらも、あまり関心のない素振りでホランドはその場を立ち去ろうとした。「今度は対ＫＬＦ戦になるかもしれない。射撃の位置取りがイマージュ戦以上に重要になる。シミュレータできちんとお勉強してろよ」

（ワルサワの人たち？）

　取り残されたレントンは、作業どころではなくなった。意識しまいとしてもいくつかの顔が記き憶おくのなかからよみがえった。しかし、ワルサワでの最後の出来事は、彼にとってあまりに峻しゆん烈れつな負のイメージを植えつけていた。

　世界が自分にとって優やさしくないのは百も承知だったから、レントンは過か剰じような期待を抱いだくまいとつとめた。だからこそ、いざトレゾアに到とう着ちやくした空船から、タラップを伝って降りていく途中、船首のほうでホランド隊長と白衣姿の女性とが話しているのを目もく撃げきしたとき、レントンは、自分がひそかに抱いていた願望の見せた錯さつ覚かくなのではないかと、我が目を疑った。

　女性も気づいて、こちらを見た。目を瞠みはって立ち尽つくしているレントンににこりと微笑ほほえみかける。八年の歳月が経たっていようと、見み間ま違ちがえるはずなどなかった。わなないていたレントンの唇くちびるから、自然とその呼び名がこぼれ落ちる。

「ダイアン……？」

「レントン。レントンね、あなた。ああ、何て大きくなって！」

　呆ぼう然ぜんとなっていたレントンはタラップを一段踏ふみ外して、前へとつんのめってしまった。それを抱だき止めたダイアンは、レントンをさらに強く自分の胸へと抱いた。

「おいおい、何だ」

　後ろにいた愚連隊のメンバーがからかいの声をあげた。

「うちの新人は、兵士としてだけじゃなく、男としてもずいぶん早熟みたいだぜ」




　レントンとダイアンは、研究所中庭のベンチに腰こしかけていた。緑がふんだんで、噴ふん水すいが陽ひの光を浴びてきらきら輝かがやいている。

　背後にはトレゾアタワーがそびえていた。トラパー──人の目には見えないそれら粒りゆう子しは、気流に乗って上空一〇キロメートル付近まで上じよう昇しようし、対流を起こすことで波を形成している。そこでトレゾアは、あらゆる施設を内包した全高一二キロの塔とうを建てて、トラパーの影えい響きようがおよばない最上部付近を研究所員の宿舎にあてがっているのだ。

　二人は最初、どうにもぎこちなかった。何しろ八年が過ぎていた。互たがいに異なる場所で、異なる時間を過ごしている。無む邪じや気きな子供とお姉さんという立場を取り戻すには遅おそすぎた。目を見て話すにもためらわれるほどだ。

　幸い──といっていいかどうか、レントンには訊ききたいことが山とあったので、少なくとも沈ちん黙もくだけは生じさせずに済んだ。

「ドーハの悲劇のときと同じだったわ。わたしたちは、デューイ少将に助けられたの。結局、カルト化を示す手がかりなんてほとんど見つからなかったから。ただひとつを除いてはね。そして軍にとってはそのひとつこそが重要だった。わたしたちが罰ばつせられることはほとんどなかったけど、監かん視しが強化され、わたしたち全員がまったく元どおりに集まって仕事をつづけるというわけにはいかなくなった」

「ただひとつ、って？」

「あなたが知ってどうなるものでもないわ、レントン。ヴォダラクにしろ、カルトの教義にせよ、関係のないことなんだから」

「じゃあ、他ほかの人たちは？　全員が集まっていないって言ってたけど、ドミニク先生はここにいないの？」

「そうね。ドミニク教授の行方ゆくえはわからないわ。噂うわさも聞かない。あれほどの方だから、軍も無む下げに始末するとは思えないけれど」

　始末という言葉に、レントンはぞっとしないものを感じた。それがレントンの内部にためらいを生んだが、しかし、彼にとってはもっとも肝かん心じんなことだ。「それじゃあ」と勢いをつけてから訊いた。

「エウレカは？」

　ダイアンはそのとき目を伏ふせた。それから、まるでその行こう為いを悔くいるようにぱっと目を上げると、レントンの顔をまっすぐに見つめた。

「そう、レントン。あなた、エウレカをまだ忘れてないのね。彼女を、捜さがしているのね」

「当たり前だろ。ぼくはそのために、軍に入ったんだから」

　するとダイアンは微笑んで、謎なぞの言葉をつぶやいた。

「よかった。あなたが、来てくれると思ってたわ」

「どういう意味？」

　それにもダイアンは答えてはくれなかった。八年の歳月が変えてしまったのは彼女本人なのか、それとも本人は変わらずとも、一四歳になった、なってしまった自分への対応を変えざるを得ないのか、わからなかった。ダイアンはただ微笑んだまま、ベンチから立ち上がった。

「レントン、来てくれる？　あなたに見せたいものがあるの」




　トレゾアの地下格納庫へエレベーターで降り立つと、ダイアンはオレンジ色の灯あかりに照らされる機体の近くへとレントンを導いた。

　見たこともないＫＬＦだ。外装はトップドッグ以上にぼてっとしており、近接格かく闘とうに特化したターミナスとはおよそ対照的な設計に思える。だが、その割には武装が少ないようなのが気にかかった。

「トレゾアで独自開発していた機体よ。まだ試作段階なんだけど、この最終調整を、レントン、あなたにやってほしいの」

「ぼくに？」

「どうしてかは訊かないでほしい、って言ったら、意地悪かしら。そうね、本音を言えば、もう、次期主力ＫＬＦの選せん抜ばつテストには敗れるのがわかりきっている機体なのよ。でもここで腐くさらせておくのはもったいないわ。トレゾアの技術力の結けつ晶しようだからね。ホランドみたいなエースライダーに頼たのんでも乗ってはもらえないだろうし、レントン、新人のあなたなら、って」

　レントンは承しよう諾だくした。その申し出に納なつ得とくしたわけではなく、ダイアンが、まるで八年前の自分を思い出しながら、無理してあのときの自分を演じているように見えたのが、レントンにはつらかったのだ。

「正式名めい称しようはまだないの。わたしたちがつけたコードネームは『タイプ・ゼロ』」

　レントンはキャットウォークを伝ってＫＬＦのコックピットに入った。新しい、下ろしたての機械特有の匂においがする。ほとんどテストもやってないんじゃないかとレントンは思った。

　コンパク・ドライブをセットし、操そう縦じゆう桿かんやハンドル、それにペダルの遊びを確かく認にんしようとしたレントンだったが、そのとき、ドライブのプリズム部を上下するトラパー光がいつになく強いことに気づいて顔を上げた。

「あ……」

　なぜだろう、その緑色の輝かがやきを見ていると、まぶしい、というより、どことはなしに懐なつかしい気持ちに駆かられた。不思議とあたたかい気持ちになる。ダイアンと再会してさえ、以前との違ちがいが気になるばかりでこんな気持ちにはなれなかったというのに。

　しかし、いざ格納庫から外へと出て、トレゾア周辺の峡きよう谷こくを慣らし運転してみると、使い心ごこ地ちそのものは決してよくないことがわかった。操縦感覚がトップドッグとはまるで異なる。歩かせることさえ困難なのだから、慣れない機体ということを差し引いても、このＫＬＦには問題点が多い気がする。

　何度もつまずきつつ歩行訓練をするレントンの姿を、遠巻きにホランドとダイアンが見つめていた。

「……本当に、来たのね」

　二人は肩かたを並べてはいたが、視線を合わせることはほとんどなかった。

「もちろんだ。ヴォダラクがここへテロをしかけるという噂をあらかじめ流しておいたからな。当然、愚ぐ連れん隊たいへの命令書も偽ぎ装そうしてあった」

　レントンが耳にしていたらぎょっとしそうなことを、彼らはぼそぼそと素知らぬ顔をして話し合う。

「なぜ、よりにもよってデビルフィッシュを選んだの？　あれはライダーにかかる負担が大きすぎるわ。それにＣＦＳも頻ひん繁ぱんに使っているようね」

「軍のデータベースをハッキングしているのか？……仕方ねえだろう。いち早く戦績を出さなきゃならなかった。おれの存在そのものが疑われるわけにはいかねえんだ。おれは、愚連隊のホランドだからな」

「ＣＦＳはＫＬＦがまだ生まれたての頃ころ、コンパク・システムが不完全なときにつくられたシステムよ。トラパーを直接体内で操あやつるものなの。人体実験でどれほど多くのライダー候補生が命を落としたか」

「知っているさ」

「あなたの寿じゆ命みようを縮めるわよ」

「いまさらだな」

　ホランドは肩をすくめ、それから声のトーンを落とした。

「実験のほうは、どうだ。予定どおり、『奴やつら』があらわれそうか」

「ええ。トレゾア上層部は焦あせっているわ。政府から最重要機密を処分しろと何度も迫せまられていたから。自分たちの功績を認めてほしくて必死なのよ。わたしのほうでデータは改かい竄ざんしておいたから、計算どおりに最終実験が行われれば、必ず」

　タイプ・ゼロがまたバランスを崩くずして、横よこ倒だおしになる。そこから起き上がる動作ひとつにも苦労させられているようだった。

「おいおい、あれで大だい丈じよう夫ぶか」

　さすがにホランドは呆あきれ顔になったが、ダイアンは神しん妙みような顔をして、

「彼しかいないわ。タイプ・ゼロを起動させたのは」

　ホランドの目がはっと見開かれる。

　山々の稜りよう線せんに陽ひが没ぼつしかけ、風に冷たさが増してきた。白衣のポケットを探さぐっていたダイアンは、

「これを」

　小型ディスクをホランドへと手て渡わたした。一いつ瞬しゆん、ホランドは左右にさっと鋭するどく視線を配った。

「彼らからのメッセージだわ。あなたのやろうとしていることに賛同してくれる、って」

「誰だれのためにやるわけでもねえ。誰かのあがめる神も、誰かの崇すう高こうな理念も、誰かの尊い犠ぎ牲せいの上でなりたった平和も、おれには関係ない。それでも、いいんだな」

「ええ」

　ダイアンは、ようやくのことで起き上がったＫＬＦをまぶしそうに目を細めて見つめた。

「神話を再生するという目的さえいっしょならば。この星を守るために」




　第三〇三独立愚連隊に与あたえられたミッションは、大規模な実験中に、トレゾア全体の警護に当たることだった。

　もちろんレントンにも、ヴォダラクの襲しゆう撃げきがあるかもしれないとは伝えられていたから、慣れたＫＬＦで出撃したいところだったが、月光号のハンガー上には例のタイプ・ゼロが鎮ちん座ざしていた。

「知ってのとおり、おれたちは新型装備を優先してまわされることになっている」

　ホランドはデビルフィッシュに搭とう乗じようしながら、レントンに言った。

「今回は、トレゾアの顔を立てておきたいんでな。それを使え」

「ぼくは、ただでさえ新米ライダーですよ」レントンはさすがに抗あらがった。「これじゃ、思いどおりに動かせるかどうかもわからない」

「背中にだけ気をつけてりゃいい。どうせヴォダラクのライダーだって、腕うで前まえはたかが知れてるんだ。おまえに毛が生えた程度さ」

　ホランドはそれで会話を強ごう引いんに打ち切ると、デビルフィッシュのコックピットに潜もぐり込んだ。

　そこで彼は奇き妙みような行動を取った。軍服も、パイロットスーツも着込まない主義の愚連隊だったが、デビルフィッシュにのみヘッドギアが用意されていた。とはいえ、頭を衝しよう撃げきから守るにはあまりに簡素なつくりになっている。機体内部と直接チューブでつながったそれをホランドは頭に装着した。ぎざぎざのピンがついたコネクタを直接額に喰くい込ませる。ぐっ、と小さく息を洩もらしたホランドは、

「さて」

　獲え物ものの様子を草くさ陰かげでうかがう、肉にく食しよく獣じゆうのような目で前方をにらみつけた。

「いよいよ踏ふみ出すか。おれたちだけの戦い、その第一歩をな」
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「わたしたちは何てひどい、矛む盾じゆんだらけの泥どろ沼ぬまに入り込んでしまったのかしら」

　ダイアンは薄うす暗くらがりのなか、ため息混じりに囁ささやいた。応じる者はない。この場にいる『もうひとり』は強制された眠ねむりに落ちているからだ。もしここの研究者たちがいたら、彼らはこぞって言うだろう──もうひとりなどとはジョークにもならない、きみはやはりワルサワのカルト思考を継ついでいるのかい？

「あなたを救うために、またあなたを傷つけねばならない。わたしたち、ずっとこんなことばかりをくり返していた気がするわ」

　そう言って、中央に据すえられた大おお仰ぎような機械の前に立った。ごてごてとコード類に絡からみつかれ、垂直や斜ななめにそびえ立つ名前をつける価値もない機器類にまぎれるようにして、そのカプセルはひっそりと横たえられていた。

「ごめんね」とダイアンは半はん透とう明めいになったカプセル表面を撫なでた。「最後にまた、あなたを苦しめてしまうけれど……もう少しだけ、我が慢まんして。そうすれば、何もかも変わるはずだから」

　同じ姿勢でしばしじっとしてから、ダイアンは名残なごり惜おしそうな視線だけをカプセルに留めたまま、その場をあとにしようとした。

　不意に気配を感じたときには遅おそかった。口を塞ふさがれ、手を後ろからひねり上げられる。苦鳴ひとつあげる間もなく、ダイアンはあっという間に拘こう束そくされてしまった。首筋に冷たい痛みを感じると、意識がふっと消えた。

　次に目覚めたときは、どこか狭せまい場所に閉じ込められていた。目もとにペンライトを当てられ、そのまぶしさに目を背そむける。

「さて」と、どこか聞き覚えのある声がした。「知らぬ仲でもないし、あまり手て荒あらなことはしたくないが。しかし見み逃のがすわけにはいかんな。きみの行こう為いは、国家への、ひいては人類への裏切りだからね」




　月光号がエンジントラブルを起こしたらしい。

　空船はよろよろとした飛行で地面に軟なん着ちやく陸りくした。トレゾア周辺を警けい戒かい巡じゆん回かい中のことで、ホランドをはじめ、ＫＬＦ隊も辺りをリフティングしていたのだが、そのホランドの命令でレントンらの機体も船に呼び戻もどされた。

　トレゾアから南西二〇キロほどの地点。メカニックが船の外といわずなかといわず忙いそがしく立ち働いていたが、いっこうに船は飛び立つ気配を見せない。レントンは、自分たちだけでもトレゾアに戻って警備していたほうがいいのではないかと思ったが、これも、ホランドはそうした命令をいっこうに下そうとはしなかった。

「船から離はなれすぎるな、レントン」逆に注意を受ける。「ひとりはぐれたところに襲しゆう撃げきを受ければ、ひとたまりもないぞ」

　空は薄うすい雲をへばりつかせている。辺りの緑は豊かだったが、気が急せくものを感じているレントンの目を楽しませるほどではない。船が翼つばさを下ろしてから二時間近くは経たったろうか。

「来たぞ」ブリッジでトラパー観測をしていたメカニックのひとり、ウォズという名の男が叫さけぶように言った。「新たなトラパー流域出現。トレゾアタワー、座標は──ビンゴだ──〇〇八〇─〇〇八三！」

　その報告に月光号の面々はどよもした。驚おどろきよりもむしろ歓かん喜きに近いその響ひびきに、レントンは眉まゆを寄せる。強いトラパー流域が突とつ如じよとして出現したということは、これはつまるところ、

「イマージュ？」

　レントンは機体のカメラアイを上向けた。ズームアップすると、ここからでも空のある一点が異常を来きたしているのがわかる。雲をも衝つくトレゾアタワーの真上辺りに渦うずが走っていた。コーヒーにクリームを垂らしたその瞬しゆん間かんをスロー再生しているかのように、じわじわとその『異変』は渦の範はん囲いを広げながら、この世にあり得ざる生命の姿を見せつけている。

「そんな。ヴォダラクがテロをしかけるって噂うわさだったのに」

「そいつらが祈いのりで呼び出したんだろうよ」軽口とも本気ともつかない口調でホランドは言った。「月光号、飛べるな？」

「いつでもどうぞ」

　レントンが驚いたことに、月光号は先ほどまで動く気配もなかったのが噓うそのように、快調なエンジン音を奏かなではじめたのである。




　月光号の大出力エンジンが二〇キロ近い距きよ離りをあっという間に貪むさぼったところで、敵の襲しゆう来らいを未然に喰くい止めるまでにはいたらなかった。

　空域にはすでに、色とりどり、形も様々な抗こう体たいが我がもの顔であふれ返っている。レントンは緊きん張ちように身を硬くしつつ月光号側面をリフティングし、隊長からの合図を待った。

　タルホからの通信が全機に入る。

「こちら月光号。艦かん長ちようタルホ・ユウキより各員に告げる。トレゾア研究所がイマージュによって侵しん攻こうを受けているが、我々の任務はデューイ少将からの特命により、最重要機密の回収にある」

　レントンにとっては初耳だ。最重要機密とは何だ？　そんな疑問をよそに、コンソールモニターに映ったタルホがつづける。

「ＫＬＦ各機は、連れん携けいしてタワー最上部にある施し設せつに侵しん入にゆう。これを確保してちょうだい」

　３Ｄレーダーに、タワーの構造が浮うき上がった。「了りよう解かい」と他ほかのライダーたちが声を揃そろえるなかにあって、レントンひとりが口を挟はさんだ。

「待ってください、研究所のほうはどうするんです。なかの人たちは？」

「だから、急げと言っているんだよ。最重要機密をイマージュと接せつ触しよくさせちゃ、もっとひどいことになるって少将からのご命令だ」

　マシューが切り捨てるように言った。戦せん闘とう前の緊張とは別の感情が、レントンの胸を搔かき乱した。研究所にはダイアンがいる。

　月光号ＫＬＦ部隊は編隊を組んで飛ひ翔しようをつづけた。タワーに接近すると、トレゾアの防衛システムがレーザーやミサイルで可能な限りの迎げい撃げきを行っているのが見えてきた。接近しつつさらに上じよう昇しようすること数分、ＫＬＦより高高度をいく月光号から、

「現在月光号は、ライン五五七を突とつ破ぱ。イマージュを目視で確かく認にん。本体に直接攻こう撃げきをかけつつ、敵抗体をおびき寄せるわ。その隙すきに回収を急いで」

「よし」ホランドがコックピット内で顎あごを引いた。「各機データリングは終しゆう了りようしたか？　おまえたちのＨＵＤに映っているマーク、それが最重要機密の存在している場所だ」

　レントンの眼前にもマークが浮かんだ。ちょうどそれは、塔とうの最上部と重なっている。

「どいつが回収しても構わん。手て柄がらは早い者勝ちだ」

「んなこと言ったって、化け物だらけだぜ……おっと！」

　マシューの射撃をきっかけに、ＫＬＦ各機が戦闘に入った。レントンもボードの上から射撃をくり返し、数体の抗体を爆ばく発はつに導いた。しかし敵の数は初うい陣じんのときと比べてもなお多く、このままたとえ一時間戦っていたとしても効果があるように思えない。ダイアンの顔が脳のう裏りをかすめた。八年の歳月を経て変わってしまったとはいえ、レントンにとって数少ないあたたかい記き憶おくの担にない手であるのは間ま違ちがいない。

　連続してマシンガンを撃うちながら、じりじりとボードを上向ける。慣れない機体だけにその微び調ちよう整せいには脂あぶら汗あせが滴したたるほどの集中力が要いった。タイミングを見計らった上でわざと射撃を中止。敵抗体が群がった隙に、一気にブーストをふかして急上昇をかける。

　すると、ひときわ巨きよ大だいな抗体がタイプ・ゼロをかすめて追い越こした。レントンの頭上で腹部が左右に割れる。内部に無数の光点が見えた。それらひとつひとつが光の菌きん糸しとなって、シャワー状に降り注いでくる。

「くうっ」

　レントンはベルトに思いきり身体からだを締しめ上げられながら、強ごう引いんにカーブを描えがく。不ふ可か視しの波を滑すべり落ちていくさなか、菌糸に触ふれた眼下の砲ほう台だいや建物が次々と火を噴ふいていく。何とかカーブを描き終えたレントンだったが、操縦に慣れない機体ゆえに、あわやバランスを崩くずしてボードから落ちそうになる。心臓が凍こおりつく一いつ瞬しゆんを挟んで、がくんとコックピットが揺ゆさぶられた。タイプ・ゼロの手をホランド機が摑つかんでいる。

「無茶するんじゃねえ、新入り。死にたいか」

「だ、だけど」

「だけどもくそもあるか」

　ホランドは吠ほえてから、いまだにタワー最上部への道を塞ふさいでいる抗体の群れを見み渡わたした。あまりに数が多すぎるので、色とりどりの帯が何重にもタワーを取り巻いているように見える。

「しかし、確かにこの数じゃ埒らちがあかねえか。月光号、本体への攻撃は中止だ。おれが道を開ける」

「ホランド！」

　と、月光号から、タルホの呼びかける声がした。なぜか悲痛そうな響ひびきを帯びたその声に、

「心配するな。ほんの数秒だ」

　そう答えるが早いか、ホランドはコンソールに新たな操作を加えた。モニターに「ＣＦＳ」の表示が浮かび上がるとともに、デビルフィッシュのカメラアイに新たなセンサーがあらわれ出いでる。

「コンパク・フィードバック・システム、作動」

　ホランドがまるで念じるように囁ささやくと、ヘッドギアと直結したチューブ内部に、ぽつんと青い鬼おに火びが揺らめいた。と見えた直後に、鬼火は高速でチューブ内部を伝って、ヘッドギアそのものに到とう達たつ。

「ぐはっ」

　全身を強打されたかのようにホランドは前へとつんのめり、血の色をした息を吐はいた。

　それとともにホランドの視界に異変が生じた。ホランド自身はその場にいながらにして、目だけがコックピットの外がい壁へきを、そしてＫＬＦの装そう甲こうをも貫つらぬいて、外部へ、さらに機体よりなお高い空へと舞まい上がっていく。

　自身の機体が眼下に見えた。それを取り巻く帯のような抗こう体たいの群れ。さらにさらに高く駆かけ上がったホランドの〈目〉は、いまや戦闘空域そのものを俯ふ瞰かんでとらえていた。

「隊長」

　ホランド機が突とつ然ぜん身動きを止めたので、レントンが護衛に向かおうとしたが、

「離はなれろ、新入り」今度はマシュー機がタイプ・ゼロの手を取って促うながした。「下手すりゃ、おまえもデビルフィッシュの特とつ攻こうに巻き込まれるぞ」

　その合間にも、ホランドの〈目〉は辺りをくまなく探査していた。視界内にぽつんとまた新たな鬼火が浮き上がった。マシュー機のコックピットに当たる部分だ。もうひとつ。今度はタイプ・ゼロ、さらにひとつ、今度はヒルダ機。

「どこだ？」ホランドは呻うめいた。「おまえらの魂たましいのありかは、どこだあ？」

　鬼火は次々と増えていく一方だ。抗体ひとつひとつからも発せられていたため、辺り一面、光の乱らん舞ぶする一種幻げん想そう的な眺ながめになった。

「隊長、逃にげてください。隊長……？」

　タイプ・ゼロ内でくり返し叫さけんでいたレントンが、ふと心臓を押さえる。突然、形容しがたい気持ち悪さを覚えたのだ。目には見えない手が、まるで自分の心臓を──いや、自分自身に摑みかかっているかのような。

「もきゅう……」

　そのとき耳に聞こえてきたのは幻げん聴ちようか？　レントンははっとなったが、すぐに別のことに注意を奪うばわれた。ホランド機が抗体の群れにたかられ、ついには肉眼で見えなくなったのだ。

「隊長！」

　瞬しゆん間かん、

「そうか」瞑めい想そう状態にあったホランドが、おもむろに目を見開いた。「おまえらの魂は、そこかあ！」

　狂きよう気きをにじませた笑えみがホランドからこぼれるとともに、レントンの目には、抗体の群れから青い光が稲いな妻ずま状に迸ほとばしるのが見えた。

　抗体どもが四散したかと思うと、そこからデビルフィッシュが猛もうスピードで飛び出した。いく先に抗体の一群があり、あっという間にそれらが揃そろいも揃って爆ばく発はつ。急激な角度を描いてさらに別の一群へと突とつ入にゆうする。爆発。

　ホランドは〈目〉で見えた光すべてをなぞるように機体を進めていた。照準をつける必要もない。デビルフィッシュの武装は彼の〈目〉と直結していた。目につく光を撃つ、斬きる、射い抜ぬく。ＫＬＦの限界速度などとうに超こえていた。あまりに速すぎるので、まるで抗体のほうからデビルフィッシュの軌き跡せきをなぞって、爆発の連れん鎖さをつないでいくかのようですらあった。

　やがて空域の一点でデビルフィッシュが停止した。いまだやまぬ爆発の中央にあって、黒こく銀ぎん色の機体が鬼き神じんさながらに戦場を睥へい睨げいしている。

　しかしホランド自身はコックピットで身を突つっ伏ぷせ、荒あら々あらしく肩かたを上下させていた。顔中脂あぶら汗あせにまみれ、唇くちびるの端はしからは赤い雫しずくが滴したたっている。限界を超えたマニューバによる肉体的負担、そしてＣＦＳの起動そのものによる精神的負担は、たとえそれが一いつ瞬しゆんであろうと、ライダーを死の淵ふち近くへ追いやるには充じゆう分ぶんなほどであった。

「凄すごい……」

「惚ほうけてる場合か、新入り。いくぞ！」

　マシュー機、ヒルダ機がタワー上部へとのぼっていく。ホランドの活かつ躍やくで、帯状にひしめいた抗体のなかにわずかな隙すき間まができていた。それを縫ぬうようにしてターミナス二機が上じよう昇しようしていくのを、レントンもあわてて追いかけようとする。しかしレバーはむなしい手ごたえをレントンに残した。反応がない。焦あせってハンドルやらペダルやらを乱暴に操作しようとしたが、

「もきゅう！」

　また幻聴が聞こえた。と、レントンは自分の胸から、淡あわい光がひろがっているのを目もく撃げきした。

「何だ……これ？」

　抗体の攻こう撃げきか何かと思って反射的に振ふり払はらおうとしたが、しかしその光は攻撃的なものでなく、むしろやさしげなものに感じられた。すると、レントンの身体からだが激しく揺ゆさぶられた。突とつ如じよ、ブーストが点火され、機体が急上昇をはじめたのだ。レントンは何も操作などしていない。突如として襲おそいかかる強きよう烈れつなＧにレントンは呻いた。

「ど、どうしたんだよ……ニル、ヴァーシュ！」

「もきゅもきゅっ！」

「何だって!?」

　レントンが驚おどろいたのは、幻聴に思えていたその声がいまやはっきりと耳に聞こえたからではなく、「ニルヴァーシュ」という名前を呼んだ自分自身に対してであった。

　無数の抗体との戦火の先に、所々火を噴ふいたタワー。タイプ・ゼロはその壁へき面めんを舐なめるようになおも速度を上げて上昇していった。




「目標との接せつ触しよくは？」

　月光号ブリッジ内でタルホが大声を出す。

「まだです」通信士の少女が叫び返す。「イマージュの侵しん攻こう速度増大。抗体、さらに空域に数を増やしつつあります」

　キャプテンシートでタルホは舌打ちした。ＣＦＳの使用で一度は敵に隙すきを見み出いだした愚ぐ連れん隊たいだったが、抗体はその穴を埋うめるに余りある数でさらに猛もう攻こうをしかけてきた。

「デビルフィッシュ、もう限界よ。帰投せよ。デビルフィッシュ！」

　タルホは何度となくホランドに呼びかけたが返答がない。まだ戦うつもりだ。確かにホランドが帰き艦かんしてしまえば、残る戦力はＫＬＦ三機のみになる。おまけにそのうち一機が新入りでは、いま以上に対処が追いつかなくなるのは目に見えていた。

　開いたサイドパネルからふたたび通信操作を行ったタルホは、

「こちら月光号、マシュー、ヒルダ。イマージュの侵攻速度が想定よりも速い！　このままだとイマージュが先に最重要機密と接触しかねないわ」

「んなことはわかってる。化けもんの量が多すぎんだ！」

　必死の形相でそう返したマシュー機のコックピットに接近警報が鳴った。敵か、とライダーが振り仰あおいだときには頭上を何かが猛スピードで通過したあとだった。ショックウェーブが機体を揺さぶる。

「ホランドか？　馬ば鹿か野や郎ろう、無茶しやがって」

　リフティング時にボードがトラパーを反射する際のきらめきが、線を引いて急上昇していく。あまりに速いので、再度ＣＦＳを使用したホランド機だと判断したマシューだったが、レーダー内の反応には『タイプ・ゼロ』とあった。

「まさか」

　というマシューの呻うめき声は、少し離はなれた位置で滞たい空くうしていたホランドのそれと重なり合った。




　一方のレントン・サーストンは、さっきからずっとずっと叫さけびっぱなしだった。いや、自分が叫び声をあげているという自覚そのものすらなかった。制せい御ぎよを完全に失った機体は、もはや辺り一面何も見えなくなるほどのスピードで上昇している。レントンの悲鳴を置き去りにして、タイプ・ゼロはついに雲へと突とつ入にゆうした。

　瞬まばたきする間もなく、辺りが青々とした空に包まれる。やっとのことで上昇が止まった。眼下に敷しきつめられた雲の合間から、タワーの最上部が突き出ている。空港と研究所の施し設せつが並んで見えた。

「うっ」

　急加速が止まって数秒後、いまさらながらにレントンの身体が限界を訴うつたえた。内臓全部がでんぐり返しを起こしたみたいに猛もう烈れつな吐はき気がこみ上げてくる。そのときレーダーに反応があった。ほとんど反射的にそちらの方向を見ると、この高度にも追いついてきたらしいいくつかの抗こう体たいがある。クラゲの頭部に何千もの短い触しよく手しゆを生やしたそれらの抗体は、触手そのものをニードルガンのように連射してきた。

　またもタイプ・ゼロは自己判断で動いた。ボードのエッジを立てて方向転てん換かんしたかと思うと、トリッキーな動きでそれらの攻撃をかわしつつ、今度は急降下に移る。レントンは自分が骨を潰つぶされ、ミンチになっていない現実が奇き跡せきのように思えた。

「か、勝手に動くな」

「もきゅ、もきゅう」

「もきゅうじゃない！　止まれえ」

　操そう縦じゆう桿かんを力いっぱい引くのだが、相変わらず反応はない。モニターに警告表示が浮うかんだ。見ると、塔とう最上部の施設がぐんぐんと迫せまってきている。「うわっ」と本能的に顔をかばうレントン。

　タイプ・ゼロは施設の天てん井じようを突つき破ると、そのままドシン！　と轟ごう音おんを立てながら地面に両足を着いて停止した。

「いってえ……」

　とにかく身体からだを楽にしたい一心で、レントンは止まっているこの隙にとベルトを外し、キャノピーを開けた。もうもうとした煙けむりが立っている。それを手で払はらい、外へと出ようとしたレントンは、

「え？」

　モニター内のレーダーに目を奪うばわれた。その表示は、前方に『最重要機密』が存在することをレントンに訴えている。

「ここに……まさか？」

　煙が天井の穴へと吸い上げられていき、次し第だい次第に内部の様子が見えるようになってきた。顔を手でかばいつつ、はけていく煙の向こうに目を凝こらしたレントンは、

「あれは」

　息を吞のんで、その手をだらりと垂らした。コックピットからまた「もきゅう」という声が聞こえた。今度は震ふるえを帯びている。感激の囁ささやきに近かった。

　研究施設らしいその内部には、一基のカプセルが横たえられていた。ワルサワでテストの際に用いていたベッドにもよく似たそのカプセル内部には人ひと影かげがある。レントンは急いでコックピットに戻もどると、ＫＬＦの外部カメラでそれを映し、ズームアップさせた。

　人影は少女のものだった。

「エウ……」

　つぶやきかけて、はっと口を閉とざす。頭には何万、何億回とその名前が渦うず巻まいているのに、言葉にならない。音にしてしまうと、この、夢のなかの出来事があっさり瓦が解かいしてしまうのではないかという恐おそれがあったからだが、

「エウレカ！」

　ついには我が慢まんならず、声となって迸ほとばしった。




　月光号の対空ミサイルによって、船上に迫りつつあった抗体の一群が霧む散さんする。と、

「イマージュ本体、反応が急激に収縮している」

　トラパー観測班の報告とほぼ同時に、レーダー士が、

「タイプ・ゼロと目標の接せつ触しよくを確かく認にんした！」

　ブリッジで歓かん声せいを響ひびかせる。船内が沸わいた。タルホは頷うなずいて、

「月光号、急速転進。座標位置へ向かい、レーザー掃そう射しやで機動部隊による回収を援えん護ごする」

「了りよう解かい！」

　ふうと息を吐き、キャプテンシートに背を預けるタルホ。

「まったく、信じられん」副長の大男ハップが、額の汗あせを拭ぬぐった。「タイプ・ゼロとあの新入り、まるで目標と引き合っているようだったじゃないか」

「そうじゃないと困るわ。でなけりゃ、何のためにあの子をこちらに引き込んだのかわからない」

　皆みなを落ち着かせるように言いながらも、タルホ本人も頰ほおを紅潮させ、潤うるんだ瞳ひとみに爛らん々らんとした光を浮き上がらせていた。







２──

　信じていた。エウレカにいつか会えると信じていた。夜ごとにペンダントを握にぎりしめて何度もお願いをした。軍学校でどんなに罵ののしられようと、憎にくまれようとも、そしてどんなに心身を傷つける訓練が待ち受けていようとも、軍に入ればエウレカに必ず会えるのだと信じればこそ、耐たえることもできた。

　だが、まさかこんな形での再会になろうとは、当然レントンは想像だにしていなかった。エウレカはカプセルに横たわって目を閉じていた。外からでは生きているかどうかもわからないほど微び動どうだにしない。八年の歳月は見た目こそ彼女を美しく成長させていたものの、その間にいったい何があったのか、レントンに想像させることすら拒こばむかのようだ。

　カプセルごとＫＬＦに抱だかせて月光号に帰き還かんした。レントン機を最後まで護衛したデビルフィッシュも格納庫に滑すべり込む。コックピットから降りると、全身汗にまみれたホランドがレントンの肩かたを叩たたいた。

「少し独断が過ぎたようだな、二に曹そう。が、二度目の出しゆつ撃げきにして、最重要機密の回収に成功。よくやった、とひとまずは言っておこう」

「エウレカ──彼女が、ですか？」

「そうだ。その少女こそが、軍の最重要機密。ここトレゾアでの実験も、彼女を用いて行われていたんだ」

　レントンは何か言うべきだと感じていたが、自分の頭の整理でさえろくにつけられずにいた。

　カプセルが開いて、なかからぐったりとなったエウレカが数人の手で運ばれていく。レントンはそれをすぐさま追いかけたい気持ちに駆かられながらも、現実味が伴ともなわず、半ば呆ぼう然ぜんとしながらホランドに訊きいた。

「エウレカは……彼女は、いったい軍に何をされていたんですか？」

「さあな。さっきトレゾア研究所のデータベースにアクセスして、メカニックのウォズにダウンロードさせた。解かい析せきが済めばそれもわかるだろう。なぜ彼女が軍によって最重要機密と呼ばれているかも含ふくめてな」

　頭のなかをぐるぐると疑ぎ問もん符ふが回転している。八年ぶりに再会したエウレカが、最重要機密。ワルサワで連れ去られたときから不思議に思っていた。なぜ彼女が、彼女だけがああやって強ごう引いんにさらわれねばならなかったのか。

　そして、タイプ・ゼロ。勝手に動いて、レントンをまるでエウレカのもとへと導いたかのようなこの機体は何だ？　ダイアンがレントンにこの機体を託たくしたのは、まさかこうなることを予期してのものか。でもダイアンは、エウレカのことをごまかして教えてくれなかった。ダイアンもまた、エウレカを用いた実験とやらに参加していたのだろうか？

　あとはホランドと何を話したかも覚えていない。気がつけば、ふらふらとした足取りで医務室に向かっていた。ノックをすると、医務官のミーシャが姿を見せた。

「サーストンくん」彼女はわずかに驚おどろいた顔をして、「二曹。ここは現在、下士官の立ち入りを禁じられていたはずよ」

「そ、そうなんですか？」

「艦かん内ない放送を聞いてなかったの？」

　苦笑いして片目をつぶる。見た目、四〇代のいかつい印象のある女性だが、そうした仕草が不思議と若々しい。

「あの……エウレカは？」

「簡易無む菌きん室で横になってる。安心なさい、処置は上う手まくいったわ」

「処置」

　レントンはつぶやき、うつむいた。あたかもエウレカに関しては事前にある種の情報があって、月光号クルーはそのとおりに行動しているかのようだ。知らされていないのはレントンだけ。エウレカに会うということだけが目的の彼だった。それまでたとえ世界に忌いみ嫌きらわれようと、終わらない戦争が星全体を蝕むしばんでいようと構わないとさえ思っていた。それなのに、肝かん心じんのエウレカを中心として、いまはわからないことばかりが増えていく。

「あなた、彼女の幼おさな馴な染じみだったらしいわね」

　唐とう突とつにミーシャが言った。それすら知っていたらしいと気づいて、レントンはもはや驚くどころではない。

「だったら、つらい思いをするかもしれないわ」

「ど、どういうことですか？」

「さっき、解析されたデータベースの一部に目を通したのだけど、彼女──エウレカは、実験中に過去の記き憶おくを失ったらしいの」

「記憶を、失った？」

「どんな実験だったのか、どんなつらい目に遭あわされたのか、いまはわからないけれど、ともかく、彼女はワルサワでのことも、自分の名前すらも忘ぼう却きやくしてしまったそうなの」

　そんな、とレントンは口にして、それから何も言えなくなった。いまは何を言われても現実味がまるでない。他人が──自分以外のみんなが、自分の知らないエウレカを知っているようなことも含めて。しかし、

「会わせてください」顔を上げてレントンは訴うつたえた。「ぼくなら、わかるはずです。いや、わからなくても、話しさえすれば、必ず、思い出してくれるはずです」

「……わかったわ。だけど、いまは彼女も消しよう耗もうしている。無理させないって約束してくれるなら、五分だけわたしの権限で許可する」

「は、はい」

　レントンは勢いよく頷うなずいた。ミーシャがドアの前から身をずらし、そのままレントンとすれ違ちがって廊ろう下かの向こうへと歩いていく。それを見届ける間も惜おしんで、レントンは室内に入った。

　電子機器に囲まれたベッドに横たわる、エウレカの姿がすぐに目についた。ぴんと張りつめた空気を乱すことを恐おそれるみたいに、レントンは怖こわ々ごわと歩みを運んでベッド脇わきの椅い子すへと腰こしかけた。

　こうして眠ねむっている彼女を見ていると、九年前、彼女の部屋をはじめて見たときにタイムスリップしたかのようだ。無論、姿かたちはあれから比べると見違えるようだったが、たとえ唐突に街のなかですれ違ったとしても、決して見み逃のがすはずはないというほどには、あのときの面おも影かげを残している。

　レントンはポケットからそっと取り出したペンダントを、手のぬくもりであたためようというように握にぎりしめて、

「願い、叶かなったのかな」とつぶやいた。「奇き跡せきは起こったのかな。こんな形だけど」

　そのときエウレカの瞼まぶたがぴくぴくと蠢うごめいた。はっとなるレントンの眼前で、ゆっくりと目が見開かれる。記憶どおりに澄すんだそのスミレ色の瞳ひとみに見つめられると、まるで自分がとてもいけないことをしている気持ちになって、レントンはあわてて身体からだを引き離はなした。

「し、忍しのび込んだわけじゃないんだ。その、ドクターが五分だけならいいって言ってくれたから、エウレカの様子が気になって、だから……」

「誰だれ？」

　レントンの口がぴたりと止まった。エウレカのその声は、年月の経過を鑑かんがみてもまったく別人のものに聞こえるほど、感情も抑よく揚ようもなかった。

「また実験をするの？　今度はどれだけ痛いの？　どれだけつづくの？　いいわ、答えてはくれないんだよね。ずっとそうだったし、訊きかれるのは、答えるのは、いつもわたしだった。でももう何も知らない。わたしは何も知らない。あなたたちが何を訊こうとも、どんな痛みを加えようとも、わたしがイマージュについて知っていることなんてほとんどない。むしろ、わたしのほうが教えられることがたくさんあったくらいだもの。これも何度も言ったかな。あなたは新しい人？　だから最初から訊きたいの？」

「エウレカ」

　レントンはそう呼びかけてみて、はじめて自分の身体がおびただしく震ふるえていることに気づいた。

「そう、わたしはエウレカ。そう言われているわ。わたしはエウレカ。わたしは人間じゃない。わたしはイマージュからの遣つかい。イマージュが人類を調査するために送り込んだスパイロボット」

「待って」

「わたしはイマージュからのメッセージを伝える者。人はそれを『神話』と呼ぶ。その『神話』に隠かくされた何かが、イマージュと戦うために必要だと思った人間たちが、わたしからもっと多くの情報を引き出そうと、様々に研究し、実験をし……」

「待って、エウレカ！」

　叫さけびとともにレントンは身を乗り出した。エウレカの、ぱっちりと瞠みはられた瞳はまっすぐに、そうただまっすぐにレントンを見つめている。光が反射するまでのあいだに感情ひとつ介かいすることなく、それはそう、ただの鏡に似ていた。

「スパイって何だよ。イマージュの遣い、人間じゃないって、エウレカ、何言ってるんだよ。怒おこっているの、エウレカ？　あのとき助けてあげられなかったから。ぼくが迎むかえにいくのが遅おそすぎたから。それなら謝るよ。ごめん、ごめん、ごめん、エウレカ。だから機き嫌げんをなおしてよ。ぼくだって会いたかった。会いたかったから、こうして軍人になって……」

「信じないのね」エウレカはベッドからゆっくりと身を起こす。「証あかしを立てろと言うのね。いいわ、何度もやらされたことだから」

　エウレカが唇くちびるの両りよう端たんを吊つり上げた。それが何を意味するのか、最初レントンにはわからなかった。笑ったらしい、と気づいたときには、レントンは我知らず、エウレカからわずかに身を引いていた。

「それなら、見せてあげる。わたしの本当の姿を」

　エウレカの、人形じみた笑えみがそのとき翳かげった。部屋の灯あかりが突とつ然ぜん落ちたのだ。そして周囲の電子機器が悲鳴のような音を立てたかと思うと、スパークを発生させる。

「うわあっ」

　とっさにそれを避さけて床ゆかに転がったレントンは、ベッドを見上げ、なおも目を剝むいた。

「……エウレカ!?」

　ベッドの上にエウレカは立っていた。いや、その足はベッドから宙に数十センチも浮ういている。左右の手を広げたエウレカには青白い電流が絡からみついており、あたかもスパークによって磔はりつけにされているかのようなその姿勢で、エウレカはすっと瞼を下ろした。




　月光号ブリッジで、レントンとほぼ同じタイミングで小さな悲鳴があがった。通信席を囲むように立っていたホランドとタルホ、それにミーシャだった。

「どうした、何が起こった？」

　彼らは、レントンが部屋に入った時点からの一部始終を監かん視しモニターで見ていた。会話も盗とう聴ちようしていた。ミーシャは最初からそのつもりでレントンを部屋に入れたのだ。

　しかし突然、モニターウインドウが多量の光を放って、ブラックアウトしたのである。

「いかん」

　解かい析せき士席からも大声があがった。

「ウォズ、どうした？」

「本艦かん中央基部に、トラパー波の発生を確かく認にんしたんだ」

「トラパーだと。馬ば鹿かな、波が、ここで生まれたとでも……」

　バン！　とそのとき激しい音を立てて月光号の主電源が落ちた。クルーがびくりと首をすくめる。警報が鳴り響ひびくなか、消えていたモニターに何かがまた浮かび上がってきた。しかしそれは医務室内を映した映像ではなかった。

「文字──？」

　ミーシャが小声で言った。確かにそれは文字の列だった。コンパク・ドライブ内部に満ちた、濃こいトラパーのように緑色をした文字が、上下に、左右にと流れていく。

「ホシノ……コ、ナ？」

　タルホが読み上げた。通信席だけでなく、ブリッジにあるすべてのモニターに、それらの文字が明めい滅めつしていた。

「ナナイロノキセキトトモニ……」




「レシ……オトメト、オノコハ……チヨリウマレシ……モノヲ」

　エウレカは唇を動かしているとも見えないのに、尻しり餅もちをついたレントンの耳には確かにその声が聞こえている。青く発光するスパークに取り囲まれたエウレカ。その身体が透すけて、緑色の輝かがやきがゆらゆらと染しみ出ている。クリスタル、というドミニク先生の言葉を思い出した。

「アオキ、タマ……ニ」

「エウレカ」

「キスルニ……イタラン」

「エウレカぁっ！」

　レントンの、悲鳴にも近い金切り声とともに、エウレカの瞼まぶたがはっと見開かれた。するとスパークもクリスタルの発光も消え失うせて、エウレカはばたりとベッドに崩くずれ落ちる。室内の灯りもふたたび灯ともるなか、レントンはエウレカを抱だき起こそうとした。

「エウレカ、しっかり、しっかりして！」

　エウレカは朦もう朧ろうとした表情を向けた。

「……これがわたし…本当のわたし。わたしは人間じゃない。わたしは、イマージュから送り込まれた存在。いずれイマージュに呼び戻もどされ、すべての活動を停止するさだめ」

「違ちがう！　違う、違う！」

　すると、エウレカはまたもうっすらと笑みを浮かべて、

「なぜ違うの？　これが、あなたたちが望んだとおりの答えのはずなのに。そうでしょう……人間の子」

　放電の名残なごりに縁ふち取どられ、青ざめた笑みを前にして、レントンは今日何度目かに息を吞のんだ。

　エウレカの瞼がふたたび下ろされていく。それからほどなくして、かすかな寝ね息いきが聞こえてきた。レントンはよろよろとした動作で、彼女をベッドに寝かしつけた。

「……星の粉をまといし、その白き聖なる者、七色の奇き跡せきとともに星に虹にじの橋をかけ」

　振ふり向くと、いつの間にかホランドが部屋の入口に立っている。

「選ばれし乙女おとめと男おの子は、地より生まれしすべてのものを青き珠たまに帰するにいたらん」

「隊長──」

　しわがれた声を発したレントンは、先ほどのエウレカと酷こく似じした無感動さで彼を見つめる。

「サーストン二に曹そう」ホランドは鋭するどい眼まな差ざしを当てて、言った。「二曹は、一〇年近く前にこの少女に会っているはずだな。そのときに気づかなかったのか？　彼女が、人間でないと」

「隊長まで、何を……」

「いまのを見ても、それを否定できるか？　彼女の皮ひ膚ふの下にあるクリスタルは何だ？　それらが何なのか、説明できるのか？」

　打ちのめされたようにレントンはよろめいた。

「おれたちは少なくとも、彼女を──人間ではない、イマージュから送り込まれた存在である彼女を──軍が研究していることは少将から教えられていた。ゆえに軍の最重要機密であることもな。ワルサワにいたのも、彼女が研究対象だったからだ」

「──」

「イマージュは」と隊長は声に力をこめた。「抗こう体たいを使し役えきして人を喰くい殺したり、人間そっくりな存在をもって人の魂たましいを吸い取ったりすることで、成長すると言われている。すなわち、エウレカは敵だ。人類にとってはな」

「いっしょに」

「何？」

「いっしょに遊んだんですよ。いっしょに、絵を描かいたり、おしゃべりしたり。ぼくが食べてたお菓か子しを欲しがって、『いいな』って。でも、先生たちに禁止されていたから、残念そうにしていて。でも我が慢まんして、笑ってて。エウレカは、ぼくの幼おさな馴な染じみだ。イマージュだったら、人を喰い殺すんだったら、お菓子だって欲しがるわけないでしょ。ぼくだって、とっくの昔に食べられてるはずでしょ。でも、ぼくはここにいるんだ。そんなわけない。そんなわけないでしょ！」

　最後は絶ぜつ叫きように近かった。

　こだまがなお残るかのようにキンと空気の張りつめるなか、

「トレゾアが、今日、エウレカを使ってどんな実験をしていたと思う」ホランドは少しも感情を揺ゆさぶられない顔で言った。「エウレカにある一定の電磁波を流し、心身に苦痛を生じさせることによって、イマージュを呼び寄せるための実験だ」

「イマージュを？」

「エウレカを介かいしてイマージュを自在に操あやつることができるかもしれないという仮定に基もとづいてな。そして今日、実際にイマージュはあらわれた。操ることまではできなかったようだがね。それをただの偶ぐう然ぜんと決めつけたいのはわかる。だが、これだけは覚えておけ。ワルサワのカルト集団が起こしたドーハの悲劇。あれも、エウレカと同じ『人型イマージュ』を用いた実験によって招かれた災さい厄やくだ」

　レントンの背筋がびくりと震ふるえた。ホランドは手にしていた書類の束を乱暴に置いた。

「ことによったら、今日もその悲劇がまたくり返されかねなかったのかもしれん。信じられないというのなら、これに目を通しておけ。トレゾアのデータベースから盗ぬすんだ、彼女の実験に関するデータだ」

　ホランドはそして足早に部屋をあとにした。

　残されたレントンは何も考えることができなかった。エウレカはベッドの上で小さく寝息を立てている。そのことばかりに気を取られていたレントンだから、この船がなぜトレゾアを離はなれて航行中なのか、どこへ向かっているのか、そんなことは気にもしていなかった。

「そんなわけない」ぽつりと、ただそんなつぶやきだけが薄うす暗くらがりに落ちた。「そんなわけ、ないんだ」







３──

　早すぎる──ホランドはブリッジへ向かいながら、焦あせりを胸に抱いだいていた。

　トレゾアでエウレカを回収してから三時間後。ホランドがブリッジに着くと、通信士が振り向いた。

「隊長、後方より接近する東部方面軍第二二七機動部隊より入電です」

「何だ」

「第三〇三独立愚ぐ連れん隊たい強きよう襲しゆう戦せん闘とう母ぼ艦かん月光号に告ぐ。ただちに停船せよ。貴艦は包囲されている」

「早すぎるわ、ホランド」

　タルホが言わずもがなのことを口にした。ホランドは、まったくだ、と表情だけで同意を示す。第三〇三独立愚連隊に与あたえられた任務はあくまでも軍の最重要機密を処分すること。しかしホランドらはそれに背そむいてでもエウレカを奪だつ取しゆする道を選んだ。

　そもそもトレゾアは、エウレカを処分せよという政府からの命令を再三無視してきた。ヴォダラクと似た道を歩んでいたとも思え、直接エウレカを奪取しようにも、その意図を見み抜ぬかれた時点でエウレカもろとも研究成果を爆ばく破はしかねない危あやうさがあった。そこであえて自分たちは「警備のためにやってきた」とトレゾアを欺あざむき、彼らのやろうとしている研究をも利用して、イマージュの襲しゆう来らいを待った。その混乱の只ただ中なかにエウレカを強ごう奪だつする──という作戦は成功。あとはその報告が軍に伝わる前に、できる限り距きよ離りを稼かせいでおけばよかった。たとえ足の速い追っ手が差し向けられたところで、最さい新しん鋭えいの月光号に追いつけるはずはない。そう信じていたのだが、充じゆう分ぶん調査し、計算した上で選んだはずの逃とう走そうルートに、空軍部隊が待ち受けていた。

　そんな馬ば鹿かな、とも思うが、レーダーの反応は、部隊からの入電が真実であることを告げている。敵てき艦かんの数、三。すでに射出されているＫＬＦは一〇機以上もあろうか。それぞれ編隊を組んで、こちらへの距離を縮めつつある。

「おれたちを追ってきたのか」

「まさか、あり得ないぜ」副長のハップがいまにも唾だ棄きしそうな顔で言った。「それにしては敵の動きが速すぎるし、この船には最新のステルス装置がある。あらかじめこっちの動きを読まれていたとしか言いようがない」

「トラパーの流域図を地図に重ねろ」

　ホランドの命令に従って、モニターウインドウに波の流れとその速度が矢印で示される。それらを数秒目視したあと、ホランドはすうと息を吸い込むや否いなや、

「回頭一八〇度。全艦電でん撃げき戦用意。ＩＫＦフェイズをセクター２に移行後、全ＫＬＦを射出。これを殲せん滅めつせよ」

　レーダー上の敵味方識別信号ＩＫＦの表示が、『人民解放軍』から『敵』へと変わる。すなわち軍に弓を引くということだ。コンソールを操作しながらケンゴウが訊きいた。

「いいんだな、ホランド」

「他ほかに方法はない。先手必勝だ。後方の二二七隊を叩たたいて、そのまま敵を振ふり切る。どうせ軍船はこっちに追いつけねえ。ＫＬＦにだけ注意を払はらえばいい。おれたちが露つゆ払はらいをしたあと、月光号はトラパーリフレクターを展開。幸い、波はご機き嫌げんだ。ムーンドギー、空船速度の世界最高記録を塗ぬり替かえてやれ」

「任せろ」操そう舵だ士の青年が上気した顔で応じた。「回頭一八〇度、面おも舵かじいっぱい。全艦電撃戦用意！　回頭終しゆう了りよう後ごに、先制砲ほう撃げき」

　艦内に鳴り響ひびくデフコン・アラートに、レントンははっと顔を上げた。医務室だ。いつの間にか壁かべ際ぎわでうずくまるようにして、眠ねむってしまったらしい。

「……敵？」

　レントンは医務室から出て、通路側の窓から外をうかがった。ボードに乗ったＫＬＦトップドッグ二個小隊が船へ接近しつつある。その手に構えられたマシンガンの銃じゆう口こうがこちらに向いていることに気づいて、レントンが不ふ審しんを抱いだいたとき、ブリッジでは砲術士ケンゴウが前方をにらみ据すえながら、

「測敵完かん了りよう。攻こう撃げき許可を」

「全砲門開け」

　月光号の主砲が発射された。つづいてレーザー、そしてミサイルの雨が放たれる。ＫＬＦを巻き込んだ爆ばく発はつが波のようにうねって、軍艦にまで到とう達たつ。一隻せきが火柱を上げた。窓越ごしに爆光を顔に浴びたレントンは、

「そんな」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいた。折しも、通路の向こう側からホランドが駆かけてくる。

「隊長！」

「おまえ、まだここにいたのか」

「どうして……何が起こっているんです？　なぜ、味方と戦っているんですか？　まさか、イマージュに……」

　授業で聞いたことがある。濃こいトラパーは人心に影えい響きようを与える。イマージュはトラパーをもって邪じや悪あくな言葉で語りかけ、その人間を思うがままに操あやつって同士討うちをさせることもあるのだと。しかしホランドの返答は違ちがっていた。

「どうしてだと？　軍がおれたちの敵になった──いや、軍にとって、もはやおれたちが敵だから、だ」

「だから、どうして」

　半ば叩きつけるように訊いた。もはや事態はレントンひとりを置き去りにしている。

「おれたちがエウレカを奪取したからだ。軍は、彼女を処分するよう命じていたからな」

「処分……？」

　ダイアンから聞かされたときに感じた冷たい悪お寒かんが、倍増しでレントンを襲おそった。

「おれたちを裏切り者と呼ぶなら呼べばいいさ。だがレントン、軍に戻もどれば、エウレカは確実に処分される。軍はもう人型イマージュを必要としていないのさ。情報を得るだけ得て、あとは邪じや魔まになった。またドーハの悲劇がくり返されないためにな」

「ホランド！」格納庫に通じる通路から、マシューが顔を出した。「何してる。急げ！」

「前にも言ったな。生き残りたいなら腹をくくれ。それが世界と敵対する道なら、なおのことだ」

　ホランドの浮うかべた笑えみは獰どう猛もうそのものであり、またそのときレントンは気づかなかったが、自じ嘲ちようの意味をも含ふくんでいた。

　やがて通路を駆け去っていく。レントンは動けなかった。動くにしても、どこへ向かうべきなのかまったくわからなかった。

　ただ、まるで灯あかりに誘さそわれる羽虫のように、ふらふらとした足取りで医務室へと戻った。目を覚ましたらしいエウレカがいた。上半身を起こして、鏡にも似た、ただ映るものを反射するだけのあの瞳ひとみでレントンを見つめている。

　月光号からホランド、マシュー、ヒルダの駆る三機のターミナスが射出された。前面から攻撃を加えつつあった二二七部隊のＫＬＦと、先せん鋒ぽうのホランド機が高速ですれちがう。爆ばく破はの照り返しを背部に受けたデビルフィッシュは、さらなる獲え物ものを求めてレーザーを連射。マシュー、ヒルダ機もすぐさま戦せん闘とうに突とつ入にゆうした。

　月光号の翼つばさにリフレクターがあらわれ、トラパーの波を受けてぐんと速度を上げる。ＫＬＦはこれの直ちよく掩えんに当たりつつ、頃ころ合あいを見て船内に戻ろうとした。二二七隊を振り切るには充じゆう分ぶんなタイミングだったが、このときレーダー内に新たな接近警報があらわれた。空中巡じゆん洋よう艦かん五隻が、月光号の退路より新たに接近しつつある。

「馬ば鹿かな！」

　ブリッジ内が騒そう然ぜんとなった。二重の包ほう囲い網もうを敷しいてくるとは、もはや疑いようもなく、こちらの計画が洩もれている。通信士がはっと顔を上げて、

「敵旗き艦かんより入電。ゲーリイ・ブライトン大たい佐さと名乗っています」

「北方方面軍司令官だと」コックピット内でマシューが呻うめいた。「そんな大物が、どうしてトレゾアくんだりまで……」

　通信ウインドウに、ゲーリイの顔が映し出された。

「おやおや」ゲーリイは第一声に、眉まゆを寄せながらそんなことを言った。「デューイ子飼いの第三〇三独立愚連隊がずいぶん落ちぶれたものだな。命令違い反はんをした上に、イマージュに襲われたトレゾアから、救助活動もせずに逃にげ帰るとは。網あみを張っていて正解だったよ。わたしはデューイなどとは違って、テロリストに優やさしくはない。元ワルサワの研究員たちは全員マークしていたんだ。しかし、よもや軍内部にカルト集団と通じている輩やからがいようとは」

「貴様、ダイアンに何をした」

　ホランド自身が通信に応じた。ゲーリイはいかにも嘆なげかわしそうに、

「かわいいネズミには自白剤ざいを投とう与よした。しかし分量を間違えたかもしれんな。タワーのどこかで、いまごろは泡あわを吹ふいているだろうよ」

「貴様」ホランドは眉み間けんに憎にくしみの皺しわをぎゅっと寄せて、「なぜわざわざおれたちに最重要機密を奪うばわせた。未然に防ぐこともできたはずだ」

　ゲーリイは答えかけたがここに来て、おや、といった具合に顔をしかめた。

「貴様、本当に三〇三部隊のライダーか？　部隊とは一度作戦行動をともにしたことがあるが、貴様のような奴やつはいなかったはずだぞ」

「質問に答えろ」

「貴様らが行動を起こす以前に捕つかまえたところで、どうせまたデューイが政治力を行使してうやむやにされるだけだろう。しかし、敵前逃とう亡ぼう者には弁解の余地など与あたえずとも構うまい。ちょうど、例の最重要機密もそこにあるのだろう。船ごと『処分』すればいいだけの話だ。ではさらばだ、諸君。いままでよく戦ってくれた。人民に代わって礼を言うよ」

　ゲーリイは悲痛な面おも持もちをして見せながら、通信を切った。一いつ瞬しゆんしんと静まりかけたブリッジ内だったが、あたかもそうはさせまいとするかのように通信士が悲鳴に近い声をあげた。

「敵ＫＬＦ隊射出を確かく認にん。その数、一五。会敵予想時刻一ヒト七ナナ〇マル六ロク！」

　後方からももちろん敵艦、敵ＫＬＦはぐんぐんと接近しつつある。この状じよう況きよう下にあって、皆みな沈ちん黙もくしていたが、

「やるしかねえ」ただひとり、ホランドがブリッジへと叫さけんだ。「いまさら何をためらうことがある。運命にあがくと決めたおれたちだろうが。最後まであがいてあがいて、あがきまくれ。どうせ死んだらしゃべれなくなる。だんまりを決め込むのはそれからでも遅おそくない」

「ええ」きっとタルホもまなじりを吊つり上げた。「最大船速、取り舵かじ九〇！」

　月光号のメインノズルがふたたび火を灯す。ＫＬＦ隊も再度散開した。

「敵艦を各個撃げき破はだ。陣じん形けいを崩くずすぞ！」

　ターミナス三機のライダーは、いずれも軍のライダーより腕うで前まえははるかに勝っている。とはいえ、もちろん数の不利はいかんともしがたい。

「現在、敵巡洋艦三隻せきが、本艦右側面に展開。ＫＬＦ、援えん護ごに当たってください」

「簡単に言うけどよ、ちっ──」

　マシュー機はボードのスラスターで小刻みに方向転てん換かんをくり返し、敵船に接近。対空砲ほう火かが何度となく装そう甲こうをかすめるなか、正確に狙ねらいを定めて一隻の巡洋艦を撃破した。「よし」と快かい哉さいをあげかけたマシューだったが、側面からの猛もう打だを浴びて、左ひだり腕うで部分を吹ふき飛ばされる。

　一方、ヒルダは月光号の防衛に当たっていたが、近接格かく闘とう戦をしかけてきた一機に身動きを封ふうじられている隙すきに、残るＫＬＦ隊に脇わきをすり抜ぬけられた。

　船が被ひ弾だんし、ブリッジが激げき震しんに見み舞まわれる。

「右舵、ＶＲＦ被弾！」

　ケンゴウが目に入りかけた汗あせを拭ぬぐう。

「損害状況を調べろ。ドギー、前方の積乱雲にもぐり込めるか」

「リフレクターもＶＲＦも破は壊かいされてる。揺ゆれるぞ」

「おまえの腕を信じる」

　操そう舵だ士は若い顔に不敵な笑みを浮かべた。

　雲へと突入し、月光号は鳥に似たシルエットを隠かくした。だが敵機の包囲網は厳しく、その際にも月光号はさらに被弾していた。

　ブリッジと同様、レントンたちのいる医務室も激しく揺れた。反射的にベッドの上へと身を投げ出したレントンは、エウレカをかばいつつ、背中を強く壁かべに打ちつけてしまう。

「ぐっ」

　息が詰つまった。ベッドから落ちた二人は、抱だき合うように部屋の隅すみへと転がった。

　そしてこのとき、ブリッジはさらなる騒そう乱らんに包まれていた。月光号の上空に新たなトラパー流域が出現したのである。それが雲もろとも渦うずを巻きつつ、なおトラパー量を増大させていく。

「イマージュ」ホランドが歯は嚙がみした。「まさか、トレゾアから追ってきたとでも言うのかよ。こんなときに、くそったれ！」




　一方のゲーリイ・ブライトンは、いったん自軍のＫＬＦ隊を後退させた。

「化け物が化け物を呼んだか」

　天空に威い容ようをさらしたイマージュからは抗こう体たいが多数吐はき出され、愚連隊のＫＬＦや船、とかく目につくすべてのものに襲おそいかかろうとしている。

「空の掃そう除じは奴らに任せよう。いったん包ほう囲い網もうを広げよ。ただし、裏切り者のＫＬＦや高こう速そく艇ていのひとつでも逃げてくるようなら、容よう赦しやするな。全員殺しても構わん」




　エウレカの顔が間近にあった。抱きしめたその感かん触しよくはあたたかく、やわらかだった。しかしその顔に固定化された表情には温度がない。

「くそっ」

　短く吐き捨ててレントンは立ち上がった。窓の外を、抗体のおぞましい色しき彩さいがよぎっていく。

　またも事態は自分の知らぬ間に変わってしまったらしい。ＫＬＦが見えなくなったかと思ったら、今度は怪かい獣じゆうの群れにかこまれているのだ。

　足もとには、先ほどホランドが残していった書類の束があった。エウレカの実験に関する軍のデータベースだ。目を通さずとも、レントンにはその内容が想像できる気がした。どうせろくでもない。どうせ、エウレカを傷つける内容でしかない。いまの彼女を見れば何よりわかるとおりに！

　不意に熱いものがこみ上げてきた。とっさにエウレカへ背を向ける。泣いているところなど見られたくなかった。たとえ彼女がどのように変わってしまおうとも。

　いったん涙なみだを意識してしまえば、もう止められなくなった。ぽろぽろと頰ほおを次から次に伝っていく。

　エウレカの部屋に忍しのび込もうとしたあのときのことを思い出した。

　雪山をいっしょに登ったときのことを思い出した。虹にじを見たいと言っていた。雪月花ならば虹色の光を夜中にでも見られるかもしれないと先生に言われ、さらにペンダントに願いをこめれば夢がかなうと知って、

（レントンも、いっしょにお願いしよ）

　無む邪じや気きにそう笑っていたエウレカ。この八年間、レントンはペンダントに絶えず祈いのり、願いつづけていた。いつかエウレカに会えますように、いつかいっしょにワルサワに帰れますようにと。エウレカも願いつづけたろうか。祈りつづけたろうか。それとも、そんな時間もないくらいに、軍に苦しめつづけられていたのだろうか。

「助けて」

　ぎょっとしてレントンはベッドのほうを振ふり返った。エウレカが横たわった姿勢のまま、天てん井じようを仰あおいでいる。

　いまのはただの幻げん聴ちようだ。レントンの記き憶おくからよみがえった声に過ぎない。

「助けて」

　生々しいまでに、その声はいまも鼓こ膜まくの奥にこびりついて離はなれない。軍にエウレカが連れ去られたとき、彼女の差し伸のべた手に、レントンは応こたえることができなかった。指の一本も動かせなかった。

（助けて、助けて、助けて）

　何度もリフレインする。ひょっとしたら、軍に連れていかれたあとも、エウレカはそう言っていたかもしれない。でも誰だれも助けてはくれなかったのだ。「レントン」と、これも何度も呼んでくれたかもしれない。でも自分は助けてはあげられなかったのだ。

「許さない」

　声を押し殺して嗚お咽えつしながら、レントンはその合間に、ぼそりとつぶやいた。

「これ以上、エウレカを傷つける奴やつは、許さない。きみをつらい目に遭あわせる奴全部が、ぼくの敵だ」

　握にぎりしめた拳こぶしからはいまにも血の一いつ滴てきがしたたり落ちそうだ。

（世界を敵にする道をいくなら、覚かく悟ごを決めろだって？）

　ホランドの言葉を思い返し、レントンは唇くちびるを歪ゆがめた。

（最初から、世界が味方だったことなんてない。やさしかったことなんて一度もない。みんながぼくを嫌きらうなら、憎にくむのなら、ぼくだってエウレカを守るために、みんなを傷つけてやる）

　窓の外にレーザー光が走った。その白々とした一いつ瞬しゆんの光を双そう眸ぼうに宿して、レントンは医務室から駆かけ出していた。



















１──

　いったんは積乱雲で難を逃のがれた月光号だが、しかし飛び出た瞬しゆん間かん、待ちかねていたように砲ほう撃げきが集中した。あちこちに被ひ弾だんしながらも、緊きん急きゆう回かい避ひ運動をつづける月光号。

　ブリッジ内では各種警報がけたたましく鳴り響ひびいていた。それに負けじと、クルーたちも被害状じよう況きようを次々と読み上げる。

「第三種警報多数。戦せん闘とう中の補修は不可能！」

　一方、ＫＬＦ隊も追い詰つめられていた。ヒルダは被弾したマシュー機を船へ帰そうと援えん護ごしているのだが、敵抗こう体たいの数が多くて船に近づくこともできない。左右から迫せまってくる抗体を、デビルフィッシュが腕うでに仕込んだ刃ブレードで斬きり飛ばした。

　激戦のなか、ホランドは覚悟を決めていた。自分で言ったとおりだ。運命にあがくと。しかしあがいた結果が、誰にも顧かえりみられない無残な死であれば、それは結局のところ運命を受け入れたのと変わらない。皮肉な思いで、ホランドはＣＦＳを作動させようとした。およそ三時間前に使用しているが、そのときに負った心身双方へのダメージは抜ぬけきれていない。果たして命が燃え尽つきる前にどれだけの敵を道連れにできることか。どれだけの仲間を救えることか。

　ブリッジのキャプテンシートでは、タルホ・ユウキが歯を喰くいしばっていた。この危機的状況そのものに対して以外に、ホランドがおそらく命を削けずってでもＣＦＳを作動させるだろうということにもタルホは懸け念ねんを抱いだいていた。そういう男だ。だからこそ、

「ホランド。ひとりではいかせない」

　悲ひ壮そうな決意に、むしろタルホは無表情になった。とそこへ、格納庫から耳を疑うような通信が入る。レントン・サーストンからのものだった。

「タイプ・ゼロで出動します。カタパルトを開放してください」

「何？」

　ケンゴウが厳しい顔に動どう揺ようを覗のぞかせ、副長ハップが、

「待て、新入り。おまえの手に負えるような状況じゃない」

「いかせてください。このまま何もせずに死ぬのは嫌いやです。ぼくにも、戦わせてください」

　クルーたちが反対の声をあげるなか、タルホは、通信ウインドウ内のレントンにじっと目を凝こらした。そして、

「わかったわ。カタパルトを開放して」

「タルホ！」

「サーストン二に曹そうの言うとおりよ。いまさら戦力を出し惜おしみしてもしょうがないでしょ。生き残らなきゃ『次』なんてないのよ」

「ありがとうございます。タイプ・ゼロ、出ます」

　月光号の腹部カタパルトが開いた。カウントダウンの間も惜しんで、一気に空へと舞まい上がるタイプ・ゼロ。

　周囲三六〇度、一面が空に包まれた瞬間、レントンの首にかかったペンダントがきらきらと眼前を舞った。

（なぜだろう）

　あちこちで砲火が走っていた。レントンは、レーダーで確かめたマシュー機の位置へと機体を進ませた。複数の抗体が気づいてこちらへ旋せん回かい。口にあたる部分をすぼめて、レーザー状の光をびゅっと放ってくる。

（なぜだろう、怖こわくない。それどころか、）

　空をジグザグに刻んだ赤い閃せん光こうが、雨あられと襲おそいかかってきた。それぞれに込められた殺意さえレントンは肉眼でとらえられる思いがした。タイプ・ゼロは動かない。

（とても、懐なつかしくて……そして、やっと、ぼくは）

「新入り、何やってる。振ふり切れ！」ホランドからの通信。「レントン！」

「いこう」

「何？」

　レントンが叫さけんだのは、ホランドに対してではない。

「いこう、ニルヴァーシュ！」

　瞬間、タイプ・ゼロの機体にレーザーが殺さつ到とうした。爆ばく発はつが起こった。破は片へんをばらまきながら炎ほのおが四方へ散る。

　ホランドが、タルホが、マシューが、自身の置かれている状況も忘れて呆ぼう然ぜんとなった。だがそれも一瞬のことだった。爆発のなかから飛び出してくる機き影えいがある。それは火か炎えんの残ざん滓しを身にまといつつ、一直線に抗体の一群とすれ違ちがった。すると抗体たちが上下に引き裂さかれて、次々と霧む散さんしていくのである。

「あれは」

　マシューがコックピットのなかで視線を巡めぐらせているうちにも、彼を包囲していた抗体が次々と撃げき破はされていく。

　そこに、かつてのタイプ・ゼロの姿はなかった。そこには、白銀の甲かつ冑ちゆうを身にまとった、騎き士しのごとき姿をしたＫＬＦがいた。爆発で吹ふき飛ばされたのは、タイプ・ゼロの身をよろっていた余計な外装部分に過ぎなかったのだ。

「これがおまえの本当の姿……そうなんだろ、ニルヴァーシュ」

「もきゅ、もっきゅ！」

　コックピットに響く声。レントンは確信した。タイプ・ゼロこそ、かつてワルサワで幼年期をともに過ごした幼よう生せいＫＬＦニルヴァーシュの成長した姿だ。ダイアンはひそかにそれをトレゾアで兵器に換装していたのだろう。動きを阻そ害がいするほどに余計な装そう甲こうがついていたのは、タイプ・ゼロがオリジナルＫＬＦであると周囲に悟さとられないようにするためではなかったか。貴重なオリジナルは軍全体を挙げての研究対象になりかねない。ダイアンは、これを最初からレントン・サーストンただひとりに届けるつもりだったのだ。だから──、

（信じられる）

　ダイアンが、かつてのダイアンそのものだと。トレゾアにいながら、エウレカの悲ひ惨さんな実験を目まの当たりにしながら、エウレカを助けようとしてくれたことを。だから、

（戦える）

　ニルヴァーシュの振り抜いたナイフの先で、巨きよ大だいエイ型の抗体が真ま一いち文もん字じに引き裂かれた。

「凄すごいな、ニルヴァーシュ。おまえって、凄いよ！」

　いままでレントンの扱あつかってきたどの機体とも違ちがう。ハンドルやグリップ操作はあくまでも補助的なものでしかない。『操縦』している感覚とはわけが違った。レントンが指し示した道へとニルヴァーシュは突つっ走ぱしり、そして頭で描えがいたイメージそのものを読み取ってニルヴァーシュはナイフを振るった。

　時に、二人の意見がすれ違うこともあった。「ここへいけ」と言うのに、「もきゅう」とニルヴァーシュが反対することもあれば、逆にニルヴァーシュが勝手に動こうとするのを、レントンが叱しかりつけるように操作することもあった。八年ぶりの二人の喧けん嘩かは、しかし戦いにおいてニルヴァーシュを傷つけるような愚おろかな結末など招かなかった。

　何しろスピードがけた違いだ。ニルヴァーシュのいくところ、すべての空域に波があった。それを自由自在に選び取っては、頭を下にしたり、斜ななめにしたり、縦じゆう横おう無む尽じんにリフティングしていく。

　鳥が、はじめて自分に『翼つばさ』があるのだと気づくその一いつ瞬しゆんがあるとしたなら。いままで見上げるばかりだった空が、実は自分のものだったのだと知って、歓かん喜きのままに翼をはためかせるその一瞬があるとしたなら。それは、ニルヴァーシュのいまの姿そのものだ。

　月光号クルーは、そしてＫＬＦライダーたちは、しばし呼吸さえ忘れて、ニルヴァーシュの一見でたらめなほどのそのマニューバを、そして次々消失していく抗こう体たいの群れを、じっと見守っていた。

「よし」

　空域に、ひとまず抗体の姿はなくなった。天には、いまだ濃のう度どの高いトラパー反応、すなわちイマージュ本体があるものの、ひとまずレントンにはどうしても片づけねばならない「敵」がいた。どうしてもここから逃にがしてはならない「敵」がいた。

　ボードの向きを変えて、そのままトラパー波を水しぶきのように跳はね上げながら直進する。向かう先に人民解放軍艦かん隊たいがあった。

　ニルヴァーシュの頭部は、人間が目ま深ぶかに兜かぶとを被かぶったかのような形状をしている。その兜のひさしの向こうで、金色の双そう眸ぼうが陽光を浴びてきらりときらめいた。

「ま、待て、レントン」我に返ったホランドが通信で呼びかける。「先走るな。ひとまず船へ戻もどって、編隊を……」

　どんな声も、どんな説得も、いまのレントンの耳には入らない。接近してくるニルヴァーシュに気づいて、敵ＫＬＦ隊が応戦の構えを見せたが、それをも一瞬で追い抜ぬいて、ボードをくるりと回転させざま肩かたの上からブーメランナイフを放つ。三回転を終え、ふたたび前方に向きなおったときには、ニルヴァーシュはいく多の爆発を背にしていた。

「何だ、あれは」

　対する軍旗艦のブリッジで、ゲーリイがぽかんと口を開けていた。イマージュと愚連隊の潰つぶし合いをゆっくり見物しようかと思っていたら、あっという間に抗体群が消え失うせ、そればかりか、敵のＫＬＦ一機が、鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、こちらの部隊を薙なぎ払はらいながら近づいてくる。

「あんな、あんな馬ば鹿かげたＫＬＦが存在するものか。あれもイマージュだろう。撃うち落とせ！」

　ＫＬＦの重マシンガンが、ミサイルポッドが、そして艦かん載さい砲ほうが咆ほう哮こうをあげて射しや撃げきする。ＫＬＦ一個大隊さえ破は壊かいし尽つくして余りあるそれら殺意の猛もう射しやを、ニルヴァーシュは、まるであらかじめ正解のルートを教えられていたようにすいすいとかいくぐった。波を蹴けって、横っ跳とびに一回転し、時には派手な宙返りをも織り交ぜつつ、敵の側面や背後に着くや否いなやブーメランナイフで一撃する。

　空はもはや恐おそれるに足りず、波はすべてニルヴァーシュただ一機のためのものだった。

「敵め」

　ＫＬＦのボードを切り裂さいて、

「敵め」

　敵巡じゆん洋よう艦かんの激しい対空砲火をひらりひらりとかわして急接近し、

「敵め！」

　急降下する勢いを駆かって、ナイフでブリッジを直撃させる。

　が、ニルヴァーシュの背部を敵てき弾だんがかすめた。ボードの上でバランスを崩くずしかける。旗艦防衛に当たっていたＫＬＦ数機が、これを好機と見て群がってきた。

　レントンは鬼おにのような形相で敵を振ふり仰あおいだ。

「やられるかよ」唾つばを吐はき散らしてレントンは言った。「エウレカをいじめたおまえたちの思いどおりになんて、もうこれ以上なってたまるもんかよ」

　コンパク・ドライブが猛もう烈れつな輝かがやきを帯びた。とともに、ニルヴァーシュのカメラアイが赤い光を宿しはじめる。いまだ体勢を取り戻せないニルヴァーシュめがけて、多数のミサイルが降りかかってきた。

「ようし、やれ！」

　人民解放軍旗艦でゲーリイが快かい哉さいを叫さけぶのと、

「新たなトラパー波、出現」

　月光号ブリッジで、メカニックのウォズが声をあげたのはほぼ同時。タルホが髪かみをなびかせながら振り向いて、

「また新たなイマージュだとでもいうの？」

「いや、これは……タイプ・ゼロと同一座標だ。くそ、駄だ目めだ、ゲイン値が高すぎて計測不能」

　カメラアイから発した赤い光、そして機体内部から発した緑色の光が、機体の輪りん郭かくさえ霞かすませるほどに強烈なものになった。それらはリング状の輝きとなってニルヴァーシュの全身からぶわっと広がる。

「何だと」

　ゲーリイが立ち上がりかけた姿勢のまま固まった。リングに当てられたミサイルすべてが、その勢いを失ってよろめき、次々と誘ゆう爆ばくさせられていくのだ。

「聞いていない。聞いていないぞ、トレゾアめ。ＫＬＦのあんな機能など……」

　ゲーリイがたるんだ頰ほおを震ふるわせている間にも、ニルヴァーシュはさらなる光を放出していた。それは次々と同心円を描えがいて七つのリングになると、虹にじの光こう輝きを辺り一面に広げはじめる。

　そちらへと急接近しかけていたホランドは、

「生まれるのか」

　というブリッジからのウォズの発言に眉まゆをひそめた。

「生まれるぞ。……ついに、ティンカーベルが、白き聖なる者へと生まれ変わる！」

　前方から爆ばく光こうが走り、ホランドはとっさに目を手でかばった。やられたのか、と戦せん慄りつが胸に走る。レーダーを見やった。すると、敵ＫＬＦをあらわす輝き点てんが次々と消失していくのが見えた。

「何だ、何も見えない……」ゲーリイも同じく顔を手でかばいながら呻うめいた。「あの化け物を誰だれか何とかしろ。どうした、なぜ誰も答えない、奴やつを……」

　その虹色の光にあおられて、空船が波にさらわれるがごとくに横転。ゲーリイはブリッジ内を転がった。「誰か撃て、奴を撃て！」と叫びながら顔を起こす。額は割れ、血のぬめりが鼻を伝っていくなか、ゲーリイは船外カメラのとらえたその映像を、真正面から目もく撃げきした。

　赤く縁ふち取どりされたＫＬＦの目が近づいてくる。七色の円を背負った、それはまさしく神話のなかから飛び出てきたような──。

「馬鹿な」ゲーリイは目といわず、口といわず、全身をおびただしくわななかせた。「馬鹿な！」

　轟ごう音おんがゲーリイの世界を包み上げ、何も聞こえなくなる。次いで、まばゆい虹の光が網もう膜まくを焼いて何も見えなくなり、そしてついには、何も感じなくなった。

　ホランドはあわてて機体に制動をかけた。敵空船が虹のリングに吞のまれて次々と轟ごう沈ちんしていくのを、目を剝むいて見つめながら、

「トラパー波をＫＬＦが、生んだ」しゃがれ声で囁ささやく。「この光、ドーハの悲劇のときと同じ……」

「いいえ」

　敵艦かん隊たいから光の柱が立ちのぼっているのを、月光号ブリッジクルーも呆ぼう然ぜんと眺ながめている。そのなかでタルホは、

「いいえ、違ちがうわ。これは、もっと……」

「やさしい光」

　タルホの言葉を継ついだのは、ブリッジにいる人物ではなかった。医務室で、ベッドから立ち上がったエウレカが、窓のほうを見つめている。大気中に拡散した虹のリングが、少女の身体からだを、心をも打ちのめしたように、エウレカは自分の肩かたを抱だいて震えた。その目になにがしかの感情が揺ゆらめきを見せたとき、

「ト、トラパー流域拡大。イマージュ、活動を再開したぞ」ブリッジでは、解かい析せき士がふたたび緊きん張ちようの面おも持もちになっていた。「タイプ・ゼロに接近中です！」

　虹色のスパークを身にまとったニルヴァーシュの頭上に、イマージュ本体が渦うずの大口を開けてあらわれる。それは巨きよ大だいな球体だった。トラパーが高こう濃のう度どで渦を巻いて、その本体を形成しているのだった。

「くそっ、今度は」

　コックピット内のレントンはさすがに疲ひ労ろうを隠かくせない。荒あら々あらしく上下する背中はびっしょりと汗あせで透すけている。

　前方から、イマージュ本体の吐はき出した抗こう体たいが殺さつ到とうしてくる。レントンは身構えかけたが、

「もきゅううううん！」

「え？　大だい丈じよう夫ぶって……うわっ」

　答える間もなく、逆加速に移るニルヴァーシュ。

　殺到する怪かい獣じゆうの群れを高機動でかわしたニルヴァーシュは、肩のアーマーを上へと開いた。内部から複数のレーザーを撃うつ。直線状に迸ほとばしった光は、どれも抗体から外れた。と見えたとき、それらはニルヴァーシュから放たれていたトラパーによって湾わん曲きよくした。ホーミングミサイルのごとく次々と敵を追いかけて、エネルギーの矢で抗体を貫つらぬいていく。

　貫かれた抗体は、煙けむりと化して辺りに散った。いや、蒸発したのだ。その証しよう拠こに、ニルヴァーシュの周囲で連続的に起こる爆ばく発はつのあとには、水蒸気が大気中で凝ぎよう結けつし、雲となっていくのである。

　折しも、さっと差し染めた陽光が、辺りに新たな虹の橋をかけた。まさしく天へとかかったその橋を渡わたるがごとくに、ニルヴァーシュは急きゆう上じよう昇しよう。激しいＧがレントンを苦しめた。

「もきゅっ！」

「か、帰してあげる……？」

　敵抗体を蹴け散ちらしていくニルヴァーシュ。巨大なイマージュの下部が迫せまってきた。

「って、まさか、イマージュを!?」

　さらに加速をかけたニルヴァーシュは、水蒸気の輪──ヴェイパーリングを発生させ、それらを従えるような格好でボードごと飛ひ翔しようした。トラパーのリング、そして水蒸気のリングとが折り重なってはためくと、それはまるで七色の翼つばさのように見えた。

　そしてホランドたちは、見た。

　まずニルヴァーシュが突とつ入にゆうした辺りがコブ状に膨ふくれ上がった。その黒々としたコブに七色の亀き裂れつが走ったのは数秒後。青白い光こう彩さいを内部から放ちながら、亀裂はあっという間にイマージュ全体にも広がっていき、ついには巨きよ体たいそのものを覆おおいつくした。

　そして破は裂れつ。クルーたちが揃そろって声をあげた。太陽の下で、水蒸気と化したイマージュはすぐに激しいスコールとなって地表に降り注いだ。もはや言葉もなく、ただ見上げるしかないクルーたちの頭上に、いままででもっとも大きな虹が七色のアーチを描く。

　その光景を愕がく然ぜんと見つつ、デビルフィッシュ内のホランドは、

「神話だ」

　月光号クルーたちは同じく呆然と、しかし確信をもった目で、空中を漂ただようニルヴァーシュを見つめていた。ケンゴウが目もとを拭ぬぐう。その指に涙なみだが付着していた。

「これがセブンスウェル、七色の奇き跡せき。これが我々の夢、我々の希望のはじまり」

　タルホがあとを継いだ。

「そしてわたしたちの未来を取り戻もどすための戦い、神話再生計画のはじまりよ」

　このとき、医務室の窓からは、エウレカが顔をのぞかせていた。スミレ色の瞳ひとみからあふれた涙が、虹にじを反射してきらめく。少女はその頰ほおを窓に押しつけると、確かに囁いた。

「レントン……！」

　また、その虹の光は遠く離はなれつつあったトレゾアのタワーからも確かく認にんされていた。イマージュの襲しゆう撃げきによって多くの所員が退たい避ひしたため、ほぼ無人と化したそのタワーの一角で、倒たおれていたダイアンが顔を上げる。多量の自白剤ざいを投とう与よされて生死の淵ふちをさまよっていたダイアンは、その光にやわらかく頰を撫なでられ、目覚めていた。

「いきなさい」ダイアンはかつてレントンに見せていたお姉さんの顔で、弱々しく笑った。「いきなさい、レントン。それしか、あなたたちが生きていける道はないのだから──」

「残存ＫＬＦ、撤てつ退たいしていきます」

　その報告に、副長のハップが顔を上げた。彼もまた、先ほどまでは陶とう酔すいした表情をしていたのだが、突とつ如じよとして現実に立ち返ったように、

「『その者、約束の虹より遣つかわされ、戦うことなく地上の敵意を鎮しずめん』──」額の汗を手の甲こうで払はらってつぶやいた。「……確かに、すげえ。確かに、神話的だ。だが、あいつらは軍の船も力ずくで沈しずめた。そこだけが神話と違ちがう。そこだけが、間違っている」

　と、ニルヴァーシュがふらりと体勢を崩くずした。力を失ってか、ボードごと降下していこうとするのを、接近しかけていたホランド機やヒルダ機が手を伸のばして支えた。

「無事か、レントン。おい、返事をしろ」

「おまえらも……敵……」

　レントンはそんなつぶやきを残して、やがて気を失った。







２──

　デューイ・ソレンスタムの死体が発見された。

　たとえ激務のさなかにあっても、時折気まぐれのように雲くも隠がくれをすることの多かったデューイだ。今回もそうだろうと誰だれもが踏ふんでいた。が、デューイは鍵かぎをかけたおのが執しつ務む室で死体となって転がっていた。発見されたときには、死後すでに数週間が経過していたという。

　その報を受けての人民政府閣かく僚りよう会議だ。当然、沈ちん痛つうな空気が流れている。

「つまりデューイ・ソレンスタム少将は何者かに暗殺されたのだというのだな」

「何ということだ。間もなく神の鉄てつ槌ついが完成しようという、このときに」

　犯人の目星もついていないという高官の報告を受け、ブラヤはため息をついた。

「ヴォダラクのテロリストか、はたまた英えい雄ゆうをやっかんだならず者の犯行か。だが、今回の計画の立案者であり、実行の中心人物を失ったとはいえ──気の毒な言い方だが──計画そのものに支障はなかろう。この事実は秘ひ匿とくする。士気に影えい響きようが出るのでな」

「書記長」

「コーダ同志、何かね？」

「今回の暗殺事件、わたしには、それほど単純なこととは思えません。報告書によれば、暗殺現場に注射器が──ダチュラと呼ばれる薬品の入ったそれが、残されていたそうではないですか」

「ダチュラ」ブラヤ書記長はいったん首を傾かしげて、「ああ。ドーハの悲劇の生き残りに投与されているというあれかね？」

「ええ。わたしは、捜そう査さ範はん囲いを反政府主義者以外にまで広げるべきだと思うのですが」

「しかし、デューイ・ソレンスタム少将は、ドーハの悲劇において名を上げた男だ。そもそも、被ひ害がい者しやのデータをまとめて、特効薬としてのダチュラ開発を援えん助じよしたのも彼だぞ。持っていたとしても不自然ではあるまい」

「ダチュラは、殺害されたあとに少将の手に握にぎらされた可能性が高いようです」コーダは軍警察から届けられた資料を示した。「あるいは犯人からのメッセージかもしれません。何か意味があると思われるのです。それに、いまこの時期に起きた犯行だからこそ、捨ておけば、のちのち計画に大きな支障が出かねません」

「しかし、計画が最終段階を迎むかえたいま、この事件に人員を割さく余よ裕ゆうもない」

　ブラヤが言うと、クゼミはひとり合が点てんしたように頷うなずいて、

「おお。幸いにして、ここに、公安出身の政治家が手て空すきになっておるではないか」

「それは命令ですか？」

「同志コーダよ。貴公に、この事件の収束を頼たのめぬか？」

　コーダは無表情で考え込んだ。会議の前に、こうなることを予期しなかったわけではない。神の鉄槌計画に賛同の意を示していない自分だ。計画遂すい行こうを推おし進めるブラヤやクゼミにとっては、厄やつ介かい払ばらいのつもりだろう。

　が、逆に言えば、しばらくは好きに動けるということだ。コーダはため息をついて、

「わかりました。わたし自身が指揮を執とって、真実を解明し、これ以上の混乱を防ぎましょう」

　いかにも不承不承といった具合に言った。

　それから三時間後には、コーダは政府専用列車の車内にいた。私服姿で、コンパートメント席のソファに深く座っている。

「まさかコーダさまが、直々に陣じん頭とう指揮を執られるとは思いませんでした」

　対面に座った制服姿の男が言った。きれいに整えた口くち髭ひげをした男で、体格がいい。

「いまは全軍挙げて神の鉄槌作戦を行っている状じよう況きよう。手の空いている暇ひま人じんが、わたししかいなかったのよ」

「公安局長、警視総そう監かんを歴任された方が卑ひ下げされることもありますまい」

「それで、ユルゲンス。公安部局長のあなたが何の用かしら？　これからあなたのところに聴ちよう取しゆにいくところだったのに」

　ユルゲンスはちらりと、コーダの横に立つ、若い女性の秘書官を見やった。

「ここの盗とう聴ちよう対策は？」

「万ばん全ぜんです。レベル５を維い持じしてます」

「よろしい。……コーダさまには、デューイ・ソレンスタム少将暗殺事件の捜そう査さに入る前に、耳に入れておいていただきたいことがありまして」

「というと？」

「二週間ほど前ですが、ヘコノ軍基地において爆ばく発はつ事件がありました」

「ええ。基地の研究所で開発していた新型装備の暴発が原因だったかしら」

「小型反応弾です。被害者も多く、死者は二四〇名を超こえております。しかし、奇き妙みようなことにその被害者たちの正確な身元が判明していないのです」

「それほどの事故でありながら？」

「ヘコノの研究所は、ワルサワ解体後にデューイ少将が設立したもののひとつです。主にワルサワの元研究者たちを強い監かん視し下において研究を続行させるためのもので、トレゾアにももうひとつ、同じ意図で建設された研究所があります。そこでの軍事研究の成果が、デューイを唯ゆい一いつ無二の英雄にまで押し上げた。そう、だから彼は恐おそれられてもいました。下手にデューイに触ふれると首が飛ぶ、と官かん僚りようのあいだでも噂うわさされていたように」

「だから……隠いん蔽ぺいされた？」

「隠蔽された、というよりも、そもそもヘコノ基地へ出入りする人間の記録自体、残されていないのです。これらの研究施し設せつに関しては、デューイ少将が全権を握っていました。何しろＫＬＦやコンパク・システムがなければ人類はイマージュに太た刀ち打うちできません。ヘコノやトレゾアでの人事異動に関しても、政府の承しよう認にんは必要なかったはずです」

「英えい雄ゆうの独断行こう為いね。それが彼の死をすぐには発見できなかった理由でもあるのだから、皮肉なものだけど。でも、その爆ばく破は事故が少将の暗殺と何か関係あるのかしら」

「デューイ少将が、個人的に戦災孤こ児じを囲っていたことはご存じでしょうか」

　突とつ然ぜん話が変わったように思えたので、コーダは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「噂ではね。孤児のなかでも、特にドーハの悲劇の被害者たちを救済する名目で」

「その孤児たちが、少将暗殺事件直後から行方ゆくえをくらませているそうです。それも、ヘコノで開発されたばかりだった最さい新しん鋭えいの空船とともに」

「……どういうこと？」

「我ら公安部が調査を行ったところ、ヘコノではその孤児たちを使った人体実験が行われていたようなのです」ユルゲンスは厳しい顔で言った。「ドーハの悲劇の被害者、特に事件の起こった中心地で発見された孤児たちが、『特異な症しよう状じよう』に見み舞まわれていたことは、コーダさまも当然ご存じでしょう。その特効薬と期待されていたダチュラ──薬やく剤ざいＭＭ─八八も、もとはといえばヘコノから被害者情報が提供されたことをもとに開発されたのです」

「ダチュラ」

　列車がトンネルを抜ぬけ、西にし陽びに照らされてコーダはまぶしそうに目を細めた。ダチュラといえば、デューイ少将の暗殺事件現場に残されていたものと同じだ。

「ダチュラは軍と厚生省によって厳重に管理されています。一いつ般ぱん人に入手できるものではありませんが、ヘコノでならあるいは」

「となると」コーダは頭を巡めぐらせた。「人体実験に耐たえかねた、元戦災孤児たちが少将を殺害した？　いくら少将に近い距きよ離りにいたからといって、子供たちにそのような真ま似ねができるかしら」

「まだ結論を導けるほどの情報が手もとにないのは事実です。あと、さらに不ふ審しんな点が。実はデューイ少将の死亡推定日時を調べた結果、どう考えても少将の死亡以降に彼の命令書が軍部に提出されているのです」

「死亡以降に、となると、まさかそれらは犯人が偽ぎ造ぞうしたもの？」

　コーダが鋭するどい目を公安部局長に向ける。ユルゲンスは小さく首を上下させて、

「第三〇三独立愚ぐ連れん隊たいに、第一機動師団と連れん携けいしての作戦行動を命じたものと、そのミッション終しゆう了りよう以降に、同部隊へ軍の最重要機密の処分を命じたもの」

　最重要機密の処分、と聞いてコーダは閣かく僚りよう会議での会話を思い出した。そうだ、確かにデューイからの陳ちん述じゆつ書によって、最重要機密の処分を決定したと言っていた。あのときも、いま急ぐべきことなのかと多少の不審を抱いだいたものだが──。

「その、第三〇三独立愚連隊が首しゆ謀ぼう者しやである可能性は？　彼らはデューイ子飼いの部隊のはずよね。非人道的な実験を目まの当たりにして、見かねた彼らこそがヘコノで反乱を起こし、爆破事故を導いた。そして少将を暗殺し、子供たちを連れ去った──」

「とも考えたのですが。それにしては命令書による意図がわかりにくい。やっていることは、ごくまっとうとも思える作戦行動ですしね」

　言いながらも、訊きかれることは想定済みだったと見えて、ユルゲンスは胸ポケットから携けい帯たい端たん末まつを取り出すと、写真をウインドウに呼び出した。

「第三〇三独立愚連隊隊長ホランド・ノヴァク。少将直属の部下ですが、データによるとむしろ少将に心しん酔すいしきっていた男のようです。ヘコノにも何度か訪おとずれ、そのたびに新型装備を受け取っていたようなので、人体実験のこともあるいは前々から知っていた可能性が」

　その端末機が電話の受信音を発した。「失礼」とユルゲンスは言い置いて、端末から取り外し可能となった受話器を耳に当てる。コーダはウインドウ上の写真を覗のぞき込んだ。

「確かに、正義感で動くタイプには見えないわね」

　青白い顔をした、小太りの男だ。歳としの頃ころは三〇代後半。その割には髪かみも薄うすくなりかけている。エリート部隊のエースにしては、いささか見た目の華はなが欠けていた。

「了りよう解かいした。至急手て筈はずをととのえる」

　ユルゲンスの切せつ迫ぱくした口調に、コーダは嫌いやな予感がした。受話器を置いた彼へ、

「どうしたの？」

「第一級調査命令です。軍の最重要機密を処分しに向かった部隊、第三〇三独立愚連隊が、その最重要機密を保持したまま、勝手に戦列を離はなれて失しつ踪そうしたそうです」

「失踪？」

　コーダは驚きよう愕がくを隠かくしきれない。その反応をうかがうことで自身の受けたショックを和やわらげようという風に、ユルゲンスは無表情でつづけた。

「それどころか、前もって政府にも軍上層部にも連れん絡らくも入れずにこれを待ち伏ぶせていたゲーリイ・ブライトン大たい佐さの一個大隊が、返り討うちにあって、ほぼ壊かい滅めつ。現在、逃にげ帰ってきたＫＬＦライダー数名が取り調べを受けているようです」

　コーダも秘書官も声がない。窓からは、首都の巨きよ大だいな塔とうが近づいてくるのが見えた。




　首都に辿たどり着いたコーダは、密集した建築物のなかでもひと際きわ目立つ、人民解放軍軍令部へと直行した。

　デューイの執しつ務む室に入ったところで、秘書官が携帯端末をコーダに差し出した。

「先ほど、軍令部より画像がアップデートされました。開きます」

　ＫＬＦの画像である。ただしコーダは目にしたこともないタイプだ。

「これが、トレゾア空域に出現したという、未知のＫＬＦ？」

「はい。ゲーリイ大佐麾き下かのＫＬＦが撮さつ影えいしたものです。現在解かい析せき部が全力で調査を進めているそうですが、同時に確認された謎なぞの発光現象との因果関係はまだ判明していないそうです」

　まだ若いながらてきぱきとした対応は、コーダが秘書官のなかでもっとも彼女を気に入っている理由のひとつだ。名をマリアといい、器量もいい。先ほどの車内でユルゲンスがひと目で気持ちを奪うばわれたらしいのを、コーダはひそかに察知している。

　コーダは、しかしそうしたことは微み塵じんにも面に出さず、執務室にあるデスクの傍かたわらに視線を落とした。チョークで人型が描えがかれている。

「少将は頭に三発、身体からだに一二発の銃じゆう弾だんを浴びていたそうよ。そこまでして殺そうとするなんて。犯人は少将に相当な怨えん恨こんを持つ者としか言いようがないわね」

　机の上に放置されていた本に気づいて、コーダは何気なく手に取った。開かれたページを声に出して読む。

「『世の理ことわりの超こえし者、そのコンパクの声を発しとき、二つの僮わらべは一つとなりて、白き聖なる者にならんとす。その者、約束の虹にじより遣つかわされ、戦うことなく地上の敵意を鎮しずめん』」

　きょとんとなるマリアに振ふり向き、本を見せるコーダ。その表紙には『アゲハ構想』と書かれていた。

「ワルサワのカルト集団が、教義として使っていた預言書よ」

「ああ。ドーハの悲劇以降、メディアで何度か登場したのを覚えています。救済神話ですね。……なぜそんなものがここに？」

　コーダは頷うなずいて、

「デューイ・ソレンスタムは、これまでに二度、ワルサワの科学者たちを助けているわ。一度目はドーハの悲劇のとき。二度目はゲーリイ大佐の報告によって研究所が査察を受けたとき。いずれも所内の全員が処分を受けるところだったのを、それぞれ自分の設立した研究所で働かせている。そしてそれゆえに、ＫＬＦなどの対イマージュ兵器は日進月歩の勢いで進化して、いまかろうじてイマージュとの戦線を維い持じすることができている。それは事実なのだけれど、なぜそうまでしてテロリスト候補生をかばうのか、という声は当時からあった」

「まさか」とマリアが口に手を当てた。「少将は、ヴォダラクとも何かつながりが？」

「そうした噂うわさもあったわ。ゲーリイの告発も、ドーハの悲劇に少将が何らかの形で絡からんでいたのではないかという憶おく測そくによるところが大きかった、と」

　コツコツと室内を歩きまわりながら、コーダは考えを巡めぐらせていた。

　少将を暗殺したのがもし第三〇三独立愚ぐ連れん隊たいだとして、彼らはいったい何のために軍の最重要機密を奪だつ取しゆしたのか。コーダにはある種の予感があった。ドーハの悲劇と最重要機密とは決して無関係ではない。もしも、また何者かがドーハの悲劇に類するテロを画策しているとしたら。コーダはもう一度、ＫＬＦの画像を覗き込んだ。白銀の装そう甲こうをした、角のあるＫＬＦ。

「白き聖なる者。まさか神話になぞらえて生み出されたもの、というわけでもないでしょうけど」

　ダチュラ。最重要機密。暗殺された当のデューイ少将。すべてがワルサワに、そしてヴォダラクに通じているキーワードだ。

　執務室をあとにしたコーダが次に訪れたのは、首都にある人民政府公文書館だった。巨大な書しよ架かに囲まれたフロアの片かた隅すみにあるテーブルで、コーダはドーハの悲劇に関する資料を読みあさった。『悲劇』に関するもっとも有名な写真──大地より光の柱が立ちのぼって、七色の輪が広がっていくその瞬しゆん間かんを写したもの──が、テーブルの上にある。

「ワルサワは、対イマージュ用の兵器システムを生んだ最初の機関。しかし彼らが大がかりな施し設せつと資金とを要求し、ワープ航法を実現させるためとして行った実験は、結果として制せい御ぎよ不能なブラックホールを出現させてしまった」

　資料を読みながら脳内で要約し、言葉として発する。傍らでは、マリアがそれを文書として端末に打ち込んでいた。

「ブラックホールは数秒で消失したものの、地表に大災害をもたらすには充じゆう分ぶんだった。また、その災さい厄やくはイマージュの活性化をも促うながして、人心に影えい響きようを与あたえ、機械の動きを阻そ害がいするトラパー流域の出現をも多数招いた。これが世にいうドーハの悲劇」

　当時の新聞や雑誌には、いたる場所での惨さん劇げきが生々しい写真とともに描き出されている。かろうじてトラパーのない土地に残された都市都市は、避ひ難なん民みんたちであふれ返った。そのすべてを受け入れることは到とう底ていできず、避難民たちのなかには、暴徒と化して都市部に雪な崩だれ込む者たちも多数いた。

「時の政府は、惨劇の跡あと地ちに調査隊を派は遣けんしたが、彼らは爆ばく心しん地ちで衝しよう撃げきの事実を目まの当たりにする」

　次の言葉を聞いて、一いつ瞬しゆん秘書官のタイプする指が止まった。

「爆心地にいたのは十数名の少年少女たちで、そのすべてが、ワープ実験を推進してきたワルサワ研究所によって集められた戦災孤こ児じであった」

　軍内部の機密文書には、写真も数点添てん付ぷされていた。木々も建物も吹ふき飛び、何もない、ただの荒あれ地となった場所に、裸はだかの子供たちが倒たおれている。

「調査の結果、それはワープ実験の失敗などではなく、実験の中心メンバーだったワルサワ研究所のカルト集団『ヴォダラク』が、故意に行ったテロであったことが判明した。自らの教義を実じつ践せんさせるためのそれを、彼らは『神話再生計画』と呼ぶ」

　そこまでは公おおやけに出まわっている書物にも書かれていることだが、一一年前、公安局長だったコーダは、この実験に軍の最重要機密が絡んでいることを摑つかんでいた。ヴォダラクはそれを実験のキーとしたらしい、という報告を受けている。

「政府はワルサワ研究所そのものを解体しようとしたが、いち早く爆心地に駆かけつけて救助活動を行っていたデューイ・ソレンスタムは、ワルサワの頭脳を失ってはイマージュに対たい抗こうできなくなると主張。ヴォダラクの一味ではなかった研究員たちを残し、ワルサワを軍の監かん視し下に置くことを決めた」

　しかしそれから二年後。監かん査さに赴おもむいたゲーリイ・ブライトンの告発によって、ふたたびワルサワは軍の強制捜そう査さを受けることになるのである。

　深々と息をついて、コーダは資料を閉じた。

「……そんなに根を詰つめられますと、お身体からだを壊こわされてしまいますわ」

　モニターから顔を上げてマリアが気き遣づかった。コーダは眉み間けんを揉もみながら、

「こうしているいまも、イマージュの侵しん略りやくに大勢の人民たちが飢うえ、脅おびえて、生命の危機にさらされている。そうね、わたしひとりの身体など取るに足りないことだけど、でも、いまこうしていることが彼らのためになっているのかどうか、それだけが気がかりだわ」

「コーダさま」

「それでも、胸むな騒さわぎがするのよ。デューイ少将に、ゲーリイ大たい佐さ、それにワルサワ、ヴォダラクの神話。トレゾアでの反乱騒ぎや少将暗殺には、外からでは決してわからない、何か得体の知れない真実が隠かくされている気がする──」

　コーダはたくさん積み上げられた資料のなかから、とある箱を取り上げた。クリアカバーの奥に、注射器が数本入っているのが見える。

「それは？」

「ダチュラよ。薬やく剤ざいＭＭ─八八、ドーハの悲劇の生存者に投とう与よされる薬。サンプルをもらってきたのよ」

　その毒々しい色しき彩さいに、マリアは恐おそろしげな顔をした。

「新手のドラッグか何かですか？」

「違ちがうわ、強力な成長抑よく制せい剤ざいよ。これを投与すれば、人間は身体の成長を止めることができる。簡単に言えば、不老不死の薬ね。──ただし、一時的な効果しかないらしいのだけど」

　マリアが驚おどろきの表情を顔に貼はりつけたとき、緊きん急きゆう回線の呼び出し音が鳴った。コーダの眼前でウインドウが開き、ユルゲンスの顔が映る。その顔は、これから告げられることが只ただ事ごとでないことを如によ実じつに伝えていた。

「どうしたの？」

「コーダさま、緊急事態です。ホランド・ノヴァクが発見されました」

「そう、ずいぶんあっさりと。さすがは……」

「違ちがうのです」ユルゲンスは早口でコーダを遮さえぎった。「発見されたのは、ホランド・ノヴァクの死体なのです！」

　コーダとマリアが一瞬見つめ合った。

「どういうことか、わかるように説明してもらえる？」

「ヘコノ爆ばく破は事故の死者たちは、デューイ少将からの命令書でもうすぐ処分されてしまうところでした。しかしそれが偽ぎ造ぞうされたものと判明したので、処分を停止し、遺体の鑑かん定ていを進めさせていたのです。そして、たったいま、そのうちのひとりがホランド・ノヴァクに間違いないという報告が入ったのです」

「ちょっと待って」コーダは思わず身を乗り出した。「それじゃあ、失しつ踪そうした第三〇三独立愚連隊は……」

「おそらく、爆破事件によって殺害されたのは、全員この部隊の人間でしょう。犯人は部隊ごと彼らを殺害し、ＩＤを置き換かえて、その被ひ害がい者しやたちに、すなわち部隊そのものになりすましているのです！」

　コーダは喉のどを上下させた。

「そんな。では、最重要機密を強ごう奪だつし、ゲーリイ大佐の軍を壊かい滅めつさせた彼らは、いったい何者なの？」
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　公安部局長室へ自ら赴いたコーダを前にして、ユルゲンスは恐きよう縮しゆくした。

「ご足労をおかけして申しわけありません。何せどたばたしておりまして」

「この騒ぎですもの、仕方がないわ。それで、何かしら？　わたしに見せたいものって」

　ユルゲンスはコンピュータのメモリーカードを取り出した。

「我々公安部は、デューイ少将の死亡以降に偽ぎ造ぞうされた命令書が他にないか調査していたのですが、その過程で、妙みような情報を入手したのです」

「妙な情報？」

　ユルゲンスはカードを再生装置にかける。スクリーンに、とある一室で初老の人物が取り調べを受けている光景が映った。彼の話す声が聞こえてくる。

「……確かにあの書類は軍の制式のものでしたし、承しよう認にん印も第一師団長のものでした。ええ間違えるはずはありません。わたしは四半世紀、軍に仕えております。そして確かにその文書には、我が校のレントン・サーストンくんを第三〇三独立愚連隊に供出せよと書かれておりました──」

　消えたモニターを見つめるコーダに、ユルゲンスが囁ささやいた。

「人民解放軍幼年学校校長の聴ちよう取しゆ記録映像です。偽造された命令書は第一師団長のもとにも一通届いており、彼を経由して、この人民解放軍幼年学校へ異例の人事を命じている内容でした」

「そしてそれに、第三〇三独立愚連隊もまた絡からんでいる」

　ユルゲンスは重々しく頷うなずいた。一方のコーダはかぶりを振ふる。

「わからないわ。なぜ彼らは文書を偽造してまで、年とし端はもいかぬ少年を引き入れたというの？　まるで戦力にはならないはずの子供を」

　するとユルゲンスは何とはなしに声をひそめて、

「少年は、ワルサワ出身なのです」

「え？」

「引き抜ぬかれたのは、ワルサワ出身のレントン・サーストンという名の少年です。彼の両親は、ワルサワのカルト集団──ヴォダラクの幹部でした」




　コーダの周辺で事態はめまぐるしく動いていた。調査を開始してから三日後、コーダは軍用高速連れん絡らく艇ていのなかにいる。

　現在目を通しているのは、レントン・サーストンに関する資料である。ワルサワ総合病院で生まれ、現在一四歳。両親はワルサワの技術主任であり、ドーハの悲劇の際に行われた実験──すなわちヴォダラクの教義にもとづいた何らかの企たくらみ──に参加して、その事件で死亡している。

　レントン・サーストン自身はその後、ワルサワに残って幼年期を過ごすも、ゲーリイの告発によって行われた査察ののちは、人民解放軍幼年学校機き甲こう課に所属させられていた。

「……一四歳にもかかわらず特例で第三〇三独立愚連隊に編入になるも、先日のトレゾア空域におけるイマージュとの会戦、およびゲーリイ大たい佐さ率いる軍との戦いののち、同部隊とともに行方ゆくえをくらませている」コーダがつぶやいた。「ヴォダラクの子。軍学校ではいじめも受けたでしょうね。社会に対する恨うらみを持って、反乱に参加しても不思議じゃないけれど……」

　コーダは、手もとの携けい帯たい端たん末まつをちらりと見る。子供たちの顔写真が並んでいた。

「そしてこっちは、ドーハの悲劇の爆ばく心しん地ちで発見された、一六名の少年少女たち。ワルサワからひそかにヘコノへ移送され、最さい新しん鋭えいの科学における治ち療りようの名目で人体実験を受けていた。人数的には、確かに最新鋭の軍ぐん艦かんならば動かせなくもない」

「しかし」とマリアが口を挟はさむ。「その一六名の年ねん齢れいを考えれば、たとえ書類を書き換えたとしてもなりすますことなんて……」

「ダチュラよ」

「え？」

「どうして成長抑よく制せい剤ざいのダチュラが、ドーハの悲劇の生き残りに投とう与よされるようになったと思う？」

　不ふ審しんそうな秘書官とは対照的に、コーダは何かを確信した表情となっていた。

「彼らの身体からだがね、常人の二、三倍、なかには七倍の速さで年老いていくようになってしまったからよ」




　高速連絡艇は、首都を飛び立ってから半日後には目的地に停てい泊はくした。

「わたしも、その神話再生計画についてくわしくは知りません」

　屋上から遠く市街地を眺ながめつつ、コーダと肩かたを並べているのは、モリタと名乗った軍官かん吏りであった。

「何しろわたしは、単なる制圧部隊の調査部長でしかありませんし」

「構わないわ。つづけて」

　雰ふん囲い気きのある街だ。強制捜そう査さ後の移民処置によっていまは廃はい墟きよのようになっているが、昔は北方一の美しい都市と呼ばれていた。自然も豊かで、ここにいる限り、人類とイマージュの戦争が激化している事実など疑わしくなるくらいだ。皮肉な話だった。イマージュが猛もう威いを振るうようになった何よりのきっかけ──ドーハの悲劇は、他ならぬここワルサワの研究員たちが首しゆ謀ぼう者しやだというのに。

「ヴォダラクによる神話再生計画は、何もメディアで一いつ般ぱん論として語られているような、ブラックホールを呼び出して世界を終わりへ導く──といった、ただのテロ行こう為いではなかったようです」

「というと？」

「アゲハ神話をご存じですか？」

「白き聖なる者に導かれた少年少女が地球を救うという、あれね」

「そうです。その神話を科学的に解かい析せきし、『実じつ践せん』しようとしたのが神話再生計画らしいのです。ですから、引き起こされたドーハの悲劇も、ヴォダラクにとって果たして成功を意味したのかどうか」

「神話を現実に再現するというわけ？」馬ば鹿か馬鹿しい、といった具合にコーダは嘲ちよう笑しようした。「大方イマージュの研究を進めているうちに、人ならぬその存在に取り憑つかれたのではなくて」

　モリタは苦く笑しようした。が、すぐに真顔に戻もどって、

「わたしもそう思っていました。ですが閣下、ここで長いこと悲劇やワルサワの実験成果に関する調査をしてきて、わたしはその考えに自信を持てなくなってきたのですよ」いぶかしげに見つめるコーダへ、モリタは事務的な口調で、「その神話は、他ならぬイマージュからもたらされたもの、とワルサワは考えていたようです」

「イマージュから？」

「そう、そして実際、救済神話が広まったのはイマージュが出現してからなのです。いえ、正確には、イマージュから送り込まれた、かの少女たちを人類が確保するようになってからなのです」

「少女たち──」コーダはおうむ返しにつぶやいた。「最重要機密、という奴やつね」

　人類がイマージュと戦争状態になってから一年足らず。戦場となった跡あと地ちにおいて、希まれに正体不明の赤子が発見されるという事例が相次いだ。それらを保護して、調査を進めた結果、研究所は恐おそるべき結論を政府に申し述べた。赤子らは『人間ではない』、と。

　軍はこれをイマージュの一種だと考え、調査機関へ徹てつ底てい的な調査を命じる。ワルサワもそのひとつだった。デューイ・ソレンスタムはこれらの調査報告に関心を示し、いわば人型イマージュとも呼べるそれら少女たちからもたらされた情報──数々の実験には、拷ごう問もんめいたものもあったと言われている──をもとに、コンパク・システムの設計をワルサワに命じたのだそうだ。すなわち人類のあずかり知らぬ叡えい智ちが人型イマージュには集積していた。

「神話は、それら叡智とともに、少女たちからもたらされた？」

「おそらく。そしてワルサワには、神話を科学的に解明しようとする専用のセクションもあった。のちにヴォダラクと呼ばれるカルト集団のほとんどはここの出身です。……そう、面おも白しろい話があります。人民科学院の分ぶん析せきによれば、ドーハの悲劇の際に起こった超ちよう重力子崩ほう壊かいは、この地球上に数秒間ブラックホールを出現させたのですが、ヴォダラクはそれだけの科学技術をも、この神話を解明する過程で得たということです」

「わからないわ」コーダは現実離ばなれした話に疲つかれたようにため息をついた。「それがすべて真実だったとして、それならなぜ、イマージュはそうやって人間の少女に似せた型を送り込んでまで、我々に自分たちと戦わせるための知ち恵えを授さずけたというの？　コンパク・システムもＫＬＦも、何もかもイマージュから与あたえられたものということになるわ」

「わかりません。そもそも戦うという選せん択たく肢し自体、イマージュが選び取ったものなのかどうか……い、いえ、申しわけありません。失言でした」

「構わないわ」コーダは不ふ機き嫌げんそうな顔を取り繕つくろおうとし、果たせず、苦笑いを浮うかべた。「こんな会話を誰だれかに聞かれでもしたら、わたしたちこそカルト化したのだと決めつけられかねないわね。でも、いかにイマージュから新たな科学的アプローチが得られたからといって、優ゆう秀しゆうな科学者たちがどうして揃そろいも揃って神話になど夢中になったのかしら」

「超常のものへの憧あこがれめいたものでしょうか。世界が末期的状じよう況きようにあるいま、そうしたものにより強い憧どう憬けいを抱いだきやすいということはあるかもしれません」

「それにしても極きよく端たんに過ぎるわ。彼らは科学者でしょう。神が世界を救済する科学的な裏づけでも取れたというの？」

　半ば冗じよう談だんのつもりでコーダは口にしたが、モリタは意外と真顔になっていた。憶おく測そくを口にするのを迷うような素そ振ぶりをコーダはひと目で見み抜ぬいて、促うながした。

「構わないわ。何でも話して」

「ワルサワのデータベースに、ヴォダラクと化した科学者の日記が残されていました。その受け売りに過ぎないのですが」とモリタは前置きした上で、「……この世界の物質が、わたしたち人間も含ふくめて原子によって構成されているのはご存じですよね。その原子もまた、極小の粒りゆう子しによって構成されています。現在判明している、その最小の粒子が素粒子なのですが、それは固定されたものではなくて、いわば『波』のようなものなのです」

　神話の話から一転して、まさに科学的になったその話にコーダは眉まゆを軽く上げた。

「波？」

「はい。ですから、その波をコントロールすることができれば、世界を自由につくり変えるということも、理論的には可能です。その理論が実証されたのが、一一年前のドーハの悲劇だというのです。あのとき観測されたパイ中間子の素粒子運動が──本来ランダムであるはずのそれが──、とあるパターンに酷こく似じしていたらしいのです。人間は、眠ねむったときに夢を見ますね？　ちょうど、その際に観測される脳波のグラフパターンと」

「ドーハの悲劇。世界をつくり変える。……そして夢」コーダは親指を顎あごに当てた。「ごめんなさい、すこし話が飛ひ躍やくしていてわからないわ」

「簡単に申し上げれば、素粒子を任意に動かすことができるシステムを持ったイマージュが、何者かの『夢』に反応して、世界をつくり直そうとしていた──」

「まさか」

「科学者は日記をこう結んでいました。『イマージュはそうしたシステムを持っていた。しかし、それを起動する術すべまでは持っていないのではないか。だから、誰かにスイッチを押させようとした。そのマニュアルこそが、アゲハ神話だった』──」

　コーダは、それが先ほどの話とつながるのに気づいた。イマージュはなぜ神話を人類にもたらしたのか。なぜ様々な知識を授けるような真ま似ねをしたのか。

「ブービー・トラップ」

　コーダのつぶやきを肯こう定ていも否定もせず、モリタはひとりごちた。

「なぜマニュアルが神話、すなわち物語の形をとっていたのか、イマージュならぬ人の身にはわからぬことですが」

　コーダは空を見上げ、それから、

「神話は、過去に起こった事実を物語としてのちの世に伝えるもの。とともに、各おの々おのの文明、民族、国家が、己おのれに権けん威いづけをし、人民に誇ほこりと活力を抱かせるたぐいのもの、つまりあとづけ的な要素も多分にあるものだわ。この神話にイマージュそのものの意思が介かい在ざいしているとしたら、イマージュは、自らを『神』と定義づけたのかもしれないわね。あとづけ的な神話を人類に流すことによって」




　その後、モリタは研究所内部の施し設せつへとコーダを案内した。人型イマージュを隔かく離りしていた別べつ棟むねや、様子を観察していたらしい記録映像の保管庫などを巡めぐるあいだ、コーダは自らの憶測をモリタに話した。

「……となりますと、ソレンスタム少将暗殺事件の犯人は、反乱を起こした第三〇三独立愚連隊になりすましている者たちで間ま違ちがいないでしょうな」

「ただ、よくわからないのは、彼らが最さい新しん鋭えいの空船を運用し、そしてＫＬＦライダーとしても一流の腕うで前まえを持っていることよ。彼らがなりすまして以降も、それこそ本物の第三〇三独立愚連隊に劣おとらぬ戦果を挙げているわ」

「ヘコノでの人体実験と何か関係あるのでしょうか。最新鋭の装備開発のためのいわば生いけ贄にえとして彼らが使用されていたのなら、日常的にそうした装備を扱あつかっていたことになります」

「なるほど。そして彼らは少将に歯向かい、殺害した」コーダはぞっとしないものを感じて、腕うでをさすった。「目的は、ただの反乱ではあり得ないわね。わざわざ人型イマージュを強ごう奪だつしたのだもの。素粒子云うん々ぬんの話を信じるかどうかは別にしても、人型イマージュの存在がドーハの悲劇の引き金となったのも事実。それがくり返される前に何としてでも捕ほ獲かくせねばならない。神話のことも、デューイ少将のことも、彼らの口からあきらかにできるはずだわ」

　二人は施設から出た。車の横で秘書官のマリアが待っている。

　コーダはふと周囲を見まわした。雨雲が近づいてきている。

「この美しい街に、戦災孤こ児じたちも集められていたのね。連れてこられた当初は未来へ希望も抱いていたでしょうに。でも、ヘコノで人体実験を受ける前、つまりドーハの悲劇に際して彼らがここで集められた理由は何なのかしら。ヴォダラクの実験にも人間の生贄が必要だったということ？」

「ヘコノへ移送された十数名だけが、集められた孤児のすべてではなかったようです。ヴォダラクは世界各地から戦災孤児を集め、優生学的に選別して、スーパーエリートをつくり上げようとしていた形けい跡せきがあるのです」

　コーダは車に近づきながら、おや、と眉を寄せた。

「優生学──。大昔のナチスがやっていたような？」

「ドーハの悲劇の際には間に合わなかったようですが、悲劇以後、デューイ少将の監かん視し体制下にあったワルサワでも少数の孤児たちを対象に同じような計画が進められていたようです。最終的にワルサワに残った孤児がただひとりであったことを考えると、それも成功したのか失敗したのかはわかりかねますが」

　コーダの足がぴたりと止まった。先をいきかけて、振ふり向いたモリタへ、

「待って。その、最後のひとりになった孤児の名前ってわかる？」

「あ、はい。少しお待ちを」モリタは腕に巻かれた携けい帯たい端たん末まつを操作する。「そのスーパーエリートとヴォダラクの実験の関連性は定さだかではないのですが。……あ、出ました」

　端末を覗のぞき込んだコーダの目に、四、五歳ほどの男の子の顔が映った。

「名前はレントン・サーストン。ここの記録によれば『Ｅ計画実験体七号との適合レベル特Ａ』とありますが、おそらくこれも神話になぞらえたものでしょう。神話再生計画のための、生きた実行アイテムのようなものかと」

「レントン……サーストン……」

　コーダは呆ぼう然ぜんとその名を口にしていた。



















１──

　強い音を立てて、突とつ然ぜん両目を白く焼かれた。レントン・サーストンは思わず目を逸そらしかけたが、すぐにそのライトを細目でにらみつける。

「遅おくれてすまなかったな。……おっと、そんな顔をするなよ、レントン」

　ライトの向こう、シルエットだけが見えるホランドが言う。

「そんな顔？　目が覚めて、こんな風になっていたら、誰だれだってそんな顔ってのになるさ」

　レントンは後ろ手に縛しばられ、椅い子すに拘こう束そくされていた。目が覚めたのはおよそ一〇分前。もちろん最初は驚おどろいて、何とか逃にげようと身体からだに力を込めたが、まったく動くことができなかった。そしていつしか、愚連隊のメンバーに取り囲まれていたのである。

「ほう、口の利きき方が変わったな。少なくとも上官に対する態度じゃない」

「上官だって？　最初から軍を裏切るつもりで、ずっとぼくを騙だましてた奴やつが、上官だって？」

「あのままエウレカを処分させたほうがよかったとでも言うのか？」

「そうじゃない」叫さけんでから、レントンはやや声のトーンを低めて、「……エウレカのことも最初から全部知ってて、どうして何も伝えてくれなかったんだ。他ほかの方法だってあったかもしれないのに。ぼくだって、人を殺さなくても、よかったかもしれないのに」

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめる。暗くら闇やみのなかで目を覚ましたとき、レントンが最初に思い返したのはエウレカのことだった。再会したのが夢でないと確かめるためにも、一秒でも早く会いたかった。と同時に、自分が、彼女を守るためにニルヴァーシュで軍と戦ったのを思い出した。おびただしく起こった爆ばく光こうが網もう膜まくに焼きついていた。そのなかで、数人、数十人の命が消えたのだ。自分のせいで。自分の手によって。レントンの肩かたが震ふるえた。

「あんたたちの目的は何なんだよ。エウレカを助けたいって、ぼくは確かにそう思った。だから戦った。でもあんたたちは、どうしてだ？　どうして、軍を裏切って、人殺しをしてまで、エウレカをさらったんだ。それにどうしてぼくをわざわざ反乱のメンバーに入れたんだ？」

　ライトの向こうで、複数の影かげが蠢うごめいた。顔を見合わせているらしい。それがいまにも自分に襲おそいかかってくるんじゃないかと脅おびえて、むしろレントンは虚きよ勢せいを張った。

「答えろよ。まさか、あんたらのほうこそ、ヴォダラクに通じてたんじゃないだろうな。さあ、答えろよ！」

「おれたちがヴォダラクだと」

　光の向こう側からマシューが一歩踏ふみ出てきた。先の戦せん闘とうで負傷したのだろう、片かた腕うでを包帯で吊つっていたが、表情は憤ふん怒ぬに歪ゆがんでいた。

「よせ、マシュー」

「放せ、ホランド。この野や郎ろう、調子に乗りやがって。おれたちをこんな風にしたのは誰だと思ってやがる。よりにもよって、こいつにヴォダラク野郎と罵ののしられる筋合いは──」

「よせ」ホランドは物静かに遮さえぎった。「順序だてて説明しなきゃわからないさ。何も知らされずに生死の淵ふちをさまよったおれたちだ。その悔くやしさはよく知ってるだろう。……それにマシュー、おまえはこいつに命を助けられた。いや、おまえだけじゃない。おれたち全員がだ。しばらくは恨うらみも忘れろ。少なくとも、こいつ自身の返答を聞くまではな」

（恨み？）

　レントンは相手をにらみつけながら、いまの言葉を聞きとがめた。マシューの言い草じゃないが、こちらにこそ恨まれる筋合いはない。いや、結局のところ、彼らとて幼年学校のクラスメイトと同じなのだろう。キリー・キャンベルがそうだったように、ドーハの悲劇を起こしたワルサワ出身である自分を憎にくんでいるのだ。

「ぼくの返答なんて決まっているさ。同じ人間同士で戦いたくなんてない。ぼくとエウレカをこの船から降ろしてくれ」

「人間同士ね。……そうだな」ホランドはややうなだれて、自じ嘲ちよう気味に笑った。「おれたちが普ふ通つうの人間だったら、そうなるか」

「え？」

「なあレントン。おれが何歳だか、おまえにわかるか」

　いきなりそんなことを訊きかれ、レントンはむかっときた。

「こんなときに何言ってんだよ。こっちの質問に……」

「いいから答えろ。おまえの質問に答えるのはそのあとだ」

　ライトの光が弱くなって、浮うき上がったホランドの顔をレントンはしばし見つめ、そして答えた。

「……三四、五？　か、それくらいだろ」

　突然笑い声が起こった。月光号メンバーのほぼ全員が、腹を抱かかえて笑いはじめたのだ。

「うわあ、オッサンだな、ホランド！」

「ひゅう、おめでとう。何回ぶんの誕生パーティーをやればいい？」

「キッツいわあ」

　と、ホランドは顔を赤くして周囲をにらみつけた。

「うっせえな、手て前めえら黙だまれ！　おまえらだってタメじゃねえかよ」

　レントンはまたも呆ぼう然ぜんとして、クルーの顔を順ぐりに眺ながめた。タメとは同じ歳としということだ。奇き妙みようなジョークだった。彼らの年ねん齢れい層はどう見てもバラバラだ。砲ほう術じゆつ士ケンゴウや軍医ミーシャは見た目四〇代だろうし、ＫＬＦライダーのマシューやヒルダは二〇代後半、いってても三〇そこそこだろう。艦かん長ちようのタルホもそうだ。それに操そう舵だ士の青年や通信士の少女などは、まだ二〇歳にもなっていないはずだ──。

「一七だ」

　笑いの収まった頃ころになって、ホランドが搾しぼり出すように言った。

「おれの年齢だ。おれだけじゃない、ここにいる全員が一七歳だ」

「何だよ、それ」レントンは眼まな差ざしにより強く力を込めた。「誰がふざけろって言ったよ」

「からかったわけじゃねえ」

「うるさい。誰がそんな話信じるんだ。最低だ、あんたら。最低の人殺し野郎だよ」

「……何？」

　一同が凍こおりついた。レントンは構わず、

「あの戦いで、いっぱい人が死んだんだぞ。ぼくだって、ぼ、ぼくだってもちろん、殺したさ。でもそれはエウレカを守りたかったし、助かりたかったからだ。あんたらは何で人殺ししたのかって訊いてんだよ。それなのにふざけやがって。噓うそつきの、最低な人間たちだ！」

　ホランドの表情が消えた。先ほどマシューを制したはずの彼が前へ出かかるより早く、

「好きで殺してるんじゃないわよ！」

　タルホに胸むなぐらをいきなり摑つかまれるや、勢いのままに椅い子すごと後ろへ倒たおされた。タルホの髪かみが、そして怒いかりに引き裂さかれたかのような顔が、上から迫せまってくる。レントンの喉のどが思わず鳴った。

「誰だれがこんなこと、好きこのんでやってると思う？　そうでもしなきゃ生きていけないからに決まってるでしょ。わたしたちはね、未来を奪うばわれたのよ。あんたの親たちがやらかした、ドーハの悲劇のせいでね！」

「そ、それは、でも……」

「ドーハの悲劇の大災さい厄やくに巻き込まれた、とか、活性化したイマージュに襲われた、という意味じゃねえ」

　いくぶんか冷静さを取り戻もどしてか、ホランドのほうがレントンの椅子を元どおりにして、言った。

「おれたちはな、ワルサワの科学者どもの『直接の』被ひ害がい者しやなんだよ」




「おれたちは、世間でいうところの戦災孤こ児じだった」ホランドはそう語りはじめた。「生まれ育ったところがどこかなんて、覚えてやしねえ。覚えているのは、そこが戦場だったってことだ」

　記き憶おくにあるのは、倒とう壊かいした建物の数々。そこかしこから煙けむりが上がり、男女のすすり泣きが聞こえていた。それが自分たちのものであったのか、他人のものであったのかもわからない。そしてあちこちに倒れた人間たち。打ち捨てられた人形の山のようだった。身体からだの部位が欠けて見えたのも含ふくめて。

　ホランドたちは親の顔を知らない。頼たよれる大人もなかった。彼らの周りには、同じ境きよう遇ぐうの子供たちしかいなかった。やがて彼らはその街にやってきた軍の庇ひ護ごを受けた。収容所に入れられ、朝夜二回の食事だけは確保された。しかし、

「おれたちは、ある組織によってそこから集められた。組織の名はワルサワ研究所。おまえの両親が所属していた軍の研究機関だ」

「あいつらは言ったのよ」とタルホ。「イマージュとの戦争を終わらせるための実験に参加してほしいってね」

　ワルサワ、そして実験、という単語を聞いて、レントンの脳のう裏りをよぎったのは、あらゆる記憶も感情も失った少女の姿であり、幼い頃にエウレカとやらされていたテストの数々であり、そして「両親は世界を救う研究をしていた」と言ってくれたドミニクの言葉だった。

「その実験を、あいつらは神話再生計画と呼んでいたわ」

　ワルサワに連れてこられて、おそらく一年近くが経過した頃だろう。ホランドたちをはじめとする四〇名の子供たちは、突とつ然ぜん高こう速そく艇ていに乗せられた。大人たちはひどくあわただしく動いていた。あとで知ったことだが、これはワルサワの総意ではなかった。一部カルト化していた研究員たちが「ヴォダラク」としてはじめて活動したのが、他ほかならぬこのときであり、彼らは自らの教義を実じつ践せんすべく、子供たち四〇名を強ごう引いんに連れ出して、ワープ航法の実験施し設せつへと向かったのである。

「そして大人たちは、その施設で何やら大がかりな準備をはじめた。奴やつらのひとりが『来た』と叫さけんだ。おれたちはわけもわからないままに、今度は軍ぐん艦かんに乗せられた」

　軍艦はすぐさま地上を離はなれ、空めがけて飛び立っていった。その船に大人たちの姿はなかった。不思議に思い、船を探たん索さくしはじめた彼らは、異様なものを目まの当たりにする。

　艦内の巨きよ大だいなフロアに、黒いＫＬＦがあった。どことはなしに悪あく魔ま的な外観を擁ようしたそのＫＬＦの内部から、泣き叫ぶような声が聞こえた。見ると、コックピット内部にひとりの少女が拘こう束そくされていたのだ。桃もも色いろの髪をした少女だった。その髪を振ふり乱しながら、助けを求める声をあげつづけていた。

　子供たちは彼女を助けようとしたが、コックピットはきつく閉とざされており、どうしようもならなかった。

「いま思うに、あの船はプログラムによる自動航行で進んでいたのだろう。それはそうだ。生きて帰れる保証がない場所に、軍人たちが同行するはずがねえ」

　ホランドは笑うとも怒るともつかない顔で言った。それから、

「それに、その少女が人間ではなく、人型のイマージュだったことも、もちろんそのときのおれたちにはわからなかった」

「人型の……イマージュ？」

「そうだ。おまえの幼おさな馴な染じみのエウレカと同じだ。あれは、おれたちをモルモットにした実験同然だった。おれたち戦災孤児四〇名と、検体番号〇〇六、アネモネという名のその少女を使った、な」

　いまだ光を放つライトのせいで、レントンは、ホランドの顔に焦しよう点てんを合わすのに苦労した。それでも喰くい入るように目を剝むいて見上げつづける。

「やがてＫＬＦ内部から少女の声が聞こえなくなったとき、船は目的地へと辿たどり着いていた」ホランドの声は淡たん々たんと過去を語った。「他でもない、イマージュの出現ポイントに」

　気づいたときにはもう手て遅おくれだった。ホランドたちを乗せた船は、一直線にイマージュへ向かっていたのだ。狂きよう乱らんする子供たちをよそに、やがて周囲が虹にじ色いろに輝かがやきはじめた。とともに船体が崩ほう壊かいをはじめた。音も衝しよう撃げきもなかった。まるで紙かみ粘ねん土どが水に溶とけていくみたいに、ぼろぼろと船のあちこちから部品や機器類が剝はがれ落ちていき、やがてはブリッジそのものも吹ふき飛んで、ホランドたちは外へと放ほうり出された。

「ばらばらになっていった。何もかもが。──船だけじゃねえ。おれたち自身の身体でさえも」

　激痛に身を苛さいなまれたホランドは、同じく宙を舞まったタルホに手を伸のばした。タルホも必死に手をつなぎ合わせようとする。虹色のトンネルを漂ただようなか、ようやく指同士が触ふれ合った。しかしその箇か所しよから、指もまた崩壊をはじめていた。ぼろぼろに剝がれ、砕くだけていく自身の身体を、彼らは呆ぼう然ぜんと見やった。

「死ぬのだと思った。このまま、まるで自分のものでない、他人の運命に翻ほん弄ろうされるような形で。……だが、そのときおれたちは見たんだ」

　身体を半はん壊かいさせながらも、抱だき合うホランドとタルホは、トンネルの先から光があふれていることに気づいた。その光に吞のみ込まれた刹せつ那な、

「もうひとつの世界があった。緑に輝く輪が星を取りかこみ、刻印のある月が浮うかぶ、青き星。おれたちは見た。そこに住む人々を、そこに浮かぶ美しい月を、そこに広がる海を」

　そこにイマージュはなかった。寄せては返す波を見つめる彼らは、いつしか、黄金色に輝く海辺に立っていた。

「おれたちは悟さとった。ここが自分たちのいるべき世界なのだと。だが、そう悟った一いつ瞬しゆん後には、おれたちはこの地球に、忌いまわしいくそったれの世界に引き戻もどされていたんだ」

　そこに、かのワープ航法研究施設はなかった。辺りにまばらに生えていた木も、職員の宿舎施設もなく、地面がただ放射状に──巨大な花にも似た形状で──えぐられているきりだった。そしてその中央に、ホランドたちは裸はだかで倒たおれていたのである。

「軍艦も、ＫＬＦも、あの少女の姿もなかった」

　無事を確かめ合おうと身を起こしたホランドは、しかし手をつなぎ合わせた女性の姿を見て愕がく然ぜんとなる。同じく目を覚ましたタルホも、見知らぬ人間を見る目で見つめ返してきた。六歳前後だった彼らは、一気に一〇代半ばにまで成長していたのだった。

「やがてその爆ばく心しん地ちに軍の調査団が訪おとずれた」

　先頭に、白い軍服姿のデューイ・ソレンスタムがいた。

「おれたちはふたたび収容所に入れられた。最初こそ優やさしい態度をしていたその大人も、結局はおれたちの『敵』でしかなかった」

　デューイは、イマージュと『接せつ触しよく』をし、身体からだに異変を来きたした少年少女たちに多大な関心を寄せた。もともと人型イマージュの実験や研究にも並々ならぬ興味を抱いていたデューイだった。

「デューイは言っていた。おれたちの身体が急速に成長してしまうようになったのは、おそらくイマージュと直接接触し、そのトラパーを体内に取り込んでしまったからだろう、と。イマージュの体内はこことは異なる次元空間であり、その、通常の時間の流れとは異なる、異次元空間の時間に馴な染じむように身体を『書き換かえ』られてしまったのだろうと」

　二、三倍、なかには七倍もの速さで身体が成長してしまう者もあった。成長抑よく制せい剤ざいのダチュラを打って何とか抑おさえ込もうとするも、それも効き目には個人差があり、完全には止められなかった。

　そしてデューイは彼らを用いた人体実験を開始した。ＫＬＦの機動訓練、実際に戦地に向かってのデータ収集。トラパーを体内に吞んだホランドらは、いわば生きたコンパク・ドライブである。それら実験の成果を、デューイは子飼いの実戦部隊である第三〇三独立愚連隊でさらに試ためしていた。愚連隊は実験部隊だという噂うわさがあったが、そのさらなる実験用に用いられたのがホランドたちだったのである。コンパク・ドライブやＫＬＦの技術が飛ひ躍やく的に躍進したのは、そうした背景があったのだった。

「この世界にいる限り、おれたちに残された時間は少ない。長く見積もっても、あと五年以上生きられるメンバーがいるかどうか。何かを生み出すことも、生きていた証あかしさえもろくに残すこともなく、まともな夢を持つことも許されない。おれはそんなの嫌いやだ。誰だれかに身体も未来も弄もてあそばれるこんな運命なんてまっぴらだ」

　メンバーたちが沈ちん痛つうな表情を浮かべるなか、唯ゆい一いつタルホだけが冷静な目でホランドを見ている。

「おれが何のためにエウレカを強ごう奪だつし、軍を離り反はんしたかと訊きいたな？」

　その後、ホランドはレントンに、軍がいま進めつつある計画──『神の鉄てつ槌つい計画』を教えて聞かせた。政府高官と軍上層部にしか知らされていないそれは、衛星軌き道どう上に建造された兵器によって、エネルギーとして蓄たくわえた太陽光を凝ぎよう縮しゆくして地上に放つことで、イマージュの殲せん滅めつを図はかるものだった。──ただし、地上の人民をも巻き込んで。

「神の鉄槌が放たれれば、イマージュどころかこの星もまた死滅する。お偉えら方がたは移民宇宙船をも建造して、選ばれた民たみとともに逃にげるつもりらしい。はっ、つまりいま現在の戦いなんてのは無む駄だなんだ。おれたちが命を削けずってやってきたこと、やらされてきたことすべてさえも、まったくの無駄」

　それを知ったとき、ホランドは決意した。あらゆる手を尽つくして第三〇三独立愚連隊のメンバーになりすますと、デューイを殺害して、その命令の数々を偽ぎ造ぞうした。

「おれたちの目的はただひとつ。おれたちの寿じゆ命みようが尽きる前に、あのイマージュが導いた異次元の世界──緑の星にいくことだ。おれたちの身体に流れる時間は、もはやその異次元の世界のほうに馴染んでいる。そこでなら生きていけるはずだ」

　淡たん々たんとしていたホランドの声に、やがて熱がこもりはじめる。

「そのためには、おれたちが参加させられたのと同じこと──ワルサワのカルト集団が編み出した神話再生計画にのっとった、あのドーハの悲劇と呼ばれるものと同じことを行わなくてはならない。そうさ、神話再生計画とやらをおれたちの手で継つぐんだよ。他ほかならぬ、おれたちを悪夢の只ただ中なかに落とした、忌まわしいその計画をな。そしてまたあの虹にじ色いろのトンネルを越こえて、新しい世界へ向かうんだ。おれたちが生きていける世界……ネバーランドに」

「──」

　だが、もちろんホランドたちにその理論が理解できるわけではない。彼らはできる限りワルサワの元職員たちに匿とく名めいで連れん絡らくを試みた。ダイアンと接触を図ったのもこのときだ。なかにはヴォダラクとなってゲリラ部隊にいる者もいた。しかし、ばらばらになっていた彼らだから、神話再生計画を完全に理解できる者はなかった。

「おれたちにできることと言ったら、同じ能力を持つ者を集め、ふたたび同じ現象を起こしてみる他にない。だから最重要機密と呼ばれたエウレカを強奪した。かろうじて集められた研究書によれば、アネモネやエウレカといった人型の体内にあるクリスタルには、イマージュと融ゆう合ごうするためのパスワードが記き憶おくされているはずだと言う。もともとそうやって人類の情報を集めては、再度イマージュと一体化することで情報を回収させるのが目的のスパイロボットなのだろう。そしてエウレカが融合すれば、イマージュはそれを受け入れるための異次元の扉とびらを開く。アネモネがそうだったようにな。だが、くり返すまでもなく、おれたちの実験は失敗に終わっている。それをふたたび起こさせないためのその鍵かぎがレントン、おまえなんだ」

「──」

「ドーハの悲劇以降、ワルサワはより成功確率の高いアイテムを使った新たな計画を進めていた。第七次Ｅ懸けん案あん神話再生計画、通つう称しようエウレカセブン。詳しよう細さいはわからない。だが、その成果のひとつとしておまえがあるのは間ま違ちがいない……」

　すると、

「──その、あんたらの作戦に加わって、いったい何の得がぼくらにあるんだよ」

　しばらく黙だまっていたレントンが口を開いた。ホランドは一いつ瞬しゆん目を剝むいた。

「何だと？」

「要するに、ぼくとエウレカに、自分たちがやらされたことをやろうって言うんだろ。嫌だと言っても、無理だと言っても、わからないと言っても。それじゃ結局軍と同じだ。あんたらはぼくの親を、ぼくを恨うらんでいるかもしれない。『敵』だと思っているかもしれない。だったら、ぼくにとってもあんたらは『敵』だ。エウレカをこれ以上苦しめて、痛めつけるあんたらは！」

「世界を救うという意味もあるんだ」ホランドは感情を押し殺した顔で言った。「神の鉄槌を照射されれば、この地上に人の生きていける場所などもうなくなる。だが、もしイマージュと接せつ触しよくできたなら。ワルサワの研究が導き出したように、ブラックホールを自在に出現させることができたなら、神の鉄槌をも喰くい止め──」

「知らねえって言ってるんだよ！」

　レントンはおめいた。

「何がアイテムだ、何がパスワードだ。さっさとエウレカを、ぼくを放せ。イマージュと、軍と戦いたいなら戦えよ。虹にじのトンネルだって何だって越えていけよ。だけどそれはぼくには関係ない。エウレカにだって、そんなことをする義務なんてないんだ。こんな世界のために、あんたらなんかのために、命を捧ささげる必要なんてないんだよ！」

　そのとき、殺意が蠢うごめいた。影かげの集合体がいまこそ現実の脅きよう威いとなってレントンの首を絞しめにかかるかに見えた。が、

「ぐはっ」

　レントンは椅い子すごと吹ふき飛ばされていた。とともに、影となっていたメンバーたちの殺意がはっとしたように萎い縮しゆくした。

「そうだ。おれたちは、軍と同じかもしれない」ホランドは蹴けり上げたばかりの足で、倒たおれたレントンの頭を踏ふみつける。「だが、おまえだってもう世間からすりゃ立派に反乱軍の一員だ。軍の追っ手がかかるが早いか、神の鉄てつ槌ついに焼き殺されるのが早いか。いまのままじゃ生き方、いや死に方をその二択たくからしか選べない。それだけは肝きもに銘めいじとけよ」







２──

「少し、やりすぎたんじゃない？」

　月光号の通路をいきながら、タルホが声をかけた。

「他に方法などあるかよ。事実を伝えりゃ、こうなることはわかっていたさ」ホランドは苦々しい顔になっていた。「だが、どうしても真実が必要になった。ダイアンからの情報が正しければ、ただあいつとエウレカがいれば何とかなる、というわけじゃない。あいつらの気持ちが重要になるんだ」

「気持ち」

　舷げん側そくの窓を、夕ゆう陽ひが差し染めている。タルホは壁かべに背を預け、疲つかれたようにため息をついた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか。おまえ、一週間前にも倒れたばかりだろ。それなのに無む茶ちやをするから……」

「休んでいられる暇ひまなんてなかったじゃない。エウレカを奪うばえるタイミングはあそこしかなかったし、そのあとも軍との戦せん闘とうでしょ。大丈夫、ちょっと疲れただけよ。心配性しようなのね、『ホランドくん』は」

「よせ」

　彼らに名前などなかった。研究所においても、そしてデューイにも、彼らはずっと番号で呼ばれていた。ホランドは『三五〇Ｚ』。だから第三〇三独立愚連隊になり代わると決めたとき、そっくりそのまま名前をも貰もらい受けることにした。なりすますための手段として、だけではない。これから人間らしく生きていこうとするための決意をも含ふくめて。

「もう間もなくだ」ホランドは、タルホと並んで窓から外を眺ながめた。「もうすぐすれば、おれたちの未来に手が届く。おれたちの夢が……おれとおまえの夢が叶かなうんだ。もう、おまえがひどい目にあうこともない」

「わたしはどんなことになっても平気。もう、どんなに踏みにじられようと、それでくじけるような『気持ち』なんて持ち合わせていないわ」

「タルホ」

「でも、あの子たちはどうなのかしら」

　月光号のエンジン音が、静かに二人の腹ふく腔こうを揺ゆさぶっている。

「あの子たちの『気持ち』、踏みにじって、叩たたき壊こわして。それで本当にイマージュの扉とびらは開くかしら。ヴォダラクと同じことをしていたら、結局はヴォダラクと同じ結果しか招けないような気がする。……それに、わたし、あのときにね」

「何だ？」

「……ううん、なんでもない」

　ホランドはしばし黙だまってタルホの横顔を見つめていたが、その肩かたにそっと手を置いた。

「おれたちの未来を……いや、おまえとの未来を取り戻もどす。それがおれの夢だ。そのためなら何だってやるさ」添そえられたタルホの手を握にぎりながら、「暗い穴倉で、世界を救うためだと何べんも言われて、心身に負担をかける実験のくり返し。そのうち実戦にも駆かり出されて。何人も仲間が死んだ。成長の速かった『ＧＺ』は老ろう衰すいであの世にいった。何にすがっていたわけでもない。世界を救いたかったわけでもない。それなのに、おれたちの時間を、命を犠ぎ牲せいにして、かろうじて維い持じしていたはずの『世界』さえ、あいつらは焼き払はらおうとしている。もう無む駄だだから、もう間に合わないから、もう助けられないから。ふざけるな。おれは認めねえ。あいつらがおれたちのすべてを無に帰すというなら、おれのほうこそ──」

「さっきさ」

「ん？」

「あんたが昔話をしていたら、思い出しちゃって。イマージュに突とつ入にゆうさせられる前のこと」

　タルホがむしろ微び笑しようを浮うかべているので、ホランドは不思議そうな顔になった。

「まるでピクニック気分だったわね。何せ、旅行なんてしたこともなかったわたしたちだもの。どこへ連れていかれるかもわからなかったけど、楽しかったわ。みんなでわいわい騒さわいで。パパやママがいてくれたら、きっともっと楽しかったんだろうな、ってちょっと思ったりもした」

「……それも、船内でＫＬＦを見つけて、あの悲鳴を聞くまでの短いあいだだったがな」

「アネモネって子、ずっと助けを呼んでたわね」

「人型イマージュだからな。あいつも騙だまされ、利用された口だろう。人間じゃない奴やつのほうがおれたちの境きよう遇ぐうに近いってのも……」

「ドミニク、ドミニク、ドミニクって、ずっと呼んでた」タルホは目を細めて、オレンジ色の空を見つめる。「人型イマージュが研究所以外の場所にいったことがあるなんて思えないから、きっと、彼女といちばん親しかった研究者の名前よね。父親代わりだったのか、友達代わりだったのか、それとも恋こい人びと同士だったのか。聞いているだけで胸が張り裂さけそうだった。わたし、いまでもたまに思うのよ。その、ドミニクって人は、ヴォダラクだったのか、そうじゃない、純じゆん粋すいな科学者だったのか。もし、ドミニクって人がヴォダラクじゃなかったなら、その人はいまどうしているかしら。アネモネをつれさらわれて、そして消えてしまったこの世界で」

「もうやめろ。他人のことになんて、かかわっていられる時間なんてねえ」

「時間がないからだ、ってどうしてわからないかな。人生なんて、自分のことだけで費ついやしてしまうにはもったいないのよ」

「ったく、どこの本で読みやがった、そんなこと」

　ホランドは剝むき出しのタルホの肩に口を寄せた。くすぐったそうにタルホが身をよじる。二人の足もとには、空になった注射器が転がっていた。

　陽ひが、水平線の向こうに没ぼつしようとしている。




　翌日。

　ブリッジから呼び出しを受けて通路をいく途と中ちゆう、ホランドとタルホは他ほかのメンバーから何度となく声をかけられた。

「あいつに船内の自由を許してるのは、どういうことだよ」

「脱だつ走そうされたらどうする？」

　ホランドはそちらを見ようともしない。

「もう少し様子を見ておきたい。それに、コンパク・ドライブは取り上げてる。簡単には逃にげられやしねえさ」

「様子を見るって……」ＫＬＦライダーのヒルダが呆あきれ顔になる。「そんな時間、あるわけないでしょう。いまにも軍の追っ手に追いつかれるかもしれないってのに」

「脅おどして従わせたとしても、結果はドーハの悲劇と同じだ、って、何度言えばわかる。焦あせるなよ。充じゆう分ぶん待ったおれたちだ、最後の最後で焦って、ドジ踏ふんでもつまらねえだろう。大体、人生なんてのは、急げば急いだぶん短く感じるものなんだ」

　後ろをいくタルホが、前日の会話を思い出して噴ふき出しそうになった。

　ブリッジに辿たどり着くと、ホランドはまず副長のハップがいる席へと近づいた。

「軍の姿はないか」

　ハップはモニターを指し示した。グラフとレーダーが映っている。

「逆位相波放出ステルス装置は順調に作動している。トレゾア製の新型に変えておいたからな、目視による索さく敵てき以外に、軍の網あみに引っかかることはないだろう」

「当分のあいだはもってくれるか」

「しょせん、その場しのぎだがな。いずれは発見される」ハップは細い目をホランドに当てて、「それまでに目的地へ辿り着けたとして、レントンたちをどうするかが問題だ。もしあいつらが従わないと言ったらどうする？」

「おまえもかよ」

「みんながそう思っている、ってことだろ」

「じゃあ、そのみんなに訊きいてくれ。同じことを二度言うのはごめんだな」

　ホランドは手をひらひらと振ふると、ハップの憎にく々にくしげな視線を背中に意識しながら、今度は副長席の対角線上に位置するモニターのほうへ近づいた。ホランドたちを呼び出した当人──ミーシャがいる。ホランドは開口一番、「どうだ」と訊いた。

「いま、彼が入ったところよ」

　モニターはエウレカのいる医務室を映し出していた。以前と同じく、エウレカや、彼女に会いに来るレントンの様子をこうして観察しているのだ。ホランドとタルホも顔を並べて覗のぞき込んだ。

　ベッドの上にいるエウレカにレントンが話しかけているが、エウレカはまったくの無反応。

「一日中、エウレカはずっとあのままよ」

　ミーシャが言い添そえる。レントンはしかしくじけず、なおも話しつづけた。そのうち思い出話になった。ワルサワにいた頃ころ、エウレカの正体を確かめようと、彼女のいる別べつ棟むねに忍しのび込もうとして、幼よう生せいＫＬＦに殴なぐられたことなどが語られていく。

　タルホが何とはなしに首をまわして、

「むず痒がゆいわね。何だか、他人のデートを覗き見してるみたいで」

「わたしもよ。できるなら、そっとしておいてあげたいところだけど」

「成長するってのは残ざん酷こくだな」ホランドはぽつりと言った。「子供のときは、自分と、自分を守ってくれる世界のことだけを知ってればいい。でも大人になるにつれて、知りたくもない世界のことも、知りたくもない自分の運命にも気づかされて、そしてそれが呪のろいのようにつきまとってくる」

「ホランド」

「永遠に、子供のままでいられたらいいのにな」

　モニター内のレントンの声が大きくなった。

「そうだ、エウレカ。覚えてる？　ニルヴァーシュのこと。あいつ、チビだったくせに、いまじゃこんなに……って、手だけじゃあらわせないくらい、すっごくでかくなったんだよ。今度いっしょに乗ろうよ。ニルヴァーシュもエウレカに会いたがっているんだ」

　つとめて陽気に振る舞まう少年の顔を、タルホは直視できなかった。次し第だいにレントンのトーンも落ちてくる。

「まだエウレカは記き憶おくを失っているのか」一方のホランドは苛いら立だったように髪かみをかき上げる。「アイテムを揃そろえたところで、問題はまだまだ山積みだな。ミーシャ、エウレカの記憶が戻もどる見込みはないのか」

「わたしだって、本物の医者じゃないんだからそんなことまではわからないわよ。二人の思い出に共通した場所にいくだとか、記憶に直結した何かが、刺し激げきしてくれるとは思うのだけど」

「と言ったところで、いまさらワルサワにはいけやしねえしな」

「デートよ」

「え？」

　唐とう突とつにタルホがつぶやいたので、二人が彼女の顔を見やった。タルホはきらっと目を輝かがやかせて、

「デートをさせるのよ。さっき言ってたでしょ？　ニルヴァーシュが、二人の共通の思い出だって。だから──」

　正気か、という顔になるホランドに、「もちろん」とタルホは片目をつぶって、

「二人とも未成年だから、大人の保護者つきでね」




　医務室から出たレントンは、鬱うつ々うつと通路を歩いていた。

　ホランドに蹴けられた胸の辺りをさすっていると、自分の足音が二重に聞こえるのに気づいた。こちらが立ち止まれば同じくもう片方の足音も止まる。後ろをうかがうまでもない。銃じゆうを手にした愚ぐ連れん隊たいメンバーのひとり、時には二人によって、常に監かん視しされているのだ。

「部屋に戻るだけです。もういいでしょ」

　無む駄だだと知りつつ声をかけるが、やはり返事はない。舌打ちして、早歩きになった。背後の足音も寄り添うように追ってくる。

　あれからほとんどメンバーの誰だれとも会話したことがない。通路の角や食堂でばったり出くわすたび、皆みな、レントンをじっと見やる。非難も憎にくしみも、そこにあるのかどうか実はわからない。レントンのほうから視線を逸そらすからだ。

（みんな、結局は自分のためだけじゃないか）

　ともすればやましさを感じそうになる自身の心を、レントンはそうやって叱しつ責せきした。しかし両親のやったことやドミニクの教え、エウレカのことなどが順ぐりまわって、自分でも感情の整理がつかない。世界は混こん沌とんとし、いっこうに定まったひとつの顔を見せてはくれない。

　ドアの前に立った。カードキーを差し入れ、開いたドアの隙すき間まからなかに入ろうとする。

「協力する気はないのか」

　突とつ然ぜん声をかけられ、レントンははじめて振り返った。ケンゴウだ。月光号では砲ほう術じゆつ士をやっている。岩をのみで削けずったような厳格な顔立ちはレントンをスカウトに来たときのまま。いま改めて見ても、やはり一七歳などとは信じられない。

　何か答えようとして、しかし結局は口を閉とざしてなかに入る。ドアが閉まる寸前、

「おまえの両親は、おれたちから夢を見る権利も奪うばった」声だけが滑すべり込んでくる。「夢を与あたえてくれ、レントン・サーストン。おれたちが生きていけるって夢を」

　ドアが閉じてもなお、レントンは入口付近で突つっ立っていた。足音が完全に途と絶だえたあとで、ベッドに身を投げ出した。

　何も考えずに横たわっていると、なぜか軍学校のときのことが思い出されてきた。あのときも多数の視線にさらされてはいたが、レントン自身、やるべきことがわかっていたのでそれを意識から振ふり払はらうこともできた。しかしいまは自分の境きよう遇ぐうも複雑になりすぎている。どんなに無視しようにも、気がつけばあらゆる迷いと、そこに付ふ随ずいした苦しみが傍かたわらにいる。

　いまさらになって、キリー・キャンベルの顔も浮うかび上がってきた。レントンが所属した第三〇三独立愚連隊が軍を裏切ったことを、彼は知らされているだろうか。それとも軍事機密として秘ひ匿とくされたままだろうか。もし知ったとしたなら、彼は笑うだろうか。思ったとおりだ、あいつはやっぱりカルトの子だぜ、と。それとも怒おこるだろうか。彼の友人が、故郷を滅ほろぼされたあと突然学校からいなくなったときみたいに。

（どうでもいい）

　馬ば鹿か馬鹿しい思いに駆かられて、枕まくらを壁かべに投げつけた。それからまた大の字に寝ねそべる。

「エウレカ」

　つぶやきは自然とこぼれ出た。

　ここで愚ぐ図ず愚図していられない。本当なら、このままエウレカを連れて逃にげたい。あのワルサワに戻れば、ひょっとしたら記憶を取り戻すかもしれない。しかし、ホランドの言う神の鉄てつ槌つい計画とやらが気になるのも事実だった。すべてが真実だとも思えないが、しかしすべてが偽いつわりだとも思えない。何よりレントン自身が実戦を経験したことで、いまの人民解放軍がイマージュと対等に戦えていないことぐらいは肌はだ身みで感じている。それならばいっそ、人々を巻き込んででも──と、軍ならばやりかねない。

　だからといって、エウレカと自分にならそれを止めることができる、というのも馬鹿げた話だった。何をどうすればいいかもわからないし、第一、失敗すればドーハの悲劇の二の舞まいだという。そしてそれだって他人に、ホランドに教えられたことなのだ。何を信じていいかもわからない。唯ゆい一いつ信じられるエウレカはというと、あれから自分を見てもくれなくなった。

「ちくしょう！」

　ベッドをぼすんと殴なぐりつけたとき、

「レントン？　レントンくん、入っていいかしら」

　インターフォンが声を発した。外からカードキーを差し込む音もする。この部屋で自分用の鍵かぎを持つのは許されないらしい。

「駄だ目めなら駄目って言ってね。一分くらいは待ってあげる。ズボンを上げたり、本を隠かくしたりするのも間に合わなくって、あとで気まずい思いをするよりは……」

「いいですよ！」

　レントンは、こうなったいまでも、何とはなしにタルホが女性として苦手だ。ドアが開くと、タルホがにっこりと微笑ほほえみかけてきた。拘こう束そくしている相手にどういう神経をしているんだ、とレントンがむっとしかけたとき、

「はい」

　とタルホがあるものを差し出してきた。コンパク・ドライブである。

　呆あつ気けに取られて顔を上げると、

「デートの誘さそいよ。あ、相手はわたしじゃないわよ、もちろん」







３──

「何が大人の保護者つきだ」デビルフィッシュのコックピット内で、ホランドは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でいた。「第一、おれだって未成年だぞ」

　一方、ニルヴァーシュのコックピットにはレントンがいた。隣となりには、補助シートに腰こしかけたエウレカがいる。

「いくよ。ちょっと揺ゆれるから、気をつけてね」

　カタパルトレールから発射した。最初の波を拾って、まずは月光号周囲を旋せん回かい。デビルフィッシュは、少し離はなれた空域でリフティングしている。

「エウレカ、見て。一面空だよ」

　これが晴天の、青一色の世界だったらまた気分も違ちがったろうが、何しろ真昼ではエウレカが傷ついてしまう。しかしこうして星空に囲まれながらの航行も悪くなかった。

「まるで、宝石箱みたいだね」

　聞きかじりのカッコいい台詞せりふを言ってみるのだが、エウレカは相変わらずだ。シートにちょこなんと腰かけたまま、見つめるものすべてに穴を開けるつもりなんじゃないかというくらいぱっちりした目で前のみを見み据すえている。それでもレントンは精いっぱい背せ伸のびして、

「何てロマンチックなんだろう。あの星ひとつひとつに、この地球みたいに命が宿っていたら、素す敵てきだろうな。そして、それぞれの星でもきっと恋こい人びと同士が肩かたを並べて、ぼくたちみたいにこうやって星空を……」

「レントン、聞こえるか」前置きもなしに通信ウインドウが開いて、ホランドが無ぶ粋すいにもレントンの台詞を遮さえぎる。「こちらは常におまえの機体をロックオンしている。ちょっとでも妙みような真ま似ねをすると、遠えん慮りよなしにぶっ放すからな。覚かく悟ごしておけ」

「わかってるよ、ＩＫＦコードだって出しっ放しにしてるだろ」

　ややしらけた顔でレントンは答えた。

（ニルヴァーシュに乗ってエウレカとデートしてきたら？）

　タルホからそう提案されたときは、正直戸と惑まどった。今度はどんな企たくらみがあるのかと警けい戒かいもしたのだが、にんまりしたタルホの顔を見ていると、勘かんぐるのが何だか馬鹿らしくなった。ニルヴァーシュに乗せればエウレカの状態にも何か変化があるのではないか、とはレントンも思わなくもなかったので、これに同意。何より、殺風景な医務室以外で、二人の時間を過ごしてみたかった。

　月光号の周りを何度となく旋回する。波の状態は決してよくない。トラパー量が薄うすいせいだが、ニルヴァーシュは次から次へと波を蹴けって、ボードをバウンドさせながら優ゆう雅がなカーブを描えがいている。正直なところ、それはレントンの腕うで前まえによるものではなかった。

「わかる？」レントンはエウレカの横顔に向かって笑いかけた。「ニルヴァーシュの奴やつ、はしゃいでるんだ。きみがいてくれるから、いいところ見せようと張りきってるんだよ」

「そう」

　エウレカは素っ気ない。その口調と、真っ白い肌はだ、一四歳にしてはどこか大人びても見える横顔のラインに、レントンは何とはなしに落ち着かないものを感じながら、

「昔、エウレカとニルヴァーシュはずっといっしょだったんだよ。ぼくと三人でよく遊んだりもした。生意気な奴だったから、喧けん嘩かもしたりしたけど……」

「もっきゅう」

　突とつ然ぜん聞こえてきた声にエウレカの肩がわずかに上下した。レントンは笑い、

「ね？　すぐこうやって口答えしてたんだ。……どうだろ、何か思い出さない？　そりゃ、ニルヴァーシュは見た目が変わっちゃってるから、すぐには無理かもしれないけど──」

「そうね」エウレカはすぐにもとの態度に戻もどって答えた。「わからないわ。何も覚えてないもの」

（そんな）

　つっけんどんな態度ばかり取られると、レントンもむっとするものを感じないでもない。思い出す努力くらいはしてほしい。が、それをレントンはぐっとこらえ、

「ようし」とふたたび虚きよ勢せいを張って、「じゃあ、エウレカにとっておきのものを見せてあげる」

　言うなり、操そう縦じゆう桿かんを引いて急きゆう上じよう昇しようをはじめた。シートに押しつけられたエウレカが小さく悲鳴をあげる。突然のその行こう為いにホランドはぎょっとして、

「おい、待て。レントン、どこへいく。まさか逃にげようってんじゃ……」

「うるさい」

　通信を切って、さらに上昇。ついには月光号が点のようになって見えた。エウレカがわずかに驚おどろいたようにレントンを見やる。それに微笑みかけると、はっとした風に前へと向きなおった。が、

「エウレカ」

「……何？」

　呼ばれて、再度レントンのほうを向いた。一いつ瞬しゆんの間があった。エウレカが何かに気づいて、「あっ」と声をあげる。レントンはまるで「降参」というように両手を上げていた。

「手放し運転」

「レントン！」

　ガクン！　とコックピットが揺ゆれたかと思うと、ニルヴァーシュは真っ逆さまに落下をはじめた。

　くるくると回転しつつ、こちらに猛もう追ついしかけていたデビルフィッシュと高速ですれ違う。

「きゃああああっ」

　エウレカの悲鳴も渦うずを巻いた。星明かりが糸を引いて、あたかも流星雨のように乱れ飛んでいる。ついには月光号をも追い抜ぬきかけたとき、レントンはようやく操縦桿に手をかけた。ボードが空中の波を拾うとともに、コックピットがふたたび衝しよう撃げきでバウンド。両りよう膝ひざをたわめて衝撃を殺したニルヴァーシュが、今度はなだらかに上昇しはじめた。

　レントンは笑った。こんなに胸のすくような思いがしたのは久しぶりだった。声をあげて笑ったのなんて、もう一〇年近く前のことのような気がする。シートにしがみついていたエウレカは、自分が笑われていると思ってか、きっとレントンをにらみつけた。

「馬ば鹿か！」言うなり、レントンの腕うでを打ぶつ。「馬鹿、レントンの馬鹿！　怖こわかったんだから、本当に……」

「やっと」

「え？」

「やっと、レントンって呼んでくれたね」

　エウレカが息を吞のむのがわかった。その、うっすらと涙なみだをたたえた瞳ひとみが、たとえようもないくらいに魅み惑わく的で、レントンも思わず赤面した。しかしエウレカはすぐにぷいっと顔を背そむけて、

「……あなたが、そう名乗ったからよ。わたし、知らない。覚えていない」

「そんなはずないよ。ぼくたち、小さいときはずっといっしょだったんだ。ねえ、もしかして、人間に怖い目に遭あわされて、痛いことされて、それでぼくたちを恨うらんでいるかもしれない。でも、それでも、思い出してほしいんだ。ぼくがもうそんなことさせやしないから。ぼくがエウレカを守るから。軍から、イマージュから、ホランドたちからも」

　コックピットで胡坐あぐらをかき、「ちっ」とホランドは舌打ちしていた。ブリッジで、タルホはそんな彼の姿を見て苦笑いしながらも、並べて表示させたニルヴァーシュ内の映像に注意深く目を凝こらしてもいる。

「誰だれも頼たのんでない。わたし、誰に守ってもらわなくても平気。言ったでしょう？　わたしはイマージュなの。人類の敵なの」

「エウレカ」

「わたしは、イマージュによって、人間そっくりにつくられたロボット。この手も足も心臓も、精せい巧こうな人間のコピーなの。紛まがい物なの。……それにね」エウレカは無感動な瞳でレントンを見つめる。「ここにいるのは本当のわたしじゃない。本当のわたしの魂たましいじゃないの」

「本当の魂……じゃない？」

「そう。本当のわたしの魂はイマージュのなかにいるの。ここにいるわたしの魂は、その魂のコピー。人型につくられたロボットが、人間らしく行動できるようにと埋うめ込まれたプログラムに過ぎない。見たでしょ？　わたしが、イマージュとコンタクトしているところを」

　医務室のベッドで、スパークに取り囲まれながら不可思議な『神話』を語っていたあのときのことだろう。

「わたしの身体からだのクリスタルには、この世界で生きてきたすべての情報が詰つまっているんだろうと科学者たちは言っていたわ。人間を調査するためにね。そしていずれわたしの身体は活動を停止するだろうとも。そのときにはイマージュにクリスタルを抜き取られ、いろんな記き憶おく、いろんな気持ち、すべてを持っていかれる。わたしひとりのものなどないの。わたしだけが持っていたい、大切なすべてを持っていかれるの」

　ホランドも体勢を改め、通信に聞き入っている。エウレカはスミレ色の瞳をふいっと逸そらし、

「だから、たとえ思い出したとしても、わたしの記憶に、そのときの感情に、意思に、意味なんてないの。それだって、ただの紛い物なのだから。だから、レントン」

「な、何？」

「忘れて」

　はっとレントンは打たれたように身をすくませた。ホランドもタルホも。

「わたしとの記憶なんて、忘れてちょうだい。持っていてもまったく意味がないものだわ。そして、わたしじゃなく、あなたと同じ人間との新しい記憶を、思い出をつくればいい」

「エウレカ、な、何言ってるんだよ、忘れられるわけないだろ」泣き笑いの顔でレントンは訴うつたえる。「ぼくはずっとエウレカを捜さがしていたんだ。本当だよ。エウレカといっしょにワルサワに帰りたいって、そればかりを願ってたんだ。見て、エウレカ」

　レントンは胸からペンダントを取り出した。

「ドミニク先生にもらったこのペンダント、覚えていない？　これに願うと、どんな夢も叶かなうって。いっぱいいっぱい、ポケットからあふれるくらいにお願いすれば、光り輝くんだって。そしてなかにある種は一〇〇年に一度、虹にじを咲かせるんだって。だからいっしょにお願いしようって約束したこと──覚えてない？」

　弱々しくかぶりを振ふるエウレカに、まるですがりつくような姿勢でレントンはつづけた。

「エウレカ、ちゃんと見てよ。だって、ぼくとも、先生とも約束したじゃないか。ねえ、だからエウレカ」

「知らない！」

　乱暴に振り払はらわれたペンダントが宙を舞まい、固い音を立てて足もとに落ちる。レントンは怒おこるべきか、泣くべきかも迷いあぐねるような顔で、エウレカの頑かたくなな横顔を見つめるばかりだった。

　それからほどなくして、二人は言葉もないままに月光号へ帰き還かんさせられた。

　同じくデビルフィッシュから降りたホランドは、まっすぐにブリッジへと向かった。顎あごに手を当て、何かを考え込んでいる風なタルホに、

「せっかくのおまえのアイディアも、無む駄だだったな」と声をかけた。「ちくしょう。この期ごにおよんでまさか、ガキ同士の恋こいが成じよう就じゆするよう、お祈いのりしなきゃならねえとはな──」

「許せないわ」

「何？」

　タルホは青ざめた顔で、何もない場所をにらみつづけている。

「『ドミニク先生』よ。レントンたちといっしょにいた、ってことはワルサワよね。そのワルサワのドミニクってことは、あのアネモネが助けを呼んでいた人に間ま違ちがいないわ」

「だろうな」

「だろうな？」今度は顔を赤らめて、タルホはホランドに喰くってかかった。「アネモネはあんなに必死に助けを求めていた。声をからしてずっと泣いていた。わたし、いまでも夢に見るくらい。わたし自身が怖こわい思いをした記憶とは別にね。それなのに、そのドミニクって男、ドーハの悲劇のあとも、ワルサワで、今度はエウレカで、研究をつづけていたんだわ」

「お、おい」

「アネモネで失敗したから、次はレントンというアイテムを用意した。そう、アネモネの失敗も、彼にとってはデータ上のミスでしかなかった。──そうか死んだか、駄だ目めだったか、じゃあ次はこうしよう、ああしようって、頭を悩なやませるだけのものでしかなかった！」

「落ち着け、タルホ。昨日からおかしいぞ。一度見ただけの、話をしたこともない女のことで、何をかっかしてるんだよ。それより、考えなきゃならねえことが山ほどあるだろう」

「何よ？　考えなきゃならないことって」

「だから、レントンとエウレカのことだって。エウレカの記憶を戻もどす方法とかだよ」

「男って、本当、どこ見てるんだろ。馬ば鹿かね、本当に」

「何だよ」さすがにむっとしてホランドが声を荒あららげた。「おまえも焦あせってるのはわかる。だからって……おい、タルホ。聞いてんのか、おい」

　剝むき出しの肩かたを揺ゆさぶった。するとタルホの目が焦しよう点てんを失ったかと思うと、突とつ然ぜん腰こしから崩くずれ落ちた。「おい!?」とホランドがあわてて抱だき止める。反射的にか、ホランドの胸もとにすがりついた彼女の手はしかし、すぐに力を失ってだらりと垂れた。

「タ、タルホ！」

「どうした？」

　クルーたちが異変に気づいて駆かけ寄ってきた。タルホの顔は血の気を失っていて、それを抱き止めているホランドも負けず劣おとらず、顔色を青くさせていた。

「ま、まさか」通信士の少女がわなわなと全身を震ふるわせる。「タルホ、まさか、もう命が……」

「そんなわけねえ！」ホランドは叫さけんだ。「早く医務室へ……ミーシャのところに連れていくんだ」

　意識を失ったタルホを数人がかりで医務室へと運ぶ。ミーシャがすぐに彼女をベッドに寝ねかしつけた。ミーシャには同じくワルサワの生いけ贄にえとなった弟がいた。成長がひときわ速かった彼は、すぐに立てなくなった。デューイに押し込められた収容所内で弟の看病をすることの多かったミーシャは、独学で医い療りようを学んだ。弟はドーハの悲劇から二年と待たずに老ろう衰すいで亡なくなったが、その後もミーシャは勉強をつづけていたのである。

　ホランドたちは外へと追い出された。ドアの外には仲間が多数群がっていた。

「ホランド」

「大だい丈じよう夫ぶだ。見た目の年ねん齢れいだって、寿じゆ命みようが尽つきるほど老ふけちゃいねえだろ？」

　顔色を失ったホランドの笑えみは、妙みような凄すごみがあった。

「おれたちの身体からだのことなんて、誰だれにもわからないんだ」ハップが沈ちん痛つうな顔で言った。「ダチュラにも副作用があるかもしれない。体内のトラパーが、あのとき虹のトンネルでそうしたようにまた体組織をばらばらにするかもしれない。見た目なんて当てになるもんか」

「おれたちだって、いつ倒たおれるか……」

「考えるな」

　地を這はうようなホランドの声に、医務室の前に集まった人々は押し黙だまった。

「いま考えたって状じよう況きようがよくなるわけじゃねえ。こんな……こんなことは、覚かく悟ごの上だったろう。ともかくいまは、おれたちの目的を遂とげることだけを考えるんだ」

　あたかも自身に言い聞かせるかのようにホランドは言い、それから皆みなが去ったあと、通路の壁かべをいきなり殴なぐりつけた。その拳こぶしにおのが胸をぶち当てるように壁に寄りかかって、

「時間がねえ」

　小さく、口にした。

「時間がねえんだ。世界以上に、おれたちには」




　軍の高こう速そく連れん絡らく艇ていがブースト全開で離り陸りくしていく。

　うかつだった、とその艇内でコーダは臍ほぞを嚙かむ思いだ。ワルサワにいたＥ計画実験体七号と、トレゾアで第三〇三独立愚ぐ連れん隊たいに奪うばわれた最重要機密の個体認にん識しきコードはまさしく一いつ致ちしていた。さらには、レントン・サーストン。『彼ら』がリスクを冒おかしてまで一四歳の少年を仲間に引き入れたことを、もっと早くに調べておくべきだったのだ。

　と、隣となりに座っていた秘書官マリアが、携けい帯たい端たん末まつをコーダに見せた。先ほどからネット接続していたのだ。

「ワルサワのモリタ官かん吏りからの追加情報です。残されたデータから察するに、ワルサワの人々はレントン・サーストンやエウレカの夢を記録しつづけていたようです。まるで、少年と少女がひたすらに同じ夢を見るようなテストを行いつづけていた、と」

「夢」コーダはいったん目を閉じた。「それももちろん、彼らなりの計算上で導き出した答えのひとつなんでしょう。ドーハの悲劇を調べ尽くした彼らが、今度こそ計画を成功させるために用意したものたち。それらすべてのアイテムが、いまや第三〇三独立愚連隊の手に揃そろっているなんて」

「では、ゲーリイ・ブライトン大たい佐さの告発は正しかったのですね。ワルサワは、ふたたびカルト化していたと見て、間ま違ちがいないでしょう」

「わからない。研究途と上じようにあるものを完かん遂すいさせたいというのは、学者にとっては本能めいたものかもしれない。それに、これは確かに、凡ぼん俗ぞくのイマージュ研究とはまったく異なるアプローチからのもの。こうしたベクトルからの視点が、イマージュの特性をこれまで以上にあぶり出しているとも考えられる。とはいえ、」

　コーダは親指を嚙んだ。昔、親から注意されてもなかなか直らなかった癖くせのひとつだった。当然、政治家になってからはそんな仕草を公然と見せたことなどない。

「ワルサワの思おも惑わくはどうあれ、現在の愚連隊の目的ははっきりしている。わざわざそれらのアイテムを強ごう奪だつしたのだもの。レントン少年とエウレカを用いて、イマージュに突とつ入にゆうするつもりだわ。神話再生計画を行い、彼らが望む世界をつくるために……」

「ですが」マリアが眉まゆを寄せた。「ドーハの悲劇の際には、ワープ航法のための実験と称しようして、四〇〇〇ジゴワットものエネルギーを集めたのだそうです。そんな国家レベルのエネルギーを、反乱部隊に過ぎない彼らが、いったいどうやって……」

　コーダは親指を嚙んだ姿勢のまま、無言になった。艇内の座席に、二人以外の姿はない。重々しいエンジン音のみが響ひびいていた。と、

「エネルギーを集める必要はないわ」天てん啓けいを受けた僧そうのような表情で、コーダは顔を上げた。「そう、わざわざ用意する必要もない。彼らは、ただ待ちさえすればいい」

「待つ──？」

「そう。神の鉄てつ槌つい発射のその瞬しゆん間かんを」

　あっ、と声をあげた秘書官の隣で、コーダは自ら答えを導きながらも呆ぼう然ぜんとした顔でつづけた。

「彼らは、その膨ぼう大だいなエネルギーとイマージュが接せつ触しよくした瞬間、『白き聖なる者』に乗せた少年少女を突入させるつもりだわ。すなわち神の鉄槌が発射されれば、ドーハの悲劇が再来するということ。いいえ、以前より規模が大きいことは間違いないでしょう。ブラックホールの出現と、乱された素そ粒りゆう子しが地球そのものの壊かい滅めつをも招きかねない。しかし撃うたねば、地球はイマージュに吞のみ込まれる。いずれにしても、この星からたとえ数万の人間が逃れられたとしても、戻るべき故郷は永遠に失われてしまう」

　追い詰つめられたわね、とあとは声に出さず、コーダは心中のみでつぶやいていた。



















１──

　霧きりが濃こく立ち込めているなか、砲ほう撃げき音が連続して聞こえてくる。ＫＬＦの脚きやく部ぶスピンホイールの駆く動どう音がそれに重なり、やがて通信が入り乱れた。

「シグマ０１より０２へ。再度説明を求む。コントロール不能とはどういう意味だ？」

「こちらシグマ０２。わかりません。先行するラムダ小隊が、そう伝えた直後に通信を途と絶ぜつさせているのです！」

　人民解放軍ＫＬＦ隊が戦場を探たん索さくしている模様を、隊長機のカメラがとらえた映像らしい。隊長機は本部へ通信を入れて、撤てつ退たい許可を受けた。

「各機、捜そう索さくを中止せよ。ラムダ、ゼータ、オメガ各小隊の失しつ踪そうの原因、特定ならず。これよりライン六七〇〇まで……」

　瞬しゆん間かん、いちばん近くにいた味方ＫＬＦの装そう甲こうに多数の穴が開いたかと思うと、炎ほのおを噴ふき上げて横よこ倒だおしになった。直後に爆ばく破は。カメラが一瞬白くフラッシュした。

「た、隊長、助けて下さい！」

「待て、落ち着け。こちらではイマージュ抗こう体たいの反応が確かく認にんできない」

　通信が混線する。味方機が次々と撃げき破はされていくなか、隊長機のカメラも、霧の向こうからぬうとあらわれる巨きよ大だいな人ひと影かげをとらえていた。ＫＬＦだ。モニター内のＩＫＦが、ラムダ隊の機であることを告げている。とともに、目の前の地面が水柱のように跳はね上がった。ラムダ隊機からの攻こう撃げきである。

「き、貴様ら」

　隊長機もここに来てようやく火器管制コンピュータへその味方機を『敵』と認識するよう命令を下したが、すでに時遅おそかった。霧のヴェールの向こうから、マズルフラッシュがいく重えにも瞬またたく。たちまちあがった悲鳴は、あまりの大音量のために音割れを起こしていた。映像が搔かき消えて、代わりにザーッと砂すな嵐あらしが走る。

　人民政府閣かく僚りよう会議場。

　記録映像が途と絶だえると、室内は重々しい空気に満たされた。その空気を破って、国務委員長のクゼミがしゃがれた声を出す。

「ＫＬＦ中隊が、丸ごと同士討うちで滅ほろんだ？」

「ＫＬＦの同士討ちは以前からもいくらか報告のあった現象ですが、近ちか頃ごろになってその規模も数も爆ばく発はつ的に上じよう昇しようしています」軍部高官が汗あせを拭ぬぐいながら説明する。「確認されただけでも、ＫＬＦ隊が同士討ちをはじめたケースは数百にも及および、現在も世界に拡大中。あらゆる戦場で頻ひん発ぱつしているため、イマージュが人類勢力圏けんに迫せまっても、容易には作戦行動が取れません」

「兵士のストレスが原因か？」

「にしては隊丸ごとヴォダラク化、というのも極きよく端たんな話ではありませんか。あるいは、トラパーで操あやつられたか」

　政府高官のひとりが言うと、書記長のブラヤが苦々しい顔で頷うなずいた。

「ありそうなことだ。トラパーが心身に与あたえる影えい響きようはいまだ解明されておらん。何か対策はないのかね？」

「いまのところ、何も。軍事科学研究部においては、現在のコンパク・ドライブでは機械の動きは保証できても、人体への悪影響そのものは避さけられなくなってきている、という見方を示しておりますが」

「最近になって確認された、イマージュの収縮現象との相関性は？」

「はっ」

　大型モニターにふたたび映像があらわれた。イマージュからの避ひ難なん民みん映像、航空写真によるイマージュ映像の上に、グラフや解かい析せき映像がかぶっている。

「イマージュの収縮現象は現在速度を上げて、赤道を突とつ破ぱし、なおも南下中です。この速度に呼応するかのように、今回の同士討ち現象が起こる範はん囲いは北上中。このペースでいきますと、両者が地球の極に到とう達たつするのは、ほぼ同じタイミングであると思われます」

　高官がそう伝えると、クゼミが身を乗り出して、

「そのままイマージュが消失する、ということにはならんのかね？」

「あり得ません」高官は緊きん張ちように面をこわばらせながらも、きっぱりと断定した。「収縮はしていますが、質量が変わっていないのです。むしろ増大しています」

　閣僚たちが「おお」と絶望とも嘆なげきともつかない声を発した。

　目を閉じて聞いていたブラヤが顔を上げる。あたかも人々の動どう揺ようをあざ笑うかのように唇くちびるをひん曲げて、

「まるで決着を望んでいるようではないか、イマージュは」

「決着？」

「我々が生き残るか、奴やつらが生き残るのかをな」

　言ってから、ブラヤは空席になっている場所を見た。

「コーダ同志はどうした？」

「こちらに向かっているとは聞いているが」

　クゼミが答えると、ブラヤは首を左右に振ふった。

「いたしかたあるまい。コーダ同志欠席のまま決を採る」

　皆みな、緊張の面おも持もちになったが、さすがに襟えりを正して正面に向き直った。ブラヤ自身、覚かく悟ごを決めた表情で胸をそびやかす。

「もはや猶ゆう予よはない。ＫＬＦが満足に動けぬ状じよう況きようでは、早晩、人類はあの汚けがらわしい生命体に吞のみ込まれる。よって、我はここに神の鉄てつ槌つい計画の発動を宣言する。異のある者は申し出よ」




　同時刻、人民政府議事堂に通じるエレベーター内では、コーダが焦あせりの表情で親指を嚙かんでいた。

「ワルサワのカルト集団が算出していた計算によりますと──」

　わずか半時間前、首都へ向かう政府専用列車内での、テレビ電話におけるモリタとの会話が自然と思い出されてくる。

「ワームホールの出現サイズ、および時間は、照射されるエネルギーとイマージュの質量によって決定されるようです」

「つまり照射されるエネルギーが大きければ大きいほど、イマージュの質量が大きければ大きいほど、巨大なワームホールが出現するというのね？」

「はい。ドーハの悲劇では、〇・三秒間、ワームホールが出現していたとされます。もしコーダさまがおっしゃったことが行われたとすれば、おそらく三〇秒間、ワームホールが出現すると思われます。三〇秒あれば、ワームホールを形成しているブラックホールが、地球を吞み込んでしまうには充じゆう分ぶんな時間なのです」

　チン！　と音を立ててエレベーターが止まった。顔を上げるコーダの前で扉とびらが開く。

　すぐさま一歩を踏ふみ出そうとしたコーダだったが、外には赤い衣装を身につけた近この衛え兵らが待ち構えていた。物ぶつ騒そうにも銃じゆうを斜ななめに捧ささげ持っている。コーダは顔をしかめた。

「何ごとか？」

「コーダどのとお見受けする」

「いかにも。これより議事堂に入る。道を開けよ」

「ここは一等政務官以上の者しか入ることができません。どうぞお引き取りを」

「どういうことか？　わたしは」

「コーダ同志は文部科学大臣の解任、および政務官除じよ籍せきとの報告を受けております」

「馬ば鹿かな！」コーダは構わず押し入ろうとした。「たわ言につき合っている暇ひまはない、時間がないのよ！」

「な、なりませぬ。これ以上我々の警告を無視されるようなら、逮たい捕ほもやむを得ませんぞ」

　押し留とどめようとする近衛兵たちと揉もみ合いになる。

「離はなしなさい。このままでは危険なのよ、神の鉄槌を発射しては！」

「神の鉄槌計画は、正式に発動されたよ」

　その声にコーダは驚おどろき、兵たちもろとも動きを止めた。

「書記長」

　ブラヤがいつもの厳しい顔つきでコーダを見ていた。

「各地のイマージュが南極に集中しはじめている。計算では、神の鉄槌を最大出力で発射すれば、一いち撃げきで消しよう滅めつできるそうだ」

「なりませぬ。ドーハの悲劇が、いえ、それ以上の悲劇によって、太陽系、あるいは銀河系そのものさえ消滅しかねないのです！」

「推論で国は動かんよ。もはや人民は限界なのだ。貴公が何を摑つかんだかは知らぬが、人民はイマージュの殲せん滅めつを望んでいる。ならばそれを行うのが民主主義であり、我ら政治家だ」

「しかし真相は」

「もうよいのだ、コーダ同志よ」ブラヤは外部からの何もかもを遮しや断だんした態度でかぶりを振る。「我々の選せん択たくは、我々を選択した人民のよし悪あしは、のちの歴史が判断してくれる」

　コーダは絶望に天を仰あおぐ代わりに、ある種の敵意を込めてブラヤをにらみつけた。

「……歴史がつづいてくれればよいのですがね」




　一二時間後。首都空港のターミナルは人の群れでごった返していた。

「わたしは秘書官失格かもしれません」私服姿のコーダと向かい合ったマリアが、沈ちん痛つうな面持ちで言った。「最後までお供ができず、あまつさえコーダさまのチケットを譲ゆずり受けるだなんて」

　コーダは微び笑しようした。

「いいのよ。充分あなたは尽つくしてくれたわ。退職させてしまった責任もあるしね？」

「コーダさま」

　ぐっとこみ上げてくるものを押し殺してうつむいたマリアは、コーダの足もとにある小さな旅行カバンに気づいた。

「ずいぶん、お荷物が少ないのですね」

「世界が終わるんだもの。これくらいで充分よ」

　沈ちん黙もく。周囲は、避ひ難なん民みんらしき者たちであふれてはいたが、一様に疲つかれきった顔をしていて、ほとんどが無言を貫つらぬいていた。ある男の子がリュックからパンの切れ端はしを取り出した。ちぎって食べようとしたところ、ひと切れを落としてしまう。それをさっと横から別の子供が拾い上げた。ためらいもせずに口に入れたその子供を、リュックを手にしたほうの男の子が突つき倒たおした。止めに入った大人たちの声、そして子供たちの泣き声。

　コーダが眉まゆを寄せた。どれほど切実に世を案じようとも、彼女の身分では毎日の食事に事欠いたことはない。顔を見知った誰だれかがイマージュの侵しん攻こうにあって殺されたという報告は多数耳にしていても、この目でじかに人類の脅きよう威いを目まの当たりにしたことはない。

　いまは考えても詮せん無きことだった。ポケットから紙切れを取り出すと、

「ありがとう、これを届けてくれて」

「いえ、わたしはユルゲンスさまから頂いたメールをプリントアウトしただけです」

　紙には、軍部や公安関係からの情報がまとめられていた。

「でも、これを届けてくれたことで、わたしは真相に迫せまることができる」

「やはり、いかれるのですか」

　心配そうな秘書官に、コーダは肩かたをすくめた。

「乗りかかった船ですもの。世界が終わる瞬しゆん間かんまで、真相を調べてやるわ。たとえ七号や第三〇三独立愚ぐ連れん隊たいには追いつけなくてもね」

「お強いのですね、コーダさまは。わたしなどは怖こわくてたまりません」

「あきらめが悪いだけよ」コーダは足もとのカバンを取った。「それじゃあ、いくわ」

「神のご加護を」

　一礼したマリアに、コーダはまるでもののついでのように言った。

「ご主人によろしくね。幸せになるのよ」

　マリアははっと息を吞のんだ。まさか知られているとは思いもしなかったのだ。コーダの悪戯いたずらっぽい目線に気づいて、

「は、はい！」

　涙なみだをこぼしつつ、元秘書官は笑えみを浮うかべた。どんな状じよう況きようであれ、世界の終わりを覚かく悟ごするというのと、ひとりの男とこれから添そい遂とげようとする女の覚悟はまったく同種類のものなのかもしれない、とコーダはその若々しい笑顔を見て、何とはなしに思った。

　ほどなくして、空船が轟ごう音おんとともに飛び立っていく。首都から、いやいずれはこの地球上からも遠ざかっていくだろう人々である。コーダはその航こう跡せきを見上げ、やがて彼女自身もその場を発たった。







２──

　ベッドに横たわっていたタルホが起き上がり、服を整ととのえた。月光号の医務室内だ。そんなタルホの様子をミーシャが見つめている。

「ごめんなさいね。わたし、せいぜい准じゆん看護師程度の腕うでしかないから」

「いいのよ。ミーシャに診みてもらえるだけでも安心するから」タルホの笑みは、いくぶん憔しよう悴すいしていた。「ひとりだけだと、怖くて、夜中にでも叫さけび出したくなるくらいなんだから」

「ねえ、いいの？　本当に言わなくて」

　ミーシャが声をひそめて言うと、タルホは頷うなずいた。

「言ったら、あいつは絶対に夢をあきらめる。そういう奴やつだから」

「タルホ」

「それにあいつの夢は、あいつだけの夢じゃない。それが叶かなうのは全員の願い」どこか陰かげのある笑顔でタルホは言いきった。「もう個人の願いにこだわることなんてできないのよ」




　月光号は軍の動きに警けい戒かいしつつも、目的地目指して突き進んでいた。何度か軍の部隊とニアミスを起こしかけた。しかし逆位相波放出ステルス装置で難を逃のがれている。その都度ルートを変へん更こうせねばならなかったが、とりあえず大きな問題はなかった。

　であるにもかかわらず、船内の空気は日増しに息苦しくなっていった。

　第一に、目的に近づいているという高こう揚よう感かんがあった。

「もうすぐいける」

　と誰もが笑顔で話した。しかし、だからこそ──目的が間近にあるという実感があるからこそ、本当にそれを果たせるのかという不安もまた日増しに高まってきているのも事実だった。

「なあ」

　と、月光号の廊ろう下かで、倉庫で、格納庫で、と、あらゆるメンバーが同じ話題を選んでいた。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶなのか。おれたちは、必要なものすべて揃そろえられたのか」

「何言ってる。ニルヴァーシュを見たろ。軍やイマージュをあっという間に壊かい滅めつさせやがった。あんなこと、神話の登場人物以外の何だっていうんだ」

「だからだよ」副長のハップがうっそりと言う。「神話に出てくる白き聖なる者は、戦うことなく敵を浄じよう化かさせることができるという。なのにあれは軍に対して殺さつ戮りくを行った。なぜだ？」

「まさか、レントンが……あいつらが偽にせ者ものだっていうのか」

「ただの人間だったら、ニルヴァーシュであんなことできるはずないわ」

「何かが欠けているんだ」別のメンバーが言った。「アネモネと、おれたち……ドーハの悲劇のときみたいに」

「ワルサワはあの失敗を踏ふまえて、人型イマージュと対ついになる存在を研究していた。それなのに、サーストンは肝かん心じんのエウレカとコミュニケーションが取れていない」

「そもそもおれたちに協力する意思もない。下手をしたら、土ど壇たん場ばで裏切られる可能性だってあるんだ。いくら銃じゆうで脅おどしたって、イマージュに突とつ入にゆうしろなんて命令、奴らだって命いのち懸がけで拒こばむだろうさ」

　ホランドが以前口にしたように、彼らとて神話再生計画の理論を理解できているわけではない。人型イマージュが伝えたという『神話』になぞらえて行動するしかなかった。だからこそ神話と現実との違ちがいが気にかかる。ほんのすこしでも手違いがあれば、結局はまた悲劇の被ひ害がい者しやになるのではないかという恐おそれがある。

「イマージュは、おれたちを誘さそい招いている」ハップが言った。「人類に、ネバーランドに来いと。だからこそ神話を、人型イマージュを、白き聖なる者をおれたちに遣つかわしたんだ。そのイマージュが焼き払はらわれようとしているいま、いまさら引けるわけがないのは事実だ。だからもし、レントンがおれたちの命令に従わないというのなら……」

　月光号クルーは一六名。いまだ手て探さぐりの状態であったときのほうが、まだしも目的を共有していたメンバーたちだったが、いよいよというときにいたって亀き裂れつを生もうとしていた。




　エウレカはひとり、船内の通路を歩いていた。タルホが医務室に用事があったので、しばらく外にいるよう言い含ふくめられていたのだ。体力的にはもうまったく問題はないものの、エウレカは依い然ぜん、その顔にまったく生気を感じさせない。と、

「おまえ、本当にわかってるのかよ！」

　レストルームのほうから怒ど鳴なり声がして、エウレカの足を止めさせた。

「だいたいおまえは甘すぎるんだ。何の確証もないままレントンをＫＬＦで出しゆつ撃げきさせたり、最重要機密のエウレカを艦かん内ないで自由にさせたり。いいかホランド。おれたちには時間がないんだよ」

　足音がしたので、エウレカは廊下の角に身を隠かくした。目を瞠みはったままの表情で様子をうかがうと、レストルームからホランドとハップが出てくる。

「ダチュラで抑おさえ込んでおくにももう限界がある。何年生きられるかわからないんだぞ。その前に、何としてでもレントンとエウレカを使って、あの緑の星にいかなくっちゃならないんだ」

「だから、わかってると言ってるだろう」

「おまえ、まさか後こう悔かいしてるんじゃないだろうな」

　ハップの切り込むような口調に、ホランドは「何？」と立ち止まり、振ふり向いた。

「おれたちが、この計画のためにいったいどれだけの人間を殺してきたと思ってる。ヘコノで二四〇人以上を殺して、ソレンスタム少将を暗殺し、ゲーリイ大たい佐さ率いる一個大隊を全ぜん滅めつさせた。おれたちの手は、とっくに血で汚よごれてるんだよ。この先レントンに手を加えなくたって、おれたちの罪が軽くなるわけじゃねえ。だったらとっとと」

「自白剤ざいを大量投とう与よすれば、確かにレントンを洗脳して思いどおりに動かすことはできるだろう。しかしそんなことをしたら、あいつの人格は崩ほう壊かいしてしまう。レントンは、レントンでなくなってしまう」

　エウレカの固着していたような表情にそのとき変化が生じた。スミレ色の瞳ひとみに動どう揺ようがよぎる。

「いまさら何言ってる。あいつの態度を見ただろう。説得は不可能だ。おれたちが、デューイにいくら説明されたところで何ひとつ納なつ得とくできなかったようにな」

「だがそれで神話が再生できるのか」ひとり言のようにホランドは言った。「レントンの自我を奪うばって、それで、ワルサワの言っていた人型イマージュの『対つい』としての役目が果たせるのか」

「時間がないんだ。ウォズが軍の通信を傍ぼう受じゆしたところによると、神の鉄てつ槌つい発射が迫せまっている。それにタルホだって……」

「わかってる！」

　ホランドは吠ほえた。しかしなおも副長は前へと出た。

「ホランド、おまえがいくら拒きよ否ひしたところで、もう待てないと判断したなら、おれたちはやるぞ。それを邪じや魔まするようなら、どんな奴やつであれ力ずくで排はい除じよする」

「脅しのつもりか？」

「好きに言え。おれたち全員の問題だ。おれたち全員の夢なんだ。一度きりしかないチャンスなら、むざむざ無む駄だにはしたくない」

　しばし間があった。壁かべにじっと身を押しつけているエウレカの耳に、

「わかった」というホランドの声が聞こえた。「神の鉄槌発射四八時間前までに、もしレントンの協力が得られないようなら、あいつに自白剤を投与する。それでいいな」

「了りよう解かいした、リーダー」

　二人の足音が遠ざかっていく。それが聞こえなくなっても、エウレカは同じ箇か所しよに留とどまり、小さく身を震ふるわせていた。




　その夜。

　二四時間体制で警けい戒かいはつづけているとはいえ、ここ数日、人民解放軍の部隊をまるで見かけなかったこともあって、船内そのものの警備は手て薄うすになっていた。夜明けまであと一時間ほどといった頃ころ合あい、エウレカは月光号格納庫内にひっそりと姿をあらわした。

　ＫＬＦ数機が寝ねそべった状態で並んでいる。そのなかにあるニルヴァーシュを見やって、エウレカはかすかに微笑ほほえみを浮うかべた。レントンと再会して以来一度も見せたことのないその笑えみは、確かに八年前の面おも影かげを色いろ濃こく残していた。そっと手を伸のばして、ニルヴァーシュの白銀色をした装そう甲こうを撫なでる。

「ごめんね、ニルヴァーシュ。知らん顔しちゃって。でも、会えてうれしかった。本当だよ？……レントンを、お願いね」

　エウレカはそう言うと、未練を断たち切るように足早にトップドッグへと近づいた。かつてレントンが使用していた機体だ。エウレカが手をかざすと、身体からだの内側からクリスタルが緑色に発光した。自動的に開いたキャノピーの内側へと身を滑すべり込ませる。

　同じく彼女が手をかざしただけで、エンジンに火が入った。人型イマージュのトラパーが作用しているためである。

　彼女はいったん両目を閉じると、レバーやハンドルに手をかけ、そして目を見開いた。

　もう弱々しい部分などエウレカのどこにも見当たらなかった。そしてその強さが声をも発さぬ命令となって届いたかのように、カタパルトハッチが開放されていく。エウレカは夜空めがけて機体を躍おどらせた。

　月光号が見る間に遠ざかる。

「ごめん」

　突とつ然ぜん、出立したときの強さをかなぐり捨てて、エウレカは自身の両りよう膝ひざに頭を垂れた。

「ごめんね、レントン。本当はわたし、思い出していた。レントンのこと、ニルヴァーシュのこと、ワルサワのこと……全部、思い出していた」

　トレゾア空域でニルヴァーシュから虹にじ色いろのリングが広がったとき、光はエウレカのクリスタルをも打ち据すえていた。その内部に蓄ちく積せきされた情報がエウレカのなかでよみがえっていた。

「わたし、うれしかった。レントンとまた会えて。レントンがわたしを捜さがしてくれてたと知って。もうあり得ないと思っていたから。ずっとずっと会いたいと思っていても叶かなわなかったから、もうあきらめかけていたから」

　うれしかった、ともう一度囁ささやくように言って、エウレカは顔を上げた。

「だけど、わたしたち、いっしょにいちゃいけないの。わたしがここにいたら、レントンは巻き込まれちゃう。わたしといっしょに死んじゃうんだよ。わたし、そんなの嫌いや、絶対に嫌」

　自分さえいなくなれば、あの月光号のクルーたちもレントンを解放してくれるはずだ。何しろ、レントンひとりでは彼らの計画は絶対になし得ないのだから。

「わたしはいい。どこにいっても同じだから」目にいっぱい涙なみだを溜ためつつ、エウレカは達観の笑みを浮かべた。「守る、って言ってくれてうれしかった。でも、わたしに守ってもらえる価値なんてないの。レントンに噓うそをついていたから。人間じゃないのに、人間の振ふりをしていたから。だから……」

　レーダー領域からも、月光号を示す反応が遠ざかりつつある。

「だから、みんな、わたしが怖こわいんだね。だからみんなわたしを虐いじめるんだね」

　ワルサワで軍人に連れ去られてから、エウレカはずっと軍の尋じん問もんや実験を受けつづけていた。何度も何度も同じことのくり返しだった。密閉された空間に閉じ込められ、人間ならば致ち死し量にいたるほどのトラパー濃のう度どにさらされた。身も心も張り裂さける思いがした。「助けて」と何度言っても無駄だった。

　それでも、エウレカは最初の頃ころならまだ耐たえられた。レントンとの思い出があったからだ。時間をかければ、誰だれとでもレントンみたいにきっと仲良くなれるはずだと思った。自分から何度も声をかけた。苦手だったけど、知らない人相手に笑ってみせた。しかし反応はなかった。エウレカを取り巻くすべてがただの鏡同然だった。ただ跳はね返ってくる。笑みも、感情も、苦しさを訴うつたえる声も。

「妙みようだ」白衣姿の、顔のない人間が首をひねった。「クリスタルにおけるトラパー交感の反応が悪い。いままでは新しい検体ごとに数値が増していたのに、なぜ最後にあらわれた七号検体がもっともレベルが低いのだ」

「痛い、痛いよ、もうやめて」

「そんなはずはない。おまえはイマージュだ。人間のつもりになりすぎているから、痛みを感じるんだ。忘れろ。忘れれば、痛みも苦しさもなくなる。イマージュとしての能力を取り戻もどせる。おまえはイマージュだ、おまえはイマージュだ、おまえは人間じゃない、おまえはイマージュだ」

　エウレカを取り囲んだ鏡は、そのすべての鏡面に、人間と異なるクリスタルをこれ見よがしに映し出していた。

　背せ筋すじを震わせて、エウレカはやがて自身の膝ひざにぽたりと熱い雫しずくをこぼした。エウレカの膝が次々と涙を弾はじいていく。

「わたし、忘れたくなかった。どれだけ人間じゃないって言われても、人間だと信じていたときの記き憶おくを、思い出を、なくしたくなかった。レントンとの約束、忘れたくなかった。わたしも、ずっと会いたかったから。ペンダントにお願いしつづけていたから」

　しかし、そのうちエウレカの意識は絶えがちになった。気がつけば、二日、三日と経たっていることがあった。それが一週間になり、一か月になり、エウレカは次し第だい次第に人間でなくなっていく自分に脅おびえた。もうペンダントにお願いすることもできないと思った。

「だけど──」顔を上げたエウレカは、涙をこぼしながらも笑みを浮かべていた。「だけど、最後に奇き跡せきが起こった。レントンに会うことができた。本当だったね、レントン。ドミニク先生の言っていたこと。わたし、もう雪月花はいらない。虹にじを見ることができなくてもいい。本当に叶えたい、わたしの一番の夢が叶ったんだから」

　ちらちらとかろうじて瞬またたいて見えていた星が、いつしかその大半が見えなくなっていた。遠くに影かげとなって横たわる山々の稜りよう線せんが、ほの白く輝かがやきはじめている。近いうちに陽ひがのぼるだろう。その陽に、自分は焼き尽つくされるだろう。それでも構わない。イマージュにクリスタルを回収されて『無』を迎むかえるより、生命としての『死』を遂とげたかった。

「ごめんね、レントン。約束を破っちゃうけれど……いっしょに、ワルサワの丘おかに帰れないけれど……。最後の最後まで、わたし、レントンの願いも叶うように、お願いしつづけるから──」

　そのときレーダーが警けい戒かい音を発した。はっと涙を払はらったエウレカは、レーダーの反応を確かめる。見る見るその表情に緊きん張ちようの色が混じった。

　人民解放軍だ。それも大規模な部隊が、この先に網あみを張っている。おそらくは月光号を待ち受けてのことだろう。

　索さく敵てきレーダーと連動した火器管制コンピュータによって探知された目標が、ＨＵＤにあらわれる。ということはこちらも敵に発見されたと見ていい。エウレカは軽く唇くちびるを嚙かみしめ、そしてブーストを吹ふかした。他ほかならぬ敵部隊めがけて。

「いかせない」エウレカはきっぱりと言った。「この先には、絶対にいかせない。わたしの夢があるから。わたしの大事な人がいるから」

　エウレカのクリスタルがふたたび発光をはじめると、それを宿したかのようにトップドッグの全身もまた緑色の光こう芒ぼうに包まれた。




　敵ＫＬＦを発見したという報を受けた人民解放軍司令官は、旗き艦かんのブリッジで席を蹴けるように立った。

「敵母艦が近きん隣りん空域にあるはずだ。一番艦、二番艦、東西に索敵範はん囲いをひろげろ。今度こそ確実にしとめるんだ。神の鉄てつ槌つい計画が発動する前に、奴やつらにドーハの悲劇を起こさせるわけにはいかん！」

　司令官はありったけの空中部隊を出すよう命じた。ほどなくして、レーダーディスプレイが味方の識別信号でいっぱいになると、満足そうに顎あごを引いた。




　夜明け間近になって、カタパルトが開いたままになっていることにブリッジの人間が気づいた。と同時にトップドッグ一機が失われていることも。

　エウレカがいなくなった、とミーシャが駆かけ込んできたのはその直後だ。ブリッジにいた当直のクルーたちが揃そろって青ざめた。

　すぐにホランドが叩たたき起こされた。

「脱だつ走そうだと？」くしゃくしゃの髪かみを苛いら立だたしげにかき混ぜて、ホランドは吠ほえた。「見張りは何をしていやがった！」

　ＫＬＦライダー全員に招集がかけられ、エウレカ探たん索さくが命じられた。月光号の騒さわぎに気づいたレントンも、その事実を知って愕がく然ぜんとなる。

「よお、見捨てられたな」

　すれ違ちがいかけたマシューが、嚙みつきそうな顔でレントンの肩かたを叩いた。そのままＫＬＦの格納庫へ向かいかける。まだ腕うでは負傷しているはずだが、いまは人手が必要らしい。

「待ってください。ぼくもいく。エウレカを捜さがします」

「駄だ目めだ。そう言って貴様も逃にげるつもりだろうが。おい！　今度こそこいつをちゃんと見張っていろ。一歩もそこから動かすんじゃないぞ──」

　マシューが叫さけんだそのとき、ブリッジ内でまた新たな動きがあった。

　いまにもターンテーブル上から発進しようとしかけていたホランド機へと、ブリッジからの通信が入る。

「軍の待ち伏ぶせ？」

「接近中の艦かん影えいは三。すべて、ユウナギ型攻こう撃げき空母です。その近辺にエウレカ機と思われる反応も確かく認にんしました。軍ＫＬＦ隊がこれを包囲しており、こちらへも高こう速そく艇てい、ＫＬＦ隊が接近しつつあります。ただしトラパー流域が薄うすいため、艇はともかく、ＫＬＦ隊との会敵までにはいくぶん余よ裕ゆうがありますが」

「軍め、何度かニアミスを起こさせたのは、こちらを追い込む作戦だったのか」

「ホランド、どうする？」

　タルホが倒たおれているいま、艦の指揮権もホランドにある。トレゾア空域での戦せん闘とうで船もＫＬＦも傷ついたままだ。正面から戦うどころか、逃げきれるかどうかも危あやうい状じよう況きよう下だったが、

「どっちにしろ、エウレカを放ほうっておくわけにはいかねえ。おれとマシューはエウレカ機の確保に向かう。ヒルダ、月光号の防衛につけ。それと──レントン、そこにいるか！」

「は、はい」

　反射的に声を発したレントンは直立する。するとホランドは意外な命令を下した。

「おまえもニルヴァーシュで出て、船の防衛に当たれ」

「ホランド！」

　副長をはじめ、何人かが反対の声をあげたが、

「レーザー照射、感。敵艇からミサイル来るぞ！」

　解かい析せき士の言葉に、レントンをはじめブリッジの人々ができる限り体勢を低くした。月光号周辺を近接信管のミサイルが次々と爆ばく発はつを起こす。衝しよう撃げきに揺ゆさぶられるブリッジ内のモニターに船の損害状況が点てん滅めつした。垂直尾び翼よくの方向舵ラダーがやられたらしい。

　ＫＬＦコックピット内のホランドは舌打ちして、

「エウレカが死んでも、このまま船を沈しずめられてもおしまいなんだよ。レントン、おまえだってエウレカを見捨てたまま逃げたりはしねえはずだろ」

　当たり前だ、と叫び返したかったが、レントンは黙だまったまま首を上下に振ふった。数はまたも──そう、またも相手が圧あつ倒とう的だ。こいつらの手助けなんかしたくないと愚ぐ図ず愚図したところで、彼らもろとも死んでしまうだけだった。

　すぐさま格納庫へ向かい、ニルヴァーシュに飛び乗る。

（何でだよ）

　ほどなくして、レールから空へと飛び出した。軍の武装高速艇隊が接近しており、すでにそこは戦闘空域である。ホランドやマシュー機もいまだ周辺で戦っていた。頃ころ合あいを見て飛び出そうとしているのだが、敵は編隊を組んでひっきりなしに波状攻撃をつづけている。

　ニルヴァーシュはガンポッドからの射しや撃げきを右へとかわした。しかしこの空域はトラパーの濃のう度どが薄い。自由自在に空を舞まうとはいかなかった。

（どうしてだよ、エウレカ）

　ニルヴァーシュの肩から放たれたレーザーが空にいく条もの光線を描えがいて、数機の艇を爆ばく破はした。もはや人を殺すのにためらいも感じなかった。それより気がかりなことがあまりにも大きすぎた。

（何で、何も言わずにいなくなっちゃうんだよ！　やっと会えたのに。やっと、きみを捜し当てたのに）

「ぐっ」

　回かい避ひ運動をしたはずが、腰こしの辺りを弾だん丸がんがかすめた。斜ななめにボードを傾かたむけざま応射する。爆発が白銀の装そう甲こうを朱しゆ色いろに染めたとき、通信ウインドウが開いた。

「サーストン二に曹そう、気持ちが入ってないみたいね」

　タルホ・ユウキの顔が浮うかんだ。「タルホ！」とホランドが叫ぶ。レントンも彼女が倒れたことは知っていたから驚おどろいた。顔色は悪く、いまだ体調不良なのが見て取れる。後ろでは軍医のミーシャが気き遣づかわしそうにしていた。と、タルホは、

「ここはわたしたちに任せて、レントン、あなたはエウレカのところへいきなさい」

「え？　で、でも……」

「そのほうが、気合い入るでしょ。いきなさい。エウレカはあなたのことを見捨てたんじゃない。あなたを巻き込みたくなかったから、記き憶おくを失った振りをしていたのよ」

「何だって！」レントンより早く、ホランドのほうが驚きの声をあげた。「おまえ、なぜそんなことが言いきれるんだ」

「まったく」タルホがウインドウの向こうで嘆たん息そくする。「男って、普ふ段だん偉えらそうにしてるくせに女のどこ見てんのかしらね。これ、大事なものなんでしょ」

　タルホが見せたのはペンダントだった。レントンはあわてて胸むなもとをまさぐったが、ペンダントはきちんとかかっている。

「そ、それ」

「ベッドの上に置いてあったわ。大事そうにね。あなたたちの思い出の品？　だったら、エウレカも一〇年近く、ずっとこれを大事にしてたってことになるわね。だって、こんなにピカピカなんだもの」

「──」

「あなた、前に、わたしたちの作戦に参加して、自分たちに何が得られるかと訊きいたわね」

　タルホがいきなり別のことを言ったので、レントンは戸と惑まどった。側面から敵がしかけてきた。あわててニルヴァーシュの身を屈かがめさせる。タルホはやわらかい笑えみを浮かべて言った。

「じゃあ、わたしたちは、あなたに未来をあげるわ」

「えっ」

「わたしたちに未来がないように、あなたたちにも未来はない。ううん、いまのこの世界では、人間とイマージュがともに生きていける未来はない。違ちがう？」

　そんな身勝手な、と思ったが、いまや痛いほどにレントンにもそれが事実だとわかっている。

「だから、未来のガールフレンドを迎むかえにいきなさい、王子さま。敵はホランドたちが喰くい止めるから」

「お、おい。タルホ、おまえ何勝手なことを……」

「敵旗き艦かんとＫＬＦ隊、それをひとりで相手にできるのはレントン機だけよ。艦長としての冷静な判断だと思うけど？　そうすれば、こっちにまわってくる数も少なくなるでしょ。さあ……」

「タルホ！」

　ウインドウのなか、一いつ瞬しゆんタルホの姿が消えた。ふらついたのを、後ろでミーシャがあわてて抱だき止めている。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶ」歯を喰いしばって、タルホがふたたびウインドウに顔を近づけた。「さあ、ホランド機、マシュー機、ヒルダ機。ニルヴァーシュに道を開けなさい。レントン、ブースト全開で敵艦隊へ。位置はこちらで送るわ」

　何もかもをも納なつ得とくできたわけではない。しかしエウレカのところにいくことそのものに、何の異論があろうはずもなかった。

（だって、決めたんだ。決めてたはずなんだ）

　エウレカが連れ去られたあと──、あんな思いをするのは二度と嫌いやだと。また会えたら、今度こそ何があっても彼女を守るんだと。たとえタルホの言うことが噓うそで、もしエウレカが自分のことを何ひとつ覚えていなかったとしても、

「わかりました」レントンは決意した。「ニルヴァーシュ、いきます」

　ここにいたって、他ほかのＫＬＦもタルホに尻しりを蹴け飛とばされたように動きを揃そろえた。ホランド機が特とつ攻こうをしかけると見せて、マシュー、ヒルダ機がそれを追った高こう速そく艇ていに左右から射線を重ね合わせる。

「いけ！」

　ホランドの合図とともに、レントンはニルヴァーシュに急上じよう昇しようさせた。波は薄うすい。しかしまるでそれを感じさせない速度と安定感で、白銀のＫＬＦはあっという間に空域のどの機体よりも高度を取った。

「おまえも寂さびしいよな、ニルヴァーシュ」Ｇに耐たえつつ、レントンは声を絞しぼり出した。「でもエウレカはおまえのことだって見捨てたりなんてしてない。だからいこう、ニルヴァーシュ。だからいこう、エウレカのところに」

「きゅおおおん！」

　コンパク・ドライブが光るとともに、ニルヴァーシュがコックピット中に反はん響きようする声で応こたえた。こちらの動きに気づいた敵部隊が、編隊から離はなれて向かってくる。赤い火線が走った。三五ミリ銃じゆう弾だん数発が肩かたをかすめて、火花の雨を辺りにばっと散らした。

（いまいくから、エウレカ。必ずいくから。頼たのむ、間に合ってくれ！）

　ニルヴァーシュの速度が上がった。高速艇が追いすがろうとするが、それもわずか数秒のことで、あっという間に引き離しにかかる。

「おい」マシュー機からの全回線通信が驚きの感情を伝えていた。「な、何だよ、ありゃ。まるでニルヴァーシュの足もとで波が生まれていくみたいに……」

　最後までは聞き取れなかった。そのときすでにニルヴァーシュはＫＬＦの史上最高速度をとうに超こえていたのである。

　山々の稜りよう線せんから朝あさ陽ひが射さしていた。







３──

　エウレカの駆かるトップドッグは、その機体性能が噓のように小回りの利きいたマニューバで敵砲ほう火かを避さけつづけた。マシンガンが咆ほう哮こうを放って、上部から切り込んできた敵機をボードの上から叩たたき落とす。

　コックピットのなかでエウレカは肩を上下させていた。当然のことながら実戦などはじめての経験だ。体内のトラパーと外部のトラパーを共鳴させる彼女は、ホランドらと同じくいわば生きたコンパク・ドライブ。機体は彼女の手足となった。何より、

「いかせない」

　戦う強い意志が彼女にはあった。ここで軍を喰い止めて、必ずレントンを助けるという意志が。

「いかせるもんか！」

　ロックオンされたという警けい戒かい音がビーッと不快な音を奏かなでる。エウレカは身体からだの消しよう耗もうも忘れてトップドッグにさらなる高速機動を要求した。煙けむりの白い尾おを曳ひきながら、ミサイルが雪崩なだれを打って押し寄せてくる。何発かマシンガンで撃うち落とした。最後の一発が目の前まで迫せまる。斜ななめ上へと波を滑すべりつつ、そこに照準を合わせた。

　トリガーがカチリと空むなしい音を立てた。弾たま切れだ。はっと目を瞠みはる間もなく、ミサイルの衝しよう撃げきがトップドッグの頭部を吹ふき飛ばした。

「あうっ」

　敵ＫＬＦがここぞとばかりに猛もう火かを浴びせかかった。外部メインカメラには砂すな嵐あらしが走り、エウレカはサブカメラに切り替かえようとしたが、もはやその間もなく、右みぎ腕うでが、左脚が爆ばく光こうに吞のまれて、ついには背部ユニットにも弾だん丸がんが喰くい込んだ。衝撃でキャノピーが開いた。エウレカは反射的にベルトを開放した。ボードごと斜めに傾かしいだトップドッグが落下するのと、エウレカがコックピットから放ほうり出されるのとはほぼ同時。

　一いつ瞬しゆん、宙を舞まう感覚があった。辺りに散ったトップドッグの破は片へんとともにエウレカの身体が落下していく。すでに太陽は昇のぼりつつあった。その光を浴びて、エウレカの皮ひ膚ふが焼けただれていく。

　恐きよう怖ふに目を閉じかけていたエウレカは、むしろその痛みで覚かく醒せいしたように思いきり目を見開いた。

　空があった。白々と明けかけた空。ほんのりピンクに色づいたその空が、エウレカはとてもきれいだと思った。身体からだの回転に任せて、エウレカは周囲三六〇度、すべての光景を網もう膜まくに焼きつけようとした。陽ひの光に稜線を輝かがやかせた山々、瑞みず々みずしく緑に映はえる森、大地を割って流れていく清せい涼りような川。これが太陽の下の世界だ、とエウレカは微笑ほほえんだ。

「そっか、これがレントンがいつも話してくれた世界。……わたしが見たかった世界」

　額に、頰ほおに、手に、足にと、炎ほのおが鞭むちとなって喰い込んでいくような痛みが走る。ごうごうと風が逆しまに叩きつけてくるなか、エウレカの瞳ひとみに溜たまった涙なみだが、朝陽を反射してきらめきながら飛ばされていった。

「見たかったよ……もっと見たかった。でも、もう熱いよ。身体中が熱くて痛いよ。もう、こんな思いなんてしたくないよ」

　地面が迫りつつあった。エウレカは覚かく悟ごするようにすっと瞼まぶたを下ろしかける。もうすぐ終わる。この痛みともお別れだ。自分を取り巻いていた、理由のない憎にくしみともお別れだ。あとは何にも感じなくなる。悲しむことも、苦しむことも、痛むこともない。それならば、これでいい。もうこれでいい。もう──、

（嫌いや）

　諦てい念ねんに冷たく閉とざされかけたエウレカの胸に一点、熱い灯ともし火びがあった。それは意識しまいと目を閉じ、両耳を塞ふさいだエウレカ自身の心にも強く輝いて、あっという間に胸を染め上げてしまう。

（死にたくない、生きていたい、もっとこの世界にいたい。もっとレントンといっしょにいたい）

「助けて」つぶやきは自然と唇くちびるから洩もれた。「助けてよ、レントン」

　何て自分は虫がいいんだろう。助けてもらう、守ってもらう価値なんてないと自分で決めたはずなのに、最後の最後にはレントンに助けを求めてしまうのだ。

「レントン……助けて、レントン」

　何度もつぶやきながら、ついには観念するようにぎゅっと力強く目を閉じた。

「レントン、助けて！」

「エウレカあっ！」

　瞼を引き剝はがす勢いで開いたエウレカの目に、白銀の騎き士しが見えた。「噓うそ」とエウレカがつぶやいた瞬しゆん間かん、周囲に舞っていた破片を吹き飛ばして、その機体──ニルヴァーシュとすれ違ちがう。

　すぐさま反転した機体は、相対速度を合わせつつエウレカに接近してきた。これは何だろう──風圧の煽あおりを喰って、さらに回転速度を増したエウレカは、くるくると回る視界のなかで、コックピットから身を乗り出している少年の姿を見つめた。これは、何？　これは、夢？

「エウレカ！」

「レントン」

　もちろんわかっている、エウレカにもわかっている。こんなにも自分の名前を呼んでくれるのは、こんなにも強く手を差しのべてくれるのは、夢でも何でもない、世界でただひとり、レントン・サーストンだけだということを。

　エウレカも手を伸のばした。二人の指の合間にある空くう隙げきを、風の瀑ばく布ふが流れ落ちていく。互たがいの指を弾はじき、絶対に近づけさせまいとするかのように。すでに森の木々が眼下に迫っていた。エウレカの身体はほどなく串くし刺ざしになってしまう。

「エウレカーっ！」

　なおレントンは名前を叫さけんで、ついにその手と手を触ふれ合わせた。歯を喰いしばって力ずくでコックピットに引き入れようとする。そのとき操作もしていないのに、ニルヴァーシュの腕うでがエウレカを抱かかえるように動いた。それを足場にして、エウレカ自身も身体に反動をつけてコックピットへと飛び込んでいく。二人はまるで抱だき合う形でニルヴァーシュ内部へ倒たおれ込んだ。

　とともに、ニルヴァーシュは地面すれすれの波を拾った。激しいトラパー光をそれこそ本物の水しぶきのように噴ふき上げて、右に左にと機体を傾かたむけてバランスを保つ。そのなかにあって、レントンとエウレカは互いにしっかり手足を巻きつけて、引き離はなされまいと抱き合っていた。

　やがてニルヴァーシュが上じよう昇しようし、体勢が安定すると、どちらともなく身を起こした。

「馬ば鹿か」レントンの耳もとで、エウレカは涙なみだ声ごえで言った。「馬鹿だよ、レントンは馬鹿だよ。何でよ、何で追いかけてきたりしたの。わたし、守ってもらう価値なんてない。ないんだから！」

「勝手に決めんな！」同じく耳もとで大声を出されて、びくっとエウレカの身体が跳はね上がった。「ひとりで勝手に納なつ得とくして、ひとりで楽になって。だけど──だけど、ぼくの気持ちを考えたことあるのかよ」

「レントン」

「嫌なんだ、もう嫌なんだよ」

　レントンの声が涙声になる。驚おどろくエウレカをレントンはなおも力強く抱きしめながら、

「もう嫌なんだ、ひとりは嫌なんだ。エウレカが遠くにいっちゃうのが嫌なんだ。何にもできないまま、後こう悔かいするのはもう嫌なんだよ」レントンの腕が、身体が震ふるえているのがエウレカにもわかる。「エウレカがロボットだろうが、イマージュだろうが関係ない。だって、こうしているとドキドキするぼくの気持ちは本物だ。紛まがい物なんかじゃない。ぼくにとって、エウレカは本物とか紛い物とかじゃないんだ、エウレカなんだ！」

「レントン」

　顔をくしゃくしゃにしたレントンを見つめているうち、エウレカの瞳ひとみにもふたたび涙が盛り上がってきた。

「わたしね……わたし、本当は、わたし」エウレカはまた熱い感かん触しよくが頰ほおを濡ぬらすのに任せながら、レントンと額同士をこつんとくっつけた。「……わたしだって、そうなんだよ」

「そういえば、言ってなかったね」

「え？」

「きれいになった、エウレカ」

「ば、馬鹿っ」

　エウレカが顔を赤くして、またレントンを打ぶとうとしたとき、

「もきゅっ」

　ニルヴァーシュが鋭するどく声をあげると、機体が右へと傾いた。敵機からの攻こう撃げきである。後方からＫＬＦ小隊が接近していた。「しまった」とあわててレントンは操縦機器にすがりつこうとするが、ニルヴァーシュの回かい避ひ運動に翻ほん弄ろうされてままならない。ロックオン警報が出た。そのとき横合いから火線が走って、先頭の一機を中央から貫つらぬいた。レーダーに、デビルフィッシュの反応がある。

「ホランド隊長」

　思わず声が出る。するとホランドからの通信が入って、

「感激の再会は済ませたか？　こっちを先に片づけるぞ。いいな？」

　ホランドの言う『こっち』とは、月光号周辺の敵ではなく、こちらの艦かん隊たいのほうだろうとレントンは受け止めた。

「わ、わかりました。……エウレカ、もう少し我が慢まんして」

「うん」

　レントンは朝あさ陽ひを気にして、自分のジャンパーを脱ぬぐとエウレカの頭からかけた。操縦席に座りなおして、戦せん闘とう態勢に入る。

　ホランドは、人間としては相変わらず信しん頼らいがおけなかったが、ともに戦うパートナーとしては申し分なかった。というより、レントンの考えられる限り、最高のＫＬＦライダーとも言えた。散開するや、目標に迷った敵ＫＬＦをそれぞれ撃げき破は。互いにリフティングの航こう跡せきをきらきらと曳ひいて、その途と中ちゆう途中に爆ばく発はつの花を咲さかせていく。

　戦闘を開始してからわずか五分足らずで、敵部隊は撤てつ退たいを開始した。牽けん制せいのためのおざなりな射しや撃げきからレントンは身を遠ざける。

　ふう、と深く息をついて、

「エウレカ、終わったよ」

　そう声をかける。頷うなずくエウレカはジャンパーの陰かげで微笑ほほえんだ。ずっと見たいと願っていた笑え顔がおを前に、レントンは胸がいっぱいになった。早いところ、エウレカを陽のあたらないところへ連れていきたいとも思った。しかし──はたとレントンは考え込む。エウレカは隣となりにいる。ニルヴァーシュもある。いまなら、あるいは……。

「まだ終わりじゃねえよ」

　ホランドからの通信が入った。レントンは驚いてレーダーに索さく敵てきさせたが、反応はない。あるとしたなら、こちらに近づきつつある月光号か、それこそホランドのデビルフィッシュくらいなものだ──。

「レントン！」

　エウレカに促うながされ、レントンはあわててレバーを倒した。波を蹴け立たてて突つき進んだニルヴァーシュが、後方からの銃じゆう撃げきをかわす。

「おまえ、いまどこへいこうと考えていた？」ホランドの声。「おまえらは、おれたちといっしょに来るんだ」

　デビルフィッシュがマシンガンの銃じゆう口こうをこちらに向けていた。レントンはごくっと唾つばを吞のんで、

「ちょっと待ってくれ。わかったよ、船へ帰る。エウレカが……」

「いいや、わかってねえよ、おまえは」

　射撃音が連続し、ニルヴァーシュは上へ下へとトラパー波を噴ふき上げて、かろうじてこれをかわした。

「何をしているの、ホランド！」月光号からタルホの声がした。「彼らは帰ると言っているじゃない。まさか撃うつだなんて、信じられないわ。もしも当たったりしたら……」

「当てる気で撃ったんだよ」

　ホランドの声は、感情をまったく感じさせないためか、別人のそれに聞こえた。

「……ホランド？」

「こいつらが月光号に帰ったところで、協力すると口だけで約束したところで、意味などねえ。おまえらが本当のピーターとウエンディとして、心から未来を願って、おれたちと目的を共有しない限りは。いいか、その限りじゃなけりゃ、おまえら自身の存在にも意味がねえんだよ」

「や、やめてくれ」

　レントンは懇こん願がんした。強いＧに翻弄されてエウレカが悲鳴をあげている。月光号ブリッジからもタルホだけでなく、クルーたちが次々に声を張り上げてホランドにやめるよう訴うつたえている。

「おれたちの希望を壊こわす気か、ホランド」

　ハップが声をあげるのを、

「希望だと？」ホランドはあざ笑った。「その希望を薬づけにすると言ったのは貴様だ。それで本当に虹にじのトンネルが開くと思ってるのか？　おれは思わないね。だから、おれはおれが思う、より確実な方法にかけるだけさ」

「方法？　方法って、何なの、ホランド。レントンたちを傷つけて、それで──」

　ホランドは月光号からの通信を断たち切った。そして通信をニルヴァーシュ一機のみに絞しぼって、せせら笑うように言った。

「皆みな、おまえを洗脳してでもイマージュへ連れていきたいそうだ。どうする、レントン？」

「洗脳だって？　そんなもの、嫌いやに決まってるだろ」

　いったんは弛し緩かんしかけた神経と肉体とが、ふたたび覚かく醒せいするのをレントンは感じた。ホランドが軍と戦う前に言った「こっちを先に片づける」の意味がようやくわかった。最初からホランドはそのつもりだったのだろう。そのつもり、といったところで、ホランドの明確な意思まではわからなかったが、ともかくも戦うつもりだ。ともかくも、『敵』だ。

「そうか、じゃあおれたちとはいっしょに来られないと言うんだな。なら、おまえは脱だつ走そう兵だ。脱走兵は銃殺だというのは幼年学校でも習っているはずだな」

「軍から脱走した当のあんたが、何言ってるんだよ！」

　さらに狙ねらい撃ちしてくるのを、レントンは側面の波に飛び乗ってかわすと、振ふり仰あおぎざまにホーミングレーザーを発射した。

　目を疑うほどのマニューバでそれをかいくぐるデビルフィッシュ。こちらも肩かたからレーザーを放つと、互たがいから等とう距きよ離りを隔へだてた空域で誘ゆう爆ばくを起こす。

「そうか、それがおまえらの答えか、レントン！」

　ブーストを全開にして、デビルフィッシュがニルヴァーシュに接近する。

「おれたちの身体からだを変えたのは、おまえの両親だ。その責任を果たせと何度言えばわかる」

「だからって、ぼくたちの自由まで奪うばって、利用してまで、好き勝手していいのかよ」

「おれたちの未来のためだ。恨うらむなら両親を恨め。この世界をつくった社会を恨め」

　今度は近距離で互いの攻こう撃げきがぶつかり合う。爆発によろめいたニルヴァーシュめがけ、鬼おにの顔をしたデビルフィッシュが急追。腕うでから飛び出たブレードが、ニルヴァーシュの脇わき腹ばらをえぐる。

　震しん動どうに耐たえるレントンは、すぐさま反撃のレーザーを放った。デビルフィッシュは後方へとんぼを切って距離を置くと、波を滑すべり降りながら背部ユニットからミサイルを撃った。

「とっくに恨んでいるさ」レントンは歯を喰くいしばりつつ、ミサイルを迎げい撃げきする。「だけどあんたらだって変わらない、あんたらのしていることは、ぼくの親があんたらにしたことと変わらない」

「何？」

「ぼくの親を恨む資格なんか、あんたにあるもんか。社会を恨む資格なんてあるもんか。あんたらは、同じ穴のムジナだ！」

「生意気言うんじゃねえ、このガキ」

　デビルフィッシュが正面から迫せまるのを、レントンはブーメランナイフで迎むかえ撃とうとする。しかしふいっとその姿が搔かき消えた。気づいたときには後方に敵反応があった。エアブレーキと各スラスターによる高機動。振り向くより早く、コックピットに近い部分を一撃される。

「きゃあっ」

　悲鳴をあげるエウレカを、レントンは反射的にかばった。衝しよう撃げきでひび割れたキャノピーが小さい破は片へんとなって、コックピット中を跳はねまわった。

「レントン！」

「……渡わたすもんか。エウレカも、ぼくたちの未来も、あんたなんかに！」

　すぐさま操縦機器に取りついたレントンは、さらにくり出された敵機のブレードを、ブーメランナイフで受け止めた。互いに足場の安定しない波の上で、力の押し合いになる。機体同士がふたたび震動を起こした。レントンが「ぐっ」と低く呻うめく。エウレカが見ると、その背中や脇腹から赤いものがあふれていた。

「レントン、血が！」

「大だい丈じよう夫ぶさ、これくらい。守るって言ったろ」

　まるで傷口を塞ふさごうとするみたいに伸のばすエウレカの手をそっと払はらい、レントンは青ざめた唇くちびるで笑う。手を伸ばす、それだけの行こう為いでエウレカの指や手の甲こうには新たな炎えん症しようが起こっているのだ。傷ついているのは彼ひとりではなかった。

「ほう、そうか。なら守ってみせろ」ふたたび感情を失うホランドの声。「おれも守ってやる。おれたち自身の──タルホの未来を！」

　ぴたりとデビルフィッシュが突とつ然ぜん身動きを止めた。瞬しゆん間かん、目には見えない波動が伝わってきて、コックピット内で少年少女がよろめく。

「まさか」

「ＣＦＳだ」ホランドが言う。「はなから体内にトラパーを吞のんだおれにしかできない、おれにしか扱あつかえないシステム。レントン、おまえがおれたちと来ないと言うなら、その手足を斬きり飛ばしてでも連れていってやるぞ」

　いまやホランドは、鬼に酷こく似じしたそのデビルフィッシュと同じ顔をしていた。



















１──

　月光号のブリッジでも二人の会話は聞こえていた。デビルフィッシュからの通信は断絶していたが、受信したままのニルヴァーシュのマイクを介かいしてホランドの声も聞こえてくるのだ。

　タルホは席にしがみつくような姿勢でそれを聞いていた。ミーシャが腕を取って医務室へ連れていこうとするのだが、その都度手を振ふり払う。

「……ホランド」

「おれは何があってもタルホを守る。タルホが生きながらえること、それがおれの夢だ。だからおまえらを使う、何があっても、おまえらに緑の星へと連れていかせる」

　重たげに瞬まばたきしたタルホの目から、ひと筋の涙なみだがこぼれた。

　のぼりゆく陽ひ射ざしを浴びて、両機はもはや目で追うこともかなわないほどに高速で空中戦をくりひろげる。

「どうした、死にたくねえのか。なぜ抗あらがう、なぜ生きていく。こんなくそったれの世界で。全部、貴様の敵なんだろうが！」

「敵だから、抗ってやるって言ってんだよ」

　レーザーとミサイルが着ちやく弾だん。空域のいたる場所で光こう芒ぼうが開いては、リフボードが波を受ける際にきらめくトラパー光が帯となって空中を乱らん舞ぶする。時に上じよう昇しよう下降をくり返し、時にすれ違ちがって、時にはよじれるほど複雑に絡からみ合う。もはやそれは内部に人間が乗っているのだとは信じがたいほどのマニューバとなっていた。

「くそっ」

　息い吹ぶきひとつ放つのにも胸が締しめ上げられる思いがする。レントンはほとんど勘かんに任せて操縦していた。肉眼では追いきれない。ホランドも同様だろうが、そうなると経験の差が如によ実じつにあらわれはじめた。レントンは突とつ進しんをかけてくるデビルフィッシュをかわすのに手いっぱいになった。はじめてホランドと模も擬ぎ戦を行ったときと同様だ。突とつ風ぷうがニルヴァーシュ側面を薙ないだ。風は刃やいばを隠かくし持っており、手脚の装そう甲こう板を削そぎ取っていく。体勢を取り戻もどす間もなく、急カーブを描いたデビルフィッシュがさらに迫せまりくる。

　ニルヴァーシュはブーメランナイフを投とう擲てきすると、自らも波に飛び乗って急降下。ナイフはデビルフィッシュの首辺りに命中するも、距きよ離りが近すぎて充じゆう分ぶんな打だ撃げきにはなり得ない。大車輪を描くみたいに一回転したニルヴァーシュは宙を舞まったナイフを拾い上げる。デビルフィッシュは直角に近い航こう跡せきを走らせて突つき上げてきた。衝しよう突とつする。互たがいに二〇トンほどの機体が正面から力の押し合いになった。頭部近くでそれぞれのナイフとブレードとがぎりぎりと嚙かみ合い、文字どおり火花を散らす。

　そして両機のコックピットでも、ライダーたちが獣けものに似た咆ほう哮こうをあげていた。

「うおおお」

「おおお！」

　デビルフィッシュの目が爛らん々らんと赤く輝かがやいていた。その光に乗ったホランドの殺気が、機体越ごしにもレントンを呪じゆ縛ばくするかのようだ。背筋に冷たいものを感じたレントンは、いったん離はなれてはそのたび猛もう攻こうをしかけてくるデビルフィッシュのブレードを弾はじききれなくなった。二度、三度と刃同士が嚙み合うごとにニルヴァーシュは押され気味になる。右みぎ肩かたのレーザー射出口がついには爆ばく発はつで塞ふさがれた。

「ちいっ」

　血の色をした息を吐はいて、レントンはニルヴァーシュを浮ふ上じようさせようとした。近接格かく闘とうでは経験と速度に勝まさる敵に痛めつけられるだけだ。しかしそうして逃にげようとする瞬間をこそホランドはうかがっていた。ボードを回転させようとした刹せつ那な、まるでデビルフィッシュが瞬間移動したかのようにニルヴァーシュの前面にあらわれた。正面からぶつかる──と見せて、ボードごと跳ちよう躍やくしたデビルフィッシュは、ニルヴァーシュの胸へ馬乗りになるような格好でその身動きを封ふうじた。

「これで終しまいだな、レントン」

　ホランドがぞっとするような声で言う。レントンは必死で操縦機器をめちゃくちゃに動かすのだが、いっこうに振り払はらえない。この距離ではナイフは使えない。残る武装は左肩のレーザーだが、至近距離で着弾させてはこちらも命取りだ。

「くそっ、放せ」

　激しい疲ひ労ろうと傷の痛みとが、レントンの顔に暗い死の影かげを投げかけていた。

「どうする、まだ抗うか？　それでもいいぜ。おれの誘さそいにおまえが『いいえ』って答えるたび、ニルヴァーシュの手が、足が、吹ふき飛んでいくだけの話だがな。このＫＬＦ、幼よう生せい時代から知っているんだろ。もうひとりの幼おさな馴な染じみともども、傷ついていくのに耐たえられるか？」

「あんた──最低だ」

　息を荒あららげてレントンが言うと、ホランドは鼻で笑った。

「上等だよ。どれだけおれの身体からだが血で汚よごれようと、どれだけ罪を重ねようと、おれはタルホの未来を守ってやる」

「それが、レントンの未来を奪うばおうとしている人の言うこと？」

　レントンが驚おどろいて横を見やると、エウレカが操縦機器に手をかざしていた。

「何だと、人形め。イマージュの遣つかいごときが何を言う」

「あなたの言うとおりよ。わたしは人間じゃない。いままでは言われるがままに操あやつられてきた人形だったかもしれない。でもわたしは、あなたたちみたいに運命を言い訳にして、逃げたりしない」

「逃げるだと？」

　デビルフィッシュの手足の力が強まった。ニルヴァーシュが苦く悶もんするかのように身をよじらせる。びし、びしっ、と装甲板に次々とひびが入った。しかしエウレカはなおも言った。

「あなた、感じない振りをしている。気づかない振りをしている。大事な人を守るためとか言いながら、その大事な人がいちばん傷つくやり方しかできないことに。あなたが傷つくのが、あなたが最低な罪を負って苦しむことが、大事な人にとってもそれがいちばんつらいんだってことを、わざと見えないようにして、聞こえないようにしてる」

「手て前めえ」

「わたしも戦う。レントンがずっとそうしてくれたみたいに……わたしだって、逃げない。レントンの未来を、わたしの望む未来を守るために戦ってみせる」

　キュオオオン！　不可思議な旋せん律りつが辺りに満ちるとともに、エウレカの身体が再度発光した。緑の波がニルヴァーシュから吹き上がると、それに押されるようにして、デビルフィッシュが弾かれた。

「ちい」ホランドが舌打ちする。「機体から、トラパーを出しただと」

　濃のう度どの高いトラパー光はやがてニルヴァーシュの背中でリングを描えがいた。七色の色しき彩さいを帯びて、次々と。

　ボードをも輝かせ、デビルフィッシュに突進するニルヴァーシュ。ぎりぎりでかわすデビルフィッシュは反転し、返す刀で白い機体を斬きり裂さこうとするのだが、すでにニルヴァーシュの姿はない。さらにスピードを増した両機が絡からみ合うように上昇していく。

　月光号ブリッジでは、３Ｄレーダーで二機を追っていたが、あまりに速すぎて描びよう画がが間に合わなくなった。

「もしかしたら……やばいぞ」

　メカニックのウォズがぼそぼそとした声で言った。操そう舵だ士の青年が振ふり返る。

「とっくにやべえことになってるだろ。これ以上何があるんだ？」

「ニルヴァーシュだよ。神話にあるセブンスウェル──白き聖なる者が覚かく醒せいした証あかし、『七色の奇き跡せき』。前に、レントンが軍を壊かい滅めつさせたときの光がそうだとおれは思ってた。だけど、あれは違ちがう。あのときは、レントンひとりだけだった。でもいまは、」

「ピーターとティンカーベル、そしてウエンディがいる」副長が啞あ然ぜんとした顔で言葉を継ついだ。「まさか、あれ以上のことが起こるっていうのか！」

「……追いかけて」

「何!?」

　操舵士が別の方向──今度は艦かん長ちよう席のほうへと顔を向けた。

　タルホは顔を上げ、涙なみだを飛び散らせながら叫さけんだ。

「追いかけてって言ってるのよ。ホランドを！」

　空中では両機が揉もみ合っている。接近戦を挑いどもうとするデビルフィッシュめがけ、無む謀ぼうにもニルヴァーシュのほうからナイフ片手に撃うち込んでいった。呼吸やタイミングを計る間もない。その勢いに面めん喰くらったホランドは一転して受けにまわった。顔面に、足に、ボードにと次から次へとくり出される攻こう撃げきをブレードで弾はじいていく。ニルヴァーシュのパワーと速度はあきらかに上がっていた。

「ぐはっ」

　胸の辺りにナイフが喰くい込んだ。装そう甲こうやワイヤーが撒まき散らされる。ホランド機は体勢を崩くずしながらも、追い討うちをかけてきたニルヴァーシュへ振り向きざまにビームキャノンを放つ。近きん距きよ離りでの砲ほう撃げきである。生み落とされた爆発は、デビルフィッシュをも痛めつけ、双そう方ほうのあいだに空くう隙げきを生じさせた。

「おまえにわかるか。他人を愛し、希望を語り、未来に思いを馳はせる時間も奪われた者の気持ちが、おまえにわかるはずがねえ」

「自分の過去に振りまわされて、人を弄もてあそんでいる男が、語ってんじゃねえよ」

「黙だまれ！」

　ＣＦＳによる超ちよう人じん的マニューバで、ホランドの身体はすでにぼろぼろだ。筋肉は老人のそれのように力を失い、あたかも全身の骨にひびが入っているかのような痛みが間断なく脳のう髄ずいを突つき上げている。いつ意識を失ってもおかしくない状じよう況きようで、ホランドは止とどめとばかりにニルヴァーシュの懐ふところへ飛び込んだ。

　その機体が消えていた。背後に滞たい空くうしていたニルヴァーシュが左ひだり肩かたに残されたレーザー射出口から光を迸ほとばしらせる。ホランドはジグザグのマニューバでそれをやり過ごそうとしたが、果たせず、数発が着ちやく弾だんした。

　デビルフィッシュはとっさに右みぎ腕うでを盾たてにした。肘ひじから先が爆ばく発はつに吞のまれて消えた。

　レントンも、ホランドも、互たがいに血にまみれて呼吸を乱している。

「……そうか」ホランドは、血を滴したたらせた舌で唇くちびるを湿しめすと、他ほかの誰だれにも聞こえないような声でつぶやいた。「もっとだ。もっとだよ、レントン」

　震ふるえる手でコンソールを操作する。モニター上のＣＦＳの文字が、あたかもホランドの血のりを浴びせかけられたように赤く発光をはじめた。

「コンプレッサー最大、ディストーション・キャンセラー解除」

　瞬しゆん間かん、デビルフィッシュの機体から、いままでの比ではない波動が放たれた。まるで何者かの手で摑つかまれ、揺ゆさぶられるような形容しがたい感かん触しよくに、距離を縮めかけていたニルヴァーシュがたたらを踏ふむ。レントン、エウレカ、ともに胸を押さえて苦鳴をあげていた。

　そのとき月光号ブリッジの解かい析せきモニターに警報が映った。

「いかん！」振り向くウォズ。「ホランドの奴やつ、リミッターを外してコンパク・フィードバック・システムを全開にしやがった」

「無茶だ。死ぬぞ!?」

「ホランド、やめてっ！」

　タルホの叫びが届いたかどうか、ホランドは、ヘッドギアから流れ込む電流の激痛に耐たえていた。折れるほどに歯を喰いしばっている。気を抜ぬけば意識を失うどころか、そのままトラパーの波に命ごと連れさらわれてしまいそうだ。

「みんな、タルホを頼たのむ。タルホの命を、タルホの未来を救ってやってくれ！」

　ぎろっとニルヴァーシュをにらみ据すえる。ホーミングレーザーを放つニルヴァーシュがスローモーションに見えたかと思うと、自身の心臓音が、コックピットに震しん動どうを起こすほどに大きく響ひびきわたりはじめた。どくん、どくん、どくん──。ホランドの視界がデビルフィッシュを貫つらぬいて空へと拡散する。視覚だけでなく、彼の五感すべてがいまや戦せん闘とう空域そのものと同化しており、その領域内で同じく心臓の鼓こ動どう音を発しているすべての生命が、彼の手の内にあった。

「見えるぞ──魂たましいが、見える」

　レントンの、エウレカの、そして追走する月光号のクルーたちの命が、輝き点てんとなってホランドの〈目〉に瞬またたいている。

　ニルヴァーシュの特とつ攻こうをかわすことなど雑作もなかった。すべての命が手のなかにあるのだ。試ためしに指でちょいと突つついてみる。ニルヴァーシュの肩かたから、腰こしから、胸から、爆発の炎ほのおが上がった。

　常人の何倍にも圧縮された時間を生きるいまのホランドの脳内に、あらゆる映像が乱れ飛んでいた。クルーたちの過去の記き憶おくがあった。ほとんどがホランドも共有しているものだ。しかし自分が知らないものもあった。通信士の少女と操そう舵だ士の青年が恋こい仲なかにあるのをこのときホランドははじめて知った。ミーシャが老ろう衰すいで倒たおれた弟の死に様を看み取とった光景もあった。デューイ・ソレンスタムの酷こく薄はくな笑えみ。「世界を救え」と彼は言った──。

　そしてタルホ。未来も現在も過去も、生きてきた時間のどこを切り取っても、悲鳴と苦痛と涙しかなかったホランドにとって、タルホと過ごした時間だけが、喜びと、快楽と、笑いによって彩いろどられていた。

　そのタルホを示す魂の光点が、こよなき輝かがやきをもってホランドの〈目〉を射た。

「──何？」

　ホランドは呻うめいた。タルホの身体からだから二重の輝きがあふれていたのだ。ホランドの〈目〉がタルホただひとりをズームアップさせる。下腹部の辺りに、小さいが、しかし瑞みず々みずしくも力強い輝きがあった。ホランドの〈目〉は我知らず、その、タルホに宿った二つ目の魂のみに占しめられた。どくん、どくんと心臓が高鳴る。ホランドのものではない、タルホのものではない、これは……どくんどくんどくん、ど、く、ん。

「パパ！」

　確かに聞こえた。

〈耳〉がそうとらえた瞬間、ニルヴァーシュが間近に迫せまっていた。振ふり上がったナイフは、一直線にコックピットを貫ける位置にあった。その背中から放たれる七色のリングを、ホランドはきれいだと思った。

　タルホがホランドの名前を絶ぜつ叫きように乗せて放った。

　両機がすれ違ちがった。滑かつ空くうするニルヴァーシュの背中からリングが失われ、やがて最後の力が尽つきたように地面へふらふら降下していくと、土ど砂しやを跳はね上げながら軟なん着ちやく陸りくする。

　がくりとうなだれたタルホの耳に、

「……なぜ黙っていた」

「ホランド!?」

　タルホが弾はじかれたように顔を上げた。ブリッジから「おお」と声があがる。滞空するデビルフィッシュと回線が再度つながっている。

「どうして言わなかったんだ、タルホ。おれたちは二人じゃないって」

　タルホははっとなる。瞬まばたきのたびにぽろぽろと涙なみだがこぼれた。

「話したら、ホランドはあきらめるでしょ？　自分の夢を。だから……」

「おれの夢だと」疲つかれきった顔でホランドは言った。「でも、いまはそれが、おまえの夢なんだろ。おまえのなかにあるその未来が」

「……ごめん」座り込むタルホ。「ごめんね、ごめん、ホランド……」

　ホランドはヘッドギアを脱ぬいだ。機体のあちこちから煙けむりが上がり、スパークを起こしている。コックピット内も同様だった。

「言っただろ。おまえの望む未来を守る。それが、おれの夢だ」それからちらりと視線を下方に投げて、「レントン、最後まで覚かく悟ごを決めきれなかったな。なぜおれを殺さなかった」

「さあ」

　レントンは操縦機器に突つっ伏ぷしていた。こちらの機体もデビルフィッシュと同じく、限界を越こえた酷こく使しにいたるところが悲鳴をあげている。涙を浮うかべて自分を覗のぞき込もうとするエウレカに、レントンはゆっくりとまたジャンパーをかけなおしてやる。

「その前に、こっちの質問に答えろよ。ぼくを、ぼくらを殺すつもりだったのか」

「あんだけやり合っといて、いまさらそんなこと訊きくのかよ」憔しよう悴すいしきったホランドの顔に苦笑いが浮かんだ。「そうだよ、殺すつもりだった。神の鉄てつ槌ついがある以上、そしてイマージュがある以上、この世のどこにも逃にげ場所なんてねえんだ。おまえが覚悟を決めない限り、おまえらが神話の人物として覚かく醒せいしない限り、おれも、タルホも、みんな神話再生を待たずに死んでいくだけのことさ。たとえおまえがそんな自分の運命を呪のろっていたとしてもな」

「そのために自分が死んでもかよ」

　毒づきながら、レントン・サーストンは、ホランドの言う神の鉄槌も、そして世の終わりが迫っているという事実も、ようやく心の底から信じられた。

「うるせえ、次はこっちの質問に答えろ」

「ぼくにも」レントンはエウレカと目配せし合って、弱々しく微笑ほほえんだ。「……見えたんだ」

　はっとホランドは口を閉とざす。と、

「ホランド、聞こえる？」

　ミーシャが通信ウインドウに映った。

「何だ？」

「人体って不思議なの。あなたとタルホの子供ね、成長の速さが普ふ通つうの人間と変わらないのよ」

「え？」

「母体の成長スピードとは関係なく成長しているの。……生まれてくる子供は、普通の人間と何ら変わりはないのよ」

「そうか」と頷うなずいたのは操舵士だった。「おれたちの不幸は、次の世代には伝わらないってことだな」

「ドギー、おまえ」

「さっき聞いたんだよ、タルホから全部」

「だけど、おまえ」マシューが笑った。「聞く耳持たないで、レントンとガチンコやり合うからよお」

「守ってあげなくちゃいけないよね」ヒルダがはなを啜すすっていた。「わたしたちみたいにならないよう、あんたたち親がきちんとね。もう無茶は許されないんだから」

「おまえら」

　ブリッジで、ハップひとりだけが腕うで組ぐみをしたまま何も言わない。血の気の引いた、どこか青白い顔をしていた。

　その頃ころにはデビルフィッシュも傷ついた機体を降下させていた。「ホランド」とタルホが涙声で呼びかける。

「ああ」

「わたし、ずっと思ってた。でもみんなの夢の邪じや魔まをしたくなかったから、言えなかった。ねえホランド、わたし、見せてあげたい。この子に見せてあげたいの。パパとママが生まれた、パパとママが出会えた、奇き跡せきみたいなこの世界を」

　エウレカはこのとき、息が止まるほどに驚おどろいた。「奇跡」とつぶやく。もう一度。

「レントン？」

　しかしすぐにレントンの異変に気づいた。彼はぐったりと伏ふせったまま、息を乱しつづけている。

　すると、低空飛行で何かが迫ってきているのがキャノピー越ごしに見えた。一機の高こう速そく艇ていである。身動きできないニルヴァーシュの近くで着陸した。

　エウレカはレントンをかばうようにして、警けい戒かいの眼差しを当てた。が、降りてきた人物の姿を目まの当たりにして、エウレカは息を吞のんだ。







２──

　月光号はいつしか、目的地に目と鼻の先まで迫せまっていた。デビルフィッシュとニルヴァーシュを収納した船は、目的地からの『迎むかえ』に誘ゆう導どうされるまま、峡きよう谷こくのあいだをくぐり抜ぬけて、大地にぽっかりと開いた巨きよ大だいな穴へと船体を下降させていった。

　かつてヴォダラ宮きゆうと呼ばれた場所であった。ヴォダラクの──ドーハの悲劇以降、ヴォダラクの教義に賛同した者たちが集つどい、反政府の象しよう徴ちようとして築いた総本山。人民解放軍の攻こう撃げきを受けていったんは滅ほろんでいたが、現在はその地下にもうひとつのアジトが建設されていた。

　そしてそのなかに、ワルサワやトレゾア、ヘコノなどでイマージュ研究を行っていた科学者たちがいた。彼らはヴォダラクの教義にこそ染められてはいないが、ヴォダラクのやろうとしたことそのものには科学的意義を見み出いだした者たちばかり。トレゾアにおけるダイアンがそうだったように、宗教的な理念とは別に、世界をイマージュとの戦争から救うため、神話を今度こそ再生すべく研究を行いつづけていたのである。

　ダイアンがホランドに渡わたした小型ディスクには、このアジトのことが情報として入っていた。彼女は、神話再生を目的としたホランドたちとは協力し合えるはずだと思い、あらかじめ両者をつなぐメッセンジャーの役割を果たしていたのだ。

　地下には船を収容できるほどのスペースもあり、月光号はそこへと翼つばさを下ろした。

　最初に出で迎むかえたのは、誰だれにとっても意外な人物だった。といっても直接会ったことのある者はない。何度かテレビで見かけたことがあるくらいだ。皆みなが警戒の色をあらわにし、船に戻もどってエンジンを再始動させようとする者もあるなかで、

「コーダ文部科学大臣──だったか」

　先頭のホランドは、ラッタルの向こう側に立った女性へ言った。

「前、よ。それにわたしは解任された身。呼び捨てにして構わなくてよ」

「先まわりされていたとは意外だな。ヴォダラ宮まで押さえられていたとは」

「誤解しないで。解任されたと言ったでしょう？　わたしはもう政府や軍とは関係がない。そう、あえて言うなら、あなた方のもとへ亡命してきた身なのよ」

「亡命だと？　神の鉄てつ槌ついが降り注ごうとしているいま、おれたちのところへ来て何の得がある」

「すべての真相を知りたい。それを見届けたい。……それだけよ。あなたたちの行動を止めるつもりなど、さらさらないわ」

　一同は何ともいえない表情でコーダを見つめた。前文部科学大臣は苦く笑しようして、

「信用してくれてないようね。でもそれでもいいわ。わたしはここにいるだけでもうれしいから」

「うれしい？」

「ええ。人類の、いえ地球のいく末を左右する現場に立ち会えるんですから。……それで」周囲を見わたす。「あなたたちが強ごう奪だつした最重要機密エウレカと、レントン・サーストンはどこに？」




　レントン・サーストンの周囲では、凍こおりついたように時がその身動きを止めていた。何度か羽う毛もうのような優やさしさでレントンの手足をくすぐったが、しかしそれは彼を覚かく醒せいに導くにはいたらず、それなら、と時間さえもが安あん穏のんとした居い眠ねむりを決め込むみたいに、またしばらくのあいだレントンは放ほうっておかれて、それが何度かくり返されたのちに、前まえ触ぶれもないままレントンはうっすらと目を開けた。

　ベッドに横たわっている自分の身体からだがあった。そしてその傍かたわらに、あの懐なつかしいドミニク先生の姿を見つけた。

　こちらをじっと見つめている。その視線にさらされていると、レントンはこのまま眠ねむっているのがとてもいけない気持ちになった。言わなくちゃいけないことがあるからだ、とレントンは気づいた。だからかさかさに乾かわいた唇くちびるを無理にでも開いて、

「──先生、ごめんなさい」

　そう言った。先生は微笑ほほえんで、

「なぜ謝る？」

「ぼく、約束を守れそうにないから」

「どうして？」

「……先生との約束よりも、もっと大切なものができたから」

「そうか、残念だな」

「ごめんなさい……」

　以前もこうしてよく先生に謝った。そう思うと、自然と涙なみだが浮うかんでくる。とてもそれが懐かしかったから。

「いいんだ。おまえが選んだことなんだろ？」

「先生、ぼくは、ずっとこんな世界に守る価値なんてないって思ってた。だってぼくの周りには敵しかいなかったから。敵しか。……寂さびしかった。寂しくて仕方なかった。だから目の前からいなくなっても、エウレカだけが、ぼくをこの世界とつなげていたんだ。でもね、わかったんだよ。そうじゃなかった、世界なんてどうでもよかったんだ、ぼくにとって価値があるのはエウレカだったんだ、エウレカこそが、ぼくの守るべき世界だったんだ。いまも、昔も、これからも」

　ドミニクはかすかに頷うなずいた。レントンは深く息をついて、

「だから」

「だから？」

「だから──ぼくは、守りたい。エウレカを。エウレカのいる世界を。他ほかの誰でもない、ぼく自身のために」

「そうか」ドミニクは破顔した。「それこそ、先生との約束を守るってことじゃないか。大切な夢を叶かなえてほしい、ってそう言ったはずだろう？」

「先生」

「だ、そうだ、エウレカ」

　えっ、とレントンが病室の出入り口を見ると、そこにエウレカが立っていた。ほんのりと顔色が赤い。レントンも顔が熱くなるのを感じた。いまのを聞かれていたんだ。とともに、曖あい昧まい模も糊ことしていた意識が急速に目覚めはじめる。

「せ、先生。ドミニク先生？　本当なの？」

「夢だと思っていたんだな。おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　目覚めるとともに身体の節々が痛んで、レントンは悲鳴をあげた。エウレカもあわてたように駆かけ寄ってくる。彼女自身、顔や手足、身体のいたるところに包帯を巻きつけてあった。

　レントンは自分の手に針が差し込まれ、点てん滴てきを受けていることにもいまはじめて気づいた。

「ど、どうして先生がここに？　ここ、もしかしてワルサワなの？」

「いいや」ドミニク先生は──あれから八年経たっても、見た目の印象はほとんど変わらない先生は、そっとかぶりを振ふった。「ここはヴォダラ宮だ。かつてヴォダラクの総本山だった場所。軍はずっと前にここを爆ばく撃げきして、テロ組織の幹部を皆みな殺ごろしにした。それでもう安心してしまったんだな。ここにかつてイマージュの研究をしていた者たちが集まって、ひそかに施し設せつをつくっていても、軍はそれを知らないでいる」

　レントンとエウレカは視線を合わせ、それからぱっと互たがいに引き離はなした。何度かそれとまったく同じことをくり返す少年少女をドミニクは見つめながら、

「ぼくはあのあと、軍にいったん拘こう束そくされた。しかし移送途と中ちゆうにヴォダラクのゲリラ戦に巻き込まれたんだ。そのあとは彼ら──ゲリラたちと行動をともにしていた。その理念や行動を支持できるわけじゃなかったが、ぼくにも生きていかねばならない理由があった。やがて彼らのつてを辿たどって、ここへといき着いた。そして、ずっとおまえたちが来るのを待っていたんだ」

「ぼくたちを？」

「そう」ドミニクは二人の顔を交こう互ごに眺ながめた。「話すときが来たみたいだな、どうやら。長いこと待ちわびていたような気もするが……、実際、いまになってみれば、いささか早すぎる気がしないでもないよ」




　ドミニク・ソレルは、レントンたちに昔話を語って聞かせた。

　一〇年以上も前のこと、ドミニクはワルサワにおいてレントンの両親とともに対イマージュ兵器の開発に身を砕くだいていた。理想に燃える、若き研究者として。

「その頃ころのワルサワにもひとりの人ひと型がたイマージュがいた。第六号検体。エウレカより以前に発見された少女だ。桃もも色いろの、長い髪かみをした少女だった」

　その少女は、エウレカが軍に受けていたのと同じくらいに苛か酷こくな実験を受けつづけていた。が、少女は常に無表情だった。まるで動くマネキンのようだった。苦痛を訴うつたえることも、つらそうな顔ひとつすることもなかった。命じられるがままに動いて、訊きかれたことだけに答えた。

「人型イマージュとはそうしたものだと誰だれもが思っていたから、気にも留めなかったのだろう。だけど……だけど、ぼくは違ちがった。何か、他の人とは違うものをぼくは彼女に見ていた。理由はわからない。そのとき母を亡なくした直後だったということが、もしかしたら何か影えい響きようがあったのかもしれないが」

　ドミニクはいつしか彼女の世話係を任せられていた。自然、二人で過ごす時間も出てくる。といっても、人型イマージュとの個人的な会話は禁じられていた。イマージュはトラパーを操あやつり、人心に直接作用させて、人をも思うがままに操るのではないかと噂うわさされていたからだ。

　あるとき、ドミニクはほんの気まぐれで、食事の準備をしているなか、研究所の外に生えていた花を一輪、盆ぼんの上に添そえた。

「雪月花？」

「いいや」ドミニクはかすかに笑った。「桃色をした──、そう、彼女の髪の色にとてもよく似ていた花。アネモネというんだ」

　しかし彼女は、それを食べ物と誤解して機械的に口へ入れようとした。あわててドミニクはそれを止めた。必死の制止に、彼女はきょとんとなっていた。

「それがすべてのきっかけだった」

　いざ話してみると、人ひと型がたイマージュの少女は驚おどろくくらい豊かな感情表現を持ち合わせていた。いまのいままで表情がないと思っていたのが噓うそのようだ。こちらが笑いかければ笑い、つらそうな顔をしていると同じ表情になった。

「それって、まるで」

「レントンとエウレカのようだろう？」ドミニクは小さく肩かたをすくめた。「そうさ、ぼくらは友達になった。彼女をアネモネと名づけたのもぼくだ。なるべくいっしょの時間を共有するようにして、彼女にいろんなことを教えもした。だが、」

　いみじくもそれは、アネモネが苦痛を避さけ得ない実験の際に、彼女の悲鳴や苦く悶もんの表情を目まの当たりにするということも意味した。ドミニクは実験の最さ中なかに何度「やめろ」と叫さけぼうとしたかわからない。どうして皆みな何も感じないんだ？　どうしてアネモネの悲鳴が聞き取れないんだ、どうして自分たちのほうこそ感情のない人形のように、アネモネを苦しめつづけることができるんだ？

「ぼくは板いた挟ばさみにあっていた。ワルサワでの研究が、イマージュと戦うためにどうしても必要なことくらいはわかっていたから。アネモネを調べれば調べるほど、成果が挙がっていくのも実感していたから」

　ドミニクはせめて、アネモネにもっといろいろなことを教えたかった。世界はこんなに狭せまくて、寒々しくて、彩いろどりのないものではないことを。いまおかれている環かん境きようが世界のすべてなのだと絶望させないため、すなわち未来へ希望を抱いだかせるために。しかし彼女を外へ連れ出すことはできなかった。アネモネは太陽に弱かったし、どのみち規則によって研究所以外の場所へは連れていってあげることができなかったのだ。

「かわいそう」エウレカは自分がつらそうな顔をした。「わたしは、夜なら外を出歩けたのに。そのアネモネって人は、一歩も外へ出ることができなかったんだね」

「そうだ。だからぼくは、彼女に自分の持っている世界のいいイメージを伝えようとした。こんなに楽しいことがあるんだと、こんなに面おも白しろくて素す敵てきなことがいっぱいあるんだと、伝えたかった。だからぼくは──レントン、どうしたと思う？」

「いっぱい……おしゃべりをしたとか？」

　何だか授業を受けている気持ちになってレントンが言うと、ドミニクは、

「半分正解だな。だがぼくは口下手でね、思ったことの半分も伝えられない。だからぼくは、物語を書くことにしたのさ」

「物語？」

「そう。科学者になる前は、これでも文学青年だったんだ。児童文学の賞に応おう募ぼして、佳か作さくで入選したこともあるんだよ。ただぼくが大人になる頃には、もうイマージュとの戦争が激化していて、誰も本を読むどころではなかった。賞金も雀すずめの涙程度さ。だから両親に作家になることを反対されて、あきらめたんだ」

　ドミニクは激務のかたわら、物語を書くことに没ぼつ頭とうした。彼がイマジネーションを頭のなかで翼のごとくはためかせて書いた少年少女の冒ぼう険けん物語を、果たしてアネモネは喜んでくれた。つづきを待ちわびてくれるようになり、それが、つらくて苦しい日々のなかで唯ゆい一いつの楽しみになったようだ。

「一年、二年が過ぎて。アネモネは、もうすっかり人間と同じになっていた。ぼくの目にはね。他ほかの人の目にはどう映っていたかわからない。物語はまだつづいていた。終わらせるわけにはいかなかったのさ、もちろん。そしてそのときには、ぼくたちの関係も変わりつつあった。ごく自然の流れのことだった」

「どういう意味ですか？」

　と訊いたレントンを、エウレカがそっと肘ひじ鉄てつした。意味がわからず、なおも訊こうとすると、ドミニクは咳せき払ばらいをして、

「恋こいに落ちたのさ、つまり」

「もう」エウレカが小声で言った。「レントンって、鈍にぶいんだから」

「だが、変わりつつあったのはぼくたちだけではなかった」

　ワルサワの研究員たちはイマージュを調べていく過程で、時折計測されるトラパー波が不可思議な信号を発していることに気づいた。何かのメッセージかもしれない、と彼らはその情報を軍上層部には秘ひ匿とくした上で解かい析せきをつづけた。

「それは確かにメッセージだった。イマージュ内部において、素そ粒りゆう子しを任意に組み替かえることのできるシステムを伝えたものだったんだ。素粒子を、ということは、世界をつくり変えることができることをも意味する。それは神の所業にも等しい。だからワルサワの人々はそれを『神話』と呼んだ。と同時に、一部の人々の様子があきらかに変わりはじめた」

　彼らはもはやイマージュとの戦争や、人民政府や軍のこと、そして被ひ害がいに遭あっている人々のことは忘ぼう却きやくの果てにあった。その『神話』を実じつ践せんしたいという夢に取り憑つかれていた。科学者として、確かにこれ以上の夢はなかったろう。

「彼らは、彼らのあいだでのみ通じる教義を持つようになった。そう、確かにそれは宗教めいていた。もはや彼らに我々で言うところの『神』の概がい念ねんなどなかった。何もなし得ない『神』など『神』ではなかった。彼らにとってはイマージュこそが唯一絶対の『神』であり、自分たちはその導きに添そって、よりよい世界をつくるために選ばれた聖なる者だと思い込むようになった。彼らには、彼らなりの正義もあったのだろう。ぼくもかき口説かれた。勧かん誘ゆう、というのかな。世界を、人間をつくり変えれば、イマージュとの愚おろかしい戦争も終わる、誰だれもが幸せになれると説いていた。ぼくには信じがたかった。何より、そのための方法が許せなかった」

　科学者たちは、船にアネモネと人間数名を乗せて、そのままイマージュへ突とつ入にゆうさせれば、『神話』を再生できるのではないかという予測を立てていたのだった。

「なぜ、人間もいっしょに？」

「人ひと型がたイマージュと人間との違ちがいはどこにあると思う？」

　逆に訊きき返されて、レントンとエウレカは戸と惑まどい、顔を見合わせた。

「身体からだにクリスタルがあること、陽ひの光に弱いこと、体内外にあるトラパーを操あやつれること。そしてもうひとつは──、イマージュは夢を見ない、ということだ」

「夢」

「そう。眠ねむっているときに見る夢もそうなら、未来へ馳はせる思い──幻げん想そうと言い換かえてもいい──もまたそうだ。イマージュは思考するだろう。ただし一秒先の未来さえ思わない。未来を思わないということは、願いも、希望もない。少なくともアネモネにいたるまでの五人の人型イマージュは皆みなそうだった。もしかしたら、人型こそが、人間の夢に反応してつくり出された、それこそイマージュの夢のごとき存在だったのかもしれない。だから、イマージュは人間にメッセージを送ったのではないか。自分たちのシステムを起動させるためには、幻想が必要なのだと。誰かが願い、夢見るそのイメージこそが、世界をもつくり変える力を生むのだと」

　いつしかヴォダラクと名乗りはじめていた一部科学者たちは、この計画を実行させようと本気で考えていた。戦災孤こ児じの子供たちを集めて、船に乗せるメンバーの選せん抜ばつさえ行った。しかしさすがに所内でも大勢の反対にあって、彼らはいったん計画を取り下げたように思えた。

「だが、彼らはひそかにデューイ・ソレンスタムに連れん絡らくを取っていた。神話や素粒子を組み替えるシステムも含ふくめて。『面白そうだ』という返答をよこしたデューイは、ワープ航法実験という噓うその名目で大がかりな施し設せつを彼らのために用意し、空中船までお膳ぜん立だてした。そしてあるとき、彼らは行動を起こした」

　ドミニクが気づいたときには遅おそかった。真夜中、ヴォダラクは眠っているアネモネと子供たちを空中船で連れ去ったのだ。

　そして引き起こされたのがドーハの悲劇だった。アネモネは失われ、その計画の生いけ贄にえに捧ささげられたホランドたちは、奇き跡せき的に生せい還かんしたものの、身体に異変を来きたしていた。レントンは喉のどを鳴らした。淡たん々たんと告げるドミニクの横顔が、むしろそれゆえに恐おそろしかった。エウレカを奪うばわれたときのことが自然と思い出される。レントンは絶望に打ちひしがれながらも、それでも軍に入れば彼女に再会できるのではないかと思った。しかしドミニクは──。

　レントンは、しかしそれとは別にいまこそ訊きかねばならないことがあった。

「その計画に……、ぼくの両親も参加していたんですね」

「そうだ」もうごまかしもせずにドミニクは認めた。「ただ、おまえを慰なぐさめるために言うわけじゃないが、ぼくがおまえたちの先生だったように、ぼくの先生はサーストンご夫妻だったんだ。彼らはイマージュを滅ほろぼし、戦争のない世界をこの子に見せてあげるんだと言って、赤ん坊ぼうの写真を見せてくださった。そのサーストン先生までもがヴォダラクの教義に染まっていたかはわからない。ただ、もし戦争を一いつ瞬しゆんで終わらせる可能性があるのなら、とそれにかけたのかもしれない。もちろんアネモネを犠ぎ牲せいにして、ホランドたちを生贄にして、それが許される所業じゃないのは事実だ。だが、そのときでさえすでに戦争がはじまって三〇年以上が過ぎていた。多くの人間たちが苦しんでいた。疲つかれきっていた。殺されるのも、殺すのも、憎にくむのも、すべてにおいて。誰にも正解などわからなかったのさ」

「…………」

　うつむいたレントンの肩かたにそっとエウレカのあたたかな指が触ふれた。それを握にぎり返す。

「先生」次に口を開いたのは、そのエウレカだった。「教えて、先生。イマージュとは、何なの？　わたしは、何者なの？　教えて。わたし、いまならどんな事実でも受け止めてみせるから」







３──

「イマージュが何者なのか」

　ドミニク先生は、レントンのいるベッドの上、何もない場所にじっと目を凝こらしながら言った。

「それは、イマージュ自身にしかわからないだろう。あるいはイマージュにもわからないのかもしれない。だから人間を『神話』によって──ぼくたちがそう解かい釈しやくしているだけだが──誘さそい招いているのかもしれない。人間だって、自分ひとりきりでは自分を正しく『認にん識しき』することができず、他者による『認識』がなければおのが姿さえわからない。ぼくは、だからイマージュとは、いまは『鏡』のような存在ではないかと思うんだ。自身のことも他者のこともわからず、だからこそ、そこに映る者の本当の姿を映し出す。世界そのものが、人間の行動やイメージを反映した鏡であるようにね」

　レントンとエウレカが耳を傾かたむけるなか、ドミニクはかつての授業のようにつづける。

「人間の心を鏡のように反射したイマージュは、そもそもが人類とはいちじるしく異なった存在であるため、結果的に戦いという形を導いてしまったのかもしれない。あるいは戦いという概がい念ねんすらイマージュにはない可能性だってある」

「じゃあ、わたしは……」

「ワルサワで導き出した結論としては、人ひと型がたはイマージュによって地球に送り込まれたロボットのようなものだ。正確には、イマージュにいるであろうオリジナルの魂たましいをコピーされ、植えつけられた有機探たん索さく装置。クリスタルによって情報を記き憶おくとして収集し、そのクリスタルをイマージュによって回収されるのだろう。おそらくはそうやって人間の情報を集めている。だから、人型イマージュは代を重ねるごとに──ごく限られた点においては──人間に近づいていったのだろう」

「じゃあ、エウレカは、やっぱりいつかいなくなっちゃうの？」

　レントンが訊いた。ドミニクは彼らに背中を向けて、

「いなくなるとしたら、どうする？」

「いなくさせない」レントンが勢い込んで言った。「もう、軍や誰だれかの手で、どこかへ連れていかれたり、利用されたりなんて嫌いやだ。その相手が人間だろうがイマージュだろうが、ぼくは、戦ってみせます」

「レントン」

　振ふり返ったドミニクは、ワルサワで雪山にのぼったときと同じ表情になっていた。

「そうか。なら」いったん間をおいて、「なら、レントン。イマージュの中心核かくに向かうんだ。いまのおまえが、おまえたちが抱いだいたイメージを、幻げん想そうを、未来をイマージュに届けるんだ。『自分』を知るために。イマージュに『自分』を知らせるために」




　一方、地下アジトの一室では、ホランドたち数名の愚ぐ連れん隊たいメンバーとコーダとが話し合っていた。ホランドは自分たちのことを語り、コーダは彼女の知るこれからの計画のことを話した。

「では」

「ええ。軍の動きからすると、早ければこれから三日後には神の鉄てつ鎚ついが発射されるはずよ」

　コーダの言葉に、メンバーたちは声もなく顔を見合わせた。皆みな、疲ひ労ろうの影かげが色いろ濃こい。レントンたちのみならず、タルホも大事を取って別室で休ませていた。ＣＦＳを酷こく使ししたホランドもそう勧すすめられたのだが、彼は断っている。コーダが真実を知りたがったのと同様に、彼も軍の動きを心底から知りたがっていた。そして伝えられた死の宣告に、

「世界はイマージュごと塵ちりと消える、か」

　ぼそりと返答をよこすと、ホランドは鉄骨が剝むき出しの天てん井じようを見上げた。

「それで、あなたたちはこれからどうするつもりなの？」

「どうする？」

「ええ。あなたたちはエウレカとレントンを利用してイマージュへいこうとしたのでしょう？　神の鉄槌発射時のエネルギーをも使って、イマージュのシステムに働きかけ、世界を改変するか、もしくは異次元の世界へいこうとした。いまは、そうではないの？」

　再度、メンバーたちは互たがいに見つめ合った。

　誰も口を開こうとしない。

「おれたちは、可能性にかけたんだ」

　ホランドがそう言ったのは、沈ちん黙もくが支配してからだいぶ経たった頃ころ合あいだった。

「可能性」

「そうだ。利用されるだけ利用されて、何もないままに使い捨てられて死んでいくのが嫌だった。実際、そうして死んでいく仲間たちも見てきた。だから、それならばこんな世界を引き換かえにしてでも、おれたちはおれたちの世界へいこうと思った。それが叶かなう可能性がたとえ一パーセントに満たなくても構わない。このままぼろぼろになった鉄くずみたいに処分されるだけの人生よりははるかにマシだと、おれたちはそう思い、行動に移した」

　アジトでは現在、月光号やＫＬＦの修理、そして弾薬や物資の補給などが行われている。副長のハップやウォズはその陣じん頭とう指揮に当たっていた。先ほどそのウォズが途と中ちゆう報告に来たが、

「さすがに元ワルサワの科学者がいることはある。すごい新型装備もあるぞ」

　とはしゃいでいた。もちろん、機械いじりの好きだった彼の幼年期から知っているホランドだ。一七年の人生は、たとえ常人とはかけ離はなれたものだったにせよ、それぞれがそれぞれの時間を過ごしてきた結果として、いまこの場に個人個人として集つどっている。

「まるで、夢から覚めたみたいだね」通信士の少女がべそを搔かきながら言った。「わかってたんだ、本当は。神話を再生させるなんて、夢みたいな話だった。だって笑っちゃうよね、神話再生計画なんて言ったって、わたしたちの誰ひとり、その詳くわしい部分まではわからないんだもの。リーダーの言うみたいにさ、ただ、死んでいくよりはいいか、って立ち上がってみただけ。それなのに、いつの間にか本当にそれが叶うんだって思ってた」

「だけど、楽しかった」

　あとを継ついだのはケンゴウだった。小さい頃ころ、彼が床ゆかの上いっぱいに絵を描えがいては科学者たちに怒おこられていたのをホランドは覚えている。

「大勢の人を殺し、レントンたちを巻き込んで、こう言うのも罰ばち当あたりだろう。だけど楽しかった。自分たちの手で何かができると思った。たとえ夢でも、夢を見ているあいだはそれこそが真実だ。だから、楽しかった」

「ああ」

　白い歯を見せたのがマシュー。お調子者で、どんな状じよう況きようであってもユーモアと悪戯いたずらを忘れなかった。デューイがいつも偉えらそうに着こなしていた純白のマントに悪戯書きをしたときはさすがに皆が青ざめたが。

「考えてみりゃ、いまのこの世のなかだ。生まれてすぐにイマージュに殺される奴やつだっている。おれたちの一七年間は、無む駄だじゃない。痛い思いをいっぱいした。つらい思いもいっぱいした。でも、楽しかったことだって、ひとつや二つじゃない。おれたち……」

「やめろ」

　皆の視線を集めたホランドは、うつむき加減のまま、

「やめろ。もう何もかも終わっちまったような言い方は。おれは認めない。何も得られない、勝利でも何でもない、馬ば鹿かげた結末。こんなエンディング、おれは認めねえ。神話だろうが物語だろうが、おれは、かわいそうな登場人物なんかで終わりたくはない。楽しかっただと？　しみったれたこと言うな。このままで終わってたまるものかよ！」

　怒ど号ごうを放つホランドに、コーダは、

「あなた、世界を憎にくんでいるのね」

「憎んでいるかだと？　ああ、この手でぶち壊こわしたい程度にはな。それこそ一四、五のガキが思春期に抱く破は滅めつ願望と同じくらいにはな。誰だれも彼もが主役になれるわけじゃないと気づいたガキは、夜よ毎ごとにそんなふうに妄もう想そうするのさ。自分が主役の物語といっしょにな」怒鳴り散らしてから、しかしホランドは深いため息をついた。「……奇き跡せきの世界。タルホはそう言った。それも、しみったれた言い草だ。女の、つまらない感傷だ。だけど、そのつまらない感傷を、おれは守ってやりたいと思った。このふざけて馬鹿げている世界を、おれの子供にはもう少しマシな形で渡わたしてやりたいと思った」

「あなたの子供？」コーダは一いつ瞬しゆん目を丸くして、それから微笑ほほえんだ。「きっと、元気な赤ん坊ぼうが生まれるわね」

「どうせ、クソ生意気なガキだぜ」

　マシューが言い、

「反はん抗こう期には手がつけられなくなるぞ」

　操そう舵だ士の青年が笑った。

　ホランドはまた何か言いかけた。しかしそこへ勢いよくドアが開いた。ウォズが顔を見せている。肩かたを大きく上下させていた。

「どうした」ホランドが目を鋭するどくさせて訊きいた。「軍がこっちの居場所を嗅かぎつけやがったか？」

「いいや」

　ウォズが次に口にした言葉に、ホランドは顔色を失い、それからドアの向こうへと駆かけ出した。




「よお」

　ベッドの上で弱々しく微笑みかけてきたのは、ハップだった。間ま違ちがいはなかった。たとえその顔が皺しわに埋うずもれ、手足が急激に瘦やせこけていても。

「どうした」ホランドはこわばった笑えみを浮うかべた。「どうしたよ、ハップ。いきなり病人みたいに寝ねっころがって、どんな冗じよう談だんだよ。朝飯は済ませたか？　それとも食べすぎてお腹なかの調子でも壊したか」

「そう、食いすぎだよ。このところ、一日に三本はダチュラを打っていたからな。しかし、さすがにもう限界らしい。皺寄せが一気にきやがった。もう、目もよく見えない」

「一日に三本？　そりゃ、気づかなかったぜ」

「内ない緒しよにしておきたかったからな。……そういうの、いいと思ったんだよ。死期が迫せまっても、誰にも何も言わない。いつもみたいに馬鹿話をして、笑って、そして気づいたらおれは死んでいる。みんなおれのことで泣くだろう。そしてあいつは最後までカッコをつけてた、って笑うだろう。そういうのがいいと思った。惚ほれた女も、おれのことを忘れやしない、ってな」

「初耳だ。誰だよ、惚れた女ってのは」

「タルホだよ」

　ホランドの乾かわいた笑いが一瞬、凍こおりついた。ハップはにやっと笑って、

「冗談だよ」しわがれた声で言った。「……なあホランド、おまえ、タルホを大事にしてやれよ」

「わかってる」

「そうか？　あんまりわかっているようには見えないぜ。まあ頑がん張ばれよ。おれはごめんだがな、泣きじゃくっている子供をあやしたり、オムツを替かえたり、マイホームパパになったりなんてのは、どう考えてもクールじゃない」

「言ってろ」

「あと、レントンと、エウレカな」

「何だ」

　そのときホランドは背後を振ふり返った。開いたドアから、当の少年少女が姿を見せていた。愕がく然ぜんとした顔になっている。ホランドは手で追い払はらおうとしたが、ハップはつづけて、

「もう、好きにさせてやろう」

「…………」

「おれがもう駄だ目めだからって、いまさらこんなことを言うのは卑ひ怯きようだとは思う。だけど……、妙みようなもんだな。おれは、いまだって死ぬのが怖こわいし、成長するのを止めたいと思っている。だけど、おかしいじゃないかよ。おまえとタルホに子供が産まれてくるって知ったら、そいつがおれより年上になっちゃいけないとも思う。そいつがちゃんと年を取っていくんなら、おれが先に死んでいくのは当たり前だとも思うんだ。だから、もう好きにさせてやろう」

「……ああ」

「じゃあ、そういうことだな、ホランド。みんなを頼たのむ」

「待て。ハップ、いくな。まだ早いだろう、もう少しここにいろよ。話をしようぜ。タルホの件だって、もうちょっと突つき詰つめて聞いておかなきゃな」

「何か言ったか？　もう耳もよく聞こえないんだ。もう少し、大きな声で──」

　そしてハップはもうそれ以上、言葉を発することも、身動きすることも、呼吸することもなくなった。

　ホランドはしばしたたずんでいたが、ややあってから、

「何だ？」

　とレントンたちのほうへと身を翻ひるがえした。その背後に、まるで未練を残すようなものなど何ひとつないような態度だった。

　レントンとエウレカは少しのためらいを見せたが、レントンのほうが一歩進んで、そして言った。

「ぼくたち、イマージュの中心核かくにいきます」



















１──

　ブラヤはいましがた書き終えたばかりの手紙を封ふう筒とうに入れた。おそらくもう二度とここ──書記長執しつ務む室に訪おとずれることはあるまい。しかし荷物の整理などは必要なかった。

　そばに控ひかえていた近この衛え兵に、

「脱だつ出しゆつ移民船の状じよう況きようは？」

「重要市民二万三〇〇〇の搭とう乗じようおよび発進準備は終しゆう了りようしております。あとは政府要人……書記長らを待つのみです」

　ブラヤは相あい槌づちひとつ打たずに封筒を兵士に差し出した。

「これをわたしの家族に」

　いつもの習慣で何事を命じられても動じることのない兵士が、そのとき硬こう直ちよくした。ブラヤの家族は当然すでに移民船のなかにいる。

「人類の長とはいえ、しょせんわたしは政治システムによって選ばれた人間に過ぎん。わたしの代わりなど、いくらでもおる」

「書記長」

「わたしはここに残るよ」ブラヤはいつにも似ない、小さな声でぼそぼそと言った。「それが自らの母星に弓を引いた、人類の長の責任の取り方だ」

　近衛兵は何かを言いかけたが、こみ上げてきた感情ごとそれをこらえて、

「……わかりました。まだ間に合うはず。必ずお届けします」

　そこへ急報が入った。デスク上の端たん末まつに軍司令部の映像が映る。作戦課長の顔があった。その向こう側で大勢の人間が右往左往しているのを見て、ブラヤは嫌いやな予感を抱いだいた。

「書記長！　二〇分ほど前に、イマージュ中心核で新たな反応が観測されました」

「何？」

「映像、送ります」

　新たに開いたウインドウ上に、南極大陸の映像が浮うかび上がった。そこに集結していたイマージュが巨きよ大だいな異形を形成しつつある。幾いく重えにも折り重なったサンゴ状の山は、あたかも大地から花の蕾つぼみが生えているかのようだ。それこそ、イマージュの中心核と目される存在であった。

「これは」

　と思わずブラヤが呻うめいたのは、その中心核の辺りからひっきりなしにトラパーが放出されては、目に見えるほど濃のう度どの高いそれが巨大な渦うずを描えがいているからだった。比ひ較かく物ひとつないので一見ではわかりにくいが、軍の報告によればイマージュ中心核の直径は三〇キロ以上におよぶ。当然、それらをすっぽり包むほどのトラパーも、いままで計測されたことがないほどの規模であるのは間ま違ちがいない。

「いかがなさいますか？」

「計画を早める」ブラヤの決断はすばやかった。「ここにいたって、奴やつらの後手にまわるわけにはいかん。すぐにわたしもそちらに向かう」

　言うなり、ブラヤは手て渡わたしたばかりの手紙を奪うばい取ると、そのまま破り捨てた。「書記長！」と兵があたかも非難するような声をあげる。

「移民船の発進も急がせろ。遅おくれているような馬ば鹿かな政治家がいれば、そいつらを待つ必要はない！」

　ブラヤは勢いよく席を立った。もはやほとんど無人と化した政府官かん邸ていを早足で歩いていく。




　レントンとエウレカは並んで、ニルヴァーシュのコックピット内にいた。外はもう日にち没ぼつを迎むかえたはずだ。このまま出しゆつ撃げきしてもエウレカに支障はない。

　地下アジトの格納庫内には、ニルヴァーシュの他ほかにＫＬＦデビルフィッシュの姿もある。どちらもヴォダラクにいた科学者たちの手によって、可能な限り修復されていた。さらに、デビルフィッシュには現在新たな装備が取りつけられつつある。それを何気なく見やったレントンは、二日前の会話を思い出していた。イメージを届けろと言ったドミニクの言葉を。

「ぼくらの──イメージ？」

「そう。すべてはイメージすることからはじまるんだ。自分の生き方──すなわち未来も、そして世界でさえも」

　レントンは、先生が言った、世界もまたイメージを反射する鏡であるという言葉を思い出した。

「個人個人がそれぞれのイメージを持ち寄って、いま現在の世界のかたちができている、と言ってもいい。過去のイメージの結果として『いま』があるんだ。どこかにか、自分の理想を叶かなえてくれる、本当の自分でいられる世界なんてありはしない。そんな都合のいいものはあらかじめ用意されてはいないんだ。でもほら、世界中のどこにも存在していなくても、おまえたちの心のなかにはあるはずだ。こんな世界でいたい、こんな自分でありたいという願い。未来へのイメージが」

　ベッド上で頷うなずくレントンを見て、ドミニクはエウレカのほうへと視線を移した。

「エウレカ、前にも言ったね？　きみはどんな願いごとを叶えたい、って。それはつまり、きみ自身がどんなイメージを未来に抱くかということなんだ」

「わたし」エウレカは胸に手を添そえて言った。「……自分の未来や、世界の未来なんてわからない。でも、ただひとつだけわかることがあるの。それは、レントンのいない世界はイメージできない、ってこと。わたしのいる世界には、レントンがいるの。必ず。そう願ってる」

「ぼくも」レントンが力強く言った。「ぼくも、エウレカのいる世界を願っている。人間とかイマージュとか関係なく、二人でいっしょにいられる未来を」

　ドミニクは代わる代わる二人の目をまっすぐに見つめた。

「それならば、見せてほしい。おまえたちのイメージを、世界中の人間に、すべてのイマージュに見せてやれ。イマージュはエウレカの記き憶おくを情報として欲ほつしている。すなわち未来を欲しているんだ。それをイマージュの中心核かくへと届けてほしい。神話を再生させるとか、都合のいい世界をつくるためとかじゃない。おまえたちのイメージする未来を実現するために」

　口調は淡たん々たんとしながらも、そこに込められたドミニク・ソレルの思いを少しは汲くみ取れるくらいにはレントンも大人になっていた。本当なら、それは先生がやりたかったことなのかもしれない。馬鹿げた戦争を終わらせて、アネモネという人といっしょにいることのできる、そんな当たり前の未来を、幸せを願うことのできる世界を手に入れるために。

　そしていま、レントンとエウレカはニルヴァーシュ内にいた。

「レントン、傷は大だい丈じよう夫ぶ？　無理してない？」

「ぼくなら平気だよ。軍学校でもこんな怪け我が、何度もしてきたしさ。エウレカは？」

「わたしもへっちゃら」額や頰ほおに貼はられた絆ばん創そう膏こうを指さして、エウレカは微笑ほほえんだ。「わたしだって、何度もこんな傷は負ってきたから」

　時計を見ると、出発までもう間もない。レントンは何か話すべきだと感じたが、上う手まいこと言葉が出てこなかった。ただこの場にエウレカの体温や匂においを感じることのできる、そんな一いつ瞬しゆんごとにレントンは幸せだったし、それだけにそれを奪われる未来など想像するだけで心がばらばらに砕くだけそうな思いがした。

「レントン、聞こえてた？」不意にエウレカが言った。「デビルフィッシュと戦ったあとに、あのタルホって女の人が言ったこと」

「うん」

「奇き跡せきなんだね」

　エウレカはキャノピー越ごし、デビルフィッシュの背面ユニットに取りつけられようとしている大型のブースターを見た。それはデビルフィッシュの機体そのものとほぼ同じ大きさで、専用のリフボードにも大型のノズルが新たにつけ加えられている。しかしエウレカが見たのはその新型装備ではなく、取りつけのために大勢動きまわっている人々の姿だった。

「人と人が出会って、わかり合ったり、憎にくしみ合ったり。そんな当たり前のひとつひとつが、奇跡なんだ、ってわたしもそのとき思った。わたしとレントンもその奇跡のひとつで、世界はそんなちっぽけな奇跡の積み重ねなんだ、って」

「うん」

「酷ひどいこともいっぱいあった。嫌いやなこともいっぱいあった。でもこの星がなかったら、わたしたち出会えなかった。レントンが生まれてこなかった」

　いよいよブースターの取りつけが終しゆう了りようした。起動テストが行われたらしく、ホランドがコックピットで親指を立てる。オールグリーン、すべて問題なしの合図に人々が喝かつ采さいをあげた。それをデビルフィッシュの足もとで見上げているタルホの姿があった。皆みなと同じく笑え顔がおでありながら、その眼まな差ざしは憂ゆう慮りよに満ちている。

「誰だれが何を言おうとも、誰が何をどうしていようとも、わたし、この星が大事。レントンと同じくらい大事。だって」二人の視線が絡からみ合った。「世界がどれだけわたしを嫌きらっても、レントンを生んでくれた星だから」

　レントンとエウレカはそれぞれペンダントを掲かかげた。磨みがき抜ぬかれたロケット部に二人の顔が映り込む。

　レントンの心臓が高鳴っていた。自分を見つめるエウレカの瞳ひとみは去らず、白い頰を上気させている。

（ああ、神さま）

　そんなものに祈いのったことなどないレントンだが、いまこの一瞬だけは世界中の誰よりも敬けい虔けんな信者だった。

（神さま、もう少しだけこのままでいさせてください。あと数秒あれば、きっとエウレカの肩かたに触ふれられます。もう少し気前がよければ、せめてあと十秒ください。そうすれば、きっとぼく、エウレカの唇くちびるに……）

　いまにも沸ふつ騰とうしそうなほどに脳のう味み噌そが煮にえ立って、レントンも顔を真っ赤にしながら、エウレカのほうへとそっと身を近づけかけたとき、

「まずいぞ！」

　格納庫へ駆かけ込んできたウォズの声がした。神さまというのはやはりとことん彼らにとっては意地悪だった。我に返って、はっと双そう方ほうともに身を引いてしまう。

「どうした？」

　コックピットからホランドが顔を出した。

「軍の通信を傍ぼう受じゆした。南極周辺で網あみを張っていた奴やつらの艦かん隊たいが離はなれつつある。万が一のためにイマージュをそこへ押さえ込んでおくための艦隊だったはずだ。それが離れるということは──」

「神の鉄てつ槌ついを使うということ？」タルホが声を張り上げた。「そんな、早すぎる。あと二四時間は猶ゆう予よがあったはずじゃないの!?」

「正確な時間はわかるか」

　人々が、いままでとは違ちがう意味でざわめきはじめた。レントンとエウレカも真顔になって、コックピットのなかでペンダントを握にぎりしめている。言葉を交かわす必要もなかった。レントンは操縦機器に手を置き、コンパク・ドライブを発動させた。緑色の発光が照り返ってコックピット中を上下する。

「いいね、ニルヴァーシュ」

　レントンが言うと、

「もきゅっ！」

　すぐさま返答があった。あたかも、自分にだって言葉はいらない、さあいこうという風に。

　レントンたちは思わず顔を見合わせて、ちょっと笑った。




「神の鉄槌、予定空域に到とう達たつしました」

　オペレーターの声がはきはきと伝える。神の鉄槌作戦発令所は、現在大型空中戦艦内部にあった。基地の大半は現在破は棄きされている。当然、空中にあるとはいっても、神の鉄槌発射時にはどのような被ひ害がいがあるかわからない。しかし艦内にいる人々の顔には感情を殺した覚かく悟ごがある。彼らの家族はいずれも移民宇宙船への搭とう乗じようが許可されていた。

「現在、主機の稼か動どう率りつは八五パーセント」

「補機のほうはどうか？」

　ブラヤは、巨きよ大だいモニターに取り巻かれた中央の司令官席に腰こしを下ろしていた。

「展開終了まであと二時間。作戦スケジュールに遅おくれはありません。すべて順調です」

「そうか……。しかしあの中心核かく、まるで大地を苗なえ床どこにしているようではないか。まさしく、この星の花だな」

　前方にあるモニターにはイマージュの中心核が映されている。高こう濃のう度どトラパーが渦うず巻まいているせいか、いくぶんそれはぼやけて見えた。

　周囲の端たん末まつに取りついたオペレーターたちのもとに、各班からの報告がひっきりなしに入っている。数時間後に訪おとずれるわずか一いつ瞬しゆんのために準備されてきた、あらゆる物事が凝ぎよう縮しゆくされていくのを耳にしながら、ブラヤは天てん井じようを見上げた。

　このはるか遠方で、神の鉄槌が宇宙空間を漂ただよっているのだ。国家レベルの予算を使って準備された、大がかりな破は壊かい兵器。音のない真空を漂うそれの傍かたわらには、まばゆい輝かがやきの太陽があろう。

「……その昔、太陽とは無限にエネルギーを与あたえ、そして返す必要の無いものの究極の存在と考えられていた」

　ブラヤが誰にも聞き取れない声でひとりごちているあいだに、モニターには、太陽エネルギーを集めるための補機群が衛星軌き道どう上に展開されていく図が映る。

「ゆえに、そのエネルギーの加護のもとにある人間は、それを放ほう蕩とう、消費の正当性の根こん拠きよにしたのだ。そして、その放蕩の証あかしとして、人間は生いけ贄にえを定め、その心臓を太陽に捧ささげた」

　主機オラトリオＮｏ．８が起動をはじめたとオペレーターが叫さけぶ。艦内がいよいよ身を切るほどの緊きん張ちよう感かんに包まれた。

「皮肉なものだ。我々は古代人と何も変わりはしない。太陽のエネルギーを集め、それを兵器に変えて侵しん略りやく者を攻こう撃げきする。数十億もの人民を生贄にして。これを究極の放蕩、究極の消費と言わずに何と言う？」

「書記長」

　側近が箱形のものを両手で捧げ持っていた。発射ボタンユニットだ。ブラヤが手で触れると、その指し紋もんを読み取って蓋ふたが開いた。ＯＫサインが点灯している。

　艦内は静まり返っていた。皆みなが息を殺し、各おの々おのの前にあるモニターに意識を集中している振ふりをしながら、ただひたすら書記長の決断を待っている。

　ブラヤが、今度ははっきりと声に出して言った。

「許せ、我が子孫よ。放蕩の快楽を知った我々に、これを止める術すべはないのだ」息を吸う間も惜おしむように、ブラヤは立てつづけに叫んだ。「神の鉄槌作戦、発動！」

　そしてその指がボタンを押した。




　このとき地上では、朝であろうと夜であろうと、すなわちいたる場所から、空へと伸のびていくエネルギー光が目もく撃げきされていた。都市の外でキャンプを張っていた難民たちが見上げる先で、イマージュの侵しん攻こうに脅おびえて家々で身を寄せ合う人々はその窓の向こうで、人間に放ほうっておかれて朝焼けの牧草地を方々に走りまわっていた家か畜ちくたちの頭上で、ぶ厚い光が走り抜ぬけていく。

　衛星軌道上に展開した補機のミラーが、太陽光を反射しているのだ。

　そしてその光景を、コックピット内にいたエウレカとレントンも等しく見上げていた。

「これは」レントンが愕がく然ぜんと声をあげた。「神の鉄てつ槌つい作戦がはじまったんだ」

　光り輝かがやく帯は、走り抜けていく眼下を虚きよ構こうの昼間に染め上げていた。ニルヴァーシュの装そう甲こうもきらめいた。ヴォダラ宮のアジトを飛び立ってから、まだ二時間しか経たっていない。南極大陸まではどれほど速い波を乗り継ついだとしても、その倍以上はかかるだろう。

「もう間に合わないの……？」

　囁ささやいたエウレカの横顔をちらりと見て、

「いこう」

　とレントンはそれだけを言った。エウレカは驚おどろいたように視線を合わせ、それからこっくりと首を上下させた。

「ニルヴァーシュ」レントンは操そう縦じゆう桿かんを前に倒たおし、「時間がないんだ。おまえ、駆かけっこは得意だっけ？　あれ、苦手だったかな。ぼくには一度も勝てやしなかったもんな」

「もっきゅう」

　抗こう議ぎするかのような声が響ひびいた。レントンは笑って、

「そうだったかな？　じゃあ、見せてくれ、ニルヴァーシュ。オリジナルＫＬＦ、人類最後の希望、今世紀最高のヒーロー、ニルヴァーシュ。飛んでいけ！」




　成せい層そう圏けん上空を、いく筋もの光が主機に向かって伸びた。補機から放たれたそれらエネルギー光が、宇宙にそびえ立つ、巨きよ大だいな矢のような形状をした主機へと到とう達たつする。矢の先せん端たん部、すなわち砲ほう身しん部分が鳴動とともに輝きはじめた。

「太陽光、主機に到達。主機オラトリオ、臨界点突とつ破ぱまでカウントダウン開始！　残り一二四六秒。観測班は随ずい時じ情報を送れ」

　ボタンを押して以降、あたかも彫ちよう像ぞうのように身動きを止めたブラヤの背後で、モニター上にカウンター表示があらわれた。そちらを振り向きもせず、ブラヤはただ目を閉じている。眉み間けんに刻まれた深い皺しわだけが時折ぴくりぴくりと蠢うごめいていた。

　一二四六秒。ブラヤは胸のなかで数える。有効に使おうじゃないか、同志たち。地上が焼かれるまで、あとたったの一二四六秒。我々は何と幸運なのだろう。その使い道に頭を悩なやませることができる。それが結局は空むなしいものであれ、だが、同志たちよ、地上に住まう大勢の人民にはそれさえも許されないのだ。イマージュの侵攻に脅え、腹を空すかせながらも、それでも明日には何とかなるのではないか、それが駄だ目めなら明後日にならすべてがいいようにまわりはじめるのではないかと希望を抱いだいている。となれば、不幸なのはむしろ我々のほうか？　あと一二四六だか一二〇〇秒だかのあとには、すべてが光のなかに搔かき消えてしまうと、それも神ならぬ人の手によってそうなるであろうと知ってしまっているから。

　ブラヤはいまさらながらに『神の鉄てつ槌つい』など馬ば鹿かげたネーミングだ、と腹立たしくなった。デューイはそれを名づけたとき酒に溺おぼれていたか、意中の女とロマンチックな一夜でも過ごしていたに違ちがいない。

　そうこうしているうちに、残り時間も少なくなってきた。ひりひりするような緊張感が、大勢の人間たちから熱となって伝わってくる。残り三〇〇秒。そして気づいたときには残り一二〇秒を切っていた。カウントダウンがはじまったときには時の歩みが亀かめのそれのようにのろいと思っていたのに、いざ差し迫せまってみるとビデオを早送りしたみたいに速い。

　残り一分を切って、ついにオペレーターが秒読みを声に出しはじめた。もうこうなると何も考えられない。ブラヤはなるべく愉ゆ快かいな気持ちでその一いつ瞬しゆんを迎むかえようとつとめた。もういいだろう、わたしとて充じゆう分ぶん苦しんだ。最期くらいは笑っていよう──。

「神の鉄槌、エネルギー放出を確かく認にん！」

　臨界点を突破した神の鉄槌、その砲身からエネルギーが放たれた。地球が誕生してから、億単位の時間をかけて育はぐくまれてきた文明や生態系を一瞬に吹ふき飛ばすほどのそのエネルギーも、宇宙の一角においては拍ひよう子し抜ぬけするくらいに小さな光こう芒ぼうに過ぎなかった。

　だが、他ほかならぬ彼らの世界においては──。

　難民たちが立ち上がって、何かをわめきつつ空を指差した。避ひ難なん民みんを乗せた船の窓からも、巨大な光の帯が空一面を染めつつ突つっ走ぱしっていくのが確認された。

　太陽エネルギーを凝ぎよう縮しゆくした長大なビームが、地球の外周に沿って突き進む。目指す先は、無論南極大陸、イマージュ中心核かく。

「主機に異常は見られず。予定針路、第九九九コリドーに、障害は確認されず。イマージュ中心核に反応なし。主しゆ弾だん到とう達たつまであと九〇秒！」

　ブラヤは結局、最後まで目を開くまいと決意していた。眉間の皺がただいっそう深くなるのみ。いまにも閉じた瞼まぶたを貫つらぬいて、光の柱が自らの網もう膜まくをも焼き尽つくすその瞬しゆん間かんを待っていた。が、

　ビーッ！　という想定外の騒そう音おんに、思わずブラヤの瞼が搔き開いた。

　警けい戒かい音だ。

「何事だ？」

「第九九九コリドーにアンノウン検出！」

　それを伝えるオペレーター自身、自分が何を言っているのかわからないような顔で振ふり向いた。

「マッハ二二！　アンノウン、主弾を急速に追つい尾びしていきます」

「馬鹿な!?」

　何の冗じよう談だんかとも思う。しかし事実、レーダーにも、神の鉄槌の主弾を示す反応をアンノウン表示が追いかけており、そしていまにも追い越こそうとしていた。

　無論、彼らの目には見えなかった。このとき猛もうスピードで空を貫く神の鉄槌の光を、それに比ひ較かくすればあまりにちっぽけな、しかしそれだけに繊せん細さいな、七色の光を放つ虹にじの帯がついには追い抜ぬいたその瞬間を。

　イマージュ周辺に張り巡めぐらされたトラパーの大おお渦うずへと、虹が吸い寄せられるように吞のまれ、

　そして──、そして時が止まった。







２──

　それはわずか一瞬のことだった。我に返ったブラヤが、自分の身に起こったことなどまるで理解できないまま、モニターへと身を乗り出す。

　トラパーの渦に大きな穴が開いていた。そこだけくっきり霧きりが晴れたように向こう側の中心核を覗のぞかせている。だがそれだけだ。中心核そのものにまったく変化はない。戸と惑まどいのあまり、ブラヤは飴あめ玉だまでも舐なめているように頰ほおの左右に舌を入れ、

「何が起こった？　効かんというのか、まさか？」

「観測班から通達。神の鉄槌のエネルギーが消失している、とのことです！」

「なに？」

「その、つ、つまり到達していないというのです。レーダー反応も、目標に衝しよう突とつする寸前、突然消え失うせているのです」

「そんな馬鹿な話があるものか」

　ブラヤは顔を赤くして席を立った。人類がせめてもの覚かく悟ごとともに叡えい智ちを結集した鉄槌を、なかったことにするなどあってはならない──。ブラヤの思考が中ちゆう途とで遮さえぎられるのと、「おお」とオペレーター陣じんから異様などよめきが走ったのはほぼ同時だった。中心核に変化が起こった。ただし彼らの期待していたものとはちがう。蕾つぼみのように見えていたイマージュが、複雑に折り重なった花弁状の部分をゆっくりひろげていく。そこから光のシャボン玉がひとつ、二つとあらわれた。声もなく見守るブラヤたちの前で、それは無数に数を増やしていき、先にあらわれたほうから天へとのぼっていくのだ。別角度から中心核をとらえた映像で、それらシャボン玉が空を次々と埋うめつくしていくのが見えた。それらが一気に拡散したかと思うと、

「うおっ」

　ぶ厚い光の矢が、ブラヤたちの眼前をよぎった。映像越ごしに、ではない。作戦発令所となった戦せん艦かんそのものの直前をかすめ飛んだのだ。眼下の大地がオーブン内のパンケーキみたいに膨ふくれ上がったと見えるや、数瞬のうちに蒸発した。ブラヤたちの身体からだが宙を舞まい、そして床ゆかを転がった。凄すさまじい気流の波に巨きよ艦かんが弄もてあそばれている。ブラヤが胸やら背中やら頭やらをぶつけたあとになって、かろうじて体勢を取り戻もどす。

「これは、まさか……」

　割れた額から血がぬめるのを感じつつ、ブラヤはようよう立ち上がった。同じく這はいずるように端たん末まつへと戻ったオペレーターたちが、あちこちで声を張り上げる。

「計測不能のエネルギーが、全世界に降り注ぎつつあります！」

「シドニーからの通信が途と絶ぜつしました」

「空より飛来する光が、都市部に直ちよく撃げきした模様！」

「ベイジン、ＳＯＳを打電……いえ、こ、こちらも通信途絶」

「これは、まさか」

　再度ブラヤは声を絞しぼり出した。身体中がわなわなと震ふるえている。このようなイマージュの攻こう撃げきなど見たことがない。しかし、ブラヤには恐おそろしい予感がした。彼も無論、ドーハの悲劇がブラックホール出現によって引き起こされたことは熟知している。

「神の鉄槌か。それをブラックホールで吞み込み、拡散しながらこちらに放射しているというのか」

　イマージュは異次元の扉とびらを開く──とアゲハ神話にはある。ならば、あるいはあのトラパーの大渦はワームホールを形成するための下準備ではなかったか。こちらの攻撃を予測した上で！

　各地回線とリンクした世界地図上で、次々と都市や軍基地の反応が消えていくのが見える。先ほどブラヤは神の鉄槌など馬ば鹿かげたネーミングだと思った。しかしいまこれを見るにつれ、これはまさしく神に唾つばした者への返礼だと思った。

　何もかも──人類の未来や、人民たちへの贖しよく罪ざい、あらゆる重みを投げ打って、ブラヤは床に突つっ伏ぷして泣き出したい気分だった。だが、ブラヤが中心核かくの映像にふたたび視線を投げたとき、トラパーの大渦に依い然ぜん穴が開いたままなのを見つけた。まるで癒いえない傷口を抱かかえているかのように、いまもトラパーそのものは渦を描えがいているものの、穴の修復にはいたっていない様子なのだ。

　ブラヤは立ち上がった。といって、一度失った活力すべてを復活させたわけではなかった。彼はその穴あな埋うめに絶望への怒いかりを総動員させていた。イマージュへの、ではない。覚悟を決めていたはずが、いざとなれば取り乱しそうになっていた自分にこそ、彼はもっとも腹を立てていた。ふてくされた子供も同然の感情で、彼は右往左往する人々を叱しつ責せきした。

「見よ、どてっぱらに穴があいているも同然ではないか。あそこにもう一いち撃げきだ」

「しかし、書記長。またエネルギーを拡散させられれば、今度こそ世界は……」

「いまさら何を言う。すでに覚悟は決めていたはずだ。このままでは我々は、ただ地上の滅ほろびに手を貸した、それこそヴォダラク以上の裏切り者だ。──聞こえなかったのか。神の鉄てつ槌つい、第二射だ。準備を急がせろ！」




　コーダとドミニクは、ヴォダラ宮アジトの中央施し設せつ、モニター群がひしめき合っている管理室で、天から次々と光が降り注ぐ光景を見上げていた。

「これは……まさか、ブラックホールで神の鉄槌を吞み、空から降らせているとしたら、まさしくドーハの悲劇。いいえ、計算が確かなら、ブラックホールはそのうち地球を、銀河系をも吞み込むまで拡大するわ」

　一いつ瞬しゆん恐おそろしげに顔を歪ゆがませたコーダだが、すぐ達観の表情になって、

「神話再生は失敗したのね。これが結果、これが運命だというのなら、受け入れましょう。わたしはただ、最後まで物語を見届けるだけのつもりだったのだから。神話を手に入れそこなった、人間たちの物語を」

「どうでしょう」ドミニクは依然モニターを見つめながら言った。「ひょっとしたら、すでに神話ははじまっているのかもしれない」

「え？」

「物語のなかにおいて、登場人物自身は、自分にいったいどんな役割が負わされているのかわからないものです。我々もまたそうなのかもしれません」

　ドミニクが歩きはじめたので、コーダは自然とついていく足取りとなった。施設にあるエレベーターに乗ったあと、徒歩で螺ら旋せん階段をのぼっていく。辺りに見え隠かくれする科学者たちは、皆みな取り乱しもせずに、ほとんどが無言で立ちつくしている。レントンたちを送り出して、ホランドたちの空船を離り陸りくさせ、できることすべてをした彼らだ。あとは自身の信じる神話に、あるいは科学に成りゆきを任せようというのだろう。ある種、羨せん望ぼうに近いものをコーダは抱いだいた。

「エウレカに訊きかれたときは、確証もなかったので答えませんでしたが」地上へ通じるドアを開けると、風が吹ふきつけてきた。「イマージュはおそらく、この星の生態系と同化するつもりなのではないかと、ぼくは考えているのです」

「同化？──あっ」

　ドミニクと並んで外に出たコーダは、一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「空が、赤い」

　西のほうに、確か以前は見えていたはずの峰みね々みねが吹き飛んでいる。蒸発しきれなかった粉ふん塵じんが舞まっているせいか、空と地面とのあいだが赤く煙けむっていた。夜中だというのに血の色のように鮮あざやかに見えるのは、ビームの粒りゆう子しによって粉塵が帯電しているせいだろうか。吹き荒あれる強い風、空からはいまだいく条もの光が降り注いでいるのが見える。まさしく世界の終わりにふさわしい光景だった。

「イマージュは人間を調査するために人型を生み出し、その情報を得るうちに、自分たちと人間との未来をイメージするためのモデルケースをつくろうとしたのではないでしょうか」

「それが、神話だった？」

「すべての知的生命体は、夢を見なければ進化できない。未来への幻げん想そうを欲ほつした彼らは、未来を届けてくれることを願って、神話を人間に託たくした」

「ロマンチックな話だけど」コーダが肩かたをすくめた。「この、悪夢のような光景を前にしては、とても信じる気にはなれないわ。あなたはどうしてそれを信じられるの？　話した感じ、ヴォダラクのように神話を頭から鵜う吞のみにしているわけではなさそうだし、なぜそれほど確証が持てるのかしら。科学者としての理論？　だとしたら、わたしに難しい話はわからないけれど」

「そんなに難しい話でもありませんよ。事はもっと単純です」

　ドミニクは薄うすく笑った。

「奇き跡せきは一度、すでに起こっているのです」

　彼は歩みを止めてしゃがみ込むなり、土を手で搔かきわけはじめた。コーダは呆あつ気けにとられた。滅びの空のもと、それは正気を保った人間の行こう為いとも思えなかったのだが、

「見てください」

　彼に促うながされて、傍かたわらに立った。見ると、土のなかに埋うもれるようにして花の姿がある。綿毛の上から子房の部分が突つき出ていたが、まだ咲さいてはいない。土のなかで成長を遂とげて花を咲かせる種もあるとはコーダも聞きかじったことがある。

「ワルサワにあった花を鉢はちに移し、ここに植え替かえたものです」

「見たことがない花ね。何という名前なの？」

「雪月花」

　コーダは記き憶おくの糸を手た繰ぐるように首をひねった。するとドミニクは微笑ほほえみながら立ち上がった。

「記憶になくて当然ですよ。この花は、何しろ実在していないのですから」

「どういうこと？」

　いよいよ正気を疑うような目でコーダは元科学者の顔を眺ながめた。ドミニク・ソレルは謎なぞめいた笑えみを浮うかべたまま、

「正確に言えば、実在していなかったのです。ドーハの悲劇が起こる前までは」

「それは──」さらに意味を問いただしかけて、コーダは突とつ然ぜん大きな声を出した。「まさか」

「そう。奇跡は起こったのです。ドーハの悲劇によってもたらされたものが破は壊かいであれ、滅めつ亡ぼうへの道筋であれ、しかしただひとつ、ひとつだけなら、ぼくにとっての希望がこの地上にあらわれた。だから……」

　そのとき大地が鳴動して、二人は地面へ倒たおれ込んだ。空が一面白く瞬またたいたかと思うと、また光が遠くへ降り注いでいく。いまの光で、今度はどこの山が吹き飛んだろう？　どこの川が蒸発したろう？　あるいは、どこの都市が壊滅的打だ撃げきを被こうむり、いく万もの人々が閃せん光こうのなかに消えたのか。

「レントン、エウレカ」ドミニクは空を見上げながら囁ささやいた。「死を思え。未来を願え」




　レントンとエウレカを取り巻いたのは、最初、真っ白い世界だった。

　意を決してイマージュの中心核かくへ飛び込んだ直後のことだ。まさにその瞬しゆん間かんにでも大だい爆ばく発はつが起こるのではないかと覚かく悟ごしていたレントンは、ただ真っ白いだけの広がりを見せる空間に戸と惑まどった。エウレカも同様に辺りをきょろきょろしながら、

「ここが、イマージュのなかなの？」

「どうだろう。ホランドたちの話では、異次元への扉とびらが開く、はずなんだけど」

　彼らに課せられたのはイマージュへ突とつ入にゆうせよ、というミッションだけだ。その内部で具体的に何をすればいいかは教えられていない。彼らは恐おそる恐るニルヴァーシュを進ませた。足音もしない。ただ前へと歩かせているだけなのに、ともすればバランスを失って転てん倒とうしそうになる。何も見えないので平へい衡こう感かん覚かくを失いがちになるのだ。

　レントンは焦あせった。神の鉄てつ槌ついはすでに放たれている。いったい地上にどのような災さい厄やくが起こったのかもわからない。急がねば、とは思うのだが、急いで何をすればいいのかも判然としない。イメージを届けろとはどういう意味なのか。祈いのればいいのか、願えばいいのか。この八年間、ずっとペンダントにそうしてきたように──。

「レントン！」

　エウレカがレントンの袖そでを摑つかんだときには、彼の視界にも見えていた。ぽつんと黒い染しみのようなものが目の前にあらわれていた。ニルヴァーシュを止めようとしたが、しかしそれより早く、染みはニルヴァーシュそのものを通過して、レントン自身の眼前にあった。アメーバのように見えた。薄い皮ひ膜まくを羽ばたいて漂ただよう、新種の生き物のようでもあった。レントンが思わず手で振ふり払はらおうとした瞬間、それはふいっと彼の耳もとへと移動すると、何事か、人の声の囁きに似た音を放った。

「ぐう」

　レントンが突然前のめりに身を折って苦痛の色を露あらわにしたので、エウレカは驚おどろいた。とともに、辺りに次々と黒い染みがあらわれた。もはや目で追いきれないほどの速度で白い世界があっという間に黒く染め上げられていく。二人には見えなかったが、このときニルヴァーシュが放っていた背中のリングすらも黒く侵しん食しよくされていた。

「レントン、レントン！　しっかりして。傷が痛むの？　レントン！」

　黒い点々がエウレカの周囲にも舞まっていた。それがなおもレントンを苦しめないよう、彼をかばって上から抱だきすくめたエウレカは、そのとき自らも「あうっ」と苦鳴をあげて顔をしかめた。

　染みはエウレカの体内へと侵入を開始していた。額から、頰ほおから、傷口をえぐって内部へ潜もぐり込もうとする寄生虫のように。が、何より痛みをともなってえぐられたのは、身体からだの表面ではなく、エウレカの心であった。

　それは荒あら々あらしい憎にくしみ。それは寒々しいまでの絶望。エウレカの内面に吹ふき荒あれたのは、かつて抱いたことのあるそれら感情が、侵入者に焚たきつけられ、何倍にも増ぞう幅ふくされたものだった。

　レントンと引き離はなされたときの悲しみや絶望がエウレカの胸を黒い刃やいばとなって斬きり裂さいた。あれから八年間、何度も傷つけられた。悲鳴をあげても許してはもらえなかった。だが、エウレカが憎むのは、痛めつけられたことそのものではなく、人間たちが自分を痛めつけている自覚がまるでなかったこと。自分の悲鳴を感情にまったく干かん渉しようしないＢＧＭのように受け止めていたこと。その憎しみが、黒い炎ほのおとなって立ちのぼり、エウレカの内面を焼いた。

　斬り裂かれ、焼けただれた心を抱かかえて苦く悶もんしながらも、エウレカはこれがトラパーだと気づいた。イマージュを形成する粒りゆう子しトラパーそのものが、憎ぞう悪おと敵意に満ちている。恐ろしいほどの力で。

　悪意の黒い波に心を連れ去られそうになる。しかしエウレカがそうならなかったのは、おかしい、と苦しみの只ただ中なかで思っていたからだ。そんなはずはない、イマージュが、人間にこれほどの憎しみを抱いているはずがない、と。なぜなら、もしイマージュが人間への敵意のみを持った存在ならば、他ほかならぬ自分が生まれてくるはずはなかった。人間と笑い合える顔を、人間と共有できる涙を、そして人間とつなぎ合わせる手を持って生まれてくるはずはなかった。

「あなたは……怒おこっているの？」エウレカは声に出して訊きいた。「人間が、あんな恐ろしい兵器をあなたに向けたから。それとも怖こわがっているの？　みんなが、あなたに武器を振りかざすから……」

「ニル……ヴァーシュ、振り払え！」

　同じく苦痛の波にさらされながらも、レントンは何とかニルヴァーシュを動かそうとした。だが、もがけばもがくほどに黒い点は増えていく一方。がくんとニルヴァーシュの膝ひざが落ちた。膝から下の部分が黒い斑はん点てんに埋うめつくされている。

「くそっ！」

　レントンの目が引き裂かれんばかりに吊つり上がっている。憎しみが、もはや誰だれに対してのものかわからない憎しみが、開いた口からあふれ返りそうだ。何もできない自分への？　自分には決して手を差し伸のべてはこなかった世界への？　価値観を共有せねば『敵』だとみなし、罵ば倒とうしてきた人類への？

　黒く染め上げられた世界から、そのとき人ひと影かげがあらわれた。ＫＬＦと同じく巨きよ大だいなそれは、闇やみを背景にしながらもなお黒く塗ぬり固められていた。

「ニルヴァーシュ？……」

　エウレカは震ふるえる声で言った。確かにそれはニルヴァーシュだった。黒い装そう甲こうをまとい、あたかもこちらへの敵意を炎のように波打たせて全身にまとったニルヴァーシュ。

　イマージュから送り込まれた本能ゆえにか、ひと目でエウレカは気づいた。これは人間の手による模造品ではない。自分とニルヴァーシュがそうであったように、人型イマージュと対ついになって発見されたというオリジナルＫＬＦ。

　はっとしてエウレカは叫さけんだ。

「あなたが、アネモネ──」




「それでは、ドーハの悲劇とは、実験の失敗を意味したものではなかったということね？」

　コーダが言うと、ドミニクは尻しり餅もちをついた体勢のまま頷うなずいた。

「幻げん想そうと夢とがイマージュに影えい響きようを与あたえ、そのシステムによって世界を変えるのであれば、あのとき、アネモネがイマージュに突とつ入にゆうしたときに抱いていた憎悪が──すなわち人類そのものへの悪意が、イマージュの存在そのものをつくり変えた、とぼくは考えているのです」

「では、イマージュが活性化し、人間をより直接襲おそうようになったのも」コーダは早口で言う。「彼女の憎しみが招いたもの。いいえ、アネモネの、ではない。知らぬものを知識として得るためには手段を選ばない、禁断の果実を食したわたしたち人類の原罪こそが招いたもの──」

　ぞっとするような悪お寒かんを覚えて、コーダは赤々とした空から目を逸そらした。隣となりでドミニクは立ち上がって、

「いまになって急激に増えはじめたＫＬＦによる同士討うちも、おそらくはアネモネの放つ憎しみのトラパーゆえでしょう。トラパーは人心に作用する。アネモネの憎しみを継ついだ兵士たちは、同じ人間への憎悪を搔かき立てられてしまう。我々人間もくり返してきたことですよ」

「人間が？」

「たとえば隣りん国ごくと戦争状態をつづけねばならない国において、生まれたばかりの幼子にも相手を敵だと憎ませ、銃じゆうを手に取って撃うち殺しても何らやましさを感じさせない道徳を植えつけるためならば、歴史や、それこそ神話を都合のいいように書き換かえてでも、人類は偽いつわりの物語を継けい承しようさせる。そう、人は必要とあらば、神をも改変させてきた。そうやって親が子供たちにしてきたこととは、まさしく憎しみのトラパーを宿らせるにも等しいことではありませんか？　そして親はいつしかそれが偽りだと、誰かの作さく為い的な改変が為なされていると気づいたとしても、逃のがれられぬのです。人は本能のみに生きているのではなく、あとづけ的な教義にも心を吞のみ込まれてしまうのだから」

「その……憎しみの系けい譜ふを断たち切るためには」

　コーダは言いかけたが、言葉がつづかなかった。もどかしい思いがあった。政府の役職を解かれて以来、はじめて彼女は祈いのるような気持ちで、ふたたび空へと視線を馳はせた。




　黒いニルヴァーシュがあらわれて、レントンの苦しみがさらに強くなった。止められない。このまま何者かに叩たたきつけたいほどの感情がマグマとなって煮にえたぎっている。彼は泣き叫んだ。人間もイマージュもすべて滅ほろんでしまえばいいと思った。と同時にそれではいけないとも思った。自分たちはそれを止めるためにこそここにいるのだと、煮えたぎる感情に反はん抗こうした。だからこそ激痛がレントンを苛さいなんだ。心を舞ぶ台たいにした戦いがレントンの心をずたずたに引き裂さこうとしている。その欠片かけらごとに『レントン・サーストン』という名前がばらばらに刻まれているみたいに、戦いが起こって欠片にひび割れが生じるたび、彼は自分の名前も存在も忘れて、ひたすらに身み悶もだえした。

「レントン、レントン！」

　苦しみもがく少年へエウレカは何度となく呼びかけた。人間のほうがトラパーの影響が色いろ濃こいのだろう、身を反り返らせてはふたたび折って、手足をばたつかせ、いつしか傷口も開いてか、衣服が血を吸って重たくなりはじめていた。

　そこへ、黒いニルヴァーシュが歩みを運んだ。接地した闇の空間から、黒い波は紋もんがぶわっと広がるかのように、トラパーが濃のう度どを増して少年少女に襲いかかる。

「来ないで」エウレカは叫んで、レントンの代わりに操そう縦じゆう桿かんへ手をのばした。「来ないで、アネモネ。レントンを苦しめないで！」

　だが一いつ瞬しゆん遅おそく、闇の狭はざ間まから一対の腕かいながあらわれるや、ニルヴァーシュの首へと摑つかみかかっていた。

「もっ──きゅううう」

　ニルヴァーシュの弱々しい抵てい抗こうも意味をなさなかった。そしてこのとき、エウレカもＫＬＦと同じ苦しみを味わっていた。細い首に両手がかかっている。ぎりぎりと絞しめあげてくる。エウレカのスミレ色をした瞳ひとみに、レントンの顔が映っていた。憎にくしみにはちきれんばかりに表情を歪ゆがめた彼こそが、いまエウレカの首を絞めているのだった。

「レン……トン」

　エウレカはその手を摑んだが、抵抗できなかった。ただ、その拍ひよう子しに膝ひざへと落ちた物体に意識が移った。ペンダントだ。

　彼女はわななく手でそれを摑んだ。

　エウレカは、すがるような気持ちでロケット部に指をかけ、そして開いた。奇き跡せきが起こるとしたならいまこの瞬しゆん間かんしかなかった。虹にじ色いろの輝かがやきを放って、レントンを正気に戻もどし、アネモネをも憎しみから解き放つには、いまこの瞬間しかあり得なかった。

　だが──エウレカの瞼まぶたが半分落ちかけた──期待していたとおりのことは何ひとつ起きなかった。

　なぜならば、そこには何もなかった。ロケットのなかは空だったのだ。







３──

「いけるか、ホランド？」

　時同じくして、月光号ブリッジでウォズが呼びかけた。ターンテーブル上にはデビルフィッシュの機き影えいがある。大型のブースターを装備しており、コックピット内のホランドはＣＦＳ用のヘッドギアを額に装着していた。

「ＣＦＳのシステムと直結している以上、限界稼か動どう時間もそれに準じゆん拠きよする。何より、機体がそう長い時間もつとは思えない。チャンスは一度きりだぞ」

「了りよう解かい」ホランドはひとつ頷うなずいて、「タルホ、そこにいるか？」

「ええ」

「大人しくしていろと言ったのに、最後まで聞かねえ奴やつだな」

「そんなこと、ずいぶん前から知っているでしょ？」

「これから大変だぞ、ホランド」

　皆みながからかったので、ホランドは声をあげて笑った。タルホも噴ふき出して、

「ホランド。あなた、変わったわね」

「そうか？　昔のままだぜ。無茶しようってところはな」

「よし、タイミングを計るぞ」

　月光号の船外でも、空は当然赤々と血のりをぶちまけた色をしている。しかし彼らメンバーはむしろ以前よりもさばさばとして、作戦を実行させる手順ひとつひとつにユーモアを交え、お互たがいをリラックスさせようと気き遣づかっていた。

　それを艦かん長ちよう席に座るタルホは順ぐり見わたして、

「レントン、エウレカ」と小さな声で呼びかけた。「わたしたちはわたしたちでできることをする。あなたたちも自分の道で、自分にできることをやって。その道がもし近くであれ遠くであれわたしたちと交わるようなら──、そのときにこそ、また会いましょう」




　今度こそ絶望の壁かべにぶち当たってエウレカは涙をこぼした。だがこのときレントンの目は彼女とは違ちがうものを見ていた。彼の目にだけ、ロケットの内側に何かが見えたという意味ではない。やはりレントンにも、そこには何も見えなかった。だが、『何もない』ということこそが重要だった。『何もない』ことにこそ付ふ随ずいした記き憶おくがあり、それが急速にレントンの脳内を駆かけ巡めぐったからだった。

　レントンにはある程度の予想がついていたのだ。軍学校にいるとき、そこにあったデータベース──外部コンピュータとネットでリンクしているため、ワルサワのものより情報量がけた違いだった──で調べても、『雪月花』などという品種は地上のどこにも存在していなかった。

　だからドミニク先生があの晩語ってくれたことは、このあと苛か酷こくな運命を辿たどるであろう二人のために考えたおとぎ話ではないかと思った。何といっても科学者だ。光を放った花も、何かしら仕し掛かけがあったのだろう。

　そのときレントンはいくぶんがっかりはしたものの、先生を噓うそつきだと非難するつもりにはなれなかった。どちらかというと人づき合いの苦手そうな先生が、自分たちのためにメッセージを与あたえてくれたことそのものがうれしかった。それに、何もないとわかっていてもロケットを開けたりはしなかった。それとこれとは別問題だ。いっしょにペンダントを開けようというのはエウレカとの約束なのだから。

　そしていま、約束が果たされた。レントンの意識が覚かく醒せいへと導かれて、そしてふたたび内面での戦いが開始された。戦うということは苦しいということだ。また心身が八つ裂ざきにされそうな痛みを味わうということだ。だがそれが何だというのだろう？　いままさにレントンはエウレカの命を手にしている。もし自身の手でそれを握にぎりつぶしてしまうようなことになれば、八つ裂きになるどころの話ではない。レントンの魂たましいは中空で砕くだけ散って、二度と元の形を思い出せないくらいにばらばらになるだろう。

　ふっとレントンの手の力がゆるんだ。エウレカは激しく咳せき込んで、背もたれにぐったりと身を預けた。レントンは内面での戦いに勝利を収めはしたが、しかし身体からだの血は止め処どもなく流れつづけ、彼もまた前のめりに倒たおれた。




　終末の光は、いくぶんか地上に落ちるその頻ひん度どを減じていた。イマージュが吸い込んだ神の鉄てつ槌ついのエネルギーにも限界が近づきつつあるのだろう。

「こんな風景だった気がする」ドミニクは強風に髪かみを弄もてあそばれながら立ちつくしていた。「アネモネを失ったと知ったとき、ぼくの心象風景は、こんな、赤々とした滅めつ亡ぼうの景色だった。生きることに望みを見み出いだせず、ぼくの世界はもう滅ほろびたも同然だったのだから」

　コーダはもはや沈ちん黙もくのみをもって、ドミニクの独白に応こたえる。

「イマージュが活性化し、ＫＬＦの同士討うち現象が確かく認にんされはじめたとき、ぼくは先ほどの推論を導き出しました。これはすべてアネモネの憎ぞう悪おが引き金となったものだろうと。ならばいっそのこと、人間なんて滅んでしまえとぼくも何度思ったか知れない。そのほうが楽だった。ぼくの心象風景と現実とが重なり合うのですからね。だけど」

　ドーハの悲劇以降、イマージュは活性化すると同時に、もうひとつの変化をワルサワにもたらしていた。

「神話が、より具体的なメッセージとして人間に提示されたのです。解かい釈しやくの難しい散文詩のようなものではなく、また、科学的な暗号の羅ら列れつなどではなく。トラパーに含ふくまれた電気信号であれ、人型イマージュの口から語られる事こと柄がらであれ、それは、『物語』となっていたのです」

　ドミニクは言い、神話の一説をそらんじた。

「『世の理ことわりの超こえし者、そのコンパクの声を発しとき、二つの僮わらべは一つとなりて、白き聖なる者にならんとす。その者、約束の虹にじより遣つかわされ、戦うことなく地上の敵意を鎮しずめん』──ホランドたちが行動のきっかけとしたのも、おそらくはこの物語となったほうの神話でしょう。そしてもうひとつ、地上に起こった変化が、この雪月花です」

　コーダは改めて、地中に咲さきかけた花を見下ろした。地上で起こっている悪意的な滅びも知らぬげに、吹ふき荒あれる強風からも土に守られているせいで、可か憐れんにそよいでいる。

「この花はね、ぼくがアネモネに語った物語に登場するのですよ」

「あなたの……物語？」

　じっと耳を傾かたむけていようと思っていたのに、コーダはついにこらえきれなくなって訊きいた。ドミニクはまた花の近くにしゃがみ込んで、

「そう。たわいもないおとぎ話です。戦争の起こっている世界で、それぞれの陣じん営えいに生まれた少年少女が出会い、恋こいをして、戦争を止めるために奇き跡せきを起こす話。良識のある大人なら鼻で笑い飛ばしそうなファンタジー。雪月花は、主人公たちが戦争を止める最後の手段として探し求めた、奇跡の花なんです。──一〇〇年に一度、星の粉が降る日に、虹にじ色いろの光を放つ花が咲く。その光のなかで願いごとをすれば何でも叶かなう、ってね」

「…………」

「その花は現実にあるんだよ、とぼくはアネモネに語っていました。いつかいっしょに探しにいこう、だからそれまでにお願いごとを考えておくんだ、って。アネモネはそれまで未来に思いを馳はせるということができなかった。こうなりたいという幻げん想そうもイメージもなかった。だけど物語を語って聞かせているうちに、つづきを楽しみに待つようになった。それこそ未来を思うきっかけになるはずだとぼくは思い、この花を物語に誕生させたのです」

　コーダはある予感に打たれて、その衝しよう撃げきに手足をわななかせていた。しかし声には出さなかった。ついに真実に迫せまっているという実感があったのと、そのまったく正反対に、それこそコーダは良識ある大人であったため、むしろ笑い飛ばしたい思いがしたために。

「ぼくは、この花が現実にあらわれたのを見て、確信しました。アネモネはイマージュと一体化した。そして人間への憎悪を与えてしまった。しかし同時に、アネモネは決して人間へ敵意のみを持っているわけではないという確信もあった。長いあいだ見守っていてもこの花は決して虹色の輝かがやきを放つことはなかったけれど、しかしいつか必ず咲くはずだ。そのためには、より具体的な神話となって提示された道筋に従って、未来をアネモネへ届けなければならない、とぼくは決意しました。だからぼくは絶望に身をゆだねるのをやめて、ワルサワに残って研究をつづけていたのです」

　ドミニクは、そこでようやくコーダの存在を思い出したという風に彼女のほうを見やると、

「神話とは物語です。そして物語は語り部べの数だけ存在する。それらはすべて語る人の、語られる人の幻想に支えられている。まったく同じとはいかなくても、皆みなが同じ種類の幻想を、すなわち希望や夢を未来へ抱いだけたら、人が紡つむぐ物語はきっともっと素す敵てきになる。そう、もし国家や民族でなくて、『星の神話』があったら、素晴らしいことだと思いませんか」

「ファンタジーね」

「ファンタジーですよ。憎にくしみ合う大人たちが、互たがいの種を継ついだ子供たちの愛によって救われるなんてね。大人には無理かもしれない。笑ってしまうから。もう充じゆう分ぶんすぎるくらい絶望を知っているから。でも神話を実感できる子供たちが、これからの世代を生きる子供たちが、神話を信じて語り継いでくれたなら」

「──」

「この星に生きる者すべてが神話の存在になれる。ぼくはそう思います」

　二人は揃そろって地中の花を、そして赤々とした天を見つめた。




　ニルヴァーシュが両方の膝ひざとも屈くつし、黒い腕うでに首を絞しめられつづけているなか。

　少年少女は折り重なって倒たおれていた。レントンの血は止まらず、彼の吐はく息も弱い。定期的に上下する背中はもはや、生命が見せる最後の蠕ぜん動どうのようでもあった。エウレカはその背中にもたれかかって、涙している。黒いトラパーが額や頰ほおのみならず、彼女の本来は真っ白いはずの手足にも斑はん点てんを浮うき上がらせていた。嚙かみしめた唇くちびるからは血の色が滴したたっている。いまだつづく激しい内面の戦いに、彼女もまた限界を超えつつあるのだった。

（何だろう）

　痛みと苦しみはいままでの人生につきものだったエウレカだから、その最さ中なかにあって、なぜか穏おだやかな光景が瞼の裏に見えているのにかすかな驚おどろきを覚えていた。

（これは……夢？）

　雪の上を駆かけている自分がいる。ただしその姿はいまよりずっと小さい。五歳ぐらいの頃ころだろうか。見ていてくすっと微笑ほほえみを浮かべたくなるくらいもこもこに着込んでいる。しかし五歳の自分は切せつ羽ぱ詰つまった顔をしていた。よほど急がねばならないところがあるのだろう、何度も雪に足を取られそうになりながらも、懸けん命めいに駆けている。

（あっ）

　しかしついには前のめりに倒れてしまった。エウレカはそれでも必死に身体からだを起き上がらせた。雪をまとわりつかせ、目にいっぱいの涙を浮かべて。

　と、そこへ「エウレカ」と呼びかける声があった。

　人ひと影かげが近づいてくる。エウレカは目を凝こらしたが、涙で視界が曇くもっているせいか、ぼんやりとしか見えなかった。それは五歳の自分よりずっと大人の女性に見えた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　そんなに急いで、どうしたの？」

「レントンがね」ぐすっと鼻を鳴らしてエウレカは訴うつたえた。「レントンがね、どんどん冷たくなっちゃうの。あたためてもあたためても冷たくなっちゃうの。だから、ここへ来なくちゃならなかったの。誰だれかに助けて、って言わなくちゃいけなかったの」

「そう」その女性はエウレカの髪かみに触ふれ、「それが、あなたの願いなの？」

　エウレカはこっくりと頷うなずいたのだが、女性は「うーん」ともったいをつけたみたいに唸うなってからかぶりを振ふった。

「駄だ目めね。それでは、願いごとは叶わない」

「どうして？」

　エウレカはいまにも大声で泣きそうな顔をして、しかしきっとした眼まな差ざしで相手をにらみつけもした。

「あなたが一番に叶えたい願いじゃないからよ」女性は指でエウレカの額を突つついた。「言ってごらんなさい。あなたがずっと思ってたことを。ずっとイメージしていたことを。そのなかに答えはあるはずだから」

　エウレカはうつむいた。レントンを助けたいという気持ちがいちばんの願いでないのなら、自分はもう何も言うことなどなくなってしまう。すると女性は微笑んだようだ。

「そんなに難しいことじゃないのよ。あたしに教えて、エウレカ。レントンとのこと。あなたが大切にしたいレントンとのことを」

　エウレカは溜たまっていた涙を指で払はらった。それからためらいがちに話しはじめる。

「あのね、わたしね、ずっと病院みたいなところに閉じ込められてたの」

　ベッドの上でいつも小さくなっていた。見わたしても何もない。ガラス張りの向こうにはいつもの廊ろう下か。反対側には、封ふうをされた窓。冷たくて、ぬくもりなど欠片かけらもなくて、たまに部屋から出ることがあっても、そこで同じ歳としくらいの男の子女の子と顔をあわせることがあっても、エウレカには彼らに話しかけることができなかった。彼らは光の下を歩ける子供たちだった。自分はそうではない、というのを彼女はよく理解していた。だからいっしょに遊べはしないのだ。いうなれば、エウレカは敏びん感かんすぎた。相手が自分に対して抱いている不信感や警けい戒かい心をそのまま反射してしまう。

「だからわたし、外に出たいって思ってた。窓の向こうにいってみたいって思ってた。お陽ひさまが照ってて、野原にお花がいっぱい咲さいてて、空には鳥が飛んでて、川には魚が泳いでて、山の上には白い雪が被かぶっているっていうきれいな世界に。──それをね、教えてくれたのが、レントンだった」

　ガラス張りの窓をコンコンと叩たたくのがレントンの、「遊びに来たよ」という合図。あるとき、レントンは後ろ手に何かを隠かくしながら入ってきた。エウレカは警戒した。一度、ベッドの上に虫をいっぱいぶちまけられたことがある。あのときは泣いて叫さけんで、そして本気で怒おこった。口も利きいてやらなかった。

　が、レントンが照れくさそうにしながらも、ぱっと差し出したのは、外で集めてきたらしい野花の束だった。

「レントンが外の世界を教えてくれたの。レントンが話してくれた世界、それがわたしにとっての世界。わたしの大切な……大切な世界」

　女性の前に立って、エウレカは切々と語りつづける。レントンが外から帰ってきたとき、いつもいつもいろんなことを話してくれた。そしてそれをエウレカは絵にした。下手くそで、稚ち拙せつで、色ばかりがあざやかな絵の数々。いまとなっては赤面してしまいそうなほど素す直なおで、まっすぐで、何も知らなかったけれど、それだけに素晴らしき幻げん想そうの世界。現実の表層一枚めくったそのすぐ裏にある、誰もが夢見る世界。

「その世界をわたしは見つづけたいの。レントンといっしょに。ずーっと、ずーっと、ずーっと未来まで。ただいっしょに……」エウレカはうつむいていた顔を上げた。「これがわたしの夢。叶かなえたい、たったひとつの願い」

　すると、何かがポケットのなかできらめいた。エウレカ自身驚いて、そこへ手を入れると、ペンダントが出てきた。ロケットの部分が青く輝かがやいている。「わあ」と声をあげたとき、

「来たのね」

　女性が別の方角を見た。そこから歩いてくる姿がある。雪をさくさくと鳴らして近づいてくるのは、やはり着き膨ぶくれした五歳くらいのレントンだった。同じく、手て袋ぶくろに包まれた手には、青いきらめきを放っているペンダントが握にぎられている。

「やっとだね」

　とレントンは言った。最初、意味がわからずにきょとんとしていたエウレカも、すぐに顔を輝かせて、「うん！」と首を上下させた。

「これで、ダイアンやドミニク先生に怒られなくて済むよ」

　レントンは笑って、自分のペンダントを掲かかげた。エウレカも真ま似ねをして光るロケットをレントンのそれに重ね合わせる。

「せえの」

　かけ声をあげて、二人していっしょにそのロケットを開けた。きらきらと輝いているのは、二人の小指くらいの大きさをした花の種。二つに割れてそれぞれ入っていたのだが、外気に触れた瞬しゆん間かん、種はふわりと宙を舞まって、レントンとエウレカが見守る先でひとつに合わさった。きらきらとした光を青い粉のように振りまきながら、種はひとりでに雪のなかへとスローモーションで降下していく。

　レントンとエウレカは顔を並べてしゃがみ込んだ。

「やっとだ」エウレカはわくわくしながら膝ひざを抱かかえた。「今度こそ、お花、咲くよね？」

「咲くさ。もう一度、お願いしよう。二人で──ううん、ニルヴァーシュと三人で」

「三人で！」

　幼いレントンとエウレカはお祈いのりするみたいなポーズで、目を閉じた。




　ニルヴァーシュに変化が起こっていた。少年少女はコックピットで倒たおれたままだというのに、「きゅおおおお」と声を放って、黒いニルヴァーシュの両りよう腕うでをひとりでに摑つかんだ。さほど力を加えたとも見えないのに、それが左右へと徐じよ々じよに開いていく。いつしか辺りに青い粒りゆう子しが舞っていた。それらはニルヴァーシュの四し肢しを侵しん食しよくしていたはずの黒い染しみをも吹ふき散らして、周辺に散っていく。

　背中にふたたびあらわれたトラパーリングが回転をはじめた。その速度が増すごとにニルヴァーシュの青い輝きも増ぞう幅ふくされていく。




「まだか。第二射、まだ撃うてんのか？」

　司令所となった軍ぐん艦かんのブリッジで、ブラヤは子供のようにうろつきまわっていた。

　オペレーターはもうブラヤに答えることなく、それぞれの仕事に没ぼつ入にゆうしていた。第二射までは想定されていなかったので、最初の一いち撃げき目の際に二基のミラーが損傷していた。そのため理想のエネルギーを得られず、残る補機から継けい続ぞく的に太陽光を反射させるためのプログラム変へん更こうとデバグに彼らは追われていた。当然、そうして無理をさせるために残る補機も次々と損傷している。その都度彼らは対応に追われた。

　しかしようやくのことで、かろうじて二射目を撃つためのエネルギーがチャージされた。臨界点突とつ破ぱまでのカウントダウンがまたもはじまろうとしたとき、

「鉄てつ槌つい守護艦隊より入電」オペレーターが甲かん高だかい声を発した。「何者かが衛星軌き道どう上に突とつ如じよあらわれ、主機オラトリオへ猛もう進しんしているとのことです！」

　ブラヤの足が止まった。ぎょろりとした目をメインモニターに向けると、艦隊とリンクさせたレーダー図が浮うき上がるところだった。宇宙軍すべてを集結させた艦隊の合間を、ちっぽけな光点が直進している。

　当然ブラヤにはわからなかった。それが大たい気き圏けん外での活動をも可能にさせたデビルフィッシュだとは。それがいま、艦隊の砲ほう火かを縫ぬうようにかいくぐって、神の鉄槌主機に迫せまっている事実などは。

「艦隊の奴やつらめ、惑まどわされておる」ブラヤは笑った。「イマージュのトラパーは、成せい層そう圏けんを越こえ、宇宙にも届いたらしい。ははは、あわてふためきおって、馬ば鹿かめが。減げん俸ぽうものだな」

　デビルフィッシュはブースターユニットに取りつけられた大口径ミサイル二基を発射。神の鉄槌を守護していた艦を吹き飛ばすと、身軽になった機体で一気に距きよ離りを詰つめた。全身に取りつけられたレーザーを放射。巨きよ大だいな矢のように見える主機のあちこちで光の花が咲さいた。後方へと宇宙戦せん闘とう機が迫ったが、それとすれ違ちがう頃ころには砲ほう身しん部分が大破していた。

「見ろ、見ろ、見ろ！」

　ブラヤはげらげら笑いながらオペレーターたちの肩を叩たたいた。

「神の鉄槌がやられたぞ。そんなはずなどないのに。あり得るはずがないのに。イマージュめ、何とチープな幻まぼろしを見せるのか。さあ、構うな。さあ、さっさと第二射を放て。この馬鹿げた戦争をさっさと終わらせろ！」

　笑っているブラヤの目から涙が散った。そしてその涙を蒸発させるのが目的だったかのように、上空から降り注いだ最後の鉄槌が、船を直ちよく撃げきした。







４──

　黒いニルヴァーシュが特とつ攻こうをしかけるのを、白いニルヴァーシュがひらりと回かい避ひする。トラパーリングはもはや回転を速めすぎて輪リングの形を保っておらず、それはともすれば白い機体の背中ではためく翼つばさのようにも見えた。

　さらに突とつ進しんしてきた黒い機体を、ニルヴァーシュは跳ちよう躍やくしてやり過ごすと、背後に降り立った。振ふり向いた黒いニルヴァーシュへとブーメランナイフを真っ向から叩きおろす。

　その一撃は黒いニルヴァーシュの顔面を縦に斬きり裂さいた。仮面となった部分が剝はがれ落ちる。その奥に黒いトラパーが渦うず巻まいていた。おぼろげな意識のなかで、エウレカはそれがひとりの女性の顔を形作っているように見えた。

（ママ）

　唇が自然に動いて、そんな単語をつむぎ出していた。

　エウレカのクリスタルに封ふうじられていた記き憶おくの一部が表層に浮き上がっていた。ドミニクとアネモネ、二人が手を握にぎり合っている。そしてドミニクは抱だき上げた赤ん坊ぼうのエウレカを、アネモネにも抱かせた。

（先週、北方の戦場跡あとで発見された第七号だよ）

（この子もイマージュから送られてきたのね。あたしと同じように、つらい目に遭あうのかしら。痛い思いをいっぱいするのかしら）

（いまは、そうなってしまうだろう）

（ドミニク、あたし、いつかこのクリスタルに記録されたあなたとの記憶を、イマージュに届けたい。そうすれば戦いなんてもうしなくて済むもの。イマージュと人間だってわかり合えるのだもの）

（ああ──）

（この子も、ドミニクみたいな人と出会えるといいね。つらい目や痛い思いと同じくらい、ううん、それ以上に楽しい思いをいっぱいするといいね。自分はそのために生まれてきたんだ、って思えることに出会えるといいね）

　アネモネはエウレカに頰ほおずりした。

　そしてそれと同じ顔が、いま、黒いニルヴァーシュの仮面の下に覗のぞいた気がした。

（ママ）

　エウレカはもう動かない唇で呼びかけた。クリスタルにもほとんど残されていないその記憶のなかで、三人は家族だった。たとえ擬ぎ似じ的な、ごっこ遊びにしか過ぎないものであっても、わずかばかりのその時間こそが、エウレカの過去と未来とをつなぐ線になり得た。

　言いたかった。いっぱいいっぱい言いたかった。わたしは出会えたのだと。素す敵てきな人と、このために生まれてきたんだと思えることとも巡めぐり会えたのだと。

（あっ──）

　そうか。もうそれを伝えたんだ。伝えたからこそ、いま、エウレカの身体そのものも青い光に包まれているのだし、そのうちクリスタルはばらばらに砕くだけ散って、イマージュそのものと同化していくのだろう。

　それでもいい、と思えた。だって自分にはレントンとの記憶がある。思い出がある。たとえ自分が自分でなくなったとしても、自分が自分という存在をなくしたとしても、記憶があれば、いくらでも夢を見ることができる。レントンが生きて、夢を見つづけてくれるなら、その夢のなかで彼女自身の記憶もまた生きつづける。

（さようなら、レントン）

　光が拡散していくなかにあって、エウレカは声なき言葉で呼びかけた。

（わたし、レントンが大好き。レントンの笑った顔が大好き。レントンの夢で、また会おうね。そのときは、ずうっと笑っていようね）

　笑えみを浮うかべたエウレカの頰を涙が滑すべり落ちていき、やがてそれも青々とした粒りゆう子しの波に吞のまれていった。




　もはやそれは人類の誰だれの目がとらえた光景でもなかった。

　南極大陸にあったイマージュの中心核かくから、一点、ぽつりと青い光点が浮いたかと見えると、そこから矢のように光が迸ほとばしった。光は亀き裂れつを生んで、同じく中心核のあらゆる部分から青い矢を放ちはじめる。

　まるで地球そのものから生えた花が、その命を絶やす寸前、ありったけの胞ほう子しを放っているかのように、それは光を四方八方に飛び散らせつつ、本体を溶とけ崩くずれさせていった。




　ドミニクとコーダは、等しく天空を見上げていた。コーダは愕がく然ぜんとし、ドミニクはうっすらと微笑んで両手を広げて。

　きらきらと舞まい落ちてくる細かな青い光は、肉体的に誰の手にも触ふれられることなく地上へと降り注ぎ、そして大地のなかに埋うまっていた雪月花へと到とう達たつした。と、光のいく先を目で追っていたコーダが顔を背そむけるほどにまばゆく輝かがやく。それは虹にじ色いろの光こう輝きとなって、やがてその内側からひとりの少女を生み出した。

「ドミニク」

「アネモネ。……やっと会えたね」

　桃もも色いろの髪かみをした少女とドミニクとが抱き合うのを、コーダは無言で見つめた。

「あなたに会えて、本当によかった」アネモネの囁ささやき。「あなたに出会っていなかったら、きっとあたしのクリスタルはイマージュに人類への敵意しか伝えられなかった。お互たがいが滅ほろぶまで戦うしかなかったと思う。でも、あたしにはあなたがいた。あなたとの記憶があった。だから、信じられたの。待とうと思えたの。あなたの育てたあの子が、必ず本当の未来を携たずさえてやってきてくれるから、って」

「ありがとう」ドミニクも囁いた。「ぼくを、あの子たちを、信じてくれて」

　七色の光は、いつしかドミニク自身をも包み上げていた。次し第だいに彼とアネモネとが虹にじのなかに肉体の輪りん郭かくを薄うすれさせていくのを目まの当たりにして、思わずコーダは一歩近づいた。

「待って。教えてほしいことがあるのよ」

　叫さけぶコーダに、二人の視線がちらりと当てられる。

「神話は再生されたの？　その結果が、いまのこの世界なの？」

「それを決めるのはあたしでもあなたでもないわ」アネモネは桃色の髪を風にそよがせて言った。「わかっているんじゃないの？　本当は、もう」

「待って、もうひとつだけ。あなたたちイマージュは、ひょっとして──『人間』になりたかったの？」

「さあ」

　小首を傾かしげて、アネモネはコケティッシュな笑みを見せた。彼女のことなどほとんど知らないコーダをして、きっと以前はドミニクに我わが儘まま放題言って困らせていたに違ちがいない、と想像させるのに充じゆう分ぶんな。

「わからないわ。少なくともあたしはそうじゃない。あたしね、彼といっしょなら何だってよかった。人間だろうがイマージュだろうが、どうでもよかった。──ねえドミニク。あの話のつづきを聞かせて」

「もう、その目で見たはずだろう？」

「あなたの口から聞きたいの。ねえ、ハッピーエンドなんでしょう？　それ以外は、許さないから」

「どうだろう──ぼくも、そう信じているけどね」

　抱だき合う二人は、虹の名残なごりをきらめく粒子にとどめつつも、やがては風に吹ふき散らされるようにして、消えた。




　月光号は赤々とした雲の下を飛んでいた。成せい層そう圏けんへ舞い戻もどってきたデビルフィッシュを収容した直後である。

　雲間から時折陽の光が差し込んでいる。

「あいつら、やったかな」

　医務室のベッドでホランドは訊きいた。宇宙空間における初のＫＬＦ戦せん闘とうを行った男の声は、息苦しそうな響ひびきを帯びていた。実際、裸はだかの胸はひっきりなしに上下している。ベッドからはみ出した腕うでなど、筋肉がごっそり削そげ落ちている風でもあった。

　タルホはしかし、幸せそうな微笑を絶やさず、

「さあ。……横暴で、傲ごう慢まんで、おっかないあなたにも逃にげなかった彼らだもの。わたしたちが心配することじゃないわ」

「そうか。そうだな」ホランドはしゃがれ声でかすかに笑った。「あいつらは、あいつらの神話をつくる。おれたちはおれたちで、地上にへばりついて、世界を、神を罵ば倒とうしながら生きる。もう他人の神話なんか関係ない。おれたちは……」

「ねえ、ホランド」

「何だ？」

「わたし、生まれてくる子供につけたい名前があるの」

「へえ。言ってくれ」

「ミライ」

　ホランドはタルホの顔を見上げ、それから窓に射さしはじめた朝の光へと顔を向けた。

「未来か」

「ええ」

　タルホもホランドと同じ方向を見る。視線の先を流れる雲が急速に晴れていき、青空がいっぱいに広がりはじめた。ホランドはまぶしそうに目を細めて、言った。

「こんなくそったれの世界を生きていくのに、ふさわしい、いい名前だ」




　コーダはただひとり、大地の上にぽつねんと立っていた。

　雲間からいく筋かの朝あさ陽ひが射している。世界はどうなったのか、どれほどの人民が被ひ害がいを受けたのか、神の鉄てつ槌ついは、ブラヤたちは、移民船は──あらゆることが頭を駆かけ巡めぐっては、しかしため息ひとつだけに凝ぎよう縮しゆくされてコーダの体内から吐はき出された。

「そう。まだ、終わりじゃないわね。これは、はじまりでもない」

　コーダは大地に開いた小さな穴を見下ろした。何もない。あれほどまばゆかった虹にじ色いろの光も、雪月花も。

　コーダは風に挑いどみかかるかのように顔を上げた。

「わたしは語り部べになるわ。どんな形でもいい、わたしが見て、聞いた、体験したすべてを後世に伝える。醜しゆう悪あくで、美しくて、はかなくて、どうしようもない世界のことを」

　しゃがみ込んだコーダはその土を手ですくった。湿しめり気を帯びた土が、コーダの手のなかで朝陽を反射してきらめく。

「つづられたそれが過去の愚ぐ行こうを伝えるだけの歴史になるのか、あるいは未来への希望としてこの星の神話になるのか──。それは、わたしが決めることじゃないのだわ」

　星は、朝を迎むかえつつある。



















　レントン・サーストンは誰だれかに揺ゆすられるのを感じた。何しろものすごく眠ねむかったのでそれを振ふり払はらおうとするのだが、手はひどく大きくて、とてもじゃないが逃げきれそうにない。「うーん」と薄うす目めを開けると、雪がちらついているように見えた。

　レントンは一いつ瞬しゆんにして飛び起きる。

　ワルサワにおいて雪は何も日常からかけ離はなれたものではなかったが、冬が訪おとずれてから最初に降る雪は、いつだってレントンら子供たちには特別なものだった。その日だけはテストが一回きりだと大人たちは暗あん黙もくの了りよう解かいで決めていたし、あとは外に出て思いきり転がっても、雪合戦をしても、雪だるまをつくっても、怒おこられはしないのだ。

　だが、身を起こした瞬しゆん間かん、鉛なまり色いろの空を見上げたレントンは、一瞬前までそこに神の鉄槌の光が走っていたはずだ、と思い返して、あっという間に現実へ引き戻されてしまった。そうだ──、なぜ自分はこんなところにいるんだ？　世界は、神の鉄槌はどうなったのか。イマージュは……そして、エウレカはどこに？

　立ち上がろうとして、レントンは自分が後ろから誰かに抱かれているような体勢でいることに気づいた。後ろを向くと、

「ニルヴァーシュ!?」

　レントンは啞あ然ぜんとしてその白い物体を見上げた。いつしかニルヴァーシュは兵器としての外装を失っていた。つまり、レントンの記き憶おくにある幼よう生せいの頃ころの姿を取り戻している。しかし身体からだは成体として巨きよ大だい化していたままだったので、あたかもレントンは自分が小人になったような錯さつ覚かくを覚えた。しかしそんなことへの驚おどろきなどはすぐにどこかへ押しやられた。

「おまえ」

　見つめるレントンの目に見る見るうちに涙なみだが盛り上がってくる。ニルヴァーシュの身体はあちこち傷だらけだった。損そん壊かいして失われた箇か所しよすらあった。レントンを抱だいてくれていた、動物のヒレに似たその手にも大きなひび割れが生じている。レントンはニルヴァーシュの身体にしがみついた。

「おまえが、守ってくれたんだね。おまえが、ワルサワに連れてきてくれたんだね。こんなに怪け我がをして。こんなに無茶をして、馬ば鹿かだな、ニルヴァーシュ。おまえ、本当に……」

　ニルヴァーシュは力なく笑ったように見えた。その手でレントンの頭を撫なでる。熱いものがいっぱいにこみ上げてきて、レントンは目め尻じりから涙をこぼした。

「ぼくのほうが、チビになっちゃったよ」涙声でレントンは笑う。「そうだ、ニルヴァーシュ。エウレカはどこにいるの？　彼女も、ここに連れて……」

「もきゅう」

「え？」

　ニルヴァーシュの手がすっとレントンから解かれた。丸い、つぶらな目でレントンを見下ろしながら、傷ついた巨体を必死に起き上がらせようとする。

「待てよ。もういくって、どこにいくんだよ？」

　レントンは、ニルヴァーシュが「みんなのところへ」と語りかけたように思えた。

「待ってよ。やっと帰ってこられたんじゃないか。これから、ここでエウレカと三人でさ、また昔みたいにさ──」

　言いながらもレントンは、引き止めても駄だ目めだろう、と内心ではわかっていた。幼年期はもうとっくに終わりを告げていたのだ。誰にとっても。それでも、

「また、いっぱい遊んで、いっしょに勉強して、喧けん嘩かしてさ……なあ、ニルヴァーシュ。ここでお別れなんて言うなよ」

　涙は頰ほおを伝い、引き止める言葉も止め処どない。ニルヴァーシュは少し悲しげに口を開いたが、しかしもう一度「もきゅっ」と笑えみを覗のぞかせると、

「ニルヴァーシュ！」

　レントンの叫さけびこそが引き金になったように、その巨体が金色に輝かがやいたかと思うと一気に弾はじけた。ニルヴァーシュから四方に放射された光の球が、辺り一面に雪とともに降り注ぐのを、レントンは涙ながらに手を広げて迎えた。

　最後に、またニルヴァーシュの声が聞こえた気がした。さようなら、とも、ありがとう、とも聞こえた。楽しかった、とも、あるいはただ単に、やっぱり昔みたいに「もきゅう」とだけ聞こえた気もした。

「ありがとう、ニルヴァーシュ」レントンは内にこもる声で言った。「忘れないよ。絶対に」

　立ち上がると、そこは確かにワルサワの丘おかだった。しかしここから見下ろせたはずの団地や基地の姿はない。目に見えるものであのときの名残なごりがあるとすれば航空誘ゆう導どう灯とうくらいのものだ。しかしそれとて昔のままというわけではなく、いまは横よこ倒だおしになって雪に埋うもれかかっている。

　雪の混じった風が吹ふきつけてくるなか、レントン・サーストンはしばし途と方ほうに暮れた。辺りは静かで、生き物の気配ひとつない。自分が、世界でただひとり取り残された人間のような気がした。

　それから、はっとなって身体中を手でまさぐる。ペンダントがない。とともに、あれほど深かった身体中の傷がきれいさっぱり消えているのにも気づいた。

「これは、まさか」

　レントンは恐おそるべき予感にとらわれて身み震ぶるいした。そんなはずはない。ぼくはまだ、お願いしてないんだ。夢を叶かなえちゃいないんだ。それなのに、『彼女』だけ夢を叶えたなんてことはない。だって約束したんだ。二人いっしょに夢を叶えようって約束したんだ。ぼくの命が助かるよう必死に願ってくれた彼女が、その代わりにイマージュに取り込まれて消えたなんてことは絶対にないんだ！

　レントンは、エウレカの名を声の限りに叫んだ。

　しんしんとした世界に、それは幾いく重えものこだまを引き連れてレントンの耳へ返ってくる。二度、三度とくり返した。木々の枝に溜たまった雪が近くでざざざと音を立てて落ちた。それだけだった。応こたえるものは何もない。

「信じない」レントンは言った。「ぼくはこんなイメージを抱いていない。ぼくは、こんな世界なんて望んでいない。だから……」

　すると、丘の上に一点、黄こ金がね色の光がぽつんと見えた。ニルヴァーシュから放たれた光の胞ほう子しが、そこにだけ消えずに留とどまっているのだ。レントンは雪を搔かきわけて頂上へと急いだ。はっと足を止めたレントンの見下ろす先に、雪月花が咲さいていた。

　薄うす桃もも色いろの花びらがよじれるようにして閉じている。レントンは息を荒あらくしながら、目を凝こらそうとしゃがみ込みかけた。次の瞬しゆん間かん、思わず身を引いてしまったのは、それが急速に成長をはじめたからだ。見る見る容積を増していく花は、すぐにレントンの膝ひざくらいの高さにまで伸のびていき、息を吞のむ間にも、レントンの背せ丈たけほどの大きさへと成長した。

　胸を打つ鼓こ動どうが速い。レントン・サーストンは、これから自分が辿たどる人生がたとえ困難の連続であろうと、生きていく世界がたとえ悪意に満たされていようと、この一瞬に凝ぎよう縮しゆくされた願いが叶うのであれば、胸を張ってどこまでも歩いていける気がした。

　かすかに濡ぬれた花びらがほんのり七色の光を放ちつつ、よじれを解いて開いていく。「ああ」とレントンの唇くちびるから、ため息とも泣き声ともつかない声が洩もれ出た。

　なかからあらわれた人ひと影かげが、花の支えを失って前のめりに倒たおれてくるのを抱き止める。

「エウレカ」

　覗き込んだレントンの目の前で、閉とざされていた少女の瞼まぶたがゆっくりと開いた。

「わかる？　ワルサワの丘だよ。ぼくたち、帰ってきたんだ」

　どこかまだ眠ねむりのなかにあるようなエウレカは、ぼんやりとした表情で、しかしかすかに頷うなずいてみせた。急激にせり上がってきた熱い感情を、レントンはぎゅっと強く目を閉じ、エウレカを抱だきしめることでごまかそうとする。少女はくすぐったそうにレントンの腕うでのなかで身をよじった。

　やがて、エウレカの肩かたを抱いたまま、レントンは故郷の空へと視線を馳はせた。

（ニルヴァーシュ、ダイアン、ドミニク先生。キリー・キャンベル、そしてホランドたち）

　それぞれの人たちが、それぞれ進むだろう道にもレントンは思いを馳せる。

　だが、いまは、いまだけは、腕のなか、そして胸いっぱいに感じたぬくもりが、レントンにとっての世界、そのすべて。

　やがてエウレカと肩を寄り添そわせて立つレントンは、ふと雲が一瞬晴れて、地上にきらきらとした光が雫しずくみたいにこぼれていくのを見た。

　まばゆいくらいに雪が陽光を乱反射するなか、輝く紗しや幕まくがさっと円えん弧こを描えがく。それを見て、エウレカの唇が微笑ほほえみの形をつくった。何事かぽつりと囁ささやいたのをレントンは聞きつけて、

「そうだよ、エウレカ」

　少女に笑いかけた。

「あれが、虹にじ」
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